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例　　言

１　本書は、長野県佐久市に所在する以下の８遺跡にかかわる発掘調査報告書である。
　　小山の神Ｂ遺跡　　長野県佐久市小宮山字布替戸 647 ほか
　　高尾Ａ遺跡　　　　長野県佐久市前山字高尾 893-1 ほか
　　高尾古墳群５号墳　長野県佐久市前山字高尾 905-2 ほか
　　尾垂遺跡　　　　　長野県佐久市前山字尾垂 1241-2 ほか
　　尾垂古墳　　　　　長野県佐久市前山字尾垂 1242-2
　　洞源遺跡　　　　　長野県佐久市前山字洞源 1368-1 ほか
　　荒城跡　　　　　　長野県佐久市前山字鷺林 1456-1 ほか
　　月明沢岩陰遺跡群　長野県佐久市前山字鷺林 1456-1 ほか

２　発掘調査は、中部横断自動車道建設工事に伴う記録保存調査として、一般財団法人長野県文化振興事
業団長野県埋蔵文化財センターが実施した。委託契約等については第１章を参照願いたい。

３　調査の概要は、長野県埋蔵文化財センター刊行の『長野県埋蔵文化財センター年報』26～35 ほかで
紹介しているが、本書の記述をもって本報告とする。

４　本書で使用した地図は、国土地理院発行の地形図（1：25,000、1：50,000）、佐久市基本図（1：2,500）を
もとに作成した。

５　本書で扱っている国土座標は、国土地理院の定める平面直角座標系第Ⅷ系の原点を基準点としている。
座標値は日本測地系を用いている。

６　発掘調査・整理作業にあたっては、以下の機関・諸氏に業務委託もしくは御指導を得た。（敬称略）

　　○業務委託
　　火山灰分析　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社（2011 年度：小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡）

　　黒曜石産地推定　　　望月明彦（2012 年度：高尾Ａ遺跡）

　　樹種同定　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社（2014 年度：洞源遺跡）

　　年代測定　　　　　　株式会社加速器分析研究所（2011 年度：小山の神Ｂ遺跡、2013 年度：小山の神Ｂ遺

跡、高尾Ａ遺跡、高尾古墳群５号墳　2014 年度：洞源遺跡、2016 年度：尾垂遺跡）

　　石器展開写真　　　　株式会社アルカ（2012 年度：高尾Ａ遺跡）

　　石器実測・トレース　株式会社アルカ（2018 年度：小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡）

　　遺物写真撮影　　　　信毎書籍印刷株式会社（2018 年度：小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、高尾古墳群５号

墳、尾垂遺跡、尾垂古墳、洞源遺跡）
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　　○調査指導
　　中世遺物・遺構調査指導　　　時枝　務　立正大学教授（2016 年度：尾垂遺跡）

　　仏教関連遺物調査指導　　　　時枝　務　立正大学教授（2017 年度：尾垂遺跡）

　　製鉄関連遺物・遺構調査指導　村上恭通　愛媛大学教授（2017 年度：洞源遺跡）

　　人骨・動物骨調査指導・鑑定　茂原信生　京都大学名誉教授
　　　　　　　　　　　　　　　　本郷一美　総合研究大学院大学准教授
　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井秀雄　獨協医科大学技術職員
　　　　　　　　　　　　　　　　（2014 年度：高尾古墳群５号墳、2016・28・19 年度：高尾古墳群５号墳、尾

垂遺跡、尾垂古墳）

　　地質調査指導　　　　　　　　寺尾真純　岩村田高等学校教諭（2011 年度：小山の神Ｂ遺跡）

７　発掘調査および報告書刊行にあたり、以下の方々・機関に御指導、御協力いただいた。氏名を記して
感謝の意を表する。（敬称略）

　　冨沢一明　佐久市教育委員会　佐久考古学会　長野県立歴史館
　　長野県遺跡調査指導委員会
　　（戸沢充則・会田　進・小野　昭・桐原　健・工楽善通・笹澤　浩・高橋龍三郎・丸山敞一郎）

　　長野県文化財保護審議会　史跡・考古資料部会
　　（会田　進・市澤英利・小野　昭・笹澤　浩・高橋龍三郎）

８　発掘作業・整理作業の担当者等は第１章第４節に記載した。

９　本書全体の編集は贄田明が行い、綿田弘実・岡村秀雄が校閲し、平林彰が総括した。
　　執筆分担は下記のとおりである。
　　平林　彰：第１章
　　岡村秀雄：第２章、第９章
　　上田　真：第４章第３節３、第６章第２節３（２）・第６節（古代）

　　若林　卓：第５章第３節・第６節（高尾古墳群５号墳）、第６章第２節３（３）・（４）・第３節・第６節
（尾垂古墳・中世）

　　綿田弘実：第６章第２節２・３（１）、第７章第２節３（３）

　　谷　和隆：第５章第２節２・第６節（旧石器）

　　贄田　明：上記以外
　　なお、第５章第５節、第６章第４節は茂原信生氏、本郷一美氏、櫻井秀雄氏より玉稿を賜った。

10　本書に添付した DVD には、以下の内容を収録した。
　　自然科学分析報告書、遺物観察表、その他。
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凡　　例

１　遺構番号は、遺構種ごとに付番してある。発掘作業で欠番にしたもの、整理作業において遺構と認定
しなかったため欠番としたものがある。

２　遺物番号は、主に材質に基づく分類による遺物種ごと、図版ごとに付番してある。遺物番号は、本報
告の本文・図表・写真に共通する。

３　本書に掲載した実測図および遺物写真の縮尺は、原則として下記のとおりである。
　　（１）遺構実測図
　　　　 竪穴建物跡、掘立柱建物跡　１：80　　土坑、被熱部　１：40、１：60
　　　　 溝跡　１：40、１：80　　遺構内部施設・遺物微細　１：40
　　（２）遺物実測図
　　　　 土器・土器拓影・陶磁器　１：３、１：４、１：６　　土製品　２：３、１：４
　　　　 石鏃等小形石器・装身具　２：３　　石斧・磨石・敲石・凹石・砥石など　１：３
　　　　 石皿　１：４、１：６　　金属製品　２：３、１：２
　　（３）遺物写真
　　　　 原則として遺物実測図と概ね共通であるが、任意縮尺にしているものがある。

４　遺物の器種名については細分せず、長野県埋蔵文化財センターが発行した過去の報告書を参考にして
一般的な名称を用いた。

５　遺物観察表の法量は、（　）が残存値、〈　〉が復元値、括弧なしが完存値を示している。

６　基本層序および遺構埋土の色調は「新版　標準土色帖 2007 年度版（農林水産省農林水産技術会議事
務局監修）」による。

７　実測図中のアミカケ等の凡例は以下のとおりである。これら以外の場合は図中に例示した。
　　（１）遺構図

　　（２）遺物図

出土遺物

被熱部・火床 焼土

地山

カマド材炭化物・灰

繊維土器

須恵器断面 古代施釉陶器断面 黒色処理 土器赤彩

石器摩耗痕・磨面 石器使用痕
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第１章　発掘調査の経過

第１節　調査に至る経過

１　事業計画の概要
　中部横断自動車道（以下「中部横断道」という。）は、静岡県清水市の新東名道新清水ジャンクション（以

下「JCT」という。）を起点に、山梨県甲斐市の双葉 JCT と北杜市の長坂 JCT の間で中央自動車道に合流し、
長坂 JCT より分岐北上したのち小諸市で上信越道佐久小諸 JCT に連絡する、総延長約 132㎞の高規格幹
線道路である。
　この道路は、太平洋側と日本海側を結ぶ広域的な高速ネットワークを形成するとともに、佐久地域にお
いては国道 141 号を補完して地域間交流や地域開発を促進させ、救急医療体制への支援や物流の効率化
を図る目的で、1991（平成３）年に佐久小諸 JCT と八千穂高原インターチェンジ（以下「IC」という。）間
を基本計画路線として決定した。1998 年４月、日本道路公団に施工命令が下され、佐久小諸 JCT と佐久
南 IC 間の工事を進めてきたが、2003 年 12 月には、中部横断道佐久南 IC と八千穂高原 IC の延長 14.6㎞
区間について国土交通省の新直轄方式による事業化が決定し、佐久臼田トンネルの掘削を皮切りに本体工
事が本格化した。その後、本線脇 13 か所に調整池の設置、佐久臼田 IC と佐久穂 IC の設置等が追加され、
2018 年４月 28 日に供用を開始した。

２　分布・試掘調査と保護措置の調整
　1991（平成３）年の基本計画路線決定を受けて、長野県教育委員会（以下「県教委」という。）は、当該区
間の南北予想ルートの幅１㎞に所在する埋蔵文化財包蔵地の存否等を確認するため、1994 年度に地元教
育委員会の協力を得て踏査を実施した（県教委 1997）。その後、事業計画が進行し、佐久南 IC と八千穂高
原 IC 間のルートがほぼ確定したことを受けて、1998～2000 年度に分布調査を実施し、保護措置を講ずべ
き埋蔵文化財包蔵地や試掘調査の対象とすべき箇所の選定を行った（県教委 2000・2003）。佐久南 IC 以南
については、2004 年度に改めて対象地の現況調査を実施するとともに、2012 年度にかけて順次試掘調査
を実施し、埋蔵文化財包蔵地の範囲と内容の確認を行った（県教委 2007・2010・2013）。
　本報告書にかかわる佐久市小宮山・前山地区の本線ルート上は、1998 年度と 2000 年度の分布調査およ
び 2004 年度の現況調査で小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡の４か所を確認し、小山の
神Ｂ遺跡の隣接地と高尾Ａ遺跡の間および高尾Ａ遺跡と尾垂遺跡の間は、試掘調査による遺跡の有無確認
が必要となった。
　2009 年から 10 年にかけて県教委は、小山の神Ｂ遺跡の隣接地と高尾Ａ遺跡の間、小山の神Ｂ遺跡と高
尾Ａ遺跡の間および高尾Ａ遺跡と尾垂遺跡の間を相次いで試掘調査し、小山の神Ｂ遺跡については周知の
埋蔵文化財包蔵地の北側から遺構・遺物を確認したため範囲を広げることになった。一方、小山の神Ｂと
高尾Ａ遺跡の間および高尾Ａ遺跡と尾垂遺跡の間は、新たな埋蔵文化財は存在しないことを確認している。
　一方、佐久市教育委員会（以下「市教委」という。）は、平成の合併に伴う市内全域の埋蔵文化財包蔵地
について悉皆調査を行い、2007 年に結果を公表した。これにより、前山地区の荒城跡が中部横断道の建
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設に影響することが明らかになった。さらに、2011 年県教委と市教委は、1971 年に「弥生式土器と共伴
し、数体の人骨片と、人歯牙を加工した装飾品が発見された」（西沢・小松 1978）月明沢遺跡にかかる踏査
を行い、同年５月「月明沢岩陰遺跡群」として範囲を確定した。
　以上の結果、本線建設に関わり、小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡、荒城跡、月明沢
岩陰遺跡群の６か所が保護対象となった（第１・２図）。
　県教委は、市教委や事業主体である国土交通省関東地方整備局長野国道事務所（以下「長野国道」とい

う。）と調整会議を重ね、荒城跡は当面破壊を免れるが、本線の工事等によって破壊される恐れのある５
つの埋蔵文化財包蔵地について、本発掘調査による記録保存を図ることを決定した。荒城跡はその後、施
工方法の変更により埋蔵文化財の保護に影響が出ることが判明し、記録作成のための発掘調査を行うよう
保護措置が変更された。
　また、今回の開発事業が広域の市町村にまたがり、かつ大規模であるため、佐久小諸 JCT と佐久南 IC
間に引き続き、国土交通省関東地方整備局（以下「関東地整」という。）が県教委および（一財）長野県文化
振興事業団（以下「事業団」という。）と埋蔵文化財発掘調査の実施に関する協定書を締結した上で、関東
地整が事業団に本発掘調査を委託し、長野県埋蔵文化財センター（以下「埋文センター」という。）が実施す
る旨の合意を得た。
　なお、発掘調査事業の実施中、2012 年度には洞源遺跡、2013 年度は高尾Ａ遺跡の付帯工事箇所につい
て、県教委、市教委、長野国道および埋文センターの四者で保護協議が行われ、本発掘調査の結果や工事
内容から判断して、いずれも埋文センターが工事立会を行うことで合意を得ている。

３　行政手続の経過
　本報告書掲載遺跡の発掘調査にかかわる行政手続については第１表から第３表のとおりである。
第１表　土木工事のための発掘にかかわる行政手続（文化財保護法第 94 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2006. 4. 5 18 長国調第 14 号 長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化

財発掘通知
県教委 小山の神Ｂ・高尾Ａ・尾

垂・洞源での土木工事を
通知

2006. 6. 8 18 教文第 18-33 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地
における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
の発掘調査を受託するよ
う通知

2012. 7. 3 24 国関整長国管二
第 42 号

長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化
財発掘通知

県教委 洞源遺跡での付帯工事を
通知

2012. 7.10 24 教文第 8-73 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地
における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
で工事立会を行うよう通
知

2012. 7. 3 24 国関整長国管二
第 42 号

長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化
財発掘通知

県教委 荒城跡での土木工事を通
知

2012. 7.10 24 教文第 8-74 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地
における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
で工事立会を行うよう通
知

2013. 7.18 24 国関整長国工
第 69 号

長野国道 土木工事に伴う埋蔵文化
財発掘通知

県教委 高尾Ａ遺跡での付帯工事
を通知

2013. 8. 1 25 教文第 8-108 号 県教委 周知の埋蔵文化財包蔵地
における土木工事等につ
いて

長野国道
埋文センター

埋文センターが上記遺跡
で工事立会を行うよう通
知
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第１図　中部横断自動車道と調査対象遺跡
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第２図　中部横断自動車道と本書所収遺跡
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第２－１表　調査のための発掘にかかわる行政手続（１）（文化財保護法第 92 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2009. 3.26 20 長埋第 1-18 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 高尾Ａ遺跡
2009. 4. 9 21 教文第 6-1 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2009. 8. 7 21 長埋第 4-4 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 高尾Ａ遺跡

7,170㎡
2010. 2. 5 21 長埋第 1-11 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 月明沢岩陰遺跡群
2010. 2.16 21 教文第 6-14 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2010. 3.31 21 長埋第 4-17 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 月明沢岩陰遺跡群

520㎡
2010. 7.14 22 長埋第 1-4 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 小山の神Ｂ遺跡
2010. 8.10 22 教文第 6-7 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2011. 1. 7 22 長埋第 4-10 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 小山の神Ｂ遺跡

250㎡
2011. 3. 1 22 長埋第 1-14 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 高尾Ａ遺跡
2011. 3.22 22 教文第 6-18 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2012. 2.16 23 長埋第 6-6 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 高尾Ａ遺跡

1,500㎡
2011. 4.25 23 長埋第 3-2 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 小山の神Ｂ遺跡
2011. 5.13 23 教文第 6-3 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2011.12.21 23 長埋第 6-14 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 小山の神Ｂ遺跡

2,900㎡
2013. 3.11 24 長埋第 1-15 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 尾垂遺跡
2013. 3.26 24 教文第 6-21 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2013. 8.26 25 長埋第 4-4 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 尾垂遺跡

3,640㎡
2013. 4.12 25 長埋第 1-1 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 高尾Ａ遺跡
2013. 5.10 25 教文第 6-1 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2013. 9.18 25 長埋第 4-5 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 高尾Ａ遺跡

5,280㎡
2013. 5.28 25 長埋第 1-2 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 小山の神Ｂ遺跡
2013. 6. 7 25 教文第 6-2 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2013.12.27 25 長埋第 4-13 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 小山の神Ｂ遺跡

6,250㎡
2013. 8.23 25 長埋第 1-5 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 洞源遺跡
2013. 9. 4 25 教文第 6-8 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2013.12.27 25 長埋第 4-14 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 洞源遺跡

1,600㎡
2014. 4. 8 26 長埋第 14-1 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 高尾Ａ遺跡
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第２－２表　調査のための発掘にかかわる行政手続（２）（文化財保護法第 92 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2014. 4.25 26 教文第 6-1 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2014. 7. 1 26 長埋第 17-4 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 高尾Ａ遺跡

440㎡
2014. 6.23 26 長埋第 14-6 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 洞源遺跡
2014. 7. 4 26 教文第 6-6 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2014.11. 6 26 長埋第 17-9 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 洞源遺跡

3,800㎡
2014.10.15 26 長埋第 14-9 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 尾垂遺跡
2014.11. 4 26 教文第 6-12 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2014.12.12 26 長埋第 17-14 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 尾垂遺跡

2,140㎡
2015. 1.16 26 長埋第 14-10 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 尾垂遺跡
2015. 1.28 26 教文第 6-13 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2015.12.17 27 長埋第 4-10 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 尾垂遺跡

4,000㎡
2015.10.16 27 長埋第 1-6 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 尾垂遺跡
2015.11. 9 27 教文第 6-8 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2015.12.17 27 長埋第 4-11 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 尾垂遺跡

1,000㎡
2015.10.16 27 長埋第 1-7 号 埋文センター 埋蔵文化財発掘調査の届出 県教委 荒城跡
2015.11. 9 27 教文第 6-9 号 県教委 埋蔵文化財の発掘調査に

ついて通知
埋文センター 上記発掘調査の実施およ

び終了報告提出等を指示
2015.12.18 27 長埋第 4-9 号 埋文センター 発掘調査終了報告 県教委 荒城跡

1,270㎡

第３－１表　埋蔵物の発見にかかわる行政手続（文化財保護法第 102・105・108 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2009. 8. 7 21 長埋第 2-4 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 高尾Ａ遺跡

土器・石器１箱
2009. 8.19 21 教文第 20-45 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び

出土品の帰属通知
埋文センター 高尾Ａ遺跡

2011. 8.29 23 長埋第 4-6 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 高尾Ａ遺跡
土器・石器３箱

2011. 9.21 23 教文第 20-74 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 高尾Ａ遺跡

2011.12.21 23 長埋第 4-13 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 小山の神Ｂ遺跡
土器 10 箱・石器 18 箱ほか

2012. 1. 6 23教文第20-121号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 小山の神Ｂ遺跡

2013. 9. 4 25 長埋第 2-4 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 高尾Ａ遺跡
土器・石器・石製品３箱
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　中部横断道の建設に伴う発掘調査は、複数の市町村にまたがる大規模な開発事業である。したがって、
調査が複数年度にまたがるとともに調査経費も相当要することから、事業を円滑に推進するため、県教委
は関東地整および事業団と協定書を締結することとした。なお、協定書は、発掘調査事業の進ちょくに伴
って、2010（平成 22）年３月、2016 年２月、2018 年４月、2019 年５月の都合４回変更を行っている１。
　事業団は、協定書の第 7 条第１項の規定により、年度毎に関東地整と契約を締結し、年度末には第８条
第２項の規定により、業務実績報告書を提出してきた。本報告書に掲載した遺跡にかかわる予算は第４表
のとおりである。

第３－２表　埋蔵物の発見にかかわる行政手続（文化財保護法第 102・105・108 条関係）

年月日 文書番号 施行者 文　書　名 あて先 備　　　考
2013.10. 3 25 教文第 20-61 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び

出土品の帰属通知
埋文センター 高尾Ａ遺跡

2013.12.20 25 長埋第 2-11 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 洞源遺跡
土器１箱

2014. 1.16 25 教文第 20-97 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 洞源遺跡

2013.12.16 25 長埋第 2-8 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 小山の神Ｂ遺跡
土器・石器 12 箱ほか

2014. 1.16 25 教文第 20-96 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 小山の神Ｂ遺跡

2014. 7. 1 26 長埋第 15-4 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 高尾Ａ遺跡
土器・石器１箱

2014. 7.17 26 教文第 20-38 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 高尾Ａ遺跡

2014.11. 6 26 長埋第 15-8 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 洞源遺跡
土器・石器・鉄滓６箱

2014.11.17 26 教文第 20-70 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 洞源遺跡

2014.12.12 26 長埋第 15-13 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 尾垂遺跡
土器・石器１箱

2014.12.25 26 教文第 20-87 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 尾垂遺跡

2015.12.17 27 長埋第 2-9 号 埋文センター 埋蔵物発見届 県教委 尾垂遺跡
土器・石器等 36 箱

2016. 1.12 27 教文第 20-84 号 県教委 埋蔵物の文化財認定及び
出土品の帰属通知

埋文センター 尾垂遺跡

１　協定書及び協定締結の経過は埋文センター発掘調査報告 121 第１章に掲載した。

第４表　受委託契約等の経過

年度 予　　　算 遺　　　跡 備　　　考
2009 381,700,120 円 高尾Ａ遺跡、月明沢岩陰遺跡群他 18 遺跡 発掘作業 63,800㎡

整理作業（佐久南 IC 以北）
2010 408,924,000 円 小山の神Ｂ他 17 遺跡 発掘作業 62,947㎡

整理作業（佐久南 IC 以北）
2011 367,330,000 円 小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡他 24 遺跡 発掘作業 25,688㎡

整理作業（佐久南 IC 以北）
2013 233,268,000 円 小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡

洞源遺跡他 28 遺跡
発掘作業 33,870㎡
整理作業（佐久南 IC 以北）

2014 175,530,000 円 洞源遺跡他 25 遺跡 発掘作業 11,751㎡
整理作業（佐久南 IC 以北）
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４　発掘作業と整理等作業の体制
　本報告書に掲載した遺跡の発掘調査にかかわる作業体制（作業員を含む）は以下のとおりである。

年度 予　　　算 遺　　　跡 備　　　考
2015 112,850,000 円 尾垂遺跡、荒城跡他 12 遺跡 発掘作業 6,565㎡
2016 77,110,000 円 小山の神Ｂ遺跡他 30 遺跡 整理作業
2018 126,991,800 円

うち 51,977,000 円を 2019 年度に繰越
小山の神Ｂ遺跡他 30 遺跡 整理作業

報告書刊行

2009（平成 21）年度　発掘作業（高尾Ａ遺跡、月明沢岩陰遺跡群）

所　　長： 仁科松男 副 所 長： 阿部精一 調査部長： 平林　彰 担当課長： 大竹憲昭

調査担当： 藤原直人 中野亮一 （高尾Ａ遺跡）

廣瀬昭弘 （月明沢岩陰遺跡群）

2010 年度　発掘作業（小山の神Ｂ遺跡）

所　　長： 窪田久雄 副 所 長： 阿部精一 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 藤原直人 清水梨代

2011 年度　発掘作業（小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡）

所　　長： 窪田久雄 副 所 長： 阿部精一 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 黒岩　隆 長谷川桂子 内堀　団 （小山の神Ｂ遺跡）

谷　和隆 長谷川桂子 太田　潤 （高尾Ａ遺跡）

作 業 員： 川上淳子 高見澤千代 高見澤泰明 高橋三好 緑川うめ子 赤尾香苗 奥平　潔

神津良太郎 鈴木佳明 秦　茂夫 細萱和美 佐藤由美子 工藤　厚 岩下秀一

植松和則 柏木貞夫 佐藤　剛 原　綾 原　廣子 木内正幸

2013 年度　発掘作業（小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡）

所　　長： 窪田久雄 副 所 長： 会津敏男 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 伊藤友久 栗林幸治 （小山の神Ｂ遺跡、洞源遺跡）

若林　卓 伊藤友久 栗林幸治 宮村誠二 （高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡）

作 業 員： 川上淳子 木内正幸 鈴木佳明 高岡清子 高岡義敏 緑川うめ子 山越常夫

植松和則 熊谷大輔 日向武夫 宮崎未枝子 山口茂弥 渡辺稔秋 佐藤明美

黒沢俊男 高橋弓子 小倉栄子 横山道子

2014 年度　発掘作業（高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡）

所　　長： 会津敏男 副 所 長： 多城　哲 調査部長： 大竹憲昭 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 藤原直人 栗林幸治

作 業 員： 熊谷大輔 高岡清子 高岡義敏 宮崎未枝子 山口茂弥 渡辺稔秋 川上淳子

佐藤明美 緑川うめ子 小倉栄子 植松和則 鈴木佳明 日向武夫

2015 年度　発掘作業（尾垂遺跡、荒城跡）

所　　長： 会津敏男 副 所 長： 多城　哲 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 藤原直人 上田　真 寺内貴美子 （尾垂遺跡）

上田　真 岡村秀雄 （荒城跡）

作 業 員： 赤尾香苗 植松和則 小倉栄子 川上淳子 熊谷大輔 佐藤明美 鈴木春彦

鈴木佳明 高岡義敏 高岡清子 日向武夫 緑川うめ子 宮崎未枝子 山口茂弥

高橋弓子
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１　発掘作業
　本報告書にかかわる佐久市小宮山・前山地区の本線ルート上は、県教委による分布調査および現況調査
で、小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡の４か所が確認された。その後の試掘調査および
市教委による埋蔵文化財包蔵地地図の整備により、小山の神Ｂ遺跡の範囲が北側に広がり、新たに月明沢
岩陰遺跡群や荒城跡も開発によって影響が及ぶ範囲に含まれることとなった。
（１）小山の神Ｂ遺跡
　小山の神Ｂ遺跡は、市教委によって、縄文時代および古代の遺物散布地として登録された遺跡である。
当初は、東方向にのびる丘陵の南東斜面から裾部にかけて調査範囲としていたが、2010（平成 22）年に実
施された県教委の試掘調査の結果、範囲が丘陵頂部まで広がることになった。また、同年に調査範囲の東
隣で行われた市教委の発掘調査では、縄文時代前期と中世の遺物が出土している。
　2010 年は、裾部にあった墓の移転に伴う立会調査を実施したが、遺構・遺物はなかった。2011 年は、
南東側へ緩やかに傾斜した部分を中心に本格的な調査を実施し、縄文時代前期の竪穴建物跡や土坑群を検
出した。土坑に含まれる火山灰分析も実施した。さらに 2013 年は、丘陵頂部で竪穴建物跡に伴う土坑を
検出し、斜面中腹から裾部にかけては平安時代の竪穴建物跡なども見つかった。竪穴建物跡などから出土
した炭化物の年代測定を実施した。

2016 年度　整理等作業（小山の神Ｂ遺跡他５遺跡）

所　　長： 会津敏男 副所長： 竹内　誠 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 上田　真 水澤教子 伊藤友久

作 業 員： 赤川雅俊 伊藤由美 猪俣万里子 岩原英治 柄澤登紀子 窪田　順 小林秀樹

清水栄子 清水　潔 祖山克彦 高松美法 中島裕子 待井　聖 峯村知佳

柳原澄子

2017 年度　整理等作業（小山の神Ｂ遺跡他５遺跡）

所　　長： 会津敏男 副 所 長： 関崎修二 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 水澤教子

作 業 員： 赤川雅俊 荒井君江 岩原英治 窪田　順 祖山克彦 西村はるみ 平林昌子

堀内慎一 待井　聖 石田和子

2018 年度　整理等作業（小山の神Ｂ遺跡他５遺跡）

所　　長： 会津敏男 副 所 長： 関崎修二 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 若林　卓 上田　真 藤原直人 贄田　明

作 業 員： 赤川雅俊 荒井君江 伊藤由美 岩原英治 窪田　順 祖山克彦

2019 年度　整理等作業（小山の神Ｂ遺跡他５遺跡）

所　　長： 原田秀一 副 所 長： 関崎修二 調査部長： 平林　彰 担当課長： 岡村秀雄

調査担当： 綿田弘実 （課長補佐） 上田　真 若林　卓 贄田　明

作 業 員： 石田和子 西村はるみ
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（２）高尾Ａ遺跡
　高尾Ａ遺跡は、市教委によって、弥生時代から平安時代に至る遺物散布地として登録された遺跡である。
今回の調査範囲は、南西から北東方向にのびる丘陵を直交し、丘陵の頂部、南斜面部、裾部と大きく三つ
の地形に分かれている。
　2009 年度の確認調査では、地形に沿う方向にトレンチを入れ、南斜面で旧石器時代の石器群が出土し
たため、次年度以降の発掘は、同時代の遺物分布と遺構を把握することが主眼となった。また、斜面上部
では、縄文時代の遺物が出土した。2011 年度の本発掘調査では、南斜面中腹で姶良丹沢火山灰降下以前
に特徴的な石器群のブロックを検出した。一方、2009 年の調査で縄文時代の遺物が出土した斜面上部一
帯では、竪穴建物跡を検出した。竪穴建物跡の検出面では縄文時代前期前葉の土器が出土している。周辺
に未買収箇所があるため、この地区の本格的な調査は、次年度以降に見送った。なお、丘陵頂部には目立
った遺構は見つからなかった。また、火山灰について同定分析を行っている。2013 年度の本発掘調査は、
前年度までに確認していた斜面上部の遺構調査を中心に行い、縄文時代前期前葉の竪穴建物跡を完掘する
とともに、未周知の古墳を確認した。周辺は市教委によって高尾古墳群１～４号墳が登録されているため、
新発見の古墳を高尾古墳群５号墳とした。なお、竪穴建物跡の柱穴内および古墳の周溝内から出土した炭
化物は、放射性炭素年代測定を実施した。発掘作業の最終年度となる 2014 年度は、残る丘陵裾部を対象
としたが、遺構・遺物とも見つからなかった。
（３）尾垂遺跡
　尾垂遺跡は、北東方向にのびる丘陵の頂部付近の傾斜地とその南側裾部の段丘面状の平坦地に分かれて
立地する。2000 年に市教委が行った発掘調査では、今回の調査範囲にあたる裾部平坦地の東隣で、中世
から近世にかけてのかわらけや陶器が出土し、礎石とも考えられる石が点在していたという。市教委は、
伝承に残る龍覚寺の可能性を指摘している。
　埋文センターは、2013 年にまず丘陵頂部の確認調査を実施したが、遺構・遺物はなかった。続く 2014
年度は、裾部平坦地を対象に確認調査を実施し、古代の竪穴建物跡や土坑などを検出した。2015 年度は、
遺構を確認した裾部平坦面を中心に本発掘調査を行った。西側平坦面では竪穴建物跡と土坑、溝で構成さ
れる古代の集落跡が広がり、東側平坦面からは、中世以降の礎石建物跡も見つかっている。さらに、東側
斜面裾部では未周知の古墳を発見し、尾垂古墳とした。
（４）洞源遺跡
　洞源遺跡は、北東方向にのびる丘陵の南斜面に広がり、市教委によって、縄文時代および古代の遺物散
布地として登録された遺跡である。遺跡の南側には小河川を挟んで地家遺跡がある。
　2013 年度は調査範囲の西側、翌年度は東側の確認調査を実施し、一部トレンチで焼土跡や炭化物を伴
う土坑などを検出した。2014 年度は、遺構が集中する箇所の本発掘調査を実施し、平安時代の製鉄炉、
被熱部、土坑、火床を伴う竪穴状遺構や炭化材が分布する範囲を検出した。製鉄炉からは鉄滓や羽口が、
竪穴状遺構からは日常雑器が出土した。製鉄炉跡、竪穴状遺構および炭化材分布地から採集した炭化物は
年代測定と樹種同定を行った。
（５）荒城跡
　荒城跡は、佐久市大字前山の山頂にあった中世城館で、伴野氏の城であったと推定されている。調査範
囲は、主郭があった山頂から北東側に下った急斜面で、市教委により、小規模の郭が斜面上に存在する可
能性が指摘されていた。
　2015 年の調査では、人工的な地形改変の有無を確かめるため、傾斜が最も緩やかと思われる地点を選
んで２ｍ四方の試掘坑を設け、人力で掘下げを行った。その結果、地表から 25～55㎝で地山の岩盤に達
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し、人工的な平坦面や堀切などの遺構は確認できず、出土遺物もなかった。
（６）月明沢岩陰遺跡群
　月明沢岩陰遺跡群は、荒城跡の東端で南面する崖にあり、2009 年度に市教委、県教委および埋文セン
ターの踏査で、1971 年の調査箇所を再確認した弥生時代の岩陰遺跡である。
　2009 年度は、遺跡の状況確認を目的として、岩陰部やその周辺に 15 か所のテストピットを掘削した。
調査の結果、周辺を含めて遺構・遺物はなかった。1971 年の発掘で岩陰内すべての調査を完了していた
ものと判断した。

２　整理等作業
（１）基礎整理作業
　発掘作業中および発掘年度の冬期間は、遺跡ごとに記録類の点検や写真整理、遺物洗浄とナンバリング
などの基礎整理作業を実施した。
（２）本格整理作業
　小宮山・前山地区６遺跡の本格整理作業は、2015（平成 27）年度に着手し、まずは記録類や遺物の全体
量とその内容把握を行った。次に、発掘作業で作成した図面・写真・台帳等は点検・照合し、台帳の不備
を整えるとともに、遺構図や土層図等の必要な図面修正を施した。遺物については、保管状況を確認し、
種類別に仕分け直し、その上で遺物台帳等の整備を行ったほか、小型石器の注記を行った。
　2016 年度は、報告書刊行を 2018 年度末に設定し、先に刊行を予定している大沢地区および臼田地区の
整理作業を優先した。本報告書掲載遺跡に関しては、尾垂古墳出土の金属製品について応急保存処理を実
施し、時枝務氏の鑑定指導を得た。また、出土人骨は茂原信生氏に鑑定指導いただいた。2018 年は、編
集会議で報告書作成にかかる統一的な方針を固めた上で、遺物について報告書掲載資料の抽出、土器の接
合と復元、石器の器種分類と計測、写真撮影、遺構については図面修正とデジタルトレース、仮版組を行
い、原稿や遺物観察表等の作成を行った。なお、2017・2018 年度の事業予算の関係で、報告書の刊行お
よび収納は 2019 年度に繰り越した。

３　普及啓発活動
（１）遺跡見学会および発掘体験等
 2011. 6.26 高尾Ａ遺跡見学会  125 名

 2011.11. 3 小山の神Ｂ遺跡見学会  110 名

 2013. 8. 3 高尾Ａ遺跡、高尾古墳群５号墳見学会  57 名

 2013.11.13～15 小山の神Ｂ遺跡見学会  36 名

 2014.10. 4 洞源遺跡見学会  98 名

 2016.11. 7 尾垂遺跡見学会  77 名

（２）展示会および講演会等
 2012. 3.17～5.13 小山の神Ｂ遺跡　高尾Ａ遺跡 長野県立歴史館 10,659 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2012」  

 2012. 3.24 報告会　小山の神Ｂ遺跡 長野県立歴史館 107 名

 2012. 7.26～8.19 小山の神Ｂ遺跡　高尾Ａ遺跡 長野県伊那文化会館 1,438 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2012」

 2014. 3.21～6. 1 小山の神Ｂ遺跡　高尾Ａ遺跡　高尾５号墳 長野県立歴史館 13,547 名
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  速報展「長野県の遺跡発掘 2014」

 2014. 7.19～8.24 小山の神Ｂ遺跡　高尾Ａ遺跡　高尾５号墳 長野県伊那文化会館 1,602 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2014」

 2015. 1.23～2.20 洞源遺跡 長野県埋蔵文化財センター 453 名

  速報展「掘るしん in しののい」

 2015. 5.30～7.12 洞源遺跡 長野県立歴史館 8,281 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2015」

 2015. 7.25～8.23 洞源遺跡 長野県伊那文化会館 1,388 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2015」

 2015. 9.19～10.18 洞源遺跡 安曇野市立豊科郷土博物館 1,595 名

  速報展「長野県の遺跡発掘 2015」

 2017. 2.18～24 尾垂遺跡 長野県埋蔵文化財センター 199 名

  速報展「掘るしん in しののい」

（３）調査情報誌等の発行
 2011. 3.31 「発掘調査の概要　小山の神Ｂ遺跡」『年報』27

 2012. 3.31 「発掘調査の概要　小山の神Ｂ遺跡　高尾Ａ遺跡　」『年報』28

 2013. 3.31 「整理作業の概要　高尾Ａ遺跡」『年報』29

 2014. 3.31 「発掘調査の概要　小山の神Ｂ遺跡　高尾Ａ遺跡　高尾古墳群５号墳」『年報』30

 2015. 2.20 「最新調査成果から　洞源遺跡（佐久市）」『信州の遺跡』第６号

 2015. 3.31 「発掘作業の概要　尾垂遺跡　洞源遺跡」『年報』31

 2016. 3.18 「発掘作業の概要　尾垂遺跡」『年報』32

 2017. 7.19 「磬　佐久市尾垂遺跡出土の仏教遺物」

 2019. 3.22 「整理等作業の概要　小山の神Ｂ遺跡の炭化種実・種実圧痕同定」『年報』35

（４）その他
　埋文センター公式ホームページに調査情報を掲載

４　作業日誌抄録
2009（平成 21）年度

2010 年度

2011 年度

５月 21 日 高尾Ａ　確認調査開始
５月 27 日 高尾Ａ　２区４トレからナイフ形石器出土

高尾Ａ　１区８トレから縄文の繊維土器出土
７月 14 日 高尾Ａ　確認調査終了

９月６日 小山の神Ｂ　確認調査開始
９月 10 日 小山の神Ｂ　西側地区確認調査終了
12 月 13 日 小山の神Ｂ　東側地区確認調査開始・終了

６月 22 日 高尾Ａ　２区中央拡張区から台形石器出土　石器
群が約３万年前と判明

６月 26 日 高尾Ａ　遺跡現地見学会開催
７月７日 高尾Ａ　１区確認調査開始
７月 27 日 高尾Ａ　１区竪穴状遺構および柱穴状遺構検出　

検出面から縄文早期末の土器片出土
８月２日 高尾Ａ　１区確認調査終了

４月 12 日 高尾Ａ　２区表土剝ぎ
４月 15 日 高尾Ａ　３区確認調査開始
４月 20 日 高尾Ａ　２区遺構検出開始
４月 26 日 高尾Ａ　佐久市立泉小学校６年生発掘体験
４月 27 日 高尾Ａ　２区貝殻状刃器出土
５月 16 日 高尾Ａ　３区遺構がないことを確認し終了
６月１日 高尾Ａ　２区中央拡張区で旧石器のブロック確認

12 月７日 高尾Ａ　基礎整理作業開始
３月 16 日 月明沢　確認調査開始
３月 29 日 月明沢　確認調査終了
３月 31 日 高尾Ａ　基礎整理作業終了

12 月 17 日 小山の神Ｂ　基礎整理作業開始
３月 31 日 小山の神Ｂ　基礎整理作業終了
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2013 年度

2014 年度

2015 年度

2016 年度

５月 27 日 高尾Ａ　調査開始
６月 20 日 高尾Ａ　未周知の古墳を検出
６月 25 日 尾垂　　確認調査開始
７月１日 高尾Ａ　古墳石室がほぼ南北であることを確認　

墳丘を巡る三段以上の石列を検出し精査
７月４日 高尾Ａ　古墳石室の形状を胴張りタイプと推定　

床から５㎝ほど浮いて骨が出土
７月９日 高尾Ａ　古墳石室の礫床および框石を検出
７月 11 日 高尾Ａ　古墳周溝から須恵器高台坏片出土
７月 18 日 高尾Ａ　ＳＢ 01 から尖底土器片出土
７月 22 日 高尾Ａ　古墳石室から平安時代の土師器坏が出土

石室再利用の可能性
８月３日 高尾Ａ　遺跡見学会
８月５日 高尾Ａ　古墳石室・外護列石平面測量
８月 19 日 高尾Ａ　古墳石室壁体立面測量
８月 23 日 尾垂　　遺構がないことを確認し調査終了

４月１日 本格整理作業開始
４月 12 日 尾垂遺跡・尾垂古墳出土金属製品の応急保存処理

開始
６月 29 日 尾垂遺跡の遺構・遺物指導

４月６日 小宮山・前山地区遺跡の記録類や遺物の全体量と
内容の把握を開始

４月 13 日 尾垂１区　調査開始
５月 12 日 尾垂１区　遺構精査開始
５月 26 日 尾垂１区　竪穴建物跡（ＳＢ 05）北壁際床近く

からほぼ完形の灰釉椀出土
７月 30 日 尾垂２区　調査開始
８月 20 日 尾垂２区　未周知の古墳発見
９月 11 日 尾垂古墳　葺石の検出作業
９月 28 日 尾垂１区　調査終了
９月 29 日 尾垂２区　礎石を検出
10 月１日 尾垂２区　礎石の精査
10 月５日 尾垂古墳　周溝掘下げ
10 月８日 尾垂古墳　玄室の精査
10 月 14 日 尾垂古墳　羨道の精査

５月 28 日 高尾Ａ　確認調査開始
７月１日 高尾Ａ　遺構ないことを確認し終了
８月５日 洞源　　確認調査開始
８月 18 日 洞源　　確認調査終了
８月 19 日 洞源　　面調査開始
８月 22 日 洞源　　焼土跡（製鉄炉跡）検出
９月４日 洞源　　焼土跡付近でフイゴの羽口と平安時代の

土師器坏が出土
９月 19 日 洞源　　竪穴状遺構の火床周辺から内黒坏、長胴

甕、小型甕などの日常雑器が出土
10 月４日 洞源　　遺跡見学会
10 月 10 日 洞源　　焼土跡（ＳＦ 06）最下層から灰釉陶器

出土

８月 30 日 小山の神Ｂ　表土剝ぎ開始
９月２日 小山の神Ｂ　遺構検出作業開始
９月４日 高尾Ａ　発掘作業終了
９月 13 日 小山の神Ｂ　古代の竪穴建物跡検出
10 月 24 日 小山の神Ｂ　ＳＢ 15 のカマド２で大きさのそろ

った土器小片が 30 点以上出土
11 月 13 日 小山の神Ｂ　遺跡公開（～15 日）
12 月６日 洞源　　確認調査開始
12 月９日 洞源　　焼土址を検出
12 月 10 日 洞源　　炭化物が詰まった土坑を検出
12 月 16 日 小山の神Ｂ　発掘作業終了
12 月 20 日 洞源　　確認調査終了
12 月 16 日 尾垂　　基礎整理開始
12 月 18 日 高尾Ａ　新発見の古墳を高尾５号墳とする
12 月 20 日 小山の神Ｂ、高尾Ａ、洞源　基礎整理開始
３月 31 日 小山の神Ｂ、高尾Ａ、尾垂、洞源　基礎整理終了

７月 11 日 高尾５号墳・尾垂古墳出土人骨のクリーニング
７月 13 日 高尾５号墳・尾垂古墳出土人骨の鑑定指導
９月８日 尾垂古墳出土人骨の鑑定指導
12 月 23 日 尾垂古墳ほかの金属製品の応急保存処理終了

10 月 20 日 尾垂古墳　外護列石と裏込石の検出
10 月 21 日 尾垂古墳　玄室から骨出土
10 月 28 日 小宮山・前山地区遺跡出土の小型石器注記開始
11 月７日 尾垂　遺跡見学会
11 月 10 日 尾垂古墳　玄室から直刀出土
11 月 12 日 尾垂古墳　玄室から鉄鏃出土
11 月 20 日 尾垂古墳　玄室から新たに人骨出土
12 月４日 荒城跡　確認調査開始
12 月８日 荒城跡　遺構ないことを確認し終了
12 月 10 日 尾垂　古墳空測
12 月 11 日 尾垂　２区調査終了
12 月 14 日 尾垂、荒城跡　基礎整理作業開始
１月 14 日 尾垂　炭化物年代測定委託
２月 26 日 尾垂　炭化物年代測定結果納品
３月 31 日 基礎整理作業終了

10 月 27 日 洞源　　竪穴状遺構の火床下から貯蔵穴状の土坑
を検出

10 月 31 日 洞源　　面調査終了
11 月 27 日 尾垂　　確認調査開始
11 月 28 日 尾垂　　小型丸底土器を伴う竪穴建物跡を検出
12 月 11 日 尾垂　　確認調査終了
12 月 15 日 高尾Ａ、尾垂、洞源　基礎整理作業開始
２月 18 日 尾垂　表土剝ぎ開始
３月 25 日 尾垂　表土剝ぎ完了　
３月 31 日 高尾Ａ、尾垂、洞源　基礎整理作業終了

12 月１日 小山の神Ｂ　丘陵裾部の表土剝ぎ
12 月７日 小山の神Ｂ　丘陵裾部の竪穴建物跡の発掘開始
12 月 21 日 小山の神Ｂ　発掘作業終了
12 月５日 高尾Ａ　基礎整理作業開始
12 月 22 日 小山の神Ｂ　基礎整理作業開始
３月 30 日 高尾Ａ、小山の神Ｂ　基礎整理作業終了

８月９日 小山の神Ｂ　遺構確認調査開始
８月 22 日 小山の神Ｂ　市教委須藤隆司氏調査指導
10 月 12 日 小山の神Ｂ　竪穴建物跡の発掘開始
10 月 26 日 小山の神Ｂ　フラスコ状土坑の発掘開始
11 月３日 小山の神Ｂ　遺跡説明会開催
11 月 21 日 小山の神Ｂ　丘陵頂部の調査
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第１章　発掘調査の経過

引用・参考文献

西沢寿晃・小松虔 1978「「長野県佐久市月明沢遺跡」発掘資料について―人歯牙加工品の出土―」『長野県考古学会誌』31　長野県

考古学会

長野県教育委員会 1997『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査報告書―』

長野県教育委員会 2000『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査―』２

長野県教育委員会 2003『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査―』３

長野県教育委員会 2007『大規模開発事業地内遺跡―遺跡詳細分布調査―』４

長野県教育委員会 2010『県内遺跡発掘調査報告書―遺跡詳細分布調査―』５

長野県教育委員会 2013『県内遺跡発掘調査報告書―遺跡詳細分布調査―』６

４月１日 本格整理作業開始
７月 18 日 小山の神Ｂ出土土器種実圧痕観察
７月 25 日 洞源出土鉄滓の鑑定指導（愛媛大村上恭通氏）
12 月 11 日 尾垂古墳のデジタルトレース

４月１日 本格整理作業開始
５月 30 日 編集会議

４月１日 本格整理作業開始
４月４日 遺構図確認・修正・デジタルトレース
４月５日 尾垂古墳石室内土壌の整理／水洗選別によりガラ

ス小玉、耳環が出土
５月７日 土器接合・分類・抽出
５月８日 編集会議
７月 24 日 土器復元・補強
９月４日 小山の神Ｂ出土土器の炭化種実・圧痕レプリカの

鑑定委託
９月 18 日 遺物観察表作成
10 月 11 日 遺物実測・トレース委託２
10 月 15 日 所見類の整理

１月 24 日 高尾５号墳のデジタルトレース
２月 26 日 尾垂遺跡の遺構図デジタルトレース
３月 31 日 本格整理作業終了

７月 31 日 発掘調査報告書印刷・製本契約
９月 30 日 発掘調査報告書刊行

10 月 24 日 尾垂古墳出土人骨の鑑定指導
10 月 29 日 尾垂古墳ガラス小玉計測
12 月３日 土器実測・拓本
12 月 12 日 遺物実測・トレース委託３
１月９日 遺物写真委託撮影
１月 16 日 高尾５号墳、尾垂古墳出土人骨の鑑定指導
１月 31 日 遺物実測・トレース委託２納品
３月４日 委託撮影写真納品
３月 22 日 遺物実測・トレース委託３納品
３月 26 日 編集会議
３月 29 日 本格整理作業終了

2018 年度

2019 年度

2017 年度

３月 13 日 尾垂古墳出土金属製品の鑑定指導 ３月 31 日 本格整理作業終了
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第２節　歴史的環境

第２章　遺跡の位置と環境

第１節　地理的環境

　佐久盆地は長野県の東に位置し、東と南を秩父山地、西を八ヶ岳連峰、北を浅間連山に囲まれている。
盆地の中央には秩父山地の甲武信ヶ岳を源流とする千曲川が北流し、左（西）岸域は八ヶ岳連峰から下る
小河川が開析谷や扇状地を形成し、河岸段丘や氾濫原を分断して千曲川に注ぐ。
　中部横断道は、八千穂高原 IC から佐久南 IC までの間、八ヶ岳連峰から東ないし北東方向に延びる開
析谷と尾根とを南北方向に横切るため、今回調査した遺跡の多くは、尾根の頂部や斜面部、麓の小河川に
面した平坦部に立地している。したがって、規模は小さいが、地理的な環境を活かした個性的な遺跡があ
る。例えば、尾根の頂部に築かれた田島塚・水堀塚、和田１号塚、傾斜面を利用した奥日影遺跡の窯跡、
三方を尾根によって閉塞された空間に中世墓地を営んだ地家遺跡のごとくである。また、佐久南 IC 周辺
は千曲川の段丘と低湿地からなり、段丘上には比較的規模の大きな北裏遺跡群が形成され、低湿地には北
畑遺跡群や仁束餅遺跡のように水田域が広がる。

第２節　歴史的環境

　今回調査した遺跡では、旧石器時代から中・近世の遺構と遺物を発見した。本節では、各遺跡の所在す
る佐久市から佐久穂町における周辺の遺跡を、時代別に紹介する。
　旧石器時代
　遺跡数は少なく、今回調査した佐久市高尾Ａ遺跡（№ 410）、佐久穂町満り久保遺跡（№Ｂ54）、満り久保
東遺跡（№Ｂ57）がある。とくに高尾Ａ遺跡で発見した石器群は、佐久市立科 F 遺跡、八風山遺跡群八風
山Ⅱ遺跡、香坂山遺跡と同様の古い段階と考えている。
　縄文時代
　調査例は少ないが、遺物は採取されている。今回取り上げた遺跡の半分弱が縄文時代の遺跡である。
　草創期は、佐久市井上遺跡（№ 691）、佐久穂町崎田原遺跡（№Ｂ１）で神子柴型石斧が採取されている。
早期は、片貝川周辺の佐久市堂浦遺跡（№ 640）、大門地遺跡（№ 641）で押型文・貝殻条痕文系土器、佐久
穂町反り峯遺跡（№Ｂ36）で当該期の土器が採取されているが、いずれも遺構は確認されていない。なお、
千曲川右岸の佐久穂町後平遺跡では早期後半の竪穴建物跡３軒が調査されている。前期は、佐久穂町上ノ
原遺跡（№Ａ19）、清水上遺跡（№Ａ59）などで前葉、佐久市後澤遺跡（№ 400）で中葉の集落跡が調査され
ている。佐久市井上遺跡（№ 691）では、遺構外から羽状縄文系土器が出土している。また、佐久穂町細久
保遺跡（№Ｂ10）、千ケ日向遺跡（№Ｂ11）で後葉の土器が採取されている。中期は各所で遺物が採取され、
遺跡数も多い。佐久穂町佐久西小学校裏遺跡（№Ａ10）、崎田原遺跡（№Ｂ１）で集落跡を調査している。
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　後・晩期の遺跡数は少ない。佐久穂町宮の本遺跡（№Ａ29）では敷石住居跡が調査され、佐久穂町竹の
下遺跡（№Ｂ６）では浮線文系土器が見つかっている。今回の調査で、佐久市小山の神Ｂ遺跡（№ 402）

や高尾Ａ遺跡（№ 410）、上滝・中滝・下滝遺跡（№ 620）で前期の竪穴建物跡を、佐久市北裏遺跡群（№

318）や地家遺跡（№ 480）ほかで早期から晩期の資料を報告した。
　弥生時代
　大規模な遺跡は、佐久盆地北部の千曲川に沿いにある自然堤防や段丘、比較的平坦な丘陵台地にあり、
山間部にはほとんどない。前期から中期前半は、佐久穂町中原遺跡（№Ａ18）、佐久市井上遺跡（№ 691）、
丸山遺跡（№ 610）で遺物が採取されている。中期後半から後期は、片貝川流域で佐久市勝間原遺跡（№

611）、丸山遺跡（№ 610）で竪穴建物跡が調査され、一帯となって大規模な集落跡になり、佐久市域にお
ける該期の集落跡の南限と推測されている。段丘や丘陵上では、佐久市北裏遺跡群（№ 318）、西裏遺跡
群（№ 317）、後澤遺跡（№ 400）などが拠点集落とされる。一方、佐久穂町では宮の本遺跡（№Ａ29）で土
器の出土例があるが、この地域の遺跡は少ない。今回、佐久市北裏遺跡群（№ 318）、西東山遺跡（№ 319）、
和田遺跡（№ 616）などで集落跡を、佐久地域の山間部にある岩陰遺跡として月明沢岩陰遺跡群（№ 1162）

を調査した。
　古墳時代
　佐久地域では前期の遺跡数は減少し、集落の規模も小さいとされ、中期以降、その数が増してくる。
　周辺には、中期の佐久市離山遺跡（№ 658）や中期から後期の井上遺跡（№ 691）などの集落遺跡があ
る。一方、古墳は６世紀後半以降に築造された佐久市三河田大塚古墳（№ 244）を除いて、周辺は７世紀
から８世紀に築造された後期から終末期の古墳で占められる。７世紀以降の古墳は左岸には少なく、佐久
穂町塚畑古墳（№Ａ１）が南限と考えられている。今回、佐久市上滝・中滝・下滝遺跡（№ 620）、和田遺
跡（№ 616）、滝遺跡（№ 615）で前期の小規模な集落跡を調査した。また、新発見の古墳として、兜山古
墳（№ 1163）、尾垂古墳（№ 1164）、高尾５号墳（№ 556）を報告した。
　古代
　千曲川左岸では、佐久市勝間原遺跡（№ 611）・丸山遺跡（№ 610）・美里在家遺跡（№ 598）・蛇塚遺跡（№

597）などがある。佐久穂町では佐久西小学校裏遺跡（№Ａ10）で集落が調査され、勝見沢遺跡（№Ｂ13）

では八稜鏡が出土している。今回、佐久市小山の神Ｂ遺跡（№ 402）、上滝・中滝・下滝遺跡（№ 620）、地
家遺跡（№ 480）、寺久保遺跡（№ 603）、佐久穂町小山寺窪遺跡（№Ａ30）、馬越下遺跡（№Ｂ56）などで集
落跡を調査した。こうした古代の集落跡は、水田耕作には不向きな山間（麓）部に分布が広がる。その近
隣の佐久市洞源遺跡（№ 473）では製鉄炉を、佐久穂町奥日影遺跡（№Ａ60）では須恵器の窯跡を発見して
おり、山間（麓）部に暮らす人々の生活基盤（生業）を検討するうえで、貴重な調査例となった。
　中世以降
　周辺遺跡のうちほぼ半数が城跡・砦・狼火台で、今回調査した荒城跡（№ 478）もその一つである。一
方、佐久市地家遺跡（№ 480）・尾垂遺跡（№ 472）は寺院関連遺跡、佐久市北裏遺跡群（№ 318）・佐久穂町
奥日影遺跡（№Ａ60）・小山寺窪遺跡（№Ａ30）などは集落遺跡として報告した。尾根の頂部に築かれた佐
久市和田１号塚（№ 791）などは地域史を考える上で、新たな発見といえる。
引用・参考文献

佐久市 1995『佐久市志』　歴史編（一）原始古代

佐久市・臼田町誌刊行会 2007『臼田町誌』第三巻　考古古代・中世編

佐久町誌刊行会 2004『佐久町誌』歴史編一　原始・古代・中世

八千穂村誌刊行会 2003『八千穂村誌』第四巻　歴史編
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第３図　周辺遺跡分布図（１）
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第４図　周辺遺跡分布図（２）
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第５図　周辺遺跡分布図（３）

●
●

●

●
西城西城

北城北城

南城南城

B58B58

B57B57

B56B56

B55B55

B54B54

B53B53

B52B52

B51B51

B49B49

B48B48

B47B47

B46B46

B45B45

B40B40

B39B39

B36B36

B34B34

B33B33

B32B32

B17B17

B13B13

B12B12

B11B11

B10B10

B9B9 B8B8

B7B7

B6B6

B5B5

B3B3

B1B1

A60A60

A59A59

A58A58

A52A52

A51A51

A50A50

A49A49

A43 A43 

A42A42

A35A35

A34A34

A31A31

A30A30

A29A29

A28A28

A21A21

A19A19 A18A18

A10A10

A6A6

A5A5

A4A4
A3A3

A2A2

A1A1

638638

645645

646646

644644

643643
642642

808808

641641
776776

639639

637637
636636

635635

777777

793793

720720

719719

718718

佐久穂町

0 (1:25,000) 1km



―　20　―

第２章　遺跡の位置と環境

第５表　周辺遺跡一覧

遺跡
番号

遺　跡　名 所在地 旧
石
器

縄

　文

弥

　生

古

　墳

奈
・
平

中

　世

近

　世

時　　　代
遺跡
番号

遺　跡　名 所在地 旧
石
器

縄

　文

弥

　生

古

　墳

奈
・
平

中

　世

近

　世

時　　　代

 105 上野Ｂ遺跡
 221 下県屋敷遺跡群 伴野  ○ ○ ○ ○
 235 今井宮の前遺跡 今井     ○ ○
 236 今井城跡 今井      ○
 241 中原遺跡群 今井  ○ ○ ○ ○ ○
 244 三河田大塚古墳 三河田    ○
 245 蟹ヶ沢古墳 中込    ○
 249 大塚遺跡群 中込   ○  ○
 251 梨の木遺跡Ⅰ 中込      ○
 312 西村中遺跡 根岸  ○  ○ ○
 313 水操遺跡群 根岸     ○
 317 西裏遺跡群 伴野  ○ ○  ○ ○
 318 北裏遺跡群 伴野  ○ ○ ○ ○ ○
 319 西東山遺跡 伴野  ○ ○  ○
 320 東山遺跡 伴野  ○  ○ ○ ○
 321 北畑遺跡群 桜井  ○ ○ ○ ○
 322 宮浦遺跡群 桜井   ○ ○ ○
 323 上北谷遺跡群 桜井    ○
 324 平馬塚遺跡群 桜井  ○  ○ ○
 325 仁束餅遺跡 伴野  ○   ○
 326 虚空蔵山狼火台 根岸      ○
 327 平馬塚古墳 桜井    ○
 328 西東山古墳群 伴野    ○
 328 １号墳 伴野    ○
 328 ２号墳 伴野    ○
 329 跡部儘田遺跡群 跡部    ○ ○
 330 高日影古墳 根岸    ○
 331 町田遺跡群 三塚    ○ ○ ○
 396 遊石遺跡 小宮山  ○
 400 後澤遺跡 小宮山  ○ ○ ○ ○
 401 小山の神Ａ遺跡 小宮山  ○
 402 小山の神Ｂ遺跡 小宮山  ○ ○  ○ ○
 403 長ヶ窪遺跡 小宮山  ○  ○ ○
 404 西の張遺跡 小宮山  ○ ○ ○
 405 上の山遺跡 小宮山  ○
 406 町後遺跡 前山     ○ ○
 407 居屋敷遺跡 前山     ○
 408 瀧の下遺跡 前山  ○ ○  ○
 409 象ヶ岡遺跡 前山  ○   ○
 410 高尾Ａ遺跡 前山 ○ ○ ○ ○ ○
 411 倉澤遺跡 前山     ○
 412 中道遺跡群 前山   ○  ○
 413 壱町田遺跡 三塚
 414 三塚鶴田遺跡 三塚     ○
 415 小宮山砦 小宮山      ○
 416 前山城跡 小宮山     ○ ○
 417 三千束遺跡群 三塚    ○ ○
 421 長明塚遺跡 野沢    ○ ○
 422 金山遺跡 跡部    ○ ○ 
 423 東五里田遺跡 野沢     ○
 424 儘田遺跡 野沢    ○ ○
 425 野沢城跡 野沢     ○ ○
 469 蚓原遺跡 小宮山  ○
 470 免ゝづ原遺跡 前山  ○  ○ ○
 471 上野遺跡 前山    ○
 472 尾垂遺跡 前山  ○ ○ ○ ○ ○
 473 洞源遺跡 前山  ○   ○
 474 一丁田遺跡 大沢  ○   ○
 475 大棚遺跡 大沢    ○ ○ ○
 476 高尾Ｂ遺跡 前山  ○
 477 前山古城跡 前山      ○
 478 荒城跡 前山      ○
 479 一丁田古墳群 大沢    ○

 479 １号墳 大沢    ○
 479 ２号墳 大沢    ○
 480 地家遺跡 大沢  ○ ○ ○ ○ ○
 481 兜山遺跡 大沢  ○  ○ ○
 482 城山遺跡 大沢  ○ ○ ○ ○ ○
 483 大沢屋敷遺跡 大沢  ○  ○ ○
 484 大中沢遺跡 大沢    ○ ○
 485 蔵下遺跡 大沢  ○
 486 大門下遺跡 前山   ○ ○
 487 大堀遺跡 前山  ○
 488 御嶽遺跡 大沢    ○
 489 高畑遺跡 本新町    ○
 490 大沢前田遺跡 本新町    ○
 491 西裏遺跡群 本新町  ○  ○ ○
 492 下町屋遺跡 大沢     ○ ○
 493 原遺跡 大沢    ○
 494 白拍子遺跡群 取手     ○
 495 伊勢道遺跡 取手     ○
 496 城山古墳 大沢    ○
 497 向畑遺跡 鍛冶屋     ○
 498 前堀遺跡 高柳    ○
 518 日向小坂遺跡 大沢    ○ ○
 519 日向崩岩遺跡 大沢    ○ ○
 520 山田遺跡 大沢     ○
 521 金山久保Ａ遺跡 大沢   ○ ○ ○
 522 金山久保Ｂ遺跡 大沢   ○
 523 前の久保遺跡 大沢   ○ ○ ○
 524 三枚平Ａ遺跡 大沢  ○  ○ ○
 525 三枚平Ｂ遺跡 大沢  ○ ○ ○ ○
 546 宝生寺山砦 伴野      ○
 548 泉屋敷跡 桜井      ○
 549 水操古墳 根岸    ○
 550 川越石窯址 前山       ○
 553 荒山城跡 大沢      ○
 557 薊澤遺跡 野沢     ○
 561 山の神古墳 伴野    ○
 564 清来寺古墳 小宮山    ○
 565 鱗渓古墳 前山    ○
 566 高尾古墳群 前山    ○
 566 １号墳     ○
 566 ２号墳 　    ○
 566 ３号墳 　    ○
 566 ４号墳 　    ○
 566 ５号墳 　    ○
 567 洞源古墳群 前山    ○
 567 １号墳     ○
 567 ２号墳 　    ○
 567 ３号墳 　    ○
 568 鷺林古墳 前山    ○
 571 三枚平古墳群 大沢    ○
 571 １号墳     ○
 571 ２号墳 　    ○
 596 原田遺跡 臼田    ○ ○
 597 蛇塚遺跡 臼田  ○ ○ ○ ○
 598 美里在家遺跡 臼田  ○ ○ ○ ○
 599 滝ノ沢入口遺跡 臼田     ○
 600 荒谷遺跡 臼田  ○   ○
 601 七曲り下遺跡 臼田   ○ ○ ○ ○
 602 平遺跡 臼田  ○   ○
 603 寺久保遺跡 臼田  ○  ○ ○
 604 下ノ城遺跡 臼田  ○ ○ ○ ○
 605 台ヶ坂遺跡 臼田  ○  ○ ○
 606 反田遺跡 臼田  ○
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遺跡
番号

遺　跡　名 所在地 旧
石
器

縄

　文

弥

　生

古

　墳

奈
・
平

中

　世

近

　世

時　　　代
遺跡
番号

遺　跡　名 所在地 旧
石
器

縄

　文

弥

　生

古

　墳

奈
・
平

中

　世

近

　世

時　　　代

 607 城下遺跡 臼田  ○
 608 城山遺跡 臼田  ○  ○ ○
 609 小山崎遺跡群 臼田  ○ ○ ○ ○ ○
 610 丸山遺跡 下小田切  ○ ○ ○ ○
 611 勝間原遺跡 下小田切  ○ ○ ○ ○
 612 栗ノ木遺跡 下小田切  ○ ○ ○ ○
 613 日影遺跡 下小田切    ○ ○
 614 家浦遺跡 下小田切  ○  ○ ○ ○ ○
 615 滝遺跡 湯原    ○ ○
 616 和田遺跡 湯原  ○ ○ ○ ○ ○
 617 北側遺跡 湯原  ○  ○ ○
 618 中島遺跡 湯原    ○ ○
 619 向城遺跡 中小田切  ○  ○ ○
 620 上滝・中滝・下滝遺跡 湯原  ○ ○ ○ ○
 621 児玉・大平遺跡 湯原     ○
 622 ジンジロ遺跡 湯原     ○
 623 山の神遺跡 湯原  ○   ○
 624 梨子久保遺跡 湯原  ○
 625 五里久保遺跡 湯原  ○   ○
 629 北川勝間遺跡 北川    ○ ○
 630 千曲台団地遺跡 北川    ○ ○
 631 広沢遺跡 北川  ○ ○ ○ ○
 632 田島久保遺跡 北川  ○   ○
 633 城影遺跡 中小田切  ○  ○ ○
 634 札場吉原遺跡 中小田切  ○  ○ ○
 635 南久保・居村遺跡 中小田切  ○   ○
 636 前久保遺跡 上小田切  ○   ○
 637 広久保・桃の久保遺跡 上小田切     ○
 639 家裏遺跡 上小田切  ○   ○
 640 堂浦遺跡 上小田切  ○  ○ ○
 641 大門地遺跡 十二新田  ○   ○
 642 岩下洞窟遺跡 十二新田     ○
 643 日向遺跡 十二新田  ○
 644 岩下遺跡 十二新田  ○   ○
 645 十二新田寺久保遺跡 十二新田  ○  ○ ○ ○
 658 離山遺跡 上中込  ○ ○ ○ ○ ○
 659 中反田遺跡群 大奈良    ○ ○
 690 戸井口遺跡 三分  ○  ○ ○
 691 井上遺跡 三分  ○ ○ ○ ○
 716 観正田遺跡 三条     ○ ○
 717 南裏遺跡 三条     ○
 718 東荒谷遺跡 十日町  ○   ○
 719 十日町遺跡 十日町      ○
 720 唐松Ａ遺跡 岩水  ○
 722 境塚古墳 臼田    ○
 724 滝ノ沢古墳 臼田    ○
 725 滝ノ沢経塚古墳 臼田      ○
 727 離山２号古墳 上中込    ○
 728 離山３号古墳 上中込    ○
 772 医王寺城跡 臼田      ○
 773 稲荷山城跡 臼田      ○
 774 湯原城跡 湯原      ○
 775 向城跡 中小田切      ○
 776 上小田切城跡 上小田切      ○
 777 雁峰城跡 中小田切      ○
 785 上ノ城跡 臼田      ○
 787 滝ノ沢遺跡 臼田  ○  ○ ○ ○
 788 山神久保遺跡 臼田  ○ ○ ○ ○
 789 田島遺跡 臼田  ○ ○
 790 下滝遺跡 臼田      ○
 791 和田１号塚 湯原       ○
 792 田島塚 北川       ○
 793 水堀塚 小田切       ○

 794 法印塚古墳 法印塚    ○
 795 荒谷古墳 荒谷    ○
 796 庚申塚 庚申       ○
 802 北側１号墳 北側    ○
 808 冷久保遺跡 冷久保     ○
 1162 月明沢岩陰遺跡群 前山   ○  
 1163 兜山古墳 大沢    ○
 1164 尾垂古墳 前山    ○
 A1 塚畑古墳 高野町    ○ ○
 A2 雁明遺跡 高野町   ○  ○
 A3 北沢遺跡 高野町  ○ ○  ○
 A4 たつま久保遺跡 上  ○   ○
 A5 下影遺跡 上  ○   ○
 A6 影遺跡 上  ○   ○
 A10 佐久西小学校裏遺跡 高野町  ○ ○ ○ ○
 A18 中原遺跡 海瀬  ○ ○  ○
 A19 上ノ原遺跡 海瀬  ○   ○
 A21 中山遺跡 海瀬  ○   ○ ○
 A28 粟窪遺跡 高野町     ○
 A29 宮の本遺跡 高野町  ○ ○ ○ ○ ○
 A30 小山寺窪遺跡 高野町  ○ ○  ○ ○ ○
 A31 施餓鬼畑遺跡 上  ○   ○
 A34 本郷遺跡 上  ○
 A35 寺久保遺跡 上  ○   ○ ○
 A42 家山遺跡 海瀬  ○
 A43 下原遺跡 海瀬  ○
 A49 高野城跡 高野町      ○
 A50 福田城跡 上      ○
 A51 海瀬城跡 海瀬      ○
 A52 花岡城跡 海瀬      ○
 A58 舟ノ窪遺跡 上     ○
 A59 清水上遺跡 海瀬  ○
 A60 奥日影遺跡 高野町  ○   ○ ○ ○
 B1 崎田原遺跡 穂積  ○ ○  ○
 B3 関谷遺跡 穂積 ○ ○   ○
 B5 上野月夜原遺跡 畑  ○   ○
 B6 竹の下遺跡 畑  ○   ○
 B7 封地遺跡 畑  ○   ○ ○
 B8 ムジナ沢遺跡 畑  ○ ○  ○
 B9 宮の入遺跡 畑  ○   ○
 B10 細久保遺跡 畑  ○
 B11 千ケ日向遺跡 畑  ○
 B12 佐口遺跡 畑  ○
 B13 勝見沢遺跡 畑  ○   ○
 B32 中原遺跡 千代里  ○
 B33 古屋敷遺跡 千代里  ○
 B34 向窪遺跡 千代里  ○
 B36 反り峯遺跡 畑  ○
 B39 南平遺跡 畑  ○   ○
 B40 馬込遺跡 畑  ○   ○
 B45 蟻城跡 穂積      ○
 B46 権現山砦跡 畑      ○
 B47 下畑城跡 畑      ○
 B48 下畑下の城跡 畑      ○
 B49 佐口城跡 畑      ○
 B51 大石川烽火台跡 千代里      ○
 B52 馬越城跡 千代里      ○
 B53 関谷東遺跡 穂積  ○   ○
 B54 満り久保遺跡 畑 ○ ○   ○ ○
 B55 畑寺久保遺跡 畑  ○
 B56 馬越下遺跡 千代里  ○   ○ ○
 B57 満り久保東遺跡 畑 ○
 B58 千ケ日向団地上遺跡 畑  ○
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第３章　発掘調査の方法

第１節　発掘作業

　当センターでは、県教委の「記録保存を目的とする発掘調査の標準および積算基準」と、当センター作
成の「遺跡調査の方針と手順」に即して発掘調査を実施している。
（１）遺跡名称と遺跡記号
　本書で報告する遺跡の名称と遺跡記号は下記のとおりである。遺跡記号は調査記録の便宜を図るため、
遺跡名をアルファベット３文字で表した記号である。１文字目は長野県を 10 分割した地区記号で、北佐
久郡・南佐久郡・小諸市・佐久市を示す「Ｄ」、２文字目と３文字目は遺跡名のローマ字表記から２文字
を選択したものである。各種記録類や遺物注記に遺跡記号を利用している。
　　小山の神Ｂ遺跡（ＫＯＹＡＭＡＮＯＫＡＭＩ　Ｂ） ：ＤＫＫ
　　高尾Ａ遺跡（ＴＡＫＡＯ　Ａ）　 ：ＤＴＡ
　　高尾古墳群５号墳（ＴＡＫＡＯＫＯＦＵＮＧＵＮＧＯＧＯＦＵＮ） ：ＤＴＦ
　　尾垂遺跡（ＯＤＡＲＥ） ：ＤＯＤ
　　尾垂古墳（ＯＤＡＲＥＫＯＦＵＮ） ：ＤＯＦ
　　洞源遺跡（ＤＯＧＥＮ） ：ＤＤＧ
　　荒城跡（ＡＲＡＪＯＳＥＫＩ） ：ＤＡＪ
　　月明沢岩陰遺跡群（ＧＥＴＵＭＥＩＳＡＷＡＩＷＡＫＡＧＥＩＳＥＫＩＧＵＮ）：ＤＧＩ
（２）遺構名称と遺構記号
　遺構についても遺跡記号と同様に、記録の便宜を図るため記号を用いた。遺構名称は調査時に決定する
ため、遺構の種類・性格に適合しない場合もあるが、主に遺構の形状や特徴で区分した。遺構番号は、時
代などに関わらず種類ごと、検出順に付けた。混乱を避けるため、一旦記号・番号を付したものは原則と
して変更していない。調査の結果、遺構でないことが判明したものについては欠番とした。また、調査段
階で遺構番号が付いていなかったものについては、整理段階で新たに付与した。
　今回の調査で用いた遺跡記号には、以下の種類がある。
　　ＳＢ：概ね一辺２ｍを超える方形、長方形、円形、楕円形の掘込み【竪穴建物跡、竪穴状遺構】
　　ＳＫ：単独もしくは他の掘込みとの関係がないＳＢよりも小さな掘込み【土坑、井戸】
　　ＳＴ：ＳＢよりも小さな掘込みや石が一定間隔で方形、長方形、円形に配置しているもの【掘立柱建

物跡、平地式建物跡】
　　ＳＤ：溝状の掘込み【溝跡、自然流路跡】
　　ＳＦ：単独で存在し、火を焚いた跡が面的に広がるものおよび炭化物の集中範囲
　　ＳＭ：方形、円形、もしくはそれらが組み合わさった形の盛上がり【古墳、墳墓、周溝墓、土坑墓、

木棺墓もここに含める】
　　ＳＱ：遺物が集中する箇所
　　ＳＸ：その他、性格不明遺構
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　なお、ＳＢ内の柱穴・貯蔵穴などや、ＳＴを構成する個々の掘込みにはピット（記述・図を問わず個別に

番号を付す場合「Ｐ」）を付した。
（３）調査区（グリッド）の設定と略称（第６図）

　荒城跡と月明沢岩陰遺跡群では調査区の設定を行っていないが、それ以外の遺跡では、以下の方法で調
査区を設定した。
　国土地理院の平面直角座標系第Ⅷ系の原点（Ｘ＝ 0.0000、Ｙ＝ 0.0000）を基準に、200 の倍数値を選んで
東西方向・南北方向の測量基準線を設けた。これをもとに、調査対象範囲全体をカバーするように調査グ
リッドを設定し、「大々地区」「大地区」「中地区」「小地区」に区画した（第６図）。
　大々地区は、200 × 200 ｍの区画で、北西から南東へⅠ・Ⅱ・Ⅲ……のローマ数字番号を与えた。
　大地区は、大々地区を 40 × 40 ｍの 25 区画に分割したもので、北西から南東へＡ～Ｙのアルファベッ
ト番号を与えた。
　中地区は、大地区を８×８ｍの 25 区画に分割したもので、北西から南東へ１～25 のアラビア数字を与
えた。遺構測量の基準・単位としたのが、この中地区である。
　小地区は、中地区を２×２ｍの 16 区画に分割したもので、北西から南東方向へ 01～16 の算用数字番号
を与えた。中地区番号との間にはハイフンを挿入した。
　グリッド名の実際の表記においては、読取りやすさを考え、大々～中地区番号の間にも適宜ハイフンを
挿入することがあり、本書の図中でもそうした表記になっている場合がある。グリッド杭の設定は、表土
掘削が終了し、遺構検出をほぼ終えた段階で業務委託により実施した。座標値については、発掘調査期間
が日本測地系から世界測地系への変換の時期と重なっており、統一性を保つため日本測地系の座標値で統
一している。
　なお、上記の調査グリッドとは別に、地形や土地区画の状況、調査の進ちょく状況に合わせて調査範囲
を任意に分割し、「１区、２区……」等と呼称した遺跡がある。
（４）表土掘削と遺構の検出
　荒城跡、月明沢遺跡群を除く６遺跡では、本格的調査に入る前段階に、遺跡の性格を把握するための確
認調査として重機によるトレンチ掘削を実施し、遺構が検出された地点を主体に調査区を拡張した。
　トレンチの掘削は重機を使用し、トレンチ調査の所見に基づき、範囲や遺構検出面などを決定した。面
的調査を実施した小山の神Ｂ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡の遺構検出面は１面、高尾Ａ遺跡の遺構検出面は
２面である。表土を含む遺構検出面までの堆積層は重機により掘削し、表土掘削が終了した部分から、手
作業で掘削面の清掃を行い、遺構を検出した。遺物は上記の地区・グリッド名、出土層位、遺構に関連す
るものは帰属遺構名をポリ袋に記入して取り上げた。
　高尾古墳群５号墳と尾垂古墳は未周知の古墳で、本格的調査に入る前段階の確認調査で初めて検出した。
墳丘と周溝全体を検出した後、石室内や周溝の調査を行ない、最終的には墳丘と石室の解体調査を実施し
た。
　荒城跡と月明沢遺跡群は、本格的調査に入る前段階の確認調査で本調査不要と判断されたので、本調査
は実施していない。
（５）遺構の発掘
　竪穴建物跡は、埋土観察用のベルトに沿った先行トレンチで床面を確認するとともに、埋土の堆積状況
を把握・記録して、層位ごとに埋土を床面まで掘り下げ、柱穴、炉、カマド、周溝などの建物内施設の精
査・記録を行った。建物内施設を完掘した後は、完掘状態を記録し、その後に床面下（掘方）の状況を確
認した。
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第６図　調査グリッドの呼称
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　土坑は埋土を半截し、埋土の堆積状況を観察・記録した後に完掘した。埋土から出土する遺物の状況に
よっては、埋土上位を段下げ、出土状況を記録してから埋土下位の掘下げへと進んだ。
　掘立柱建物跡の柱穴は、掘方全体を段下げして柱痕跡を確認し、柱痕跡が断面にかかるように埋土を半
截した。埋土の堆積状況を観察・記録した後に完掘した。
　溝跡および自然流路跡は、全体のプランを検出した後、延長方向に直交するベルトを複数箇所設定し、
それぞれの埋土堆積状況を観察しながら掘り下げた。
　出土遺物については、出土状況に特徴のあるものなどは、付番して出土状況図の作成、写真撮影を行い
取り上げた。
　高尾古墳群５号墳、尾垂古墳についてはトレンチ調査で把握したマウンド構造をさらに精査し、出土遺
物の記録・取上げを行いつつ盛土全体を掘り下げ、基底面（構築開始面）の状況を確認・記録した。
（６）記録作成
　遺構図・土層図は、センター職員およびその指導のもとに発掘作業員が作成した。測量基準杭を基準と
する簡易遣方測量を基本としたが、遺構実測支援システム（ソフトウェア遺構くん Cubic）を用いた測量も
一部実施した。遺構図は中地区（８ｍ×８ｍ）単位に区切った割付図や、建物跡などの個別図を作成した。
縮尺は１：20 を基本とし、必要に応じて１：10 図、１：40 図を作成した。調査区・トレンチ配置図、地
形図の作成は、業務委託を基本としたが、一部、遺構実測支援システムを用いてセンター職員および発掘
作業員が行った。
　写真撮影は、６×７フィルムカメラ（マミヤ RB ／ペンタックス）、35㎜フィルムカメラ（ニコン FM２）

または 35㎜相当の一眼レフデジタルカメラ（ペンタックスＫ－７）を併用して行った。フィルムは、モノ
クロネガフィルム（フジネオパン 100）とカラーリバーサルフィルム（フジクローム 100）を使用した。撮影
はすべてセンター職員が行い、現像と焼付けは業務委託とした。荒城跡および月明沢遺跡群を除く各遺跡
では、業務委託により遺跡全景の空中撮影を実施した。
（７）自然科学分析
　業務委託により炭化種実・種実圧痕同定、樹種同定、放射性炭素年代測定、黒曜石産地同定、火山灰分
析を実施した。
　炭化種実・種実圧痕同定は、小山の神Ｂ遺跡において出土した、縄文時代前期後葉土器１個体に含まれ
ていた炭化種実・種実圧痕の数をカウントし、その種類を同定することを目的に実施した。
　樹種同定は、洞源遺跡において製鉄炉跡や竪穴状遺構から出土した炭化材を対象とし、薪炭材などの種
類を同定することを目的に実施した。
　放射性炭素年代測定は小山の神Ｂ遺跡、高尾Ａ遺跡、尾垂遺跡、洞源遺跡において、遺構のより明確な
年代推定を行うための資料を得ることを目的として、遺構出土の炭化物を対象に実施した。小山の神Ｂ遺
跡では、遺構出土の炭化物のほか、土器に付着した炭化物についても実施した。
　黒曜石産地同定は、高尾Ａ遺跡から出土した旧石器時代と縄文時代の石器を対象に実施した。
　火山灰分析は、小山の神Ｂ遺跡と高尾Ａ遺跡において、テフラ分析と重軽鉱物分析を実施した。小山の
神Ｂ遺跡では、土坑を対象とし、テフラの産状を確認することにより、土坑に係る年代資料を得ることを
目的とした。高尾Ａ遺跡では、旧石器時代の石器を包含する土層の堆積年代を探ることを目的とした。
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第２節　整理等作業

１　遺物の整理
　遺物は取上げ単位ごとに台帳登録し、洗浄・クリーニングと注記を行い、材質別に土器・土製品・陶磁
器、石器・石製品、金属製品に大別して整理作業を進めた。
　土器・土製品・陶磁器は接合を行いながら、観察と分類、破片数と重量の計測を進め、遺構・遺跡の時
期や特徴を示すために報告書への掲載が必要な遺物を抽出し、必要に応じて補強と復元を行った。石器・
石製品は観察・分類を行いつつ、大きさと重量の計測を行い、報告書掲載遺物を抽出した。金属製品は観
察・計測を行って、報告書掲載遺物を抽出した。抽出した遺物は遺跡ごと、材質ごとに管理番号を付して
遺物管理台帳に登録した。
　実測は手実測により、１：１縮尺で埋文センター規格の実測用紙に鉛筆で図化した。縄文土器や須恵器、
銭貨は拓本を行った。トレースは、石器・石製品と金属製品は埋文センターにおいて製図ペンを用いた手
トレースを行ったが、土器・土製品・陶磁器については業務委託による描画ソフト Illustrator を用いた
デジタルトレースを実施した。手トレースした遺物図はデジタルスキャンし、デジタルトレースした遺物
図と合わせて、Illustrator を用いてデジタル図版データを作成した。

２　記録類の整理
（１）遺構図類の整理
　遺構図面類は原図を台帳に登録するとともに、記載内容を点検・修正しながら整理し、竪穴建物跡など
一部の個別図についてはトレースのための２次原図を作成した。修正図や２次原図をもとに、Illustrator
を用いてデジタルトレースを行い、個別遺構図、土層図、遺構分布図（全体図）などのデジタル図版デー
タを作成した。
（２）写真記録の整理
　発掘作業で撮影したフィルム写真およびデジタル写真は、遺跡別に写真台帳を作成し、発掘年度、撮影
日、撮影方向、内容を記載した。フィルム写真は遺跡別ごと、撮影順にアルバムに収納した。モノクロフ
ィルムはベタ焼きを貼付し、カラーリバーサルフィルムは、35㎜はマウントを付け、６×７はマウントを
付けずに収納した。デジタル写真は JPEG および LAW データを遺跡ごと、撮影順にハードディスクに記
録した。
　遺物写真撮影は業務委託により実施した。撮影には一眼レフデジタルカメラを使用した。

３　報告書作成と資料収納
（１）報告書作成
　報告書の本格的な編集作業は、2018（平成 30）年度に着手した。第１章から第３章に８遺跡全体を通し
た調査経緯、地理的・歴史的環境、基本的調査方法についてまとめ、第４章から第８章で各遺跡の報告を
行い、第９章に総括を掲載した。第４章から第８章は、遺跡の特徴を理解しやすいよう工夫し、章末に小
結を設けた。第５章の高尾Ａ遺跡と高尾古墳群５号墳、第６章の尾垂遺跡と尾垂古墳、第８章の荒城跡と
月明沢岩陰遺跡群については、近接する地点において一連の工程で行った調査であるため、それぞれ２遺
跡を同一章にまとめて報告した。また、近接する地点の遺跡であるとともに、本調査を実施せずに調査を
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終了した荒城跡と月明沢岩陰遺跡群については、第８章にまとめて報告した。
　報告書作成にあたり、2019 年３月 26 日、翌年５月 30 日の２回、編集会議を行った。会議で指摘を受
けた事項について検討を行い、報告書の内容を整備した。
（２）資料の収納
　遺物は遺跡ごと、材質・種別ごとに報告書掲載遺物と非掲載遺物に分けたうえで、出土遺構・グリッド
等の地点別にテンバコに収納するとともに、遺物収納台帳に登録した。
　実測図類は手実測遺構図・委託測量図、手実測遺物図、委託実測遺物図に通し番号（図面番号）を付け
て図面収納台帳に登録し、図面ファイル等に収納した。
　写真は発掘作業で撮影した遺構関係写真と、整理作業で撮影した遺物写真とに分け、写真収納台帳に登
録し、アルバム（ファイル）に収納した。
　デジタルデータについては、センターで作成したデータはハードディスクに記録した。業務委託による
データは納入時点で CD ないし DVD に記録済みである。
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第４章　小山の神Ｂ遺跡

第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　小山の神Ｂ遺跡は佐久市小宮山地籍に所在し、八ヶ岳北麓から北東に延びる丘陵先端付近の尾根頂部か
ら南東斜面部に立地する。遺跡範囲は東西約 230 ｍ、南北約 230 ｍで、標高は 704～739 ｍを測る。丘陵
裾から南側は、段丘面状の緩やかな傾斜地を成して小宮山川に至る。小宮山川は北東へ流れ、佐久盆地の
南西縁を北流する片貝川に合する。遺跡は片貝川沿いの低地部から約１㎞上流に位置する（第７図）。
　近隣遺跡の状況は、丘陵南側に広がる段丘面状緩傾斜地の上流側に、縄文・古墳・奈良・平安時代の遺
物散布地である長ヶ窪遺跡が西隣し、下流側に縄文・弥生・古墳時代の西の張遺跡と縄文時代の上の山遺
跡が東隣する。北方に約 600 ｍ離れたひとつ北側の丘陵先端部には、縄文時代前期中葉および弥生時代
中・後期の集落跡が調査された後沢遺跡がある。小宮山川を挟んだ対岸の丘陵上には、中世山城の前山城
跡が存在する（佐久市 1995）。さらに、2.5㎞北西に位置する榛名平遺跡では、約 52,000㎡という広大な面
積の発掘調査がなされ、旧石器時代から中・近世に至る多量かつ多彩な内容の遺物や遺構群が明らかにさ
れている（市教委 2001）。

２　調査の経過
　小山の神Ｂ遺跡は従来、縄文・奈良・平安時代の遺物散布地とされていたが、内容は不明確で、遺跡範
囲も丘陵斜面下部に限定され、北側の斜面上部～頂部と南側の段丘面状緩傾斜地は範囲外であった。
　2009（平成 21）年、県教委が遺跡の南側隣接地にあたる丘陵裾部から段丘面状緩傾斜地で試掘調査を実
施したが、遺構は確認されず、遺跡範囲の変更もなかった（県教委 2010）。
　2010 年、中部横断道敷地内の斜面中腹部にある墓地移転に伴い、遺骨収集のための墓地内掘削が行わ
れた。その際の立会調査でも、削平やかく拌が著しく遺構・遺物は検出されなかった。しかし、移転先の
東側隣接地で市教委が実施した試掘調査では、縄文時代前期土器・石器、中世かわらけ・陶磁器が出土し
た（市教委 2012）。さらに、北側隣接地にあたる丘陵頂部では、県教委が試掘調査を行い、遺構の可能性
がある石積みや黒曜石を検出した。この結果を受けて、市教委と県教委は協議を行い、遺跡範囲を現在の
範囲に拡大するとともに、中部横断道敷地内は発掘調査を実施することが決定された（県教委 2013）。
　発掘調査は、埋文センターが 2011・13 年に実施した。調査対象地は遺跡範囲の東部にあたり、丘陵を
南北に横断する長さ 180 ｍ、幅 35～90 ｍの範囲で、調査総面積は 9,150㎡である。地形は標高 735 ｍの北
西端が最も高く、そこから南側へ下る斜面となる。斜面は標高 722 ｍ付近を境に、上部は緩やかで、下部
は傾斜度を増して裾部に至る。裾部には、東側へと下る浅い谷状地形が入り込む。対象地の西部は、谷状
地形の南側が若干高まる平坦地を形成した後、再び斜面となり、小宮山川左岸の段丘面へと続く。調査前
の地目は尾根頂部～斜面上部は山林、斜面下部～裾部は畑地・荒地で、斜面下部は切盛りによる畑地等の
区画造成が数段にわたり成されていた（第８図）。
　2011 年度は丘陵頂部から斜面上部の１区で、トレンチ調査と面的調査を行った。調査地は佐久市小宮
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第７図　遺跡範囲・位置図
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山字布替戸 647 ほか、調査面積は 2,900㎡である。トレンチ調査は遺構・遺物の内容を把握することを目
的とし、等高線に直交する８本のトレンチ（１～８Ｔ）を掘削した（第８図）。その結果、各トレンチで縄
文時代前期土器、石器、黒曜石剝片が出土し、７トレンチでは竪穴建物跡を検出した。これにより、トレ
ンチ設定範囲はほぼ全域で面的調査を実施することになった。面的調査では縄文時代前期初頭、前期後葉、
前期末葉の竪穴建物跡や土坑を検出し、丘陵頂部から斜面上部にかけては当該期の集落が存在したことが
明らかになった。
　2013 年度は、丘陵上部から裾部までの１～５区でトレンチ調査と面的調査を行った。調査地は佐久市
小宮山字小山の神 665 ほか、調査面積は 6,250㎡である。
　斜面上部の１区は、2011 年度調査区に隣接する地点で、遺構の広がりが予想されたため、当初から面
的調査を行い縄文時代前期の土坑などを検出した。斜面下部については、状況が不明であったので、初め
にトレンチ調査を実施した。段造成がなされている東側の切土部分は、遺構や遺物包含層が消失している
と予想し、谷側盛土部分の平坦面へ等高線に平行する６本のトレンチ（９～14 Ｔ）を掘削した。その結果、
９～11 トレンチで溝跡、13・14 トレンチで平安時代の竪穴建物跡を検出し、その範囲を中心に拡張して
面的調査を行った。一方、西側は等高線に直行する３本のトレンチ（15～17 Ｔ）を掘削した結果、17 トレ
ンチで平安時代の竪穴建物跡、15～17 トレンチでは浅い谷状地形を検出したことから、拡張して面的調
査を行った。トレンチと面的調査の範囲は最終的に繋がり、13・14 トレンチ拡張部を４区、その他の範
囲を３区と呼称することとした。３・４区では、丘陵南東斜面下部に９軒の竪穴建物跡が２～４ｍの標高
差をもち、上・中・下の三列に分かれて分布する平安時代の集落跡が明らかとなった。
　丘陵裾部では、南東端の２区と南西端の５区で当初から面的調査を実施した。２区は３区南部から谷状
地形が続き、埋積する黒色土には平安時代の遺物が包含されていたことから、遺構が存在する可能性を考
え面的調査を実施したが、遺構は確認できなかった。谷状地形の調査は３区では全面的に、２～３区間で
はトレンチを掘削し（18～20 Ｔ）、２区では西壁に沿った深掘部で基盤まで掘削したが、遺構はなかった。
谷状地形の南側にあたる５区は、谷状地形より若干高い平坦部となる。その地形状況から、遺構の存在が
推測されたので面的調査を行ったが、遺構は検出できなかった。

３　基本層序
　基本層序は第Ⅰ～Ⅳ層に大別できる（第９図）。第Ⅰ層は耕作土、造成土、かく乱を含む調査区全体の
表土を一括する。第Ⅱ層は丘陵頂部～上部の１区のみに存在する灰黄褐色土で、Ⅳ層由来の黄褐色土ブロ
ックと古代以降の遺物を含み、最頂部を除くほぼ全域に広がる。１区の遺構検出面は第Ⅱ層直下の第Ⅳ層
上面で、遺構は第Ⅱ層中には立ち上がらない。第Ⅲ層は丘陵裾部を西から東へ延びる谷状地形を埋積する
黒色～黒褐色土層で、３区南部から２区にかけて広がる。上流側の３区では２細分、下流側の２区では５
細分したが、細分層の層界は不明瞭である。縄文～平安時代の遺物を含むが、包含は上部にほぼ限られる。
第Ⅳ層は遺跡全体の基盤を成す黄褐色土である。３～５区の谷状地形を除く部分では、第Ⅰ層直下が第Ⅳ
層となる。遺構検出面は、第Ⅳ層上面である。
引用・参考文献

佐久市 1995『佐久市志　歴史編（一）　原始・古代』
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第８図　トレンチ・調査区配置図
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第９図　土層柱状図
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第 10 図　遺構全体図
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第２節　縄文～弥生時代の遺構と遺物

１　概観
　１区で縄文時代前期初頭、前期後葉、前期末葉および弥生時代前期の遺構を検出した（第 11 図）。１区
の地形は北西端部から南東方向へ下る緩やかな斜面で、標高は 724～735 ｍを測る。調査区の北側は崖面
を形成し、南側は３区との境界付近が地形の変換点となり、隣接する３区で斜面の傾斜度が増す。
　遺構は北側の崖面から約 10 ｍの間は存在せず、南側は３区で当該期の遺構を検出していないことから、
１区の範囲が遺構分布の北限・南限に当たると考えられる。それに対して東西方向は、調査区が尾根を横
断するため、遺構分布の詳細は不明である。ただし、西側は１区の境界に向かって遺構数が減少する傾向
にあり、多数の遺構が調査区外へと広がる可能性は低いと見られる。検出した遺構は竪穴建物跡が 14 軒、
土坑が 101 基、焼土跡が１基で、遺物は１区で遺構と同じ時期の土器と石器が出土したほか、２～４区の
遺構外から縄文時代中期後葉の土器と石器、弥生時代前～中期の土器が出土した。

２　遺構
（１）竪穴建物跡（第 12～15 図、ＰＬ１・２）

　ＳＢ 01（第 12 図、ＰＬ１）

位置：１区、ⅠＪ 20・25 グリッド。検出：７トレンチ掘削時に当該遺構を確認した。精査の結果、基本
層序第Ⅳ層上面でプランを検出した。南東部の床と壁は削平され残存しない。重複関係：ＳＫ 118 を切
る。埋土：４層が堆積する。壁際に断面三角形状の４層黄褐色砂混じり粘質シルトが堆積後、３・２層褐
色砂混じり粘質シルトが床面を覆い、４～２層の上部を１層褐色砂混じり粘質シルトが埋積する。形状・
規模：平面形は不整円形と考える。規模は北東・南西方向 4.7 ｍ、北西・南東方向の残存部 4.2 ｍを測る。
床・壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。硬化面や貼床は確認できなかった。壁は残存部の最大が
38㎝で、斜めに立ち上がる。柱穴：Ｐ１～３・５の４基を検出した。平面形は円形で、規模は長軸 24～
38㎝、短軸 22～34㎝、深さ６～30㎝と差がある。周溝：なし。炉：中央付近で検出した、径 70㎝の範囲
に広がる焼土粒子を地床炉と考える。明確な掘込みや被熱面は確認できなかった。その他の施設等：Ｐ６
は断面形が袋状を呈し、貯蔵穴と推測する。平面形は円形で直径 110㎝、袋部径 120㎝、底径 100㎝、深
さ 60㎝を測る。また、性格不明だが直径 50㎝、深さ 15㎝を測るＰ４から、石皿が斜めの状態で出土した

（第 32 図 79、ＰＬ１）。遺物：埋土から縄文時代前期初頭と前期後葉の土器と石器（石鏃、石錐、石槍、微細

な剝離がある剝片、二次加工がある剝片、石匙、両極石器、礫器、石核、凹石・磨石・敲石、石皿・台石、剝片）が
出土した。土器は小破片で、前期後葉が主体となる。また、上記のとおりＰ４で石皿が出土した。時期：
不明確だが、埋土で出土した土器の主体となる時期をもって、縄文時代前期後葉と推測する。
　ＳＢ 02（第 12 図）

位置：１区、ⅠＪ 24 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で、北西部壁コーナー付近のプランを検出し
た。ほかは削平され残存しない。重複関係：ＳＫ 38 に切られる。埋土：２層が堆積する。壁際に断面三
角形状の２層褐色砂混じり粘質シルトが堆積後、上部を１層褐色砂混じり粘質シルトが埋積する。形状・
規模：平面形は不明だが、残存する北西部コーナーが隅丸方形を呈することから、隅丸方形もしくは隅丸
長方形の可能性がある。残存部の規模は北東・南西方向で 3.4 ｍ、北西・南東方向で 2.7 ｍを測る。床・
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壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。硬化面や貼床は確認されなかった。壁は残存部の最大が 15㎝
で、斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周溝：なし。炉：検出できなかった。その他の施設：
なし。遺物：１層を主体に、縄文時代前期初頭の土器と石器（石鏃、微細な剝離がある剝片、二次加工があ

る剝片、石匙、両極石器、石核、原石、凹石・磨石・敲石、剝片）が出土した。土器は全て小破片である。時
期：不明確だが、埋土で出土した土器の時期をもって、縄文時代前期初頭と推測する。
　ＳＢ 03（第 12 図）

位置：１区、ⅠＪ 18 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で北～西壁にかけての一部のプランを検出し
た。ほかの部分は削平され残存しない。重複関係：なし。埋土：単層で、にぶい黄褐色シルトが堆積す
る。形状・規模：平面形は不明だが、北西部コーナーが隅丸方形を呈することから隅丸方形もしくは隅丸
長方形の可能性がある。残存部の規模は北東・南西方向で 4.1 ｍ、北西・南東方向で 3.1 ｍを測る。床・
壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。硬化面や貼床は確認できなかった。壁は残存部の最大が８㎝
で、斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周溝：なし。炉：中央付近に広がる被熱面を地床炉と
考える。その他の施設：なし。遺物：１層から縄文時代前期初頭の土器と石器（磨製石斧、凹石・磨石・敲

石、剝片）が出土した。土器は全て小破片である。時期：不明確だが、埋土で出土した土器の時期をもっ
て、縄文時代前期初頭と推測する。
　ＳＢ 04（第 13 図）

位置：１区、ⅠＪ 12 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で北西壁付近のプランを検出した。ほかの部
分は削平され残存しない。重複関係：なし。埋土：単層で、にぶい黄褐色シルトが堆積する。形状・規
模：平面形は不明だが、残存する壁が直線的であることから隅丸方形もしくは隅丸長方形の可能性があ
る。残存部の規模は北東・南西方向で 3.9 ｍ、北西・南東方向で 2.5 ｍを測る。床・壁：竪穴の掘方を平
坦に整え床面とする。硬化面や貼床は確認できなかった。壁は残存部の最大が 10㎝で、斜めに立ち上が
る。柱穴：検出できなかった。周溝：なし。炉：中央付近で検出した径１ｍの被熱面を、地床炉と考える。
明確な掘込みはない。その他の施設：なし。遺物：埋土から縄文時代前期初頭の土器と石器（剝片）が出
土した。土器は全て小破片である。時期：不明確だが、埋土で出土した土器の時期をもって、縄文時代前
期初頭と推測する。
　ＳＢ 05（第 13 図）

位置：１区、ⅠＪ 07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。東～南壁付近は削平され残存し
ない。重複関係：ＳＫ 33 に切られる。埋土：基本的には単層で、褐色砂混じり粘質シルトが堆積する。
東西方向の断面は、炭化物粒と礫の量やしまりの違いから２層堆積となる。形状・規模：平面形は不明確
だが、残存部から推測すると隅丸方形もしくは隅丸長方形の可能性がある。残存部の規模は、北西・南東
方向で 3.6 ｍ、北東・南西方向で 4.0 ｍを測る。床・壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。硬化面や
貼床は確認できなかった。壁は残存部の最大が 25㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周
溝：なし。炉：中央付近で検出した径 40㎝、深さ３㎝の窪みに広がる被熱面を地床炉と考える。その他
の施設：性格不明だが、西壁際で長軸 85㎝、短軸 70㎝、深さ 24㎝の楕円形土坑Ｐ１を検出した。遺物：
埋土から縄文時代前期初頭の土器と石器（原石、剝片）が出土した。土器は全て小破片である。時期：不
明確だが、埋土から出土した土器の時期をもって、縄文時代前期初頭と推測する。
　ＳＢ 06（第 13 図、ＰＬ１）

位置：１区、ⅠＪ 06・07・11・12 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。南東壁コーナー付
近は削平され残存しない。重複関係：ＳＫ 121 を切る。埋土：４層が堆積する。壁際に断面三角形状の４
層褐色礫混じり砂質シルトが堆積後、３～２層の暗褐色・褐色礫混じり砂質シルトが床面を覆い、その上



―　36　―

第４章　小山の神Ｂ遺跡

部を１層褐色砂質シルトが埋積する。形状・規模：平面形は残存部から見て隅丸方形と考える。規模は北
西・南東方向、北東・南西方向ともに 4.5 ｍを測る。床・壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。重複
関係にあるＳＫ 121 上部のみ、ＳＫ 121 を覆うように貼床（５層褐色粘質シルト）を施していた。壁は残存
部の最大が 45㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：Ｐ２～６の５基を、位置や形状などから柱穴と考えた。東
壁際のＰ２は深さ 75㎝、南壁際のＰ３は深さ 70㎝だが、Ｐ４～６は深さ約 10㎝と浅い。Ｐ２はＰ３～
６よりも掘方が極めて大きい。周溝：なし。炉：中央付近で検出した径 40㎝、深さ６㎝の窪みに広がる
被熱面を、地床炉と考える。その他の施設：性格は不明だが、北東コーナー付近で長軸 90㎝、短軸 80㎝、
深さ 24㎝を測る円形土坑Ｐ１を検出。遺物：埋土３層の床面付近を中心に、拳大から人頭大の礫とともに、
縄文時代前期初頭と前期後葉の土器と石器（石鏃、石鏃未製品、石槍、微細な剝離がある剝片、打製石斧、石核、

原石、凹石・磨石・敲石、石皿・台石、剝片）が出土した。土器の主体は前期後葉で、Ｐ６の南側と地床炉の
南側では完形に近い個体が各１個出土した（第 22 図 42、ＰＬ４）。Ｐ６の南側で出土した個体（ＰＬ４）は、
種実圧痕土器である。床面付近において潰れた状態で出土したが、ほかの土器と出土状況などに違いはな
い。時期：不明確だが、埋土で出土した土器の主体となる時期をもって、縄文時代前期後葉と推測する。
　ＳＢ 07（第 14 図）

位置：１区、ⅠＥ 22 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。北西壁コーナー付近以外は削平
され残存しない。重複関係：なし。埋土：単層で、褐色砂質シルトが堆積する。形状・規模：平面形は不
明だが、北西壁コーナーが隅丸方形を呈する点から、隅丸方形もしくは隅丸長方形の可能性がある。残
存部の規模は南北方向で 3.1 ｍ、東西方向で 2.2 ｍを測る。床・壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。
貼床や硬化面は確認できなかった。壁は残存部の最大が 18㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなか
った。周溝：なし。炉：中央付近で検出した長軸 68㎝、短軸 62㎝を測る被熱面を地床炉と考える。その
他の施設：性格不明だが、北西壁コーナー付近で長軸 86㎝、短軸 84㎝、深さ 45㎝の隅丸長方形を呈する
土坑Ｐ１を検出した。Ｐ１では３層下面に被熱面が広がり、底面付近の５層では石皿が出土した。遺物：
埋土から縄文時代前期初頭の土器と石器（微細な剝離がある剝片、石皿・台石、剝片）が出土した。土器は全
て小破片である。また、上記のとおりＰ１では石皿が出土した。時期：不明確だが、埋土から出土した土
器の時期をもって、縄文時代前期初頭と推測する。
　ＳＢ 08（第 14 図、ＰＬ２）

位置：１区、ⅠＪ 04 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。北西～南西壁付近以外は削平さ
れ残存しない。重複関係：ＳＫ 71 に切られる。埋土：２層が堆積する。壁際に断面三角形状の２層褐色
粘質シルトが堆積し、その上部を１層褐色砂混じり粘質シルトが埋積する。形状・規模：平面形は不明だ
が北西壁コーナーが隅丸方形で、壁のプランが直線的であることから、隅丸方形もしくは隅丸長方形の
可能性がある。残存部の規模は、北西・南東方向で 3.4 ｍ、北東・南西方向で 3.1 ｍを測る。床・壁：竪
穴の掘方を平坦に整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなかった。壁は残存部の最大が 22㎝で、斜
めに立ち上がる。柱穴：Ｐ１・２の２基を位置や規模などから柱穴と考えた。円形を呈し径は 40～50㎝、
深さは 25㎝を測る。また、規模はやや小さいが、Ｐ１・２とほぼ同一の深さで、褐色粘質シルトが堆積
するＰ３を本竪穴建物跡に伴う柱穴と考えた。Ｐ２では、掘方をふさぐような状態で、使用面を下位に
して石皿が出土した（第 32 図 82、ＰＬ２）。Ｐ２が柱穴であれば、竪穴建物の廃絶時に柱を抜き、石皿を
置いた可能性もある。周溝：なし。炉：中央付近で検出した、径 60㎝の範囲に広がる被熱面を地床炉と
考える。その他の施設：なし。遺物：埋土から縄文時代前期初頭と前期後葉以降の土器と石器（スクレイ

パー、微細な剝離がある剝片、石核、凹石・磨石・敲石、石皿・台石、剝片）が出土した。土器の主体は前期初
頭で、全て小破片である。時期：不明確だが、埋土で出土した土器の主体となる時期をもって、縄文時代
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前期初頭と推測する。
　ＳＢ 09（第 14 図）

位置：１区、ⅠＪ 09・10 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。東～南壁付近は削平され残
存しない。重複関係：ＳＫ 122 を切る。埋土：基本的には、にぶい黄褐色シルトの単層だが、床面付近に
黄褐色シルトが堆積する部分がある。形状・規模：平面形は隅丸長方形を呈する。残存部の規模は南北方
向で 3.1 ｍ、東西方向で 3.5 ｍを測る。床・壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。貼床や硬化面は確
認できなかった。壁は残存部の最大が 40㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周溝：なし。
炉：中央より南側へ寄った位置で検出した被熱面を、地床炉と考える。その他の施設：なし。遺物：埋土
から縄文時代前期末葉の土器と石器（微細な剝離がある剝片、打製石斧、石核、凹石・磨石・敲石、剝片）が出
土した。土器は全て小破片である。時期：不明確だが、埋土から出土した土器の時期をもって、縄文時代
前期末葉と推測する。
　ＳＢ 10（第 15 図）

位置：１区、ⅠＪ 07・08 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。北西壁コーナー付近以外は
削平され残存しない。重複関係：ＳＢ 05、ＳＫ 141 に切られる。埋土：単層で、褐色粘質シルトが堆積
する。形状・規模：平面形は不明だが、北西部コーナーが隅丸方形を呈することから、隅丸方形もしく
は隅丸長方形の可能性がある。残存部の規模は南北方向で 2.6 ｍ、東西方向で 2.3 ｍを測る。床・壁：竪
穴の掘方を平坦に整え床面とする。貼床や硬化面は確認できなかった。壁は残存部の最大が 12㎝で、斜
めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周溝：なし。炉：南側で検出した長軸 90㎝、短軸 70㎝の被
熱面を地床炉と考える。その他の施設：なし。遺物：埋土から縄文時代前期初頭の土器と石器（スクレイ

パー、二次加工がある剝片、石核、凹石・磨石・敲石、剝片）が出土した。土器は全て小破片である。時期：
不明確だが、縄文時代前期初頭のＳＢ 05 に切られる点と、埋土から出土した土器の時期から、縄文時代
前期初頭と推測する。
　ＳＢ 11（第 15 図）

位置：１区、ⅠＯ 04 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。北西壁コーナー付近以外は削平
され残存しない。重複関係：ＳＫ 76 に切られる。埋土：２層が堆積する。壁際に断面三角形状の２層褐
色砂混じり粘質シルトが堆積し、その上部を１層褐色砂混じり粘質シルトが埋積する。形状・規模：平面
形は不明だが、北西壁コーナーが開く点から不整円形などの可能性がある。残存部の規模は北西・南東方
向で 3.7 ｍ、北東・南西方向で 3.4 ｍを測る。床・壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。貼床や硬化
面は確認できなかった。壁は残存部の最大が 30㎝でほぼ垂直に立ち上がる。柱穴：楕円形で深さ８㎝を
測るＰ１を柱穴と考える。周溝：なし。炉：検出できなかった。その他の施設：なし。遺物：埋土から縄
文時代前期初頭と前期末葉の土器と石器（石匙、剝片）が出土した。土器は全て小破片である。時期：不
明確だが、埋土から出土した土器の時期をもって縄文時代前期初頭もしくは縄文時代前期末葉と推測する。
　ＳＢ 12・14（第 15 図）

位置：１区、ⅡＦ 21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面でＳＢ 12 を検出した。先行トレンチにより、
ＳＢ 12 の床面（硬化面）を掘り込む別のプランを検出し、これをＳＢ 14 とした。先行トレンチ断面（Ｃ

－Ｄ）で、ＳＢ 12 の埋土と床面（硬化面）を切るＳＢ 14 の立ち上がりと、ＳＢ 12 よりも深いレベルで
ＳＢ 14 の床面を確認した。重複関係：ＳＢ 12 はＳＢ 14・ＳＤ 05・ＳＫ 127 に切られる。ＳＢ 14 はＳ
Ｂ 12 を切り、ＳＤ 05 に切られる。埋土：ＳＢ 12 は５層が堆積する。床面に５層極暗褐色砂質シルトが
薄く堆積後、壁際に断面三角形状の３層褐色砂質シルト、４層褐色粘質シルトが堆積し、その上部を２
層暗褐色砂質シルトと１層褐色砂質シルトが埋積する。ＳＢ 14 は３層が堆積する。壁際に断面三角形状
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の 10 層暗褐色砂質シルトが堆積し、その上部を８・９層暗褐色砂質シルトが埋積する。形状・規模：Ｓ
Ｂ 12・14 ともに調査区外へと延び不明確だが、ＳＢ 12 は壁に明確なコーナーが認められないことから不
整円形の可能性がある。ＳＢ 14 は北西壁コーナーが隅丸方形を呈することから、隅丸方形もしくは隅丸
長方形の可能性がある。床・壁：ＳＢ 12・14 ともに竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。ＳＢ 12 では、
硬化面を確認した。壁は残存部の最大がＳＢ 12 で 48㎝、ＳＢ 14 で 58㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱
穴：検出できなかった。周溝：なし。炉：検出できなかった。その他の施設：性格不明だが、ＳＢ 12 で
は長軸 82㎝、短軸 68㎝、深さ 50㎝で楕円形を呈する土坑Ｐ１を検出した。ＳＢ 14 では径 86㎝、深さ 30
㎝で円形を呈する土坑Ｐ１と、長軸 66㎝、短軸 40㎝、深さ 18㎝で楕円形と推測する土坑Ｐ２を検出した。
遺物：ＳＢ 12 では縄文時代前期初頭の土器と石器（石鏃、スクレイパー、剝片）が出土した。土器は全て
小破片である。ＳＢ 14 では縄文時代前期初頭と前期後葉・末葉の土器と石器（石鏃未製品、石錐、スクレ

イパー、微細な剝離がある剝片、石核、凹石・磨石・敲石、石皿・台石、剝片）が出土した。土器の主体は前期
後葉と末葉だが、全て小破片である。時期：不明確だが、ＳＢ 12 は縄文時代前期後葉もしくは末葉と推
測するＳＢ 14 に切られ、出土した土器が前期初頭であることから縄文時代前期初頭、ＳＢ 14 は出土した
土器の主体となる時期をもって、縄文時代前期後葉もしくは末葉と推測する。
　ＳＢ 13（第 15 図）

位置：１区、ⅠＪ 25、ⅠＯ 05、ⅡＦ 21、ⅡＫ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。1/2
以上の範囲が調査区外へ延びる。重複関係：ＳＤ 05、ＳＫ 123・126 に切られる。埋土：単層で、暗褐色
粘質シルトが堆積する。形状・規模：不明確だが、北西壁コーナーが隅丸方形を呈し壁が直線的であるこ
とから、隅丸方形もしくは隅丸長方形の可能性が高い。床・壁：竪穴の掘方を平坦に整え床面とする。貼
床や硬化面は確認できなかった。壁は残存部の最大が 15㎝で斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかっ
た。周溝：なし。炉：検出できなかった。その他の施設：性格不明だが中央付近で長軸 126㎝、短軸 112
㎝以上、深さ 30㎝の楕円形もしくは円形と推測する土坑Ｐ１を検出した。遺物：埋土から縄文時代前期
初頭の土器と石器（石核、剝片）が出土した。土器は全て小破片である。時期：不明確だが、埋土から出
土した土器の時期をもって、縄文時代前期初頭と推測する。
（２）土坑（第 16～20 図、第６表、ＰＬ２）

　検出した当該期の土坑は合計 101 基を数える。検出時に遺構記号（ＳＫ）を付したが、調査の結果かく
乱と判断したものがあり、欠番が生じている。検出面は、竪穴建物跡と同じ基本層序第Ⅳ層上面である。
各土坑の属性については第６表に示した。個別遺構図については、特徴的なものを抽出して掲載した（第

16～20 図）。それ以外の土坑は、第 11 図の１区遺構分布図を参照されたい。
　①時期
　土坑の時期決定は困難だが、遺構の重複関係から判断したものと出土した土器で判断したものがある。
新旧の土器が出土している場合は、主体となる土器の時期、もしくは新しい土器の時期をもって土坑の時
期を決めた。確認できた土坑の時期は、竪穴建物跡と同じ縄文時代前期初頭、前期後葉、前期末葉で、そ
のほか竪穴建物跡には存在しない弥生時代前期のものが認められた。
　②平面形状と断面形状
　平面形状は開口部の長軸長と短軸長の比により、以下のように分類した。一定の形状を示さないものに
ついては不整形とした。
　・円形・方形　　：長軸長／短軸長＝ 1.2 未満のもの
　・楕円形・長方形：長軸長／短軸長＝ 1.2 以上のもの
　断面形状は底部と壁の状態から、以下のように分類した。
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　・逆台形：底部が平坦で壁が斜めに立ち上がるもの
　・タライ形：底部が平坦で壁が垂直ないし垂直近くに立ち上がるもの
　・Ｕ字形：底部が丸みを帯び、壁が垂直もしくは斜めに立ち上がるもの
　・擂鉢形：小さく丸い底部から壁が斜めに立ち上がるもの
　・袋状：開口部より外側に底部が広がり、壁がオーバーハングするもの
　・二段掘状：底部に有段状の凹部をもつもの
　・円筒状：小型で直径と比較して深さがあり、壁が垂直ないし垂直に近い角度で立ち上がるもの

第６表　土坑一覧表

ＳＫ
番号

図版
番号

ＰＬ
番号 グリッド 時　　期

形　　状 規　　模（cm） 出土遺物 重複
関係平面形 断面形 長軸 短軸 深さ 土器 石器

05 16 Ⅰ-Ｅ-21 縄文前期初頭 円形 逆台形 109 95 40 縄文前期初頭

06 16 Ⅰ-Ｊ-06 縄文前期後葉 円形 逆台形 140 133 68 縄文前期初頭
縄文前期後葉 黒曜石剝片

08 Ⅰ-Ｊ-17 楕円形 Ｕ字 56 42 13 凹石
09 16 Ⅰ-Ｊ-02 円形 逆台形 62 54 14 石皿？
10 Ⅰ-Ｊ-10 楕円形 逆台形 98 62 32
11 Ⅰ-Ｊ-15 縄文前期初頭 方形 逆台形 92 78 37 縄文前期初頭 黒曜石剝片
12 16 Ⅰ-Ｊ-11 縄文前期初頭 楕円形 逆台形 170 110 24 縄文前期初頭 黒曜石剝片
24 Ⅰ-Ｊ-12 楕円形 すり鉢 32 26 34
25 Ⅰ-Ｊ-11 楕円形 タライ 36 24 12
26 16 Ⅰ-Ｊ-12 縄文前期後葉 円形 Ｕ字 60 56 23 縄文前期後葉
27 Ⅰ-Ｊ-16 円形 二段掘 86 78 42
28 16 Ⅰ-Ｊ-02 楕円形 タライ 104 86 56

31 16 Ⅰ-Ｏ-02 縄文前期初頭 楕円形 二段掘 114 82 42 縄文前期初頭 黒曜石・泥岩
剝片

32 Ⅰ-Ｏ-03 タライ （110） 70

33 16 Ⅰ-Ｊ-07 縄文前期末葉 円形 Ｕ字 160 160 87 縄文前期初頭
縄文前期末葉

石鏃、黒曜石 
・泥岩剝片

SB05
を切る

34 16 Ⅰ-Ｊ-07
Ⅰ-Ｊ-12 縄文前期後葉 円形 逆台形 126 117 36 縄文前期後葉 石匙、黒曜石

剝片
37 Ⅰ-Ｊ-06 縄文前期末葉 円形 Ｕ字 76 70 38 縄文前期末葉
38 16 Ⅰ-Ｊ-24 長方形 逆台形 194 84 26 凹石
39 17 Ⅰ-Ｊ-12 円形 逆台形 121 112 38
45 Ⅰ-Ｊ-12 楕円形 逆台形 115 86 28

46 17 Ⅰ-Ｊ-18 縄文前期後葉 不整
円形 逆台形 116 104 44 縄文前期初頭

縄文前期後葉 黒曜石剝片

47 Ⅰ-Ｊ-13 縄文前期初頭 不整形 すり鉢 63 36 16 縄文前期初頭 黒曜石剝片

48 17 Ⅰ-Ｏ-04 弥生前期 円形 タライ 120 106 66 弥生前期 打製石斧、安
山岩剝片

49 Ⅰ-Ｏ-04
Ⅰ-Ｏ-05 縄文前期初頭 不整形 すり鉢 126 88 33 縄文前期初頭 黒曜石剝片

50 Ⅰ-Ｏ-05 縄文前期末葉 円形 すり鉢 38 36 30 縄文前期末葉

51 17 2 Ⅰ-Ｊ-02 縄文前期末葉 楕円形 袋 106 86 106 縄文前期初頭
縄文前期末葉

打 製 石 斧？、
凹 石、 石 核、
黒 曜 石・ チ
ャート・泥岩
剝片

52 Ⅰ-Ｊ-18 縄文前期末葉？ 円形 逆台形 73 66 30 縄文前期末葉？
53 Ⅰ-Ｊ-18 円形 逆台形 66 59 30

54 17 Ⅰ-Ｊ-18
Ⅰ-Ｊ-23 縄文前期初頭 不整形 Ｕ字 136 123 44 縄文前期初頭

55 Ⅰ-Ｊ-13 楕円形 すり鉢 73 46 28
57 Ⅰ-Ｊ-25 縄文前期末葉？ 円形 タライ 44 39 14 縄文前期末葉？
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ＳＫ
番号

図版
番号

ＰＬ
番号 グリッド 時　　期

形　　状 規　　模（cm） 出土遺物 重複
関係平面形 断面形 長軸 短軸 深さ 土器 石器

59 Ⅰ-Ｊ-09 縄文前期末葉 円形 タライ 72 68 48 縄文前期末葉 黒曜石剝片
60 Ⅰ-Ｊ-25 楕円形 二段掘 48 34 28 チャート剝片
61 Ⅰ-Ｊ-13 楕円形 二段掘 40 33 17
62 Ⅰ-Ｊ-13 円形 円筒 41 36 35
63 Ⅰ-Ｊ-12 楕円形 逆台形 30 24 18
64 Ⅰ-Ｊ-14 楕円形 二段掘 41 26 32
65 Ⅰ-Ｅ-23 円形 Ｕ字 56 48 48
66 Ⅰ-Ｊ-03 円形 逆台形 41 38 23
67 Ⅰ-Ｊ-14 楕円形 逆台形 30 23 7
70 Ⅰ-Ｅ-23 円形 Ｕ字 63 55 31

71 Ⅰ-Ｊ-04 不整形 Ｕ字 96 68 40 SB08
を切る

72 17 Ⅰ-Ｊ-10 楕円形 Ｕ字 82 67 59 黒 曜 石・ チ
ャート剝片

73 Ⅰ-Ｊ-18 円形 Ｕ字 80 74 64
74 17 Ⅰ-Ｊ-23 円形 タライ 104 90 62

75 18 Ⅰ-Ｊ-23
Ⅰ-Ｊ-24 弥生前期？ 円形 タライ 109 106 49 弥生前期？

76 18 Ⅰ-Ｏ-04 縄文前期末葉 楕円形 タライ 180 142 64
縄文前期初頭
縄文前期中葉
縄文前期末葉

石 鍬、 黒 曜
石・チャート
剝片

SB11
を切る

77 Ⅰ-Ｊ-15 円形 タライ 78 68 17 安山岩剝片
78 Ⅰ-Ｊ-10 円形 Ｕ字 63 54 27 黒曜石剝片
79 Ⅰ-Ｅ-22 楕円形 Ｕ字 110 70 47 黒曜石剝片

80 Ⅰ-Ｊ-10 縄文前期後葉以降 円形 タライ 82 77 52 縄文前期初頭
縄文前期後葉以降 黒曜石剝片

81 18 Ⅰ-Ｊ-07 円形 タライ 168 156 88
二 次 加 工 剝
片、黒曜石原
石

82 18 Ⅰ-Ｊ-07 縄文前期初頭 楕円形 逆台形 176 115 116 縄文前期初頭

83 18 Ⅰ-Ｊ-24
Ⅰ-Ｏ-04 縄文前期末葉 楕円形 二段掘 97 71 65 縄文前期末葉

84 Ⅰ-Ｊ-24 円形 Ｕ字 36 31 22 黒曜石剝片

85 18 Ⅰ-Ｏ-04 縄文前期末葉 楕円形 タライ 80 53 30 縄文前期初頭
縄文前期末葉 黒曜石剝片

86 18 Ⅰ-Ｆ-11 縄文前期初頭 楕円形 タライ 98 （80） 42 縄文前期初頭 黒 曜 石・ チ
ャート剝片

87 Ⅱ-Ｆ-16 円形 タライ 44 38 21
88 Ⅱ-Ｆ-21 楕円形 逆台形 41 28 18
89 Ⅱ-Ｆ-21 縄文前期初頭 楕円形 Ｕ字 42 28 20 縄文前期初頭
90 Ⅱ-Ｆ-21 菱形 Ｕ字 45 36 48 黒曜石剝片
91 Ⅰ-Ｏ-04 縄文前期後葉 円形 タライ 40 34 26 縄文前期後葉

92 Ⅱ-Ｆ-16 縄文前期末葉 楕円形 二段掘 108 84 26 縄文前期初頭
縄文前期末葉 泥岩剝片

93 Ⅰ-Ｆ-11 円形 タライ 120 （116） 28

94 Ⅱ-Ｆ-16
Ⅱ-Ｆ-21 方形 タライ 42 38 21 チャート剝片

95 Ⅱ-Ｆ-16 縄文前期後葉 円形 Ｕ字 44 38 25 縄文前期後葉

96 19 Ⅰ-Ｊ-19 縄文前期後葉 円形 逆台形 104 96 46 縄文前期初頭
縄文前期後葉

97 19 Ⅰ-Ｊ-20 縄文前期末葉 不整形 逆台形 88 79 26 縄文前期初頭
縄文前期末葉 黒曜石剝片

98 19 Ⅰ-Ｊ-25 縄文前期後葉 円形 タライ 97 86 42 縄文前期初頭
縄文前期後葉

99 Ⅰ-Ｊ-03 弥生前期 不整形 Ｕ字 95 74 29 弥生前期 黒曜石剝片
101 Ⅰ-Ｊ-20 楕円形 すり鉢 60 48 32
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（３）焼土跡
　ＳＦ 01（第 20 図）

　ⅠＪ 17 グリッドで検出した長軸 72㎝、短軸 64㎝の範囲に広がる被熱面である。竪穴建物跡に付属する
地床炉の可能性もあるが、周辺に柱穴など、竪穴建物跡に伴う施設がない点から、単独遺構ととらえてお
く。時期は、伴出した遺物や遺構の重複関係がなく不明だが、基本層序第Ⅳ層上面で検出している点から、
ほかの遺構と同じ縄文時代前期初頭、前期後葉、前期末葉あるいは弥生時代前期のいずれかに該当する可
能性がある。

ＳＫ
番号

図版
番号

ＰＬ
番号 グリッド 時　　期

形　　状 規　　模（cm） 出土遺物 重複
関係平面形 断面形 長軸 短軸 深さ 土器 石器

102 Ⅰ-Ｊ-19 不整形 二段掘 128 124 24

104 19 Ⅰ-Ｊ-20 縄文前期末葉 長方形 すり鉢 147 52 25 縄文前期初頭
縄文前期末葉 チャート剝片

105 19 Ⅰ-Ｊ-19 縄文前期後葉以降 不整形 Ｕ字 162 54 33 縄文前期後葉以降 打製石斧、チ
ャート剝片

106 Ⅰ-Ｊ-19 円形 Ｕ字 84 77 38

107 19 Ⅰ-Ｊ-20 縄文前期末葉 不整形 二段掘 120 77 27 縄文前期初頭
縄文前期末葉

凹石、黒曜石
剝片

108 19 Ⅰ-Ｊ-19 縄文前期初頭 不整形 二段掘 130 106 44 縄文前期初頭

109 Ⅰ-Ｊ-24
Ⅰ-Ｊ-25 縄文前期初頭 楕円形 逆台形 144 118 31 縄文前期初頭 スクレイパー、 

黒曜石剝片
110 Ⅰ-Ｊ-24 不整形 二段掘 88 48 36

111 Ⅰ-Ｊ-19
Ⅰ-Ｊ-24 不整形 タライ 124 85 33

112 Ⅰ-Ｊ-10 楕円形 Ｕ字 70 54 34

113 19 Ⅰ-Ｊ-04
Ⅰ-Ｊ-09 縄文前期末葉 円形 タライ 128 114 90 縄文前期末葉

114 19 Ⅰ-Ｊ-20 縄文前期末葉 長方形 逆台形 146 64 38 縄文前期末葉 黒曜石剝片
115 Ⅱ-Ｆ-16 長方形 二段掘 130 112 46
116 Ⅰ-Ｊ-03 円形 Ｕ字 68 62 28
117 Ⅰ-Ｊ-12 長方形 二段掘 72 52 33
118 Ⅰ-Ｊ-20 ― ― ― （60） 22 黒曜石剝片
119 Ⅰ-Ｊ-24 縄文前期後葉以降 円形 すり鉢 104 91 41 縄文前期後葉以降 黒曜石剝片
120 Ⅰ-Ｊ-02 縄文前期初頭 円形 タライ 146 130 37 縄文前期初頭 黒曜石剝片

121 20 Ⅰ-Ｊ-06
Ⅰ-Ｊ-07 縄文前期後葉 円形 Ｕ字 138 118 75 縄文前期後葉 石 核、 凹 石、

黒曜石剝片
SB06
に切ら
れる

122 Ⅰ-Ｊ-09
Ⅰ-Ｊ-10 縄文前期初頭 円形 逆台形 122 110 32 縄文前期初頭

SB09
に切ら
れる

123 Ⅰ-Ｊ-05 縄文前期初頭 ― Ｕ字 ― ― 23 縄文前期初頭 打製石斧

124 Ⅱ-Ｋ-01 縄文前期初頭 ― タライ ― ― 18 縄文前期初頭 黒 曜 石・ チ
ャート剝片

125 Ⅰ-Ｏ-05 縄文前期後葉 ― （逆台形） ― ― （16） 縄文前期初頭
縄文前期後葉

126 Ⅱ-Ｆ-21 縄文前期後葉 ― （逆台形） ― ― （35） 縄文前期初頭
縄文前期後葉 チャート剝片

127 Ⅱ-Ｆ-21 楕円形 円筒 60 48 44
129 20 Ⅰ-Ｏ-02 弥生前期？ 円形 タライ 94 82 48 石鍬
130 19 Ⅰ-Ｏ-03 楕円形 タライ 84 70 40

131 20 2 Ⅰ-Ｏ-08
Ⅰ-Ｏ-09 弥生前期？ 円形 タライ 152 144 80 石 鍬、 石 核、

黒曜石剝片

132 20 Ⅰ-Ｏ-03
Ⅰ-Ｏ-04 円形 袋 149 140 62 黒曜石剝片

141 Ⅰ-Ｊ-08 円形 タライ 86 84 14 SB10
を切る
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第４章　小山の神Ｂ遺跡

第 11 図　１区　遺構分布図
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第２節　縄文～弥生時代の遺構と遺物

第 12 図　ＳＢ 01・02・03　遺構図

  1 褐色(10YR4/4)
 砂混じり粘質シルト。粘性ややあり。しまり普通
 1～2mm炭化物粒1%・5mm明黄褐色シルトブロック5%混
  2 褐色(10YR4/4)
 砂混じり粘質シルト。粘性１層よりあり。しまり普通
 5～10㎜焼土ブロック混
  3 褐色(10YR4/6)
 砂混じり粘質シルト。１層より粘性あり。しまり普通
 20～30mm黄褐色シルトブロック30～40%混
  4 黄褐色(10YR5/6)
 砂混じり粘質シルト。粘性・しまりややあり
  5 褐色(7.5YR4/4)
 砂混じり粘質シルト。しまり弱。5～20mm焼土粒20～30%混
  6 褐色(10YR4/4)
 砂質シルト。しまりややあり
  7 暗褐色(10YR3/4)
 砂混じり粘質シルト。しまり普通
 10mm黄褐色シルトブロック10%・5mm炭化物粒1%混
  8 褐色(10YR4/4)
 砂混じり粘質シルト。しまり普通
 20mm黄褐色シルトブロック20%混
  9 暗褐色(10YR3/4)
 砂混じり粘質シルト。しまり普通
 20～40mm黄褐色シルトブロック20%・5～10mm炭化物粒1%混
10  赤褐色(5YR4/6)
 砂質シルト。しまりあり
 10～20mm焼土粒・黄褐色シルトブロック30%混
11  にぶい黄橙色(10YR6/4)
 砂混じり粘質シルト。しまり普通。2～3mm炭化物粒2%混
12  にぶい黄橙色(10YR6/4)
 砂混じり粘質シルト。しまり普通。黄褐色シルトブロック層状に混
13  暗褐色(10YR3/4)
 砂混じり粘質シルト。しまり普通
 黄褐色シルトブロック30～40%混。3～5mm炭化物粒1%混
14  暗褐色(10YR3/4)
 砂混じり粘質シルト。しまりあり
 黄褐色シルトブロック10～20%混

1  褐色(7.5YR4/4)  砂混じり粘質シルト。粘性ややあり。しまりあり
 地山褐色土ブロック30～40㎜混
2  褐色(7.5YR4/6)  砂混じり粘質シルト。粘性ややあり。しまり強
 地山褐色土ブロック5～10㎜混

1  にぶい黄褐色(10YR5/4)   シルト。粘性ややあり。しまり普通
2  被熱面
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第４章　小山の神Ｂ遺跡

第 13 図　ＳＢ 04・05・06　遺構図

  1 褐色(10YR4/4) 砂質シルト粘性なし。しまり弱
  2mm以下炭化物粒1%混
  2 褐色(7.5YR4/6) 礫混じり砂質シルト。粘性なし。しまり弱
  2mm以下炭化物粒3%・5mm以下焼土粒7%混
  3 暗褐(10YR3/4) 礫混じり砂質シルト。粘性弱。しまりなし
  2～100㎜礫3%・2mm以下炭化物粒2%混
  4 褐色(10YR4/6) 礫混じり砂質シルト
  5 褐色(7.5YR4/6) 砂質シルト。粘性ややあり。しまりあり
  6 被熱面
  7 褐色(7.5YR4/4) 砂質シルト。粘性・しまり弱
  2～10mm礫2%・15～30mm%・
  6mm炭化物粒混
  8 暗褐(7.5YR3/4) 砂質シルト。粘性・しまり弱。2～10mm礫2%混
  9 暗褐(5YR3/4) 砂質シルト。粘性・しまり弱。2～10mm礫2%混
10 暗褐(7.5YR3/3) 砂質シルト。粘性弱。しまりあり
  2～5mm炭化物粒1%・2～10mm礫1%混
11 褐色(7.5YR4/4) 砂質シルト。粘性・しまりややあり
  2～10mm礫2%混
12 P2埋土

1  にぶい黄褐色(10YR5/4) シルト粘性ややあり。しまり普通
 明黄褐色シルトブロック混
2  褐～赤褐色(7.5YR6/8～5YR4/4) シルト。粘性・しまり普通
 2～5mm焼土粒・炭化物粒少混
 被熱面

1  褐色(7.5YR4/3) 砂混じり粘質シルト。粘性・しまりあり
 5mm炭化物粒2%混
2  褐色(7.5YR4/4) 砂混じり粘質シルト粘性あり。しまりややあり
 2～5mm礫1%混
3  被熱面

SB06

SB04

SB05

A 731.10 B
1

23

54

1 3

12

4

C
73

1.
10

D

1
3

4

12

I J

E 731.10 F

7

G H6 M

L=730.60m

N

O

L=731.10m

P

10

9

K L

8

Q R

11

5

C
72

9.
80

D
1

2

A 729.80 B
1

A 730.40 B

かく乱
12

2

E F G

L=730.20m

H1

1

C
73

0.
40

D

1
3

8

A B

D

E
F

G
H

I
J

K
L

M
N

Q
R

O

P
C

A B

C
D

E F

G

H

A

C

D

B

P1

P2

P1

P4

P5

P6

P3

第22図42深鉢

PL4

SK33

ⅠJ12-01

ⅠJ12-14

ⅠJ07-12

0 2m



―　45　―

第２節　縄文～弥生時代の遺構と遺物

第 14 図　ＳＢ 07・08・09　遺構図

1  褐色(7.5YR4/4) 砂質シルト。粘性ややあり。しまりあり
 20mm以下礫・2mm以下炭化物粒2%混
2  明褐色(10YR5/8) 砂質シルト。被熱面
3  褐色(7.5YR4/4) 砂質シルト。粘性・しまりややあり
 10mm以下礫・2mm以下炭化物粒2%混
4  被熱面
5  褐色(10YR4/6) 砂質シルト。2mm以下炭化物粒1%混

1  褐色(7.5YR4/4) 砂混じり粘質シルト。粘性あり。しまりややあり
 2mm炭化物粒3%・2～15mm炭化物粒1%・
 2mm以下焼土粒1%混
2  褐色(7.5YR4/6) 粘質シルト。粘性・しまりあり
 2mm以下炭化物粒1%混
3  褐色(7.5YR4/6) 粘質シルト。粘性あり。しまり弱
 10mm以下焼土粒3%・2mm以下炭化物粒2%混
4  褐色(7.5YR4/4) 砂混じり粘質シルト。粘性あり。しまり弱
 2mm以下炭化物粒1%混。掘り方
5  褐色(7.5YR4/6) 粘質シルト。粘性・しまりあり
 2mm以下炭化物粒1%混
6  褐色(7.5YR4/4) 粘質シルト。粘性あり。しまり弱
 2mm以下炭化物粒混
7  褐色(7.5YR4/4) 粘質シルト。粘性あり。しまり弱
 2mm以下炭化物粒混
8  被熱面

  1  にぶい黄褐色(10YR4/3) シルト。粘性・しまり普通
  2  黄褐色(10YR7/8) シルト。粘性普通。しまり強
  3  被熱面
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第４章　小山の神Ｂ遺跡

第 15 図　ＳＢ 10・11・12・13・14　遺構図

  1 褐色(7.5YR4/4) 砂質シルト。粘性・しまり弱
  2mm以下炭化物粒混
  2 暗褐色(7.5YR3/4) 砂質シルト。粘性ややあり。しまり弱
  2～15mm炭化物粒3%・2～5mm礫1%混
  3 褐色(7.5YR4/3) 砂質シルト。粘性・しまりややあり
  2～5mm炭化物粒1%・5mm以下礫1%混
  4 褐色(7.5YR4/4) 粘質シルト。粘性・しまりあり
  2～25mmⅣ層ブロック15%・
  2～5mm炭化物粒1%混
  5 極暗褐色(7.5YR2/3) 砂質シルト。粘性あり。しまりややあり
  2mm以下炭化物粒1%混
  6 明褐色(7.5YR5/8) 砂質シルト。粘性あり。しまり強
  硬化面（床面）
  7 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性あり。しまり弱
  2～5mm炭化物粒3%混
  8 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性ややあり。しまり弱 
  9 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粘性・しまりややあり
  2～10mmⅣ層ブロック3％・
  2mm以下炭化物粒1%混
10 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粘性ややあり。しまり弱
  2～20mmⅣ層ブロック7%・
  2mm以下炭化物粒1%混
11 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粘性・しまりややあり
  2～5mmⅣ層ブロック2%混
12 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性・しまり弱
  2～10mmⅣ層ブロック1%混

1  暗褐色(10YR3/4) 粘質シルト。粘性あり。しまり弱
 2mm以下炭化物粒1%混
2  暗褐色(10YR3/4) 粘質シルト。粘性あり。しまり弱
 2mm以下炭化物1%混

1  褐色(7.5YR4/4) 粘質シルト
 粘性・しまりあり
 5mm以下礫1%混
2  褐色(7.5YR4/6) 粘質シルト。粘性あり
 しまりやや弱
 5mm以下焼土ブロック5%
 2mm以下炭化物混
3  暗赤褐色(2.5YR4/8) 被熱面

1 褐色(10YR4/4)
 砂混じり粘質シルト
 粘性・しまりあり
 20～30mm黄褐色シルトブロック
 30%混
2 褐色(10YR4/6)
 砂混じり粘質シルト
 粘性・しまりあり
 1層よりしまりあり
 50～60㎜暗褐色ブロック・
 5mm以下炭化物粒1%混
3 褐色(10YR4/4)
 砂質シルト。粘性弱。しまりあり
 にぶい黄褐色シルトブロック
 40～50%混。

SB12･14

SB13

SB10 SB11

C
72

4.
60

D

9 12

Ⅰ

8
8

9
10

11

1

2
6

5

4

Ⅱ

調 査 区 外

A 724.40 B

1

2

3

5

1

6 かく乱
調
査
区
外

7

E F

SB14

G

L=723.80m

H

調
査
区
外

9

SD
05

C 724.30 D

A 724.60 B

1
1

SD05

1

2

A
73

0.
20

B
1

2
3

Pit  L=725.50

C D

3

B725.90A

12

調
査
区
外

C

D

A

B

E
F

G

H

A

BC

D

A

B

B

A

C
D

P1

P1

深堀

炉

SK127

SB12
   P1

SD05

SB12

SB14

SB14
   P1

SB14
   P2

SK123

SK126

SD05

調査区外

SK141

SK76

ⅡF22-09

ⅡK01-06

ⅠJ08-09より
南へ0.5m

ⅠO04-07

0 2m



―　47　―

第２節　縄文～弥生時代の遺構と遺物

第 16 図　ＳＫ 05・06・09・12・26・28・31・33・34・38　遺構図

1 褐色（7.5YR4/6）
 砂質シルト。粘性・しまりあり
 2～30mm礫2%・40mm礫1%混

1  暗褐色（10YR3/4） 
　 砂混シルト。 粘性・しまりあり
     2～10mm礫3%混

1 褐色（10YR4/4）
 砂質シルト
 粘性・しまりあり
 2～50mm炭化物
 粒1%・1～2mm
 焼土粒1%混

1 灰黄褐色～にぶい黄褐色
 （10YR4/2～4/3）
 砂混シルト
　粘性・しまり普通
 明黄褐色シルト細粒子混
 炭化物粒少混

1 にぶい黄褐色（10YR4/3）
 シルト
　粘性・しまりややあり
 細礫微混

1 暗褐色（10YR3/4） 
 砂質シルト。粘性・しまりあり
 2～10mm礫2%混
 30～50mm礫1%混

1 褐色（7.5YR4/3）
 砂質シルト
 粘性普通。しまり弱
 炭化物粒少混
2 にぶい黄褐色（10YR5/4）
 砂混シルト
 粘性ややあり
　しまり普通
 明黄褐色粒子混 

1 暗褐色（10YR3/4）
 砂質シルト。粘性弱。しまりややあり
 2～10mm礫3%混

1 褐色（10YR4/6）
 シルト。しまりなし
 底面に5mm厚炭化物 拡散

1 にぶい黄褐色～にぶい褐色
 （10YR5/4～7.5YR5/4）
 シルト。粘性ややあり。しまり普通
 明黄褐色砂混じりシルト混

SK06SK05 SK09 SK12

SK26

SK28

SK31 SK33

SK38

SK34

A 733.00 B

1
1

A 731.90 B

A 731.20 B
炭

A 730.60 B

1

1

A 730.20 B

1

A 731.20 B

1

1

2

A 727.30 B

1

A 730.50 B

A 726.20 B

1

炭

SB02

A 730.30 B

1
S

S

炭

炭A B A B

A B
A B

A B

A B

A B

A B

A B

A B

Ⅰ
E2

1-
12

Ⅰ
J0

6-
03

Ⅰ
J0

2-
11

よ
り

南
へ

1m
東

へ
1.

5m

Ⅰ
J1

2-
06

よ
り

南
へ

1m

Ⅰ
J0

2-
14

よ
り

南
へ

1m
東

へ
1m

Ⅰ
J1

1-
14

よ
り

南
へ

0.
5m

東
へ

1m

Ⅰ
O0

2-
04

よ
り

南
へ

1m

Ⅰ
J0

7-
12

Ⅰ
J2

4-
04

よ
り

南
へ

1.5
m

東
へ

0.5
m

Ⅰ
J1

2-
03

よ
り

南
へ

1m

0 1m



―　48　―

第４章　小山の神Ｂ遺跡

第 17 図　ＳＫ 39・46・48・51・54・72・74　遺構図

1 にぶい黄褐色～にぶい褐色
  （10YR5/4～7.5YR5/4)
 シルト。粘性ややあり
　しまり普通
 明黄褐色砂混じりシルト混

1 褐色(10YR4/4～4/6)
 シルト。粘性普通。しまりなし
 明黄褐色シルトブロック混
 細～小礫混
 底面しまりあり 1 暗褐色(10YR3/4)

 砂質シルト。しまりなし。5～20mm
 黄褐色シルトブロック20%混 
2 暗褐色(10YR3/3)
 砂質シルト。しまりなし
3 黒褐色(10YR2/3)
 砂質シルト。しまりなし
 20mm黄褐色土ブロック5%混
 底面に600mmブロック有　
4 褐色(10YR4/4)
 シルト。粘性ややあり
 しまりなし   　

1 にぶい黄褐色(10YR4/3)
 シルト。粘性普通
　しまりややあり
 黒褐色・明黄褐色シルト混

1 暗褐色(7.5YR3/4)
 砂質シルト。粘性・しまり弱。2～5mm礫1%・
 40mm礫1%混。15mm以下炭化物粒5%混
2 にぶい褐色(7.5YR5/4)
 砂混粘質シルト。粘性ややあり。しまり強
3 褐色(7.5YR4/4)
 粘質シルト。しまりややあり
 2mm以下炭化物粒1%混
4 褐色(7.5YR4/6)
 粘質シルト。しまり弱。2mm以下炭化物粒1%混
5 極暗褐色(7.5YR2/3)
 粘質シルト。粘性あり。しまり弱
 5mm以下炭化物粒1%混　

1 褐色(7.5YR4/3)
 シルト。粘性ややあり
　しまり普通。炭化物少量混
　明黄褐色 シルト細ブロック混 1 暗褐色(10YR3/4) 

 シルト。粘性ややあり。しまり普通
 10～50mm黄褐色シルトブロック
 北側50%以上・南側20%混 
2 暗褐色(10YR3/2)
 シルト。粘性強。しまりあり
 黄褐色シルト混
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第２節　縄文～弥生時代の遺構と遺物

第 18 図　ＳＫ 75・76・81・82・83・85・86　遺構図

1 黒褐色（10YR3/2） 
 シルト。粘性ややあり
　しまりなし
 拳大黄褐色ブロック30～40%混
 中層1/2に黒ブロック50%以上混

1 黒褐色（10YR3/2） 
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
 拳大黒黄褐色シルトブロック混
2 にぶい黄褐色（10YR4/3）
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
 黄褐色シルト5～10%混
3 暗褐色（10YR3/3）
 粘性あり。しまり弱
 にぶい黄褐・暗褐色シルトブロック混

1 暗褐色（7.5YR3/4） 
 礫・砂混砂質シルト
 粘性弱。しまりややあり
 2～30mm礫2%混
 2～15mm炭化物粒1%混

1 暗褐色（10YR3/3） 
 シルト。粘性・しまりややあり
 30～40mm黒シルトブロック・
　黄褐ブロック20%混　

1 暗褐色（7.5YR3/4）
 礫・砂混砂質シルト
 粘性・しまり弱
 2mm以下炭化物粒2%混
2 暗褐色（10YR3/4）
 礫・砂混砂質シルト
 粘性弱。しまりややあり
 2～50mm礫1%混　

1 褐色（10YR4/4） 
 シルト。粘性ややあり
 しまり普通
　黄褐色土ブロック40～　
　50%混

1 にぶい黄褐色（10YR4/3） 
 シルト。粘性・しまり普通
　10mm褐灰色・明黄褐色シルト
　ブロック混。炭化物混
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第４章　小山の神Ｂ遺跡

第 19 図　ＳＫ 96・97・98・104・105・107・108・113・114・130　遺構図

1 灰黄褐色～にぶい黄褐色
 (10YR4/2～4/3)
 砂混シルト
 粘性・しまり普通
　黒褐色シルト細ブロック混
 明黄褐色シルト細粒子～ブロック混
 細礫混。細炭化物少量混

1 にぶい黄褐色(10YR4/3）
 砂混シルト
 粘性・しまり普通
 炭化物粒子少混
 明黄褐色シルト粒子混

1 褐色(7.5YR4/4）
 シルト。粘性・しまりややあり
 最下層ににぶい黄褐色シルト
 ブロック20%混

1 褐色(7.5YR4/3）
 シルト。粘性・しまり普通
 小礫混。炭化物少混
 10～30mm明黄褐色
 シルトブロック混。炭化物混

1 にぶい黄褐色(10YR4/3）
 砂混シルト。粘性・しまり普通
 20～30mm褐灰色シルトブロック
　・明黄褐色シルト細粒子～ブロッ
　ク20%混

1 にぶい黄褐色（10YR4/3）
 砂質シルト
　粘性・しまり普通

1 褐色(10YR4/4）
 砂質シルト。しまり普通
 5～10mm炭化物粒1%未満混
 自然堆積
2 褐色(10YR4/6）
 シルト。しまりややよい。20～40mm
 にぶい黄褐色シルトブロック10～15%混

1 にぶい黄褐色（10YR4/3）
 砂混シルト。粘性・しまり普通
 細礫少混。炭化物粒子少混
2 灰黄褐色（10YR4/2）
 砂混シルト。粘性・しまり普通
 炭化物少混
3 暗褐色（10YR3/3）
 砂混シルト。粘性ややあり。しまり普通
4 黒褐色（10YR3/2）
 シルトブロック主体
 粘性ややあり。しまり普通
 明黄褐色シルトブロック・
 明黄褐色粘土質シルト混

1 灰黄褐色～褐灰色（10YR4/2～4/1）
 砂混シルト。粘性・しまり普通
 20～50mm地山明黄褐色
 シルトブロック混。炭化物粒子少混
2 暗褐色シルト主体

1 褐色（10YR4/6）
 シルト。粘性・しまり弱
2 暗褐色（10YR3/4）
 黄褐色土粒2%混
3 黄褐色（10YR5/8）
 シルト。暗褐色土粒5%混
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第２節　縄文～弥生時代の遺構と遺物

第 20 図　ＳＫ 121・129・131・132、ＳＦ 01　遺構図

1 褐色(10YR4/6)
 シルト。粘性・しまりなし。暗褐色土粒1%混
2 黒褐色(10YR2/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
　黄褐色土 ブロック筋状に混
3 黄褐色(10YR5/8)
 シルト。粘性・しまりなし
　黒褐色土ブロック2%混

1 褐色(10YR4/4) 砂質シルト。粘性・しまり弱
 黒褐色・黄褐色土粒微混。
2 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性・しまり弱
 黄褐色（10YR5/8）土ブロック混在
3 黄褐色(10YR5/8) シルト。粘性・しまりなし
 黒褐色（10YR2/3）粒・ブロック微混
4 黄褐色(10YR5/6) シルト。粘性弱。しまりあり

1 褐色(7.5YR4/6)
 砂質シルト。粘性弱。しまりややあり
2 暗褐色(7.5YR3/4)
 砂質シルト。しまり弱

1 褐色(10YR4/4) 
 シルト。粘性・しまり弱
 黒褐色・黄褐色土粒1%混
2 黄褐色(10YR5/8)
 シルト。粘性・しまり弱
 黒化色土粒5%混
3 明黄褐色(10YR6/8)
 シルト。黒褐色土粒少混

1  被熱面
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第４章　小山の神Ｂ遺跡

３　遺物
（１）土器
　遺構出土土器（第 21～24 図、第７表、ＰＬ３～６）

　ＳＢ 01出土土器（第 21 図１～22、ＰＬ３）

　１～４は縄文時代前期初頭の土器である。１は塚田式で波状口縁を呈し、１条の水平隆帯を貼付する。
隆帯の上部は不鮮明だが、鋸歯状の文様を構成している可能性がある。隆帯の下部は、単節原体により横
位羽状構成の縄文を施文する。２～４は胴部で、単節原体による横位斜構成・羽状構成の縄文を施文する。
３・４は原体の末端部に結節が認められる。
　５～22 は縄文時代前期後葉の土器である。５～10 は下島式で沈線を地文とし、結節浮線文で主文様を
構成する。５～８は同一個体の可能性が高い。11～22 は諸磯ｃ式である。11～17 は平行沈線で主文様を
構成し、11・12・14 にはボタン状貼付文がある。12・13 と 16・17 はそれぞれ同一個体の可能性が高い。
18 は半隆起線とボタン状貼付文で文様を構成する。19～21 は単節原体による横位斜構成の縄文と、ボタ
ン状貼付文で文様を構成する。19・20 は同一個体で、19 は口唇部直下が肥厚する。21 は口唇部直下に穿
孔がある。22 は特殊浅鉢で、口縁部が垂直に近い角度で短く立ち上がる。無文だが、赤色塗彩の有無は
不明である。外面全体と口縁部内面に丁寧なミガキを施し、内面の胴部以下はナデにより整形する。なお、
口縁部と胴下部の各１点は遺構外のⅠＪ 25 グリッドで出土したものだが、胎土・器面調整・色調・器厚
などの特徴から同一個体と判断して当該土器に含めた。
　ＳＢ 02出土土器（第 21 図 23～25、ＰＬ３）

　23～25 は縄文時代前期初頭土器の胴部である。23 は塚田式で、単節原体により縦条の縄文を施文する。
24 は器面が荒れて不明確だが無節原体、25 は単節原体で横位羽状構成の縄文を施文する。
　ＳＢ 03出土土器（第 21 図 26、ＰＬ３）

　26 は縄文時代前期初頭土器の胴部で、単節原体により横位羽状構成の縄文を施文する。
　ＳＢ 04出土土器（第 21 図 27～29、ＰＬ３）

　27～29 は縄文時代前期初頭の土器である。27 は塚田式の口縁部で平縁を呈し、１条の水平隆帯を貼付
する。隆帯の上部は幅狭の無文部を形成し、隆帯の下部は単節原体により横位斜構成・羽状構成の縄文を
施文する。28・29 は胴部である。28 は塚田式で、同一の単節原体を横位・縦位と施文方向を変えること
で羽状を構成する。29 は単節原体により、横位斜構成・羽状構成の縄文を施文する。
　ＳＢ 05出土土器（第 21 図 30～36、ＰＬ３）

　30～36 は縄文時代前期初頭の土器である。30 は塚田式の口縁部で平縁を呈し、１条の水平隆帯を貼付
する。隆帯の上部は幅狭の無文部を形成し、口唇部には縄文原体によると思われる鋸歯状の刻みがある。
隆帯以下は、単節原体により横位斜構成・羽状構成の縄文を施文する。31～35 は胴部である。31～34 は
単節原体により横位羽状構成の縄文を、35 はＲとＬを組み合わせた２本揃えの撚糸文を施文する。36 は
底部で、単節原体による横位斜構成の縄文を施文する。
　ＳＢ 06出土土器（第 22 図 37～57、ＰＬ３～５）

　37 は縄文時代前期初頭の中道式で肥厚口縁を呈し、単節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。
　38～57 とＰＬ４は、縄文時代前期後葉の土器である。38～45 とＰＬ４は諸磯ｃ式で、平行沈線により
主文様を描き、38・39 には貼付文が加わる。42 は口縁部から胴下部までの器形が復元できた平縁の土器
で、口径は推定で 25.6㎝、残存器高は推定で 28.0㎝を測る。口縁部には横位方向の、胴部には横位・斜位
方向の平行沈線を描き、貼付文が加わる。ＰＬ４は、ササゲ属アズキ亜属種子を含む 91 点の種実圧痕が
確認された土器である（種実圧痕の詳細は第４節１を参照されたい）。当該土器は脆弱であることに加え、断



―　53　―
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面に種実圧痕が多く残り、接合・復元を行うと種実圧痕の観察が困難になるとの判断から、接合・復元、
実測・拓本は控えた。器高は推定約 35㎝で、胴上部から底部にかけて全周の約３分の１が残存し、口縁
部は完全に欠損する。文様は、胴部から底部に密接する横位方向の平行沈線を描き、胴部には細い波状隆
帯をほぼ等間隔で貼付する。46～57 は下島式で、46～51 は平行沈線の地文上に結節浮線文で、52 は矢羽
状沈線の地文上に結節沈線文とボタン状貼付文で、53 は平行沈線で、54～57 は櫛歯状工具による結節凹
線とボタン状貼付文で、それぞれ文様を構成する。47～51、54～57 は同一個体と考える。
　ＳＢ 07出土土器（第 22 図 58～60、ＰＬ５）

　58～60 は縄文時代前期初頭の土器である。58 は塚田式の口縁部で平縁を呈し、１条の水平隆帯を貼付
する。口唇部直下からは、単節原体による横位斜構成の縄文を施文する。59・60 は胴部で、59 は単節原
体による横位羽状構成の縄文を、60 はＲとＬを組み合わせた２本揃えの撚糸文を施文する。
　ＳＢ 08出土土器（第 22 図 61～65、ＰＬ５）

　61～64 は縄文時代前期初頭の土器である。61・62 は塚田式の口縁部で平縁を呈し、１条の水平隆帯を
貼付する。61 は口唇部直下から、単節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。62 は器面状態が悪く、
縄文原体や施文構成などは不明である。63・64 は胴部で、単節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。
　65 は縄文時代前期末葉の土器と考えられ、単節原体による横位斜構成の縄文を地文とし、半隆起線で
文様を描く。
　ＳＢ 09出土土器（第 23 図 66・67、ＰＬ５）

　66・67 は縄文時代前期末葉の土器である。66 は口縁部で、横位・斜位方向の半隆起線で文様を描く。
67 は胴部で単節原体による横位斜構成の縄文を地文とし、横位方向の半隆起線を描く。
　ＳＢ 10出土土器（第 23 図 68、ＰＬ５）

　68 は縄文時代前期初頭土器の胴部で、単節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。原体の末端部
には結節が認められる。
　ＳＢ 11出土土器（第 23 図 69～72、ＰＬ５）

　69・70 は縄文時代前期初頭の土器である。69 は中道式の肥厚口縁、70 は胴部で、単節原体による横位
羽状構成の縄文を施文する。70 は原体の末端部に結節が認められる。
　71・72 は縄文時代前期末葉の土器である。71 は単節原体による縦位方向の縄文を地文とし、半隆起線
で縦位・鋸歯状の文様を描く。72 は胴部で、単節原体による横位斜構成の縄文を施文する。
　ＳＢ 12出土土器（第 23 図 73・74、ＰＬ５）

　73・74 は縄文時代前期初頭土器の胴部で、73 はＲ２本を組み合わせた２本揃えの撚糸文を、74 は単節
原体による横位斜構成・羽状構成の縄文を施文する。
　ＳＢ 13出土土器（第 23 図 75・76、ＰＬ５）

　75・76 は縄文時代前期初頭の土器である。75 は中道式の肥厚口縁で、単節原体による横位斜構成・羽
状構成の縄文を施文する。76 は胴部で、単節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。
　ＳＢ 14出土土器（第 23 図 77～90、ＰＬ５）

　77～81 は縄文時代前期初頭の土器である。77 は塚田式の口縁部で平縁を呈し、１条の水平隆帯を貼付
する。隆帯の上部は幅狭の無文部を形成し、隆帯の下部は単節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。
78～81 は胴部で、78・79 は単節原体による横位羽状構成の縄文を、80・81 はＲとＬを組み合わせた２本
揃えの撚糸文を施文する。
　82～86 は縄文時代前期後葉の土器である。諸磯ｃ式の口縁部と胴部で、平行沈線と貼付文により文様
を構成する。83～85 は同一個体と考える。
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　87～90 は前期末葉の土器と考えられる。87 は口縁部で、単節原体による横位斜構成の縄文を地文とし、
半隆起緯線で文様を構成する。88～90 は胴部である。88 は、半隆起線と隆帯状を呈する太い貼付文で文
様を構成する。89 は単節原体による横位斜構成の縄文を地文とし、横位・鋸歯状の文様を半隆起線で描く。
90 は横位区画内部を、斜位方向の半隆起線と単沈線で斜格子目状の文様を構成する。
　ＳＫ 33（第 23 図 91～93、ＰＬ５）

　91～93 は同一個体とみられる縄文時代前期末葉土器の胴部で、単節原体による横位斜構成の縄文を地
文とし、横位・鋸歯状・縦位方向の半隆起線で文様を構成する。縦位方向の半隆起線には、斜位方向の単
沈線が加わる。
　ＳＫ 37（第 23 図 94、ＰＬ５）

　94 は縄文時代前期末葉土器の口縁部で、単節原体による横位斜構成の縄文を地文とし、半隆起線で横
位・縦位・弧状の文様を描く。
　ＳＫ 48（第 24 図 100、ＰＬ５）

　100 は縄文時代晩期末葉か弥生時代前期の壺底部で、横位方向の粗い条痕を施し、底面に網代痕が残る。
　ＳＫ 51（第 24 図 95～99、ＰＬ６）

　95～99 は縄文時代前期末葉の土器である。95 の各破片は接合しないが、同一個体と判断した。口縁部
は、口唇部直下の肥厚部に２列の円形刺突を施し、無文部を挟んで横位・斜位方向の半隆起線を描く。斜
位方向の半隆起線には単沈線が加わり、斜格子目状の文様を構成する。胴部以下は単節原体による横位斜
構成の縄文を地文とし、横位・鋸歯状・Ｙ字状の文様を半隆起線で描く。96～98 は同一個体の可能性が
高く、単節原体による横位斜構成の縄文を地文とし、半隆起線で文様を描く。口唇部には円形突起を、97
の頸部とみられる括れ部には横位方向の隆帯を貼付する。99 は単節原体による横位斜構成の縄文を地文
とし、陰刻と半隆起線で雲形文を構成する。
　ＳＫ 75（第 24 図 101、ＰＬ５）

　101 は縄文時代晩期末葉か弥生時代前期の壺の口縁部で、口唇部直下が肥厚する。無文で外面は肥厚部
から括れ部にかけて横位方向のナデを、それ以下は縦位方向のケズリを施す。内面は粗いナデを施す。
　ＳＫ 99（第 24 図 102、ＰＬ６）

　102 は弥生時代前期の小形甕で、氷Ⅱ式と考える。口縁部に平行沈線を描き、頸部の無文部を挟み胴部
には横位・斜位方向の粗い条痕を施す。内面は口縁部に横位方向の粗いミガキを、胴部には雑なナデ調整
を施す。また、口縁部外面と胴部内面には炭化物が付着する。
　ＳＫ 113（第 24 図 103）

　103 は縄文時代前期末葉土器の胴部で、区画内部に斜位方向の半隆起線と単沈線で斜格子目文を描き、
区画間には陰刻を施す。
　遺構外出土土器（第 24 図 104～108、第７表、ＰＬ６）

　104 は縄文時代前期後葉の諸磯ａ式で、単節原体による横位斜構成の縄文を地文とし、円形刺突や半截
竹管状工具による爪形文と平行沈線で文様を構成する。105 は縄文時代中期後葉の郷土式で、口縁部には
隆帯による渦巻文と楕円区画を配し、胴部は沈線で縦位区画と斜位方向の沈線を描く。
　106～108 は縄文時代晩期末葉～弥生時代中期の土器である。106 は弥生時代中期の人面付土器の可能性
がある。沈線で文様を描き、耳部表現と思われる縦位の突起を前面に傾斜させて貼付する。突起下部には
穿孔を施す。壺形土器に人面を表現していることから、「人形土器」（櫻井 2015）が出現する以前のもので
あろう。107 は弥生時代前～中期の甕胴部と考えられ、斜位方向の粗い条痕を施す。108 は甕で口唇部に
刻みを施し、器面内外にナデ調整を施す。弥生時代前期の氷Ⅱ式と考える。
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引用・参考文献

櫻井秀雄 2015「人形土器の研究―弥生時代の顔面表現―」『金沢大学考古学紀要』第 36 号　金沢大学人文学類考古学研究室

第７表　縄文土器・弥生土器観察表

図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文　様　等

色　　　調
備　考

外面 内面

21-1 3 002 SB01 №７ 縄文前期初頭 深鉢 口縁 波状口縁、隆帯、単節
（横位斜・羽状構成） 7.5YR 5/6 10YR 5/4 塚田式

　-2 3 017 SB01 北西 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 7.5YR 5/6 10YR 4/3

　-3 3 013 SB01 北東 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成）、
結節 10YR 6/6 10YR 6/6

　-4 3 020 SB01 
北西１層 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成）、

結節 7.5YR 5/6 10YR 6/6

　-5 3 019 SB01 北西 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 7.5YR 6/8 10YR 6/6 ６～８と同一個
体、下島式

　-6 3 019 SB01 北西 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 7.5YR 6/8 10YR 6/6 下島式

　-7 3 019 SB01 北西 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 7.5YR 6/8 10YR 6/6 下島式

　-8 3 019 SB01 北西 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 7.5YR 6/8 10YR 6/6 下島式

　-9 3 004 SB01 №９ 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 10YR 4/3 10YR 6/4 下島式

　-10 3 007 SB01 № 18 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 10YR 4/6 10YR 5/4 下島式

　-11 3 016 SB01 北東 縄文前期後葉 深鉢 口縁 平行沈線、貼付文 7.5YR 4/6 7.5YR 5/4 諸磯ｃ式

　-12 3 008 SB01 Pit １ 縄文前期後葉 深鉢 口縁 平行沈線、貼付文 10YR 2/1 10YR 3/2 13 と 同 一 個 体
か？、諸磯ｃ式

　-13 3 013 SB01 № 14 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 10YR 2/1 10YR 3/2 諸磯ｃ式

　-14 3 005 SB01 № 12 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線、貼付文 10YR 4/3 10YR 4/3 諸磯ｃ式

　-15 3 001 SB01 № 6 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 10YR 4/4 10YR 4/3 諸磯ｃ式

　-16 3 015 SB01 北東 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 10YR 4/2 10YR 5/3 17 と 同 一 個 体、
諸磯ｃ式

　-17 3 003 SB01 №９ 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 10YR 5/3 10YR 5/3 諸磯ｃ式

　-18 3 014 SB01 北東 縄文前期後葉 深鉢 胴 半隆起線、貼付文、
単節地文（横位斜構成）？ 7.5YR 6/6 7.5YR 6/6 諸磯ｃ式

　-19 3 021 SB01 ２層 縄文前期後葉 深鉢 口縁 単節（横位斜構成）、貼
付文 10YR 2/3 10YR 4/3 20 と 同 一 個 体、

諸磯ｃ式

　-20 3 022 SB01 ２層 縄文前期後葉 深鉢 胴 単節（横位斜構成） 10YR 2/3 10YR 4/3 諸磯ｃ式

　-21 018 SB01 北西 縄文前期後葉 深鉢 口縁 単節（横位斜構成）、貼
付文 7.5YR 5/6 7.5YR 5/6 穿孔有、諸磯ｃ

式

　-22 3
023
024
114
115

SB01 ２層、
北西

（ⅠJ25、8T）
縄文前期後葉 浅鉢 口縁

胴
無文（外面：ミガキ、内
面：口縁部ミガキ、胴部
ナデ）

7.5YR 4/6 7.5YR 4/4 諸磯ｃ式

　-23 3 025 SB02 北西床 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（縦条の縄文） 10YR 3/2 10YR 6/2 塚田式

　-24 3 026 SB02 北東 縄文前期初頭 深鉢 胴 無節（横位羽状構成）？ 7.5YR 5/6 10YR 4/3

　-25 3 027 SB02 
北東床下 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 10YR 5/4 10YR 6/4

　-26 3 029 SB03 床下 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 7.5YR 6/6 10YR 6/4

　-27 3 030 SB04 №５ 縄文前期初頭 深鉢 口縁 隆帯、単節
（横位斜・羽状構成） 2.5YR 3/1 2.5YR 3/3 塚田式

　-28 3 031 SB04 №２ 縄文前期初頭 深鉢 胴
単節（同一原体による
縦・横位施文、羽状構
成）

2.5YR 3/2 10YR 5/3 塚田式

　-29 3 032 SB04 
北西床下 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位斜・羽状構

成） 10YR 6/3 10YR 6/3

　-30 3 039 SB05 北西 縄文前期初頭 深鉢 口縁
口唇部鋸歯状刻み？、隆
帯、単節（横位斜・羽状
構成）

10YR 6/6 10YR 6/4 塚田式

　-31 3 037 SB05 № 6 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 10YR 6/4 10YR 5/3
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図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文　様　等

色　　　調
備　考

外面 内面
21-32 3 035 SB05 №４ 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 7.5YR 5/6 7.5YR 4/4
　-33 3 038 SB05 北東 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 5YR 4/8 10YR 6/4
　-34 3 034 SB05 №３ 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 2.5YR 4/2 2.5YR 3/2
　-35 3 033 SB05 №２ 縄文前期初頭 深鉢 胴 2 本揃えの撚糸文 5YR 4/8 10YR 7/4
　-36 3 036 SB05 №５ 縄文前期初頭 深鉢 底 単節（横位斜構成） 5YR 4/8 10YR 3/1

22-37 3 059 SB06 南西 縄文前期初頭 深鉢 口縁 肥厚口縁、単節
（横位羽状構成） 10YR 6/6 10YR 7/4 中道式

　-38 3 043 SB06 №９ 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線、貼付文 10YR 3/1 10YR 6/4 諸磯ｃ式
　-39 3 044 SB06 北西床 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線、貼付文 10YR 4/2 10YR 5/2 諸磯ｃ式
　-40 3 046 SB06 № 23 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 10YR 6/6 10YR 7/4 諸磯ｃ式
　-41 058 SB06 南東床 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 5YR 5/6 7.5YR 3/1 諸磯ｃ式

　-42 5 040 SB06 床面 縄文前期後葉 深鉢 口縁
胴 平行沈線、貼付文 5YR 5/6 7.5YR 3/1

推 定 口 径：25.8
㎝、 残 存 器 高：
28.0㎝、諸磯ｃ式

4 041 SB06 №２ 縄文前期後葉 深鉢
口縁
胴
底

平行沈線、波状隆帯、炭
化種実・種実圧痕土器 5YR 5/6 7.5YR 3/1

残 存 器 高：35.0
㎝、 諸 磯 ｃ 式

（実測図非掲載）

　-43 048 SB06 南東 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 7.5YR 6/3 10YR 4/2
44・45 と同一個
体、諸磯ｃ式年
代測定

　-44 3 049 SB06 №４、
北西 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 7.5YR 6/3 10YR 4/2 諸磯ｃ式

　-45 3 050 SB06 北東 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線 7.5YR 6/3 10YR 4/2 諸磯ｃ式
　-46 3 052 SB06 北東 縄文前期後葉 深鉢 胴 結節浮線文、沈線地文 2.5YR 3/2 10YR 5/3 下島式

　-47 3 054
SB06 南西、
南東床ⅠJ7、
5T

縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 2.5YR 3/2 10YR 5/3 48～51 と同一個
体、下島式

　-48 3 054
SB06 南西、
南東床ⅠJ7、
5T

縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 2.5YR 3/2 10YR 5/3 下島式

　-49 3 054
SB06 南西、
南東床ⅠJ7、
5T

縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節浮線文、沈線地文 2.5YR 3/2 10YR 5/3 下島式

　-50 054
SB06 南西、
南東床ⅠJ7、
5T

縄文前期後葉 深鉢 胴 結節浮線文、沈線地文 2.5YR 3/2 10YR 5/3 下島式

　-51 054
SB06 南西、
南東床ⅠJ7、
5T

縄文前期後葉 深鉢 底 結節浮線文、沈線地文 2.5YR 3/2 10YR 5/3 下島式

　-52 3 051 SB06 № 20 縄文前期後葉 深鉢 胴 結節沈線文、貼付文、矢
羽状沈線地文 10YR 6/4 10YR 5/4 下島式

　-53 3 053 SB06 № 21・
23 縄文前期後葉 深鉢 口縁 平行沈線 10YR 6/6 10YR 7/4 下島式

　-54 3 056 SB06 南東床 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節凹線 7.5YR 5/3 7.5YR 6/4 下島式

　-55 3 056 SB06 南東床 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節凹線 7.5YR 5/3 7.5YR 6/4 下島式、55～57と
同一個体

　-56 056 SB06 南東床 縄文前期後葉 深鉢 口縁 結節凹線 7.5YR 5/3 7.5YR 6/4 下島式

　-57 3 057 SB06 南東床、
南西床 縄文前期後葉 深鉢 胴 結節凹線、条線、貼付文 7.5YR 5/3 7.5YR 6/4 下島式

　-58 5 060 SB07 №１ 縄文前期初頭 深鉢 口縁 隆帯、単節
（横位斜構成） 10YR 5/6 10YR 5/4 塚田式

　-59 5 062 SB07 
南西床下 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 7.5YR 6/6 10YR 5/4

　-60 5 061 SB07 南東 縄文前期初頭 深鉢 胴 2 本揃えの撚糸文 10YR 4/2 10YR 6/4

　-61 5 063 SB08 №１ 縄文前期初頭 深鉢 口縁 隆帯、単節
（横位羽状構成） 7.5YR 5/6 5YR 5/6 塚田式

　-62 5 064 SB08 Pit ２ 
№２、北西床 縄文前期初頭 深鉢 口縁 隆帯、原体・施文構成等

不明 10YR 5/8 10YR 6/3 塚田式

　-63 5 065 SB08 南東 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成）、
結節 10YR 6/4 10YR 6/4
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図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文　様　等

色　　　調
備　考

外面 内面
22-64 5 065 SB08 南東 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 10YR 5/4 7.5YR 5/4

　-65 5 067 SB08 南東 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単節地文
（横位斜構成） 7.5YR 5/4 10YR 5/3

23-66 5 069 SB09 
№ 13、２層 縄文前期末葉 深鉢 口縁 半隆起線 7.5YR 5/6 7.5YR 5/6

　-67 5 068 SB09 №７ 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単節地文
（横位斜構成） 7.5YR 4/3 7.5YR 6/6

　-68 5 070 SB10 Pit ２ 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成）、
結節 10YR 6/6 7.5YR 6/6

　-69 5 074 SB11 
南西床下 縄文前期初頭 深鉢 口縁 肥厚口縁、単節

（横位羽状構成） 2.5YR 5/3 10YR 6/6 中道式

　-70 5 071
SB11 
№１・２、
南西床下

縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成）、
結節 10YR 6/6 10YR 6/2

　-71 5 073 SB11 東 縄文前期末葉 深鉢 底 半隆起線、単節地文
（縦位施文） 7.5YR 5/6 7.5YR 3/2

　-72 5 072 SB11 東１層 縄文前期末葉 深鉢 胴 単節（横位斜構成） 10YR 6/6 7.5YR 5/6
　-73 5 075 SB12 縄文前期初頭 深鉢 胴 2 本揃えの撚糸文 7.5YR 6/6 7.5YR 3/1

　-74 5 076 SB12 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節
（横位斜・羽状構成） 2.5YR 4/2 2.5YR 4/2

　-75 5 078 SB13 南西 縄文前期初頭 深鉢 口縁 単節（横位斜構成？） 10YR 6/6 10YR 6/6
　-76 5 077 SB13 北東 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 10YR 3/2 7.5YR 5/6

　-77 5 079 SB14 北 縄文前期初頭 深鉢 口縁 隆帯、単節
（横位羽状構成） 10YR 6/6 7.5YR 6/8 塚田式

　-78 081 SB14 北 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 10YR 6/6 10YR 6/4
　-79 5 045 SB14 北 縄文前期初頭 深鉢 胴 単節（横位羽状構成） 7.5YR 6/6 10YR 4/2
　-80 5 084 SB14 北 縄文前期初頭 深鉢 胴 ２本揃えの撚糸文 7.5YR 5/6 10YR 6/6
　-81 5 080 SB14 北 縄文前期初頭 深鉢 胴 ２本揃えの撚糸文 7.5YR 6/6 7.5YR 4/2
　-82 5 089 SB14 北 縄文前期後葉 深鉢 口縁 平行沈線、貼付文 7.5YR 6/6 7.5YR 6/6 諸磯ｃ式

　-83 5 082 SB14 北 縄文前期後葉 深鉢 口縁 平行沈線、貼付文 5YR 6/8 5YR 7/8 84～86 と同一個
体、諸磯ｃ式

　-84 5 083 SB14 北 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線、貼付文 5YR 5/8 5YR 6/8 諸磯ｃ式
　-85 5 083 SB14 北 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線、貼付文 5YR 5/8 5YR 6/8 諸磯ｃ式
　-86 090 SB14 北 縄文前期後葉 深鉢 胴 平行沈線、貼付文 7.5YR 6/6 5YR 6/8 諸磯ｃ式

　-87 5 086 SB14 北 縄文前期末葉？ 深鉢 口縁 半隆起線、単節地文
（横位斜構成） 7.5YR 5/4 7.5YR 5/4

　-88 088 SB14 北 縄文前期末葉？ 深鉢 胴 隆帯、半隆起線 10YR 4/6 7.5YR 5/6

　-89 5 085 SB14 北 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単節地文
（横位斜構成） 7.5YR 5/6 7.5YR 5/6

　-90 5 092 SB14 北 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単沈線 7.5YR 4/4 7.5YR 3/2

　-91 5 093 SK33 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単沈線、
単節地文（横位斜構成） 7.5YR 4/4 5YR 5/6 92・93 と同一個

体

　-92 5 093 SK33 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単沈線、
単節地文（横位斜構成） 7.5YR 4/4 5YR 5/6

　-93 5 094 SK33 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単沈線、単節
地文（横位斜構成） 5YR 5/6 5YR 5/6

　-94 5 095 SK37 縄文前期末葉 深鉢 口縁 半隆起線、単節地文
（横位斜構成） 10YR 6/6 7.5YR 6/6

24-95 6 097 SK51 縄文前期末葉 深鉢 口縁
胴部

波状口縁、円形刺突、
半隆起線、単沈線、
単節地文（横位斜構成）

7.5YR 6/6 10YR 6/6

　-96 6 098 SK51 縄文前期末葉 深鉢 口縁 円形突起、半隆起線、
単節地文（横位斜構成） 10YR 4/3 10YR 4/3 97・98 と同一個

体

　-97 6 098 SK51 縄文前期末葉 深鉢 胴 隆帯、半隆起線、
単節地文（横位斜構成） 10YR 4/3 10YR 4/3

　-98 6 098 SK51 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単節地文
（横位斜構成） 10YR 4/3 10YR 4/3

　-99 6 099 SK51 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、陰刻、
単節地文（横位斜構成） 10YR 7/4 10YR 7/4
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図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文　様　等

色　　　調
備　考

外面 内面

24-100 5 096 SK48 縄文晩期末葉～
弥生前期 壺 底 条痕、網代痕 10YR 5/4 10YR 5/4

　-101 5 100 SK75 下層 縄文晩期末葉～
弥生前期 壺 口縁

無文（外面：口唇部 肥
厚、口縁部 ナデ、頸部 
ケズリ、内面：ナデ）

10YR7/6 10YR 7/6

　-102 6 104 SK99 
№１・2 弥生前期 小形甕 口縁

胴部 平行沈線、条痕 10YR 4/2 10YR 4/2
氷Ⅱ式、炭化物
付 着、 推 定 口
径：16.8cm、残存
器高：12.8cm

　-103 108 SK113 縄文前期末葉 深鉢 胴 半隆起線、単沈線、陰刻 10YR 4/3 7.5YR 5/4

　-104 113 ⅡF11 縄文前期後葉 深鉢 口縁
平行沈線、爪形文、円形
刺突、単節地文（横位斜
構成）

10YR 5/4 7.5YR 5/4 諸磯ａ式

　-105 6 126 ⅡP16 
Ⅱ層下部 縄文中期後葉 深鉢 口縁胴 隆帯、沈線、楕円区画、

渦巻文 10YR 4/6 10YR 4/3
郷土式
推 定 口 径：39.8
㎝、 残 存 器 高：
33.1㎝

　-106 187 2 区
南壁Ⅱ層 弥生中期 壺 口縁 単沈線、円形刺突、耳状

突起（下部穿孔） 7.5YR 5/4 5YR 5/6 人面表現？

　-107 121 SD05 縄文晩期末葉～
弥生前期 甕 胴 条痕 10YR 4/3 7.5YR 5/6

　-108 6 127 ２区
南部検出面 弥生前期 甕 口縁胴 口唇部刻み、無文 7.5YR 6/6 10YR 6/6

氷Ⅱ式
推 定 口 径：29.6
㎝、 残 存 器 高：
30.2㎝
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第 21 図　縄文土器（１）
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第 22 図　縄文土器（２）

0 10cm

0 5cm

SB06

SB07 SB08

37
38

39
40 41

42
43 44

45
46

47
48 49

50 51

52

53

54 55

56
57

58

59

60

61 62

63
64 65



―　61　―

第２節　縄文～弥生時代の遺構と遺物

第 23 図　縄文土器（３）
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第 24 図　縄文土器（４）、弥生土器
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（２）石器
　遺構から 899 点、遺構外から 1382 点、合計 2281 点が出土した（第８表）。遺構の石器は主に竪穴建物
跡と土坑から出土し、伴出した土器により縄文時代前期初頭・後葉・末葉、弥生時代前期に所属するもの
が存在すると考える。遺構外の石器は遺構の時期に加え、縄文時代中期後葉の土器が出土していることか
らその時期の石器を含むと考える。
　小山の神Ｂ遺跡から出土した石器は石鏃・石鏃未製品、石錐、スクレイパー、微細な剝離がある剝片、
二次加工がある剝片、石匙、石槍、両極石器、打製石斧、石鍬、磨製石斧、礫器、用途不明品、石核、原
石、凹石・磨石・敲石、石皿・台石、剝片で、各器種の出土位置・点数・石材、掲載遺物の観察表を第８
～10 表に示した。竪穴建物跡出土の石器総数は数点から 200 点を超える例があり、出土点数に幅があるが、
削平を受けた竪穴建物跡が多く、出土総数の差は竪穴建物跡の残存状態を考慮する必要がある。また、竪
穴建物跡で出土した土器は、複数の時期が混在する例があることから、石器も同様に複数の時期が混在し
ている可能性が高い。
　本稿では石器を器種単位で一括し、実測図の掲載については遺構出土のものを主体に、各器種の完形品
もしくは器種の特徴を備えているものを抽出した。また、様々な事情から実測図および写真図版を掲載し
ていない器種もある。器種分類は、『川路大明神原遺跡』（鶴田ほか 2010）を参考に行った。
　石鏃・石鏃未製品（第 25 図１～22、ＰＬ６）

　石鏃は遺構から 12 点、遺構外から 28 点が出土し 20 点を掲載した。非掲載を含めて全て無茎の石鏃で、
基部を抉込む深度と側縁部の形状に違いがある。石材は黒曜石が 29 点、チャートが８点、無斑晶質安山
岩が３点である。
　石鏃未製品は遺構から４点、遺構外から 10 点が出土し２点を掲載した。21・22 は、製品よりも加工剝
離が粗く厚手で、尖端部や基部の作りが完全ではない。粗い加工を施し、形状を整えている段階と推測す
る。石材は黒曜石が 10 点、チャートが４点である。
　石錐（第 25 図 23～30、ＰＬ６）

　遺構から３点、遺構外から９点が出土し８点を掲載した。23・29 は明確なつまみ部がないもので、主
に剝片の周縁部に加工を施し形状を整え、先端部に錐部を作出する。24～28 はつまみ部を持つもので、
つまみ部から徐々に細くなり錐部を作出する 25・26 と、つまみ部と錐部の差が明確な 24・27・28 が存在
する。30 は棒状の両端に錐部を作出する。そのほかの４点は、明確なつまみ部がないものが２点、つま
み部と棒状の錐部の差が明確なものが２点ある。石材は黒曜石が７点、チャートが５点である。
　スクレイパー（第 25・26 図 31～34・37・41、ＰＬ７）

　掻器状の刃部を形成するものと、削器状の刃部を形成するものがある。掻器状のものは遺構から４点、
遺構外から６点出土し５点を掲載した。31～34・37 は、様々な形状の剝片に細かな加工剝離を施し、掻
器状の刃部を作出する。石材は黒曜石が７点、チャートが３点である。削器状のものは遺構内外から各１
点が出土し、１点を掲載した。41 は縁辺部に連続する加工剝離を施し、削器状の刃部を作出する。石材
は黒曜石、砂岩が各１点である。
　微細な剝離がある剝片（第 26 図 35・36・38～40、ＰＬ７）

　遺構から 24 点、遺構外から 22 点が出土し５点を掲載した。35・36・38～40 は様々な形状を呈する剝
片の鋭利な縁辺部に、使用痕と推測する微細な剝離が連続し、39 はさらに摩耗痕（実測図トーン部分）が
残る。石材は黒曜石が 31 点、チャートが４点、無斑晶質安山岩が３点、砂岩が１点、安山岩が３点、泥
岩が３点、片麻岩が１点である。
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　二次加工がある剝片
　遺構から５点、遺構外から 16 点が出土した。実測図と写真図版は掲載していない。特定の形状を作り
出さず、様々な部位に様々な形態の二次加工を施す剝片を一括しており、石材は黒曜石が 17 点、チャー
トが１点、泥岩が３点である。
　石匙（第 27 図 42～46、ＰＬ７）

　遺構から５点、遺構外から２点が出土し、５点を掲載した。横形で両面からの加工でつまみ部を作出し、
１辺に刃部をもつ 42～45 と、縦形で両面からの加工でつまみ部を作出し、２辺に刃部をもつ 46 が存在す
る。このほか、実測図を掲載していないが、片面からの加工でつまみ部を作出し、素材剝片の鋭利な縁辺
をそのまま刃部とするものが出土している。刃部には、使用痕の可能性が高い微細な剝離がある。石材は
３点が黒曜石、４点がチャートである。
　石槍（第 27 図 47、ＰＬ７）

　ＳＢ 01 のＰ１から１点が出土した。47 は石槍の先端部で、両面に加工を施すが片面には多くの自然面
が残る。石材は結晶片岩である。
　両極石器
　遺構から２点、遺構外から１点が出土した。実測図および写真図版は掲載していない。両極打法による
剝離が両端部にある。石材は全て黒曜石である。
　打製石斧（第 27 図 48～56、ＰＬ７）

　遺構から７点、遺構外から 11 点が出土し、９点を掲載した。大形剝片を素材とし、縁辺部に階段状の
剝離を連続的に施す。52・56 は片面に自然面が多く残るが、礫素材となるかは不明である。形状は 48～
51 など、欠損部がないものについては撥形を呈する。49・50・51・56 は、表・裏面の基部や先端部に使
用痕の可能性が高い摩耗痕がある（実測図トーン部分）。石材は泥岩が 16 点、凝灰岩が２点である。
　石鍬（第 28・29 図 57～60、ＰＬ８）

　遺構から３点、遺構外から６点が出土し、４点を掲載した。打製石斧と同様に、大形剝片の縁辺部へ階
段状の剝離を連続的に施すが長さ 14㎝以上、幅８～10㎝と打製石斧よりも大形である。欠損のため全体
形状は不明確だが、基部よりも先端部の方が幅広で、57 はそれが顕著である。58・59 の先端部には、使
用痕の可能性が高い摩耗痕がある（実測図トーン部分）。石材は全て安山岩である。
　磨製石斧（第 29 図 61、ＰＬ７）

　遺構から１点、遺構外から３点が出土し、１点を掲載した。61 は断面形状が偏平で、全体に研磨調整
を施し仕上げている。このほかに乳棒状石斧が１点、小破片が２点ある。石材は乳棒状石斧が緑色岩で、
そのほかは不明である。
　礫器（第 29 図 62・63、ＰＬ７）

　遺構から２点が出土し、２点を掲載した。62・63 は礫素材もしくは大形剝片に、粗い加工剝離を施す。
礫器として分類したが石核の可能性もある。石材は泥岩である。
　用途不明品（第 29 図 64、ＰＬ８）

　用途の推定が困難なものを一括した。遺構外から３点が出土し、１点を掲載した。64 は縁辺部に連続
的な剝離を施し、上下両端には敲打・研磨調整により刃部的な稜を作出する。石材は泥岩である。
　石核
　遺構から 33 点、遺構外から 39 点が出土した。実測図と写真図版は掲載していない。石材は黒曜石が
57 点、チャートが８点、泥岩が４点、珪質頁岩、砂岩、無斑晶質安山岩が各１点である。
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　原石（第 29 図 65、ＰＬ７）

　遺構から６点、遺構外から 12 点が出土し、１点を掲載した。石材は黒曜石が 14 点、チャートが４点
である。詳細な分析は行っていないが、黒曜石の原石には塊状のものと板状のものがあり、長さ 20.9～
53.7㎜、幅 22.0～31.9㎜、重さ 6.0～35.7 ｇの範囲のものが 11 点、それよりも大形で長さ 59.4～62.5㎜、幅
30.3～43.2㎜、重さ 43.2～62.0 ｇの範囲のものが３点存在する。65 は、後者に属する塊状の原石である。
チャートの原石は全て塊状で、長さ 23.4～39.5㎜、幅 11.2～37.7㎜、重さ 3.5～31.4 ｇの範囲に収まり、黒
曜石よりも小形である。
　凹石・磨石・敲石（第 30～32 図 66～78、ＰＬ８）

　遺構から 22 点、遺構外から 12 点が出土し、13 点を掲載した。素材となる円形状・楕円形状もしくは
棒状を呈する礫に凹痕・磨面・敲打痕があるもので、１個体中に凹痕・磨面・敲打痕を併せ持つものが多
い。66 は楕円形状の礫が素材で両面に磨面、先端部と一側縁部に敲打痕が残る。67 は棒状の礫、68 は楕
円形状の礫が素材で、両端部および片面に敲打痕が残る。69 は円形状の礫、70 は楕円形状の礫が素材で、
片面のみに磨面が残る。71～78 は円形状・楕円形状の礫が素材で、片面あるいは両面に凹痕、側縁部・
両端部に敲打痕が残る。71～73・76・77 は、片面もしくは両面に磨面をもつ。石材は安山岩が 32 点、砂
岩が２点である。
　石皿・台石（第 32 図 79～82、ＰＬ９）

　大形偏平礫の表面に使用痕と考えられる摩耗痕もしくは敲打痕が残るもので、摩耗痕が顕著なものを石
皿、敲打痕が顕著なものを台石とした。石皿は遺構から 12 点、遺構外から８点出土し、３点を掲載した。
79～81 は機能面の摩耗部が皿状に窪み縁を有するもので、81 は裏面に敲打痕が残る。82 は摩耗部が窪ま
ず、平坦面を形成する。石皿はこのほかに、摩耗部が皿状に窪み縁を有するものが７点、摩耗部が窪まず
平坦面を形成するものが９点ある。石材は結晶片岩が１点で、ほかは全て安山岩である。台石は実測図・
写真図版ともに掲載していないが、遺構外から３点が出土した。石材は全て安山岩である。
　器種と石材の関係（第９表）

　小山の神Ｂ遺跡で出土した石器には、11 種類の石材が認められる。石鏃・石鏃未製品、石錐、スクレ
イパー、微細な剝離がある剝片、二次加工がある剝片、石匙、両極石器の小形石器には黒曜石が多く、石
錐と石匙以外は 65％を超える。それに次ぐのはチャートで、石錐と石匙はほかの小形石器よりもチャー
トの比率が高い傾向を示す。小形石器はこのほかに、無斑晶質安山岩、砂岩、泥岩があり、微細な剝離が
ある剝片にはさらに安山岩、片麻岩が加わる。
　打製石斧、礫器、石鍬は泥岩、凝灰岩、黒色安山岩で作られ、打製石斧と礫器は圧倒的に泥岩の比率が
高い。凝灰岩は、打製石斧のみの石材である。石鍬は全てが黒色安山岩である。
　石核・原石は黒曜石が最も多く、全体の 77％を超える。それに続くのはチャートだが、その比率は石
核で 11％、原石で 22％と少ない。石核にはさらに無斑晶質安山岩、砂岩、泥岩、珪質頁岩がある。
　凹石・磨石・敲石と石皿・台石は安山岩が圧倒的に主体で、そのほかに凹石・磨石・敲石には砂岩が、
石皿・台石には結晶片岩が使われる。
　剝片は黒曜石が最も多く全体の 82％を占め、以下、チャートが 11％、泥岩が５％などである。黒曜石
とチャートの関係は石核・原石と類似し、剝片および石核・原石は、黒曜石とチャートが多い小形石器の
製作等に関わるものであると推測する。

引用・参考文献

鶴田典昭ほか 2010『川路大明神原遺跡』長野県埋蔵文化財センター



―　66　―

第４章　小山の神Ｂ遺跡

第８表　石器の器種と出土点数
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片

二
次
加
工
剝
片

石
　
匙

石
　
槍

両
極
石
器

打
製
石
斧
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磨
石
・
敲
石

石
皿
・
台
石

剝
　
片

合
　
計

遺
　
　
　
構
　
　
　
内

SB01 3 1 2 6 1 1 1 1 1 8 1 4 95 125
SB02 3 5 2 1 1 10 1 2 194 219
SB03 1 2 9 12
SB04 3 3
SB05 2 18 20
SB06 4 1 2 1 3 1 3 4 97 116
SB07 1 2 5 8
SB08 1 6 3 1 1 33 45
SB09 2 1 1 2 42 48
SB10 1 1 1 1 1 5
SB11 1 8 9
SB12 1 1 12 14
SB13 2 4 6
SB14 1 1 1 2 3 4 1 84 97
SK04 2 2
SK06 1 1
SK08 1 1
SK09 1 1
SK11 2 2
SK12 2 2
SK18 1 1
SK21 1 1
SK22 1 3 4
SK23 2 2
SK31 7 7
SK33 1 4 5
SK34 1 7 8
SK35 3 3
SK36 1 1
SK38 1 1 2
SK41 1 1
SK46 2 2
SK47 1 1
SK48 1 1 2
SK49 3 3
SK51 1 1 1 2 40 45
SK56 1 1
SK59 2 2
SK60 1 1
SK68 1 1
SK72 2 2
SK76 1 4 5
SK77 1 1
SK78 2 2
SK79 1 1
SK80 3 3
SK81 1 1 2
SK84 1 1
SK85 1 1
SK86 5 5
SK90 1 1
SK92 1 1
SK94 1 1
SK97 1 1
SK99 8 8
SK104 2 2
SK105 1 1 2
SK107 1 1 2
SK109 1 1 2
SK114 2 2
SK118 1 1
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凹
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剝
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SK119 1 1
SK120 1 1
SK121 1 1 1 3
SK122 1 2 3
SK123 1 1
SK124 4 4
SK126 1 1
SK128 1 1
SK129 1 1
SK131 1 1 5 7
SK132 1 1

遺構内小計 12 4 3 5 24 5 5 1 2 7 3 1 2 0 33 6 22 13 751 899

遺
　
　
　
構
　
　
　
外

SB15 2 1 2 1 2 34 42
SB16 1 1 3 5
SB17 1 1
SB18 1 1 1 2 5
SB19 3 15 18
SB20 1 1
SB21 1 2 4 7
SB22 1 4 5
SD01 1 10 11
SD03 1 1
SD04 1 1
SD05 3 2 1 2 1 7 1 1 6 89 113
SD06 1 1
SD07 1 1 2 1 68 73
SD08 5 5
SF05 1 1
ⅡP16 1 1
ⅡP17 1 1 1 6 9
H23 区 1 2 6 9
11T 3 3
12T 1 1
13T 1 1
14T 1 1
1 区 21 4 6 6 18 12 2 1 9 1 2 2 18 6 6 3 834 951
2 区 1 2 9 12
3 区 3 2 1 1 3 80 90
4 区 1 1 1 1 5 9
5 区 1 1
Z 4 4

遺構外小計 28 10 9 7 22 16 2 0 1 11 6 3 0 3 39 12 12 10 1191 1382
合　　計 40 14 12 12 46 21 7 1 3 18 9 4 2 3 72 18 34 23 1942 2281

第９表　石器の器種別の石材
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黒　曜　石 29 10 7 8 31 17 3 3 57 14 1584 1763
チ ャ ー ト 8 4 5 3 4 1 4 8 4 210 251

無斑晶質安山岩 3 3 1 3 10
砂　　　岩 1 1 1 2 3 8
安　山　岩 32 22 54
黒色安山岩 3 9 19 31
泥　　　岩 3 3 16 2 1 4 94 123
片　麻　岩 1 1
結 晶 片 岩 1 1 2
凝　灰　岩 2 1 3
緑　色　岩 1 1
珪 質 頁 岩 1 28 29
不　　　明 3 2 5
合　　　計 40 14 12 12 46 21 7 1 3 18 9 4 2 3 72 18 34 23 1942 2281
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第 10 表　石器観察表

図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 器　　種 石　　材

法量（㎝、ｇ）
備　　考

長さ 幅 厚さ 重さ
25-1 6 1001 SB01　№１ 石鏃 無斑晶質安山岩 12.7 14.0 3.7 0.4 無茎
　-2 6 1038 SB02　№ 11 石鏃 黒曜石 （14.5） 17.4 3.2 （0.5） 無茎
　-3 6 1108 SB12　北半 石鏃 黒曜石 15.4 16.7 2.9 0.5 無茎
　-4 6 1175 SD05　一括 石鏃 黒曜石 17.8 19.3 2.7 0.7 無茎
　-5 6 1056 SB02　北西床下 石鏃 黒曜石 （17.1） 14.7 3.7 （0.8） 無茎
　-6 6 1320 １区　ⅠＯ04 石鏃 黒曜石 15.2 15.5 2.8 0.5 無茎
　-7 6 1186 SD05　ⅡＦ21 石鏃 チャート 17.4 17.2 3.4 0.8 無茎
　-8 6 1263 １区　ⅠＪ05　Ｚ 石鏃 チャート （18.4） 20.7 4.6 （1.4） 無茎
　-9 6 1319 １区　ⅠＯ04 石鏃 チャート 19.7 13.2 3.4 0.5 無茎
　-10 6 1299 １区　ⅠＪ15 石鏃 無斑晶質安山岩 17.8 13.7 3.9 0.7 無茎
　-11 6 1070 SB06　南東床 石鏃 チャート （16.7） 15.3 3.9 （16.0） 無茎
　-12 6 1295 １区　ⅠＪ02 石鏃 黒曜石 21.2 17.3 3.7 0.8 無茎
　-13 6 1226 ４区　ⅡＰ13 石鏃 チャート 21.2 17.0 3.4 1.1 無茎
　-14 6 1004 SB01　№ 17 石鏃 無斑晶質安山岩 19.2 14.3 3.7 0.8 無茎
　-15 6 1079 SB06　南西 石鏃 黒曜石 18.1 （12.9） 3.1 （0.5） 無茎
　-16 6 1311 １区　ⅠＪ20 石鏃 黒曜石 17.2 17.4 3.6 0.7 無茎
　-17 6 1078 SB06　南東床 石鏃 黒曜石 19.5 17.5 4.0 0.8 無茎
　-18 1041 SB02　北西床 石鏃 黒曜石 （20.6） （15.2） 2.3 （0.5） 無茎
　-19 1287 １区　ⅠＪ20 石鏃 チャート 24.5 （17.5） 4.4 （1.3） 無茎
　-20 6 1130 SB15　検出面 石鏃 黒曜石 （34.2） 17.1 4.6 2.2 無茎
　-21 6 1188 SD05 石鏃未製品 チャート 25.4 22.0 9.9 4.2
　-22 6 1011 SB01　Pit １ 石鏃未製品 チャート 27.5 25.3 8.3 6.0
　-23 6 1309 １区　ⅠＪ20 石錐 チャート 26.0 11.3 6.3 2.0
　-24 6 1126 SB15　南 石錐 黒曜石 24.1 9.9 5.1 1.2
　-25 6 1012 SB01　南東 石錐 黒曜石 29.8 10.5 4.8 0.8
　-26 6 1015 SB01　北西 石錐 黒曜石 33.3 10.8 5.0 1.1
　-27 6 1116 SB14　北 石錐 黒曜石 （28.4） 21.4 11.6 （5.0）
　-28 6 1249 １区　ⅠＪ19 石錐 チャート （25.5） 14.9 4.7 （1.1）
　-29 6 1181 SD05 石錐 チャート 44.1 12.4 7.1 3.6
　-30 6 1314 １区　ⅠＪ24 石錐 チャート （30.2） 7.5 6.7 （1.1）
　-31 7 1109 SB12 スクレイパー チャート 22.8 19.5 8.7 3.4 掻器
　-32 7 1087 SB08　№ 4 スクレイパー 黒曜石 33.7 25.3 10.0 7.8 掻器
26-33 7 1283 １区　ⅠＪ03 スクレイパー 黒曜石 24.8 32.3 9.5 5.5 掻器
　-34 7 1164 SK109 スクレイパー チャート 22.3 35.2 8.5 8.6 掻器
　-35 7 1099 SB09　№ 4 微細剝離剝片 無斑晶質安山岩 47.3 66.2 10.1 31.7
　-36 7 1093 SB08　南東 微細剝離剝片 安山岩 35.3 68.0 9.8 26.4
　-37 7 1106 SB10　北西 スクレイパー チャート 53.0 38.9 14.5 32.0 掻器
　-38 7 1021 SB01　北西 微細剝離剝片 泥岩 31.4 35.7 15.2 18.7
　-39 7 1066 SB06　№ 8 微細剝離剝片 無斑晶質安山岩 60.2 54.6 6.2 23.3 光沢痕有
　-40 7 1343 SB06　南西床 微細剝離剝片 片麻岩 （38.0） （36.2） 2.9 （4.9）
　-41 7 1119 SB14　南 スクレイパー 黒曜石 109.8 38.0 20.7 77.1 削器
27-42 7 1003 SB01　№ 16 石匙 チャート 28.3 36.2 7.2 6.7
　-43 7 1151 SK034 石匙 黒曜石 22.9 37.4 7.1 4.2
　-44 7 1148 SK018 石匙 チャート 23.3 37.4 6.4 4.5
　-45 7 1033 SB02　№２ 石匙 チャート （23.4） （31.4） （7.4） （4.9）
　-46 7 1273 １区　ⅠＪ15 石匙 黒曜石 50.8 21.2 9.5 8.8
　-47 7 1007 SB01　Pit １　№１ 石槍 結晶片岩 （39.5） （30.1） （12.9） （13.0）
　-48 7 1167 SK123 打製石斧 泥岩 73.8 45.8 10.8 42.3
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図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 器　　種 石　　材

法量（㎝、ｇ）
備　　考

長さ 幅 厚さ 重さ
27-49 7 1149 SK022 打製石斧 泥岩 83.9 54.0 11.1 55.7
　-50 7 1330 １区 打製石斧 泥岩 （73.5） 39.7 16.8 （53.7）
　-51 7 1153 SK048　1 層 打製石斧 泥岩 97.5 52.2 13.3 70.7
　-52 7 1097 SB09　№１ 打製石斧 泥岩 （91.8） 40.6 10.4 （42.8）
　-53 1132 SB15　№ 26 打製石斧 泥岩 （84.1） 58.8 11.0 （58.8）
　-54 7 1236 １区　ⅠＪ６ 打製石斧 凝灰岩 （92.5） 50.5 19.2 （101.4）
　-55 7 1162 SK105 打製石斧 凝灰岩？ （92.2） 42.0 12.2 （65.5）
　-56 7 1339 １区 打製石斧 泥岩 77.1 37.3 18.3 62.4
28-57 8 1169 SK129　№１ 石鍬 黒色安山岩 145.0 113.7 29.5 489.9
　-58 8 1159 SK076　№１ 石鍬 黒色安山岩 （152.0） 98.6 18.9 （406.4）
　-59 8 1201 SD07　ⅡＰ16　検出面 石鍬 黒色安山岩 （190.0） 113.0 24.8 （538.8）
29-60 8 1171 SK131　４層 石鍬 黒色安山岩 （141.4）（121.2） 16.9 （405.1）
　-61 7 1057 SB03　№１ 磨製石斧 不明 51.0 30.5 9.9 25.8
　-62 7 1026 SB01　北西 1 層 礫器 泥岩 84.9 69.5 34.6 244.8
　-63 7 1166 SK121 礫器 泥岩 60.8 87.2 35.2 250.4
　-64 8 1284 １区　ⅠＪ14 不明石製品 泥岩 69.2 42.0 18.8 93.5
　-65 7 1157 SK051　5 層 原石 黒曜石 62.5 30.3 19.9 43.2
30-66 1154 SK051　№５ 凹石・磨石・敲石 安山岩 154.3 85.0 55.3 1028.5
　-67 8 1058 SB03　№４ 凹石・磨石・敲石 安山岩 14.5 5.5 3.6 402.4
　-68 8 1138 SB19　西３層 凹石・磨石・敲石 安山岩 57.4 48.8 37.9 130.2
　-69 1139 SB19　西３層 凹石・磨石・敲石 安山岩 77.2 73.2 60.1 480.1
　-70 8 1059 SB03　北西 凹石・磨石・敲石 安山岩 41.3 30.1 12.3 27.0
　-71 8 1136 SB18　№９ 凹石・磨石・敲石 安山岩 124.0 91.7 56.4 893.3
　-72 8 1101 SB09　№ 10 凹石・磨石・敲石 安山岩 102.3 86.6 45.2 494.2
　-73 8 1118 SB14　南 凹石・磨石・敲石 安山岩 91.1 80.0 52.0 509.2
　-74 8 1092 SB08　南東 凹石・磨石・敲石 安山岩 93.8 82.4 48.2 511.3
31-75 8 1192 SD05 凹石・磨石・敲石 安山岩 121.8 102.6 50.3 730.5
　-76 8 1146 SK008　№１ 凹石・磨石・敲石 安山岩 99.1 88.7 34.4 399.3
　-77 8 1156 SK051　中層 凹石・磨石・敲石 安山岩 105.0 75.1 54.6 644.5
32-78 8 1165 SK121 凹石・磨石・敲石 安山岩 93.5 76.4 45.6 440.9
　-79 9 1031 SB01　№ 23 石皿 安山岩 （308.0） 243.0 142.0 （132.0） 窪み部有
　-80 9 1067 SB06　№ 18・24 石皿 結晶片岩 236.0 162.0 4.0 1432.0 窪み部有
　-81 9 1134 SB16　№ 13 石皿 安山岩 26.6 19.3 6.9 4200.0 窪み部有
　-82 9 1096 SB08　Pit ２　№２ 石皿 安山岩 37.6 34.6 15.8 24400.0 窪み部無
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第 25 図　縄文時代の石器（１）

0 5cm

1
SB01

無斑晶質安山岩

2
SB02　黒曜石

3
SB12　黒曜石

4
SD05　黒曜石

5
SB02　黒曜石

6
１区　黒曜石

7
SD05　チャート

8
１区　チャート

9
１区　チャート

10
１区

無斑晶質安山岩

11
SB06　チャート

12
１区　黒曜石

13
４区　チャート

14
SB01

無斑晶質安山岩

15
SB06　黒曜石

16
１区　黒曜石

17
SB06　黒曜石

18
SB02　黒曜石 19

１区　チャート 20
SB15　黒曜石

21
SD05　チャート

22
SB01　チャート

23
１区　チャート

24
SB15　黒曜石

25
SB01　黒曜石

26
SB01　黒曜石

27
SB14　黒曜石

28
１区　チャート

29
SD05　チャート

30
１区　チャート

31
SB12　チャート 32

SB08　黒曜石
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第 26 図　縄文時代の石器（２）

0 5cm

33
１区　黒曜石

34
SK109　チャート

35
SB09　無斑晶質安山岩

36
SB08　安山岩

37
SB10　チャート

38
SB01　泥岩

39
SB06　無斑晶質安山岩

40
SB06　片麻岩

41
SB14　黒曜石
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第 27 図　縄文時代の石器（３）

0 5cm

0 5cm

42
SB01　チャート

43
SK034　黒曜石

44
SK018　チャート

45
SB02　チャート

46
１区　黒曜石

47
SB01　結晶片岩

48
SK123　泥岩

49
SK022　泥岩

50
１区　泥岩

51
SK048　泥岩

52
SB09　泥岩

55
SK105　凝灰岩？

53
SB15　泥岩

54
１区　凝灰岩

56
１区　泥岩
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第 28 図　縄文時代の石器（４）

0 5cm

57
SK129　黒色安山岩

58
SK76　黒色安山岩

59
SD07　黒色安山岩
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第 29 図　縄文時代の石器（５）

0 5cm

60
SK131　黒色安山岩

61
SB03　不明

62
SB01　泥岩

63
SK121　泥岩

64
１区　泥岩

65
SK051　黒曜石
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第 30 図　縄文時代の石器（６）

0 5cm

66
SK051　安山岩

67
SB03　安山岩

68
SB19　安山岩

69
SB19　安山岩

71
SB18　安山岩

70
SB03　安山岩

72
SB09　安山岩

73
SB14　安山岩

74
SB08　安山岩



―　76　―

第４章　小山の神Ｂ遺跡

第 31 図　縄文時代の石器（７）

0 5cm

75
SD05　安山岩

76
SK008　安山岩

77
SK051　安山岩
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第 32 図　縄文時代の石器（８）

0 5cm

0 20cm

78
SK121　安山岩

79
SB01　安山岩

80
SB06

結晶片岩
81

SB16　安山岩

82
SB08

安山岩
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第３節　平安時代以降の遺構と遺物

１　概観
　当該期の遺構は１・３・４区において竪穴建物跡９軒、溝跡４条、土坑８基、被熱部４基を検出した

（第 10・33 図）。溝跡以外の遺構は３・４区の緩やかな斜面の、標高 710～718 ｍの範囲に分布する。標高
710 ｍよりも南側の２区は谷状地形が入り込み、遺構は存在しない。それに対して溝跡は、１区南側から
２区の谷状地形までと広い範囲におよぶ。時期は、竪穴建物跡は出土した土器から平安時代と考えるが、
そのほかは不明のものが多い。しかし、土坑と被熱部は竪穴建物跡と同じ範囲に分布し、溝跡と土坑には
平安時代の遺物が出土したものが存在することなどから、平安時代に該当するものが多いと推測する。

２　遺構
（１）竪穴建物跡（第 34～38 図、ＰＬ２）

　ＳＢ 15（第 34 図）

位置：３区、ⅠＯ 25、ⅠＴ 05、ⅡＫ 21、ⅡＰ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重
複関係：調査所見では１軒だが、建て替えもしくは２軒の重複の可能性がある。埋土：２層が堆積す
る。２層褐色砂質土が床面を覆い、その上部を１層黒褐色砂質シルトが埋積する。形状・規模：平面形
は残存部からみて方形と考える。規模は南西・北東方向が 7.0 ｍ、北西・南東方向は残存部で 4.3 ｍを測
る。床・壁：床面は貼床がある。ただし、平坦ではなく、Ｐ２付近を境に北東側は南西側よりも 15～20
㎝高い。壁は残存部で高さ 30～40㎝を測り、斜め～垂直に近い角度で立ち上がる。柱穴：検出できなか
った。周溝：南西壁から西壁コーナー付近の壁際で幅 10～15㎝、深さ５㎝程度の周溝を検出した。また、
北壁コーナーおよびＰ１付近で幅 10㎝、深さ１㎝程度の周溝を検出した。カマド：北壁に２基を検出し
た。カマド１は北西壁中央より北側へ寄った位置にある。残骸の状態で、火床の左右には袖石残痕の礫と、
袖石の抜取り痕と推測する凹みを検出した。また、北西壁に接する若干の張出しが煙道と推測する。カマ
ド２は北西壁中央付近に位置し、火床と袖部の残痕、袖石を検出した。煙道は残存していない。その他の
施設：性格不明だが北側壁コーナー付近でＰ１、西側壁コーナー付近でＰ３・６を検出した。平面形は楕
円形または不整楕円形でＰ１は長軸 110㎝、短軸 84㎝、深さ 20㎝、Ｐ３は長軸 120㎝、短軸 96㎝、深さ
20㎝、Ｐ６は長軸 150㎝、短軸 100㎝、深さ 20㎝を測る。３基は平面規模に若干の差はあるが、深さが共
通する。Ｐ３・６には重複関係があり、Ｐ３がＰ６を切る。また、カマド２の東側で、カマド１の正面か
ら南側に延びる溝状のＰ２を検出した。Ｐ２は長軸 206㎝、短軸 30～80㎝で深さは 10㎝程度である。遺
物：カマド２の内部とその周辺から黒色土器坏、土師器坏・鉢・甕、灰釉陶器埦・長頸瓶、須恵器甕が出
土した。調査所見：発掘時の所見で、本竪穴建物跡は１軒としているが、カマドが２基存在する点、Ｐ２
を境に東側の床面が西側よりも 15～20㎝高い点、Ｐ３・６に重複関係が認められる点などから、２軒の
重複や建替えが行われた可能性が高い。その場合は、新しい竪穴建物跡にカマド２とＰ３が伴い、Ｐ２は
新しい竪穴建物跡の周溝となり、周溝際に古い竪穴建物跡の床面を掘込む壁の立上がりがあったと見るこ
とができる。なお、古い竪穴建物跡にはカマド１とＰ６が伴うと推測する。遺物はカマド２周辺に多いた
め、新しい竪穴建物跡に伴うものであろう。時期：出土した土器の時期から、10 世紀と考える。
　ＳＢ 16（第 35 図、ＰＬ２）

位置：４区、ⅡＰ 08 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 17 を貼る。ＳＫ
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133 に切られる。埋土：基本的には黒褐色シルトの単層だが、東壁・西壁際には部分的に炭化物粒が混じ
る２・４層黒褐色シルトが堆積する。形状・規模：平面形は、残存部からみて方形と推測する。規模は南
西・北東方向で４ｍ、北西・南東方向は残存部で 2.5 ｍを測る。床・壁：床面は部分的に貼床を施し、重
複関係にあるＳＢ 17 の埋土上部に及ぶ。壁は南西壁と北東壁の残存部で 14～20㎝、北西壁の残存部で 44
㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。周溝：北西壁・北東壁・南西壁際に幅 15～30
㎝、深さ４㎝の周溝が途切れなく巡る。カマド：北西壁中央から北側に寄った位置で、石組みカマド１基
と煙道の一部を検出した。支脚石は失われていたが、カマド内部の中央付近に抜取り痕と推測する凹みを
検出した。また、右側の袖部周辺に炭が広がっていた。その他の施設：検出できなかった。遺物：カマド
の南側付近で土師器甕などが出土した。小破片が多い。また、床面中央付近と南西壁の立上がり部で、刀
子各１点が出土した。時期：出土した土器は９～10 世紀の土師器甕で、さらに 10 世紀後半と推測するＳ
Ｂ 17 を切る点から、10 世紀後半以降と考える。
　ＳＢ 17（第 35 図、ＰＬ２）

位置：４区、ⅡＰ 08 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 16 に貼られる。
埋土：３層が堆積する。７層暗褐色シルトが壁際から床面を覆う。その上部に堆積する６層暗褐色シルト
には黄褐色シルトブロックを多く含み、５層は本竪穴建物跡を貼るＳＢ 16 の床直下に該当することから、
５・６層は人為的埋没の可能性があると推測する。形状・規模：平面形は、残存部からみて方形と推測す
る。規模は南西・北東方向で 3.4 ｍ、北西・南東方向の残存部で 1.2 ｍを測る。床・壁：掘方を平坦に整
え床面とする。貼床はない。壁は残存部で 13～16㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかっ
た。周溝：残存部の壁際に幅７～13㎝、深さ２㎝を測る周溝が途切れなく巡る。カマド：検出できなかっ
た。その他の施設：なし。遺物：床面から土師器高台付埦・甕・羽釜などが出土した。小破片が多い。時
期：出土した土器の時期から、10 世紀後半と考える。
　ＳＢ 18（第 35 図）

位置：４区、ⅡＰ 15 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：基本的
には２層堆積で、２層暗褐色シルトが壁際から床面を覆い、その上部に１層黒褐色が部分的に堆積する。
北西壁際の一部に、断面三角形状の３層黒褐色シルトが堆積する。形状・規模：平面形は、残存部からみ
て方形と推測する。規模は南西・北東方向で４ｍ、北西・南東方向の残存部で 2.2 ｍを測る。床・壁：掘
方を平坦に整え床面とする。貼床はない。壁は残存部で 13～15㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴：検
出できなかった。周溝：北東壁から北西壁にあるカマドの東側までの壁際に幅 12㎝、深さ３㎝を測る周
溝を検出した。北西壁の周溝はＰ１と連結する。カマド：北西壁の中央からやや左側に寄った位置で煙道、
火床、袖石、支脚石の抜取り痕を検出した。その他の施設：性格不明だが、カマドの右側でＰ１、カマ
ドの左側から北壁コーナー付近でＰ２を検出した。Ｐ１は楕円形の土坑で長軸 74㎝、短軸 42㎝、深さ 10
㎝を測る。周溝と連結するのでそれに関わる施設であろう。Ｐ２は楕円形で長軸 1.3 ｍ、短軸 80㎝、深さ
15㎝を測る。遺物：カマド内部とその周辺から黒色土器坏・高台付埦、黒色土器Ｂ類埦、土師器甕、須恵
器甕が出土した。時期：出土した土器の時期から、９世紀と考える。
　ＳＢ 19（第 36 図、ＰＬ２）

位置：４区、ⅡＰ 08・09・13・14 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。
埋土：基本的には３層堆積で、３層黒褐色シルトが壁際から床面を覆い、１・２層の黒色シルト、黒褐色
シルトがその上部を埋積する。東壁の一部に黄褐色微細ブロックを含む４層黒褐色シルトが、断面三角状
に堆積する。形状・規模：平面形は、方形が重複するような形状を呈する。規模は南西・北東方向で７
ｍ、北西・南東方向の残存部で 4.8 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。南西壁から幅 1.2 ｍの範
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囲はテラス状を呈し、床面がほかよりも 20～25㎝高い。全体的に貼床はない。壁は北東壁の残存部で 40
㎝、南西壁の残存部で 27㎝、北西壁の残存部で 95㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかっ
た。周溝および溝：北西壁・北東壁で幅 15～30㎝、深さ２～８㎝の周溝を検出した。北西壁・北東壁の
周溝は壁際を途切れなく巡る。北西壁の周溝は２条が重複しており、１条はカマド本体下部を通過する。
床面中央付近の溝はＰ４と連結する。カマド：北壁中央から北側へ寄った位置で、石組みカマド１基と煙
道の一部を検出した。カマドの内部には、支脚石の抜取り痕が残っていた。煙道は両側に礫を立て、上部
を３点の天井石で塞いでいた。その他の施設：性格不明だが、北西壁から外側へ 40㎝（北西側のテラス部

からは外側へ 90㎝）離れた位置に、本竪穴建物跡全体を囲むような段切りを検出した。竪穴建物跡の内部
では、性格不明の土坑７基を検出した。Ｐ１はカマドの右側にある楕円形の土坑で、周溝と連結し長軸
47㎝、短軸 36㎝（深さは不明）を測る。Ｐ２～４は、南東壁付近にまとまる。Ｐ２は長軸 60㎝、短軸 55㎝、
深さ 10㎝を測る楕円形の土坑でＰ３と接する。Ｐ３は円形の土坑で直径 95㎝、深さ 40㎝を測る。Ｐ４は
楕円形の土坑で長軸 107㎝、短軸 83㎝、深さ 25㎝を測り床面中央付近の溝と連結する。そのほか直径 30
～37㎝、深さ４～６㎝を測る円形の小形土坑Ｐ５～７を検出したが、位置などに規則性はない。遺物：埋
土から黒色土器坏、土師器高台付埦・甕・羽釜、須恵器甕が出土した。本竪穴建物跡とＳＢ 16 から出土
した灰釉陶器が接合する。また、刀子１点と用途不明の板状鉄製品が出土した。調査所見：本竪穴建物跡
は、南西・北東方向、北西・南東方向の埋土が全体に連続して堆積する点、南西側テラス部を境に床面の
高さが異なるもののそこに壁の立ち上がりがない点、カマドが１基である点、北西壁の外側に全体を囲む
ような段切りを検出した点などから、重複はなく１軒と判断した。北西壁の周溝が重複し、壁の平面プラ
ンが方形を重複させたような形状を呈するのは、１軒の竪穴建物跡で複数回の拡張を行ったものと推測す
る。時期：出土した土器から、10 世紀後半と考える。
　ＳＢ 20（第 37 図）

位置：３区、ⅠＴ 05 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：残存部では確認でき
なかった。埋土：削平を受け残存していない。第Ⅰ層直下で本竪穴建物跡が露出した。形状・規模：削平
された範囲が広く不明だが、周溝が直線的であることから平面形は方形の可能性が高い。規模は南西・北
東方向の残存部で 3.6 ｍ、北西・南東方向の残存部で 1.2 ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。貼
床は確認できなかった。壁は残存していない。柱穴：検出できなかった。周溝：北西壁際から南西壁際を
巡ると推測する幅 10～18㎝、深さ４㎝の周溝を検出した。カマド：北西壁中央よりやや北側へ寄った位
置で、火床と袖石の抜取り痕を検出した。その他の施設：性格不明だが、カマド左側で直径 24㎝、深さ
20㎝のＰ１・２を検出した。Ｐ１は北西壁の周溝と連結する。遺物：床面精査時に土師器甕、須恵器蓋の
小破片が出土した。時期：出土した土器の時期から平安時代と考えるが、詳細は不明である。
　ＳＢ 21（第 37 図）

位置：３区、ⅠＴ 15・20、ⅡＰ 11・16 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：な
し。埋土：単層で、暗褐色シルトが堆積する。形状・規模：平面形は、残存部から見て方形と推測する。
規模は南西・北東方向で 3.8 ｍ、北西・南東方向の残存部で４ｍを測る。床・壁：掘方を整え床面とする。
貼床は確認できなかった。壁は残存部で 40㎝を測る。柱穴：検出できなかった。周溝：西壁コーナーか
ら南西壁際に幅 16㎝、深さ２～５㎝を測る周溝を検出した。また、北壁コーナーから北東壁際に幅 20～
28㎝、深さ２～４㎝を測る周溝を検出した。この周溝は、北西壁に接するＰ１と連結する。カマド：２基
を検出した。カマド１は石組みカマドで、左右両側の袖石と天井石が残存していた。支脚石は天井石より
も手前で、左側の袖石に若干寄った位置に立ち、この延長線上の天井石下部から煙道が立ち上がる。カマ
ド２は北東壁にあり、本体が北東壁から突出する。残痕で、袖石の抜取り痕と火床を確認したのみである
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ことから、カマド２からカマド１へと造り替えが行われたものと考える。その他の施設：性格不明だが、
土坑４基を検出した。Ｐ１はカマド１の右側にある楕円形の土坑で長軸 82㎝、短軸 68㎝、深さ 16㎝を測
る。Ｐ２はカマド２の左側にある楕円形の土坑で直径 52㎝、深さ 35㎝を測る。Ｐ３・４はカマド１の左
側から西壁コーナー付近にある不整形の土坑で、Ｐ３は長軸 82㎝、68㎝、深さ 10㎝、Ｐ４は長軸・短軸
ともに 90㎝で、掘方は段掘り状を呈する。深さは、段掘りの浅い部分で５～10㎝、深い部分で 15㎝を測
る。遺物：カマド１の前面から左側のＰ３にかけて黒色土器坏、土師器甕、灰釉陶器埦が出土した。時
期：出土した土器の時期から、９世紀前半と考える。
　ＳＢ 22（第 38 図）

位置：３区、ⅡＰ 16・21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：４
層が堆積する。北壁際に３・４層黒褐色シルトが堆積し、その上部全体を２層黒褐色シルトが覆い、２～
４層全体を１層黒褐色シルトが埋積する。形状・規模：平面形は方形を呈する。規模は南西・北東方向
で 3.6 ｍ、北西・南東方向で 3.4 ｍを測る。床・壁：掘方を平坦に整え床面とする。Ｐ１上面のみ、Ｐ１
を塞ぐような貼床を確認した。壁は残存部で 20㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴：検出できなかった。
周溝：北東壁の一部を除いて、壁際全体に幅 25～30㎝、深さ 10㎝の周溝が巡る。周溝を検出できなかっ
た北東壁の部分は、床面が黒色土中に作られ、周溝埋土との違いがわからず検出できなかった可能性があ
る。カマド：北西壁中央よりやや北側へ寄った位置で、袖部の残痕と火床および火床の左右両側で袖石の
抜取り痕を検出した。支脚石は存在せず、抜取り痕も確認できなかった。その他の施設：性格不明の土坑
２基を検出した。Ｐ１はカマドの左側で、西壁コーナーとの間にある楕円形の土坑で長径 90㎝、短径 65
㎝、深さ 10㎝を測る。上面は、土坑を塞ぐように貼床が施されていた点から、土坑としての役割を終え、
埋め戻された可能性が高い。Ｐ２は、南東側へ寄った位置にある小形の円形土坑で直径 26㎝、深さ 10㎝
程度を測る。遺物：埋土から須恵器坏、黒色土器坏、土師器甕・甑などが出土した。時期：出土した土器
の時期から、９世紀後半と考える。
　ＳＢ 23（第 38 図）

位置：４区、ⅡＰ 12・13 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。削平を受け、カマドのみ残
存する。重複関係：なし。埋土：削平され残存しない。形状・規模：床・壁：床・壁ともに残存せず、形
状・規模ともに不明である。柱穴：検出できなかった。周溝：検出できなかった。カマド：北西壁に付設
されていたカマドの袖部残痕、火床、支脚石を検出した。その他の施設：性格不明だが、カマドの左側で
直径 40㎝、深さ 15㎝程度の円形を呈するＰ１を検出した。遺物：カマド火床で須恵器坏の破片が出土し
た。時期：火床で出土した須恵器の破片から平安時代と考えるが、詳細は不明である。
（２）溝跡（第 10・11・39・40 図）

　ＳＤ 01（第 11・39 図）

位置：１区、ⅠＪ 22・23、ⅠＯ 03・08・09 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：
ＳＫ 131 を切る。埋土：３層堆積だが、ⅠＪ 22 グリッドでは単層である。形状：規模：平面形はⅠＯ 08・
09 グリッドからⅠＯ 03 グリッドにかけては、等高線に対して直行する方向で直線的に延び、ⅠＪ 23 グリ
ッドで等高線と平行する方向に近い角度で西側に短く曲がる。ⅠＯ 09 グリッドでＳＤ 05 と連結する。断面
形はＵ字形である。規模はⅠＯ 08・09 グリッドからⅠＯ 03 グリッドまでは長さ 14 ｍ、幅 70～150㎝、深
さ 20㎝、ⅠＪ 23 グリッドでは長さ 2.8 ｍ、幅 72～104㎝、深さ 20㎝を測る。遺物：埋土上部で土師器と須
恵器の小破片、器種不明の鉄製品が出土した。時期：不明だが、埋土の遺物から平安時代以降と推測する。
　ＳＤ 05（第 11・39 図）

位置：１区、ⅠＯ 04・05・09、ⅡＫ 01、ⅡＦ 21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複
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関係：ＳＢ 12～14、ＳＫ 125・126 を切る。埋土：３～４層堆積だが、ⅠＯ 09 グリッドでは２層堆積で
ある。形状・規模：ⅠＯ 04・05 グリッドからⅡＦ 21 グリッドにかけては、等高線と平行に近い方向で直
線的に延び、調査区外へ至る。ⅠＯ 09 グリッドで、等高線に対して直行する角度で南東側に短く曲がる。
ⅠＯ 09 グリッドでＳＤ 01 と連結する。断面形は段掘り状を呈する。規模はⅠＯ 04・05 グリッドからⅡ
Ｆ 21 グリッドまでは長さ 27 ｍ、幅 1.3 ｍ、深さ 65～80㎝、ⅠＯ 09 グリッドでは長さ 3.8 ｍ、幅 80～90
㎝、深さ 30㎝を測る。遺物：埋土から土師器、黒色土器の小破片が出土した。時期：不明だが、ＳＤ 01
に連結する点と、埋土の遺物から平安時代以降と推測する。
　ＳＤ 06（第 10・33・40 図）

位置：３区、ⅠＯ 14・15・20 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋
土：２層に堆積する。形状・規模：等高線に対して直行する方向で、直線的に延びる。断面形はＵ字もし
くはＶ字状を呈する。規模は長さ 10.5 ｍ、幅１ｍ、深さ 30～40㎝を測る。本溝跡から北西側の延長上に
ＳＤ 05 が位置し、ＳＤ 05 と係る溝跡の可能性もある（第 10 図）。遺物：埋土１・２層より須恵器の小破
片が出土した。時期：不明だが、埋土の遺物から平安時代以降と推測する。
　ＳＤ 07（第 33・40 図）

位置：３区、ⅡＰ 06・11・16・21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ
135 に切られる。埋土：単層もしくは２層に堆積する。形状・規模：等高線に直行する方向で、やや蛇行
しながら延びる。断面形はＵ字もしくはＶ字状を呈する。規模は長さ 25 ｍ、幅 40㎝、深さ 20～40㎝で、
溝跡中央付近は幅が広く最大で 1.9 ｍを測る。本溝跡から北側延長上にＳＤ 06 が位置し、ＳＤ 06 と関わ
る溝跡の可能性もあるが、溝跡が延びる方向に若干の違いがある。遺物：埋土から黒色土器、土師器、灰
釉陶器、須恵器の小破片が出土した。また、底面より８㎝ほど高い位置で刀子１点が出土した。時期：平
安時代の遺物が出土したＳＫ 135 に切られる点と、埋土の遺物から平安時代と推測する。
（３）土坑（第 33 図）

　土坑８基の一覧表を以下に示す。検出面は、全て基本層序第Ⅳ層上面である。

（４）被熱部（第 38 図）

　被熱部４基の一覧表を以下に示す。検出面は、全て基本層序第Ⅳ層上面である。

第 11 表　平安時代以降の土坑一覧表

ＳＫ
番号

図版
番号

ＰＬ
番号 グリッド 時期 形状 規模（㎝） 出土遺物 備　　考平面形 断面形 長軸 短軸 深さ

133 33 ― ⅡＰ 03 平安以降 円形 逆台形 113 102 42 黒色土器，土師器，須恵器 SB16 を切る

134 33 ― ⅠＴ 05
ⅡＰ 01 平安以降 不整形 タライ 115 80 32

135 33 ― ⅡＰ 11 平安以降 楕円形 逆台形 119 89 40 土師器 SD07 を切る

136 33 ― ⅡＰ 13 平安以降 楕円形 Ｕ字 86 67 28 土師器 SB19 を囲む
段切を切る

137 33 ― ⅡＰ 13 平安以降 楕円形 逆台形 48 36 8 SB19 を囲む
段切を切る

138 33 ― ⅡＰ 12 平安以降 円形 Ｕ字 40 34 20 土師器
139 33 ― ⅡＰ 12 平安以降 円形 Ｕ字 92 85 54 土師器
140 33 ― ⅡＰ 17 平安以降 円形 逆台形 69 60 32 土師器

第 12 表　平安時代以降の被熱部一覧表

ＳＦ
番号

図版
番号

ＰＬ
番号 グリッド 時期 平面形 規模（㎝） 出土遺物 備考長軸 短軸 被熱厚

02 38 ― ⅡＰ 05 平安以降 不整形 33 24 4 被熱した拳大の礫有 同一焼土下で被熱面２か所を検
出楕円形 35 26 7

04 38 ― ⅡＰ 13 平安以降 不整形 35 33 5 黒色土器、土師器小破片
05 38 ― ⅡＰ 17 平安以降 不整形 50 40 5 黒色土器、土師器小破片
06 38 ― ⅡＰ 17 平安以降 不整形 40 30 4 土師器小破片
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第 33 図　３・４区　遺構分布図
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第 34 図　ＳＢ 15　遺構図

  1 黒褐色(10YR3/2) 砂質シルト。細礫1%混
  2 褐色(10YR4/4) 砂質シルト。粘性なし。しまりあり
  黄褐色土ブロック1%混
  3 褐色(10YR4/4) 砂質シルト。赤色土ブロック5%混　
  4 黄褐色(10YR5/8) 砂質シルト。黒褐色土ブロック2%混。貼床
  5 褐色(10YR4/4) 砂質シルト。褐色土ブロック2%混。貼床
  6 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粘性・しまりなし
  焼土ブロック・炭化物ブロック1%混
  7 黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト。赤褐色土粒ブロック3%混
  8 黄褐色(10YR5/8) 砂質シルト。粘性・しまりなし。褐色土粒ブロック1%混
  9 褐色(10YR4/6) 砂質シルト。黄褐色土ブロック1%混
  炭化物粒・焼土粒少混
10 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性・しまりなし。黄褐色砂質土ブロック
  5%混。炭化物粒・焼土粒1%混
11 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性・しまりなし。赤褐色土ブロック1%混
12 暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。黄褐色砂質土ブロック・細礫1%混
13 褐色(10YR4/4) 砂質シルト。粘性なし。しまりあり
  黄褐色土ブロック・明赤褐色土ブロック1%混
14 褐色(10YR4/4) 砂質シルト。黄褐色土ブロック5%混
  焼土粒ブロック散在
15 暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。赤褐色土粒･炭化物粒少混
16 黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト。粘性・しまりなし
  焼土粒ブロック2～5%混
17 黒褐色(10YR2/3) 砂質シルト。粘性・しまりなし
  赤褐色土粒・炭化物粒混
18 黄褐色(10YR5/8) シルト。粘性なし。しまりあり
  黒褐色土ブロック2%混
19 赤褐色(2.5YR4/8) 砂質シルト。粘性・しまりなし。黒褐色土粒5%混
20 褐色(10YR4/6) 砂質シルト｡焼土粒少混

遺物出土状況カマド1図

カマド2図
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第 35 図　ＳＢ 16・17・18　遺構図

 1 黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性・しまりややあり。赤色土粒1%混
 2 黒褐色(10YR2/2) シルト。粘性・しまりややあり。炭化物粒混
 3 黒褐色(10YR2/2) シルト。粘性・しまりなし。周溝埋土
 4 黒褐色(10YR3/2) シルト。粘性・しまりややあり
 5 暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性ややあり。しまりなし
 6 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりなし
  黄褐色土ブロック混

 7 暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性ややあり。しまりなし
 8 暗褐色(10YR2/3) 粘質シルト。粘性・しまりあり
 9 黒褐色(10YR3/2) シルト。粘性・しまりなし
10 にぶい赤褐色(5YR4/3) シルト。粘性・しまりなし
11 暗褐色(10YR3/3) 粘質シルト。しまりあり
12 黒褐色(7.5YR3/2) シルト。粘性普通。しまりなし。焼土粒少混
  支脚石の抜取り痕

1  黒褐色(10YR3/2)
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
2  暗褐色(10YR3/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
 10mm褐色土粒少混
3  黒褐色(10YR3/2)
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
4  黒褐色(10YR3/2)
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
 にぶい黄褐色土粒混
5  黒褐色(10YR3/2)
 シルト。粘性1より強。しまり1より弱
 黄褐色土粒20%混。焼土粒・炭化物粒若干混
6  黒褐色(10YR2/2)
 シルト。粘性1より強。しまり1より弱
 焼土粒・炭化物粒少混
7  褐色(7.5YR4/3)
 シルト。粘性なし。しまりなし。炭化物粒少混
8  黒褐色(10YR2/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりなし
 赤色・褐色・にぶい黄褐色土粒多混
9  暗赤褐色(5YR3/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりなし。焼土少混
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第 36 図　ＳＢ 19　遺構図

  1 黒色(10YR2/1.5)
 シルト。粘性あり。しまり普通。黄褐色土細ブロック少混
  2 黒褐色(10YR2/2.5～3/2.5)
 シルト。粘性ややあり。しまり普通
 1～2mm黄褐色土ブロック10～15％混
  3 黒褐色(10YR2/2～2/2.5)
 シルト。粘性ややあり。しまり弱。10～20mm黄褐色土ブロック混
  4 黒褐色(10YR3/2)
 シルト。粘性ややあり。しまり弱。黄褐色土微細ブロック30％混
  5 暗褐色(10YR3/4)
 シルト。粘性なし。しまりあり。20mm礫7％混
  6 暗褐色(10YR3/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりあり
 赤色・白色・にぶい黄褐色土粒少混
  7 暗褐色(10YR3/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりあり
 赤色・白色・にぶい黄褐色土粒混
  8 黒褐色(10YR2/3)
 シルト。粘性やや弱。しまりややあり
 30mm以下黄褐色土ブロック10％混 
  9 暗褐色(10YR3/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりあり
 赤色・白色・にぶい黄褐色土粒少混
 20～30mm礫1％混
10 暗褐色(10YR3/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりあり
 赤色・白色・にぶい黄褐色土粒混。4層に類似
11 極暗褐色(7.5YR2/3)
 カマド袖石・支脚石掘方埋土。
 粘性ややあり。しまりあり。焼土粒少混。周溝埋土
12 暗褐色(10YR3/3)
 シルト。粘性ややあり。しまりあり
 赤色・白色・にぶい黄褐色土粒少混。20mm礫2%混
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第 37 図　ＳＢ 20・21　遺構図

1 赤褐色（2.5YR4/8） 
 焼土層

1 暗褐色(10YR3/4) シルト。黄褐色土粒1%未満混
2 黄褐色(10YR5/8) カマド袖盛土。細礫混
3 被熱面
4 黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性あり。しまりややあり。にぶい黄褐色土粒
5 黄褐色(10YR5/8) 細礫混
6 黒色(10YR2/1～3/1) シルト。粘性強。しまり弱。5mm以下炭化物粒主体
  焼土粒20%混
7 黒色(10YR2/1～3/1) シルト。黄褐色土粒・細ブロック多混
8 褐色(10YR4/4) 砂質シルト。赤褐色焼土粒10%混
9 赤褐色(2.5YR4/6) 砂質シルト。粘性なし。しまり弱。焼土粒混

SB20

SB21

カマド1図

カマド2図

カマド1掘方図

遺物出土状況

A B
かく乱 

C

717.70m

L=
71

7.
70

mD
1

A
71

4.
00

B

1

2

P3
埋

土

C D

1

E F

1S

G H I

L=713.60m

J

121

K 713.70 L

Q 713.40 R

M 713.50 N

O
71

3.
80

P

4

6
3

6

S
S

S
S

S

S

S9

6
3

3

8
6

7

12
3

P

5

9

S

A
B

C
D

A
B

C
D

E

G
H

I

J

F

K

Q
R

M N

L

Q R

P1

P1

P2P3

P4

P1

P2

P3
P4

かく乱

かく乱

ﾄﾚﾝﾁ

ⅠT05-07より南へ1m

ⅡP16-01

0 2m

0 1m

0 1m



―　88　―

第４章　小山の神Ｂ遺跡

第 38 図　ＳＢ 22・23、ＳＦ 02・04・05・06　遺構図

  1 黒褐色(10YR2/3)  
    シルト。粘性・しまりややあり
    拳大礫3%混。100mm白色・にぶい黄褐色土粒少混
  2 黒褐色(10YR2/2)  
    シルト。粘性・しまりややあり
    拳大礫3%混。100mm白色・にぶい黄褐色土粒少混
  3 黒褐色(10YR2/3)  
    シルト。粘性・しまりややあり。拳大礫3%混
    100mm白色・にぶい黄褐色土粒・炭化物粒・赤色土粒少混
  4 黒褐色(10YR2/2)           
     シルト。粘性・しまりややあり
     拳大礫3%混。100mm白色・にぶい黄褐色土粒少混
  5 黒褐色(10YR2/3)           
     シルト。周溝埋土。３層に類似
  6 黒褐色(10YR2/3)
    シルト。粘性・しまりややあり。焼土粒少混
  7 黒褐色(10YR2/2～7.5YR2/2) 
    シルト。粘性あり。しまり弱。焼土粒多混。炭化物粒混
　   ４層に類似
  8 黒色(7.5YR2/1)
    シルト。焼土粒多混
  9 黄褐色                    
    礫混。硬くしまる。貼床
10 黒褐色(10YR2/2～1.5)      
   シルト。粘性あり。しまり弱。炭化物粒多混

1  被熱部

1  被熱部

1  被熱部

1  被熱部

1  暗褐色(10YR3/3) 
    シルト。粘性・しまりややあり
    にぶい黄褐土粒少混
2  暗褐色(10YR3/4) 
    シルト。粘性・しまりややあり
    5mm礫2％混
    にぶい黄褐土粒少混
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第 39 図　ＳＤ 01・05　遺構図

1 灰黄褐色(10YR4/2)  
 砂混じりシルト。粘性・しまり普通
 地山明黄褐色シルト細粒子・ブロック混。細・小礫混

1 灰黄褐色(10YR4/2) 
 砂混じりシルト。明黄褐色シルト細粒子混
2 灰黄褐色(10YR4/2) 
 砂混じりシルト。地山明黄褐色粒子多混
3 灰黄褐色(10YR4/2) 
 砂混じりシルト

1  褐色(10YR4/4) 砂質シルト。粘性なし。しまりあり。黄褐色砂質シルト粒土少混
2  暗褐色(10YR3/4) 砂質シルト。粘性なし。しまりあり。黒色マンガン粒子1%混
3  黄褐色(10YR5/8) 砂質シルト。暗褐色砂質シルトブロック1～3%混
4  褐色(10YR4/4) 砂質土。粘性ややあり。しまりあり。黄褐色土粒混

1 褐色(10YR4/6)   
 砂質シルト。粘性・しまり弱。ブロック状黄褐色粒土混
2 黄褐色(10YR5/8) 
 砂質シルト。褐色土少混
3 褐色(10YR4/6)   
 砂質シルト。粘性・しまり弱。黄褐色粒土ブロック1%混
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第 40 図　ＳＤ 06・07　遺構図

1  暗褐色(10YR3/3) 
    シルト。粘性・しまりややあり
2  暗褐色(10YR3/4） 
    シルト。粘性・しまりややあり

1  暗褐色(10YR3/3) 
    シルト。粘性・しまりややあり
2  暗褐色(10YR3/4) 
    シルト。粘性・しまりややあり。
    100mm礫1%混

1  黒褐色(10YR2/3)
    シルト。粘性ややあり。しまりなし
    30mm礫1%混

1  黒褐色(10YR2/3～2/2) 
    シルト。粘性ややあり。しまり普通
    20mm以下黄褐色土ブロック混
2  黒褐色(10YR2/3～2/2)
    シルト。粘性ややあり。しまり普通
    5mm以下黄褐色土ブロック少混

1  黒褐色(10YR2/1) 
    シルト。粘性ややあり。しまり普通
    黄褐色土ブロック混。砂粒混
2  黒褐色(10YR2/1)
    シルト。粘性ややあり。しまり普通
    黄褐色土ブロック混。砂粒多混
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第３節　平安時代以降の遺構と遺物

３　遺物
（１）土器（第 41・42 図、第 13 表）

　ＳＢ 15（第 41 図１～７）

　供膳形態は１の黒色土器坏、２の土師器坏、３の灰釉陶器埦などで占められる。４は土師器鉢で、口縁
部がわずかに屈曲し、最大径が口縁部にある横ナデ調整のものである。５の土師器甕は、回転ナデ調整で
ある。６の灰釉陶器長頸瓶は口縁が大きく開き、端部が「Ｔ」字状になる。７の須恵器甕は中型で外面は
平行叩き、内面はナデにより消される。時期は、10 世紀代と推測する。
　ＳＢ 16（第 41 図８、ＰＬ９）

　８は土師器甕で、口縁部～胴部を回転ナデ調整した後、胴下部をヘラで削る。時期は、９～10 世紀と
推測する。
　ＳＢ 17（第 41 図９～11、ＰＬ９）

　９の髙足高台の土師器埦は、内外面の磨滅が著しい。10 の土師器甕は、口縁部が浅く折れ曲がり、端
部に回転ヘラ削りを施し、胴部は回転ナデの後、内面にヘラナデを施す。11 の土師器羽釜は、口縁部が
内湾し、鍔部はやや波打つ。時期は、10 世紀後半と推測する。
　ＳＢ 18（第 41 図 12～16、ＰＬ９）

　12 の黒色土器坏、13 の高台付埦、14 の黒色土器 B 類埦は底面が回転糸切り、体部が回転ナデで、内
面は放射状のミガキを施し、13 は高台端部に斜めの回転ヘラ削りを施す。15 の土師器甕は底部が回転糸
切り、体部が回転ナデ調整で、下端部にヘラ削りを施す。16 の須恵器甕も体部は回転ナデ調整であるが、
底部にはヘラ削りを施す。時期は、９世紀と推測する。
　ＳＢ 19（第 41 図 17～24）

　供膳形態は 18 の黒色土器坏、17 の土師器坏、19・20 の土師器高台付埦、煮炊形態は 21 の土師器甕と
22・23 の羽釜が共存する。17～20 は体部が回転ナデで、17 は内面にミガキを施す。21 は横ナデ調整を施
し、内面はヘラ状工具による凹線が見られる。22・23 は体部に縦方向のヘラ削りを施すが、口縁部は 22
が横ナデ、23 は指頭押さえである。24 の須恵器甕は小片だが、頸部の推定径が 40㎝を超える大型の甕で
ある。時期は、10 世紀後半と推測する。
　ＳＢ 21（第 41 図 25～31、ＰＬ９）

　供膳形態は 25～28 の黒色土器坏と高台付埦が主体で、煮炊形態は 30・31 の土師器甕である。黒色土器
坏の 25～27 は底面回転糸切り、体部は回転ナデ後内面に放射状のミガキを施すもので底径が口径の 1/2
前後と大きめである。29 の灰釉陶器埦は、灰釉がハケ塗りで高台が三日月状を呈す。30・31 の土師器甕
には、回転ナデ調整の長胴の 30 と球胴状の 31 がある。時期は、９世紀後半と推測する。
　ＳＢ 22（第 42 図 32～37、ＰＬ 10）

　32 の坏は酸化焔焼成で、内面にミガキが見られるが、焼きは硬質で還元気味の部分もあり、ロクロ目
が強いなど須恵器の特徴をもつことから、須恵器に分類した。33・34 の黒色土器坏は底面が回転糸切り、
体部が回転ナデで、内面に放射状のミガキを施す。36 の土師器甑は一穴で、体部外面はヘラ削り、内面
はヘラナデを施す。37 の土師器甕は回転ナデ調整で、体部下端はヘラ削りを施す。時期は、９世紀後半
と推測する。
　ＳＫ 133（第 42 図 38・39、ＰＬ 10）

　38 の土師器高台付埦、39 の黒色土器高台付埦は底面回転糸切りで、体部は回転ナデ後内面にミガキを
施す。時期は、９世紀後半と推測する。
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　遺構外（第 42 図 40～46、ＰＬ 10）

　40 の黒色土器埦は、底面を手持ちヘラ削りする。41～43 の黒色土器埦の身部は底径が大きく、底面を
回転糸切り、体部を回転ナデ後内面にミガキを施す。44 の灰釉陶器皿、45 の灰釉陶器埦は底面に回転ヘ
ラ削りを施すが、44 は一部糸切り痕が消え残る。46 の土師器甕は胴部外面にヘラ削り、内面にナデを施す。
第 13 表　古代土器観察表　※法量の項における〈　〉は復元値、（　）は残存値を示す

図版
番号

出土
遺構

出土位置
層位

取上№
器　　種 口　径

㎝
底　径

㎝
器　高

㎝
重量
ｇ 底　面 外　面 内　面 底部内面

41-1

SB15

№ 56 黒色土器坏 （14.7） ― 現高
3.5 17 ― 回転ナデ 回転ナデ後ミガ

キ、黒色処理 ―

2 土師器坏 （13.9） ― 現高
3.6 30 ― 回転ナデ

回転ナデ、端
部の一部ヘラ
削り

―

3 北カクラン 灰釉陶器埦 ― （7.2） 現高
2.0 20 回転ヘラ削り 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ

4 № 25 土師器鉢 （24.5） ― 現高
9.4 163 ― 横ナデ、端 部

の一部ヘラ削り
横ナデ、頸 部
の一部ヘラ削り ―

5 № 23・39・
42・46 土師器甕 ― （15.6） 9.8 63 回転ナデ 回転ナデ

6 西 灰釉陶器長
頸瓶 15.9 ― 現高

5.7 38 ― 回転ナデ 回転ナデ ―

7 № 23・39・
42・46 須恵器甕 ― （15.6） 9.8 525 ナデ

横ナデ後平行
叩き、下端ヘ
ラ削り

横ナデ、一部
ヘラ削り ナデ

8 SB16 西・東 土師器甕 （12.5） 6.9 13.5 380 ナデ 回転ナデ後下
半ヘラ削り 回転ナデ ナデ

9

SB17

西２層 土師器高台
付埦 ― （6.6） 現高

3.6 65 磨滅 回転ナデ後磨滅 磨滅 磨滅

10 №２・３ 土師器甕 ― （22.8） 現高
12.4 315 ― 回 転ナデ、 端

部回転ヘラ削り 回転ナデ ―

11 №５ 土師器羽釜 （24.0） ― 現高
7.2 77 ― 横ナデ、端 部

の一部ヘラ削り 横ナデ ―

12

SB18

№ 28 黒色土器坏 （12.6） （4.2） 3.9 65 右回転糸切り
後磨滅 回転ナデ

回 転 ナ デ 後、
放 射 状 ミ ガ
キ、黒色処理

回転ナデ後放
射 状 ミ ガ キ、
黒色処理

13 №１ 土器高台付
埦 ― 高台径

7.0
現高
3.2 100

右回転糸切り
後、高台貼り
付け、高台部
周辺回転ナデ

回転ナデ、高
台端部回転ヘ
ラ削り

回転ナデ後放
射 状 ミ ガ キ、
黒色処理

回転ナデ後縦
横 の ミ ガ キ、
黒色処理

14 № 13 黒色土器Ｂ
類埦 ― 高台径

7.5
現高
2.4 35

回転糸切り後
高 台 貼 り 付
け、ナデ、黒
色処理

― ―
回転ナデ後放
射 状 ミ ガ キ、
黒色処理

15 №２ 土師器甕 ― 6.2 現高
3.4 120 右回転糸切り

回転ナデ後下
端手持ちヘラ
削り

回転ナデ 回転ナデ後一
部ヘラナデ

16 № 26 須恵器甕 ― （13.8） 現高
4.3 70 ヘラ削り 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ

17

SB19

東 土師器坏 （12.6） ― 現高
3.8 30 ― 回転ナデ 回転ナデ後放

射状ミガキ ―

18 中北３層 黒色土器坏 （12.6） （4.4） 4.3 25 粗めの回転糸
切り後磨滅 回転ナデ後磨滅

回転ナデ、ミ
ガキ、黒色処
理後磨滅

回転ナデ、ミ
ガキ、黒色処
理後磨滅

19 カマド１層 土師器高台
付埦 （13.3） 7.0 5.5 83 回転糸切り、回

転ナデ後磨滅 回転ナデ後磨滅 回転ナデ後焼
けはじけ

回転ナデ後焼
けはじけ

20 土師器高台
付埦 ― （6.8） 現高

4.2 45 付着物により
不明 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ

21 中北３層 土師器甕 （22.8） ― 現高
8.8 190 ― 横ナデ 横ナデ ―

22 西 土師器羽釜 （24.3） ― 現高
10.5 125 ― 横ナデ後胴部

縦ヘラ削り 回転ナデ ―
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図版
番号

出土
遺構

出土位置・
層位・
取上№

器　　種 口　径 底　径 器　高 重量
ｇ 底　面 外　面 内　面 底部内面

41-23
SB19

pit ３　１層 土師器羽釜 （25.0） ― 11.1 228 ―
口縁部指頭押
さえ、鍔部横
ナデ、胴部縦
ヘラケズリ

横ナデ ―

24 東南２層 須恵器甕 ― ― 現高
9.8 300 ― 頸部回転ナデ 横ナデ ―

25

SB21

№ 24、pit １、
pit ３ 黒色土器坏 （12.2） 6.4 3.2 70 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ後黒

色処理
回転ナデ、ミガ
キ後黒色処理

26 カマド１層 黒色土器坏 （13.4） 6.0 4.5 110 磨滅 回転ナデ
回転ナデ、放
射状ミガキ後
黒色処理

回転ナデ、ミガ
キ後黒色処理

27 西１層 黒色土器坏 （13.1） （7.0） 3.5 53 回転糸切り 回転ナデ後磨滅
回 転ナデ、 放
射状ミガキ、黒
色処理後磨滅

回 転ナデ、 放
射状ミガキ、黒
色処理後磨滅

28 pit ２ 黒色土器高
台付埦 （14.8） 高台径

（7.0） 5.2 46 高台貼付後ナデ 回転ナデ
回転ナデ、放
射状ミガキ後
黒色処理

回転ナデ、ミガ
キ後黒色処理

29 №４ 灰釉陶器碗 ― 高台径
6.6

現高
2.2 90 回転ヘラ削り 回転ナデ後下

端回転ヘラ削り
回転ナデ後灰
釉ハケ塗り

回転ナデ後灰
釉ハケ塗り

30 № 15 土師器甕 （21.6） ― 現高
10.5 88 ― 回転ナデ 回転ナデ ―

31 №３、東１層 土師器甕 （20,0） ― 11.5 166 ― 磨滅 磨滅 ―

42-32

SB22

№５ 須恵器坏 12.0 4.2 4.0 115 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ後放
射状ミガキ

回転ナデ後放
射状ミガキ

33 №６ 黒色土器坏 12.2 4.3 3.7 85 右回転糸切り
後磨滅

回転ナデ後磨
滅

回転ナデ、放
射状ミガキ後
黒色処理

回転ナデ、放
射状ミガキ後
黒色処理

34 №４ 黒色土器坏 12.1 4.1 3.7 115 右回転糸切り 回転ナデ
回 転ナデ、 放
射状ミガキ、黒
色処理後磨滅

回 転ナデ、 放
射状ミガキ、黒
色処理後磨滅

35 北東・床 土師器坏 （11.8） （4.6） 3.5 53
回転糸切り後
一部手持ちヘ
ラケズリ

回転ナデ後一
部回転ヘラ削り 磨滅 磨滅

36 南西部１層 土師器甑 ― 5.1 4.6 115 ナデ
縦ヘラ削り、下
端部ナデ後一
部横ヘラ削り

ヘラナデ ヘラナデ

37 №７ 土師器甕 （9.6） 5.1 10.9 178 ナデ後周辺部
手持ちヘラ削り

回転ナデ後下
端斜めヘラ削り 回転ナデ ナデ

38

SK133

№２・３ 土師器高台
付埦 ― 高台径

7.0
現高
2.7 85 右回転糸切り 回転ナデ後磨滅 回転ナデ、ミ

ガキ後磨滅
回転ナデ、ミ
ガキ後磨滅

39 №７ 黒色土器高
台付埦 ― 高台径

7.1
現高
2.8 82 磨滅 回転ナデ後磨滅

回転ナデ、ミ
ガキ、黒色処
理後磨滅

回転ナデ、ミ
ガキ、黒色処
理後磨滅

40 SF04 黒色土器埦 ― （7.0） 現高
2.7 40 手持ちヘラ削り 回転ナデ

回転ナデ、ミ
ガキ、黒色処
理後磨滅

回転ナデ、ミ
ガキ、黒色処
理後磨滅

41 遺構外 ⅡＰ 17
No24・25

黒色土器高
台付埦 14.5 高台径

8.0 5.1 170 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ、ミガ
キ、黒色処理

回転ナデ、ミガ
キ、黒色処理

42 ⅡＰ17　№１、
検出面

黒色土器高
台付埦 （15.7） 高台径

7.5 5.4 147 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ、ミガ
キ、黒色処理

回転ナデ、ミガ
キ、黒色処理

43 ⅡＰ 17
№２

黒色土器高
台付埦 15.5 高台径

7.1 5.3 214 右回転糸切り 回転ナデ 回転ナデ、ミガ
キ、黒色処理

回転ナデ、ミガ
キ、黒色処理

44 ⅡＰ 13 灰釉陶器皿 （14.2） 高台径
（7.0）

現高
2.6 30 回転ヘラ削り 回転ナデ 回転ナデ 回転ナデ

45 検出面 灰釉陶器埦 ― 高台径
（7.0）

現高
1.8 40 回転糸切り後

回転ヘラ削り
回 転ナデ、 下
端回転ヘラ削り 回転ナデ 回転ナデ

46 ⅡＰ 17　№５ 土師器甕 （13.6） ― 現高
14.5 115 ―

口縁部横ナデ、
肩部横・胴部
縦ヘラ削り

横ナデ ―
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（２）石製品（第 42 図）

　１は巡方の一部で、留め具痕が残存する。３区ⅡＰ 16 グリッドから出土した。２は砥石で、４面に使
用痕が残る。１区ⅠＪ 22 グリッドからの出土で、石材は砂岩である。このほか、図示していないが、五
輪塔の水輪が１点出土した。
（３）金属製品・銭貨（第 42 図、ＰＬ 10）

　１～４は刀子で、刀身切先および茎尻、あるいは刀身を欠損する。１は残存部で長さ 16.6㎝、幅 1.5㎝、
背幅４㎜を測る。錆びのため直接観察できないが、関部は撫関と判断する。２は残存部で長さ 8.8㎝、幅
1.6㎝、背幅 3.2㎜を測る。関部は撫関である。３は残存部で長さ 5.4㎝、幅 1.1㎝、背幅 2.8㎜を測る。関部
は欠損のため不明。４は残存部で長さ 4.7㎝、幅 1.0㎝、背幅 2.5㎜を測る。茎部であろうか。５は形状が
剣菱形に近いが、用途不明の板状製品である。表裏面は緩い曲面を成す。長さ 9.2㎝、幅 7.5㎝、厚さ８㎜
を測る。
　６～10 は銭貨を一括した。６～８は北宋銭で、６は初鋳 1078 年の元豊通宝、７は初鋳 1111 年の政和
通宝、８は初鋳 1101 年の聖宋元寶である。９・10 は寛永通宝で、新寛永とされるものである。
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第 42 図　古代土器（２）、石製品、金属製品・銭貨
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第４節　自然科学分析

　小山の神Ｂ遺跡では自然科学分析として、炭化種実・種実圧痕同定分析、放射性炭素年代測定、火山灰
分析を委託で実施しており、以下にその概要を報告する。なお、各分析の詳細については DVD に収録し
た。

１　炭化種実・種実圧痕同定分析
（１）分析の内容
　整理作業の過程で、縄文時代前期後葉に属する諸磯ｃ式の深鉢形土器１個体（ＰＬ４）に炭化種実と種
実圧痕を確認したことから、株式会社パレオ・ラボに委託し、Ｘ線透過撮影および炭化種実と種実圧痕同
定を実施した。
（２）分析試料と目的
　分析試料の諸磯ｃ式土器は、竪穴建物跡ＳＢ 06 の床面付近において、潰れた状態で出土したものであ
る（52 頁、ＰＬ４）。胴上部から底部にかけて、全周の約３分の１が残存し、口縁部は完全に欠損する。残
存部の器高は推定で約 35㎝を測る。文様は、底面を除く器面全体に密接する横位平行沈線を描き、胴部
には細い波状隆帯をほぼ等間隔で貼付する。
　炭化種実と種実圧痕は、肉眼観察により胴部から底部にかけての内外面と断面で確認した。さらに、肉
眼では観察しきれない炭化種実や潜在圧痕が存在すると予測したので、圧痕の位置と数を確認するためＸ
線透過撮影（リガク製ラジオフレックス 200 EGM２）を行った。
　種実同定は炭化種実４点、表出圧痕６点、合計 10 点について実施した。炭化種実は土器から脱落した
ものを試料としたので、付着していた元の位置は不明である。表出圧痕の同定は、シリコーン樹脂で作成
したレプリカを走査型電子顕微鏡（KEYENCEK 社製超深度マルチアングルレンズ VHX- Ｄ 500 ／Ｄ 510）で観
察する圧痕レプリカ法で行った。全ての表出圧痕を同定するのは不可能なため、圧痕の大きさや形態など
を考慮し、胴部から６点を選出した（ＰＬ４№１～６）。
　なお、分析した諸磯 c 式土器は断面の種実圧痕を保護し、将来の再調査に備える目的で、接合・復元作
業は行わずテンバコに破片の状態で収納している。
（３）分析結果
　Ｘ線透過撮影では種実の表出圧痕（炭化種実を含む）27 点、潜在圧痕 54 点、合計 81 点を確認した（Ｐ

Ｌ４）。このほか、81 点とは別に種実の可能性はあるが不明確とされた圧痕が 17 点ある。圧痕は胴部から
底部までの全体に確認でき、胴上部に比較的多い傾向がある。一方、種実同定結果は種実圧痕５点と炭化
種実２点が長さ 4.1～5.8㎜、幅 2.5～4.0㎜のササゲ属アズキ亜属種子、種実圧痕１点が径２㎜未満のシソ
属果実、炭化種実２点がマメ科炭化種子の可能性はあるが不明であった（第 14 表）。また、同定を実施し
ていないほかの種実圧痕も、大きさや形態からササゲ属アズキ亜属種子の可能性が高いと推測された。
　今回の分析では、諸磯ｃ式土器１個体からササゲ属アズキ亜属種子およびその可能性が高い種実圧痕を
合計 80 点以上と、シソ属果実１点を確認した。ササゲ属アズキ亜属種子とその可能性が高い種実圧痕は、
土器の断面で観察できるものがあり、さらに多くの潜在圧痕が存在する点を考慮すれば、土器製作時の粘
土に含まれていたものと推測できる。一方、シソ属果実は表出圧痕の１点にとどまり、特殊な位置で検出
したものではないことから、偶然付着した可能性もある。粘土に多量の種実が含まれるに至った経緯は不
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明だが、当該土器の製作場所近隣に、ササゲ属アズキ亜属やシソ属果実などの有用植物が存在した可能性
は極めて高い。
　能城修一・佐々木由香両氏は、中部地方では縄文時代前期以降ダイズ属とアズキ型、エゴマがどの遺跡
からも出土し、「エゴマ―マメ類利用文化圏」が成立していた可能性を指摘する（能城・佐々木 2014）。さ
らに、中山誠二氏は山梨県内の豊富な分析データから、シソ属とマメ科植物は縄文時代前～中期の検出率
が高く、中部高地では前期後葉には野生種のアズキ亜属が広範囲に利用され（中山ほか 2017）、中期前半
段階には野生種よりも大形化した栽培アズキと、人的栽培が不可欠なエゴマが出現していた可能性が高い
と指摘する（中山 2014）。小山の神Ｂ遺跡で検出したササゲ属アズキ亜属は、大きさから野生種に相当す
るものであり、シソ属果実もエゴマより小形であった。この分析結果は、中山氏らの指摘に沿うものであ
り、中部地方における縄文時代の植物利用を検討するうえで良好な類例の一つとなった。
　今回分析した土器のように、１個体に多量の種実を含む土器の出土事例を第 15 表に示した。会田進氏
らによると長野県では岡谷市梨久保遺跡・目切遺跡、茅野市頭殿沢遺跡・茅野和田遺跡、豊丘村伴野原
遺跡で出土しており（会田ほか 2017）、埋文センターでは朝日村山鳥場遺跡で確認している（埋文センター 

2019）。ただし、いずれも縄文時代中期初頭～後葉の例で、前期後葉の県内事例としては今回が初めてで
ある。こうした土器は、小山の神Ｂ遺跡では１個体しか存在せず、その意義や背景などを検討していくの
が今後の課題となろう。

２　放射性炭素年代測定
（１）分析の内容
　遺構から出土した炭化物と土器に付着していた炭化物について、株式会社加速器分析研究所に委託し、
放射性炭素年代測定（AMS 測定）を実施した。

第 15 表　多量の種実を含む土器の県内事例

№ 時　期 市町村 遺跡名 出土位置 器　　種 残 存 率 種　　実 検出点数
１ 前期後葉 佐久市 小山の神Ｂ ＳＢ 06 深鉢形 胴上部から底部

の全周の 1/3
シソ属果実
ササゲ属アズキ亜属

１点
80 点（推計）

２ 中期初頭 茅野市 頭殿沢 遺構外 深鉢形 小破片 シソ属果実（エゴマ）
マメ科種子

31 点
１点

３ 中期後葉 岡谷市 目切 遺構外 深鉢形 1/8 個体 ササゲ属アズキ亜属 39 点（推計）
４ 中期後葉 岡谷市 梨久保 55 号住居跡 浅鉢形 1/2 個体 シソ属果実（エゴマ） 1514 点（推計）
５ 中期後葉 茅野市 茅野和田 34 号住居跡 深鉢形 不明 ミズキ核 100 点（推計）

６ 中期後葉 豊丘村 伴野原 33 号住居跡 深鉢形
（埋甕）

口端部と胴下部
の一部が欠損

ササゲ属アズキ亜属
ダイズ等

151 点
３点
160 点（合計）

７ 中期後葉 朝日村 山鳥場 ＳＢ７ 深鉢形 底部欠損 シソ属果実（エゴマ） 891 点
（埋文センター 2019）を一部改変

第 14 表　炭化種実・種実圧痕同定分析結果

№ 種　　類 同定結果 大きさ（㎜） 簡易楕円体
堆積（㎣）分類群 部　位 長さ 幅 厚さ

１ 圧痕レプリカ ササゲ属アズキ亜属 種子 5.5 3.8 3.1 34.2
２ 圧痕レプリカ ササゲ属アズキ亜属 種子 4.9 3.4 （2.4） （20.6）
３ 圧痕レプリカ ササゲ属アズキ亜属 種子 5.0 3.5 3.0 27.2
４ 圧痕レプリカ ササゲ属アズキ亜属 種子 5.8 3.1 3.5 32.5
５ 圧痕レプリカ ササゲ属アズキ亜属 種子 3.9 4.0 （2.5） （20.8）
６ 圧痕レプリカ シソ属 果実 1.8 2.0 1.6 ―
７ 炭化種実 ササゲ属アズキ亜属 炭化種実 4.2 2.5 2.6 14.6
８ 炭化種実 ササゲ属アズキ亜属 炭化種実 4.1 2.5 2.5 13.0
９ 炭化種実 不明Ａ 炭化種実 3.8 1.8 2.1 ―
10 炭化種実 不明Ｂ 炭化種実 4.3 2.9 （1.1） ―
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（２）分析試料と目的
　分析試料は竪穴建物跡（ＳＢ 01・06・08・12）、土坑（ＳＫ 09・33・51・117・120）、溝跡（ＳＤ 05・07）か
ら出土した炭化物 19 点と、土器に付着していた炭化物２点（ＳＢ 06、ⅠＪ 15 グリッド出土）の、合計 21
点である（第 16 表）。分析の目的は、縄文時代前期初頭・後葉・末葉および平安時代以降の遺構から出土
した炭化物の年代値と土器型式を比較するとともに、遺物による時期推定が困難な遺構について年代の手
掛かりを得ることにある。
　化学処理工程を経た分析試料は、加速器をベースとした 14 Ｃ -AMS 専用装置（NEC 社製）を使用し、
14 Ｃの計数、13 Ｃ濃度（13 Ｃ／ 12 Ｃ）、14 Ｃ濃度（14 Ｃ／ 12 Ｃ）の測定を行った。測定では、米国国立
標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOX Ⅱ）を標準試料とし、標準試料とバックグラウンド試料の
測定も同時に実施した。
（３）分析結果
　分析結果は、第 16 表に示したとおりである。これをもとに資料１～21 の分析結果を整理してみる。
　試料№１・２は、縄文時代前期後葉のＳＢ 01 のＰ１から採取したものだが、両者の年代値には大きな
差がある。前期後葉としては№２が概ね整合する。№１は、加速器分析研究所の報告によると、通常の炭
化物とは異なる可能性が指摘されているが、「通常の炭化物」とどこかどのように異なるのか、その意味
するところは不明である。
　№３は、縄文時代前期後葉のＳＢ 06 埋土４層から採取し、年代値は出土土器型式と概ね整合する。
　№４は、縄文時代前期初頭の塚田式が出土したＳＢ 08 埋土１層から採取した。年代値は出土土器型式
と整合する。
　№５は、縄文時代前期初頭のＳＢ 12 埋土２層と認識していた土層から採取したものである。年代値は
前期後葉から末葉に相当するため、この試料は、ＳＢ 12 を切るＳＢ 14 の埋土を、ＳＢ 12 と誤認して採
取した可能性がある。
　№６・７は、出土土器がないため時期不明のＳＫ 09 埋土から採取し、縄文時代晩期後半から弥生時代
への移行期の年代値を得た。
　№８・９は、縄文時代前期末葉のＳＫ 33 埋土から採取したものだが、年代値は出土土器型式と整合し
ない。特に、№９は前期初頭の№４や 14 と近い年代値である。ＳＫ 33 は、前期初頭の土器が出土してい
るＳＢ 05 を切るため、それに関係する炭化物がＳＫ 33 の埋土に混入した可能性がある。
　№ 10～12 は、縄文時代前期末葉の土器が出土したＳＫ 51 の、それぞれ埋土１層、３層、５層下部から
底面付近で採取したものである。№ 10 は明らかに新しい年代値で、№ 11・12 は前期後葉の№２・３に近
い年代値が出ているため、出土土器型式とは整合しない。
　№ 13 は、出土土器がないため時期不明のＳＫ 117 埋土から採取し、縄文時代後期中葉頃の年代値を得
た。小山の神Ｂ遺跡では、後期中葉の遺構・遺物は見つかっていないため、整合的な結果ではない。
　№ 14 は、縄文時代前期初頭のＳＫ 120 埋土で採取した。年代値は出土土器型式と整合する。
　№ 15～18 は、平安時代以降と推測するＳＤ 05 底面で採取したものだが、年代値は№ 15～17 が縄文時
代晩期前葉、№ 18 は縄文時代後期中葉から後葉頃で、遺構の年代と整合しない。遺構が埋没する過程で
古い炭化物が混入したものと考えられる。
　№ 19 はＳＢ 06 の縄文時代前期後葉、№ 20 は前期初頭の土器内面に付着していた炭化物で、両者とも
に土器型式と整合する年代値を得た。
　№ 21 は、平安時代以降と推測するＳＤ 07 埋土下部から採取した。年代値は平安時代末から中世初頭に
相当するため、遺構の年代と整合する。
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第 16 表　分析試料と測定年代

№ 試料名 種類 採取位置 暦年較正用
（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

1 1 炭化物 SB01　Pit １
検出面（中央） 6,496 ± 31

5490calBC-5466calBC（37.8％）
5441calBC-5423calBC（10.9％）
5406calBC-5384calBC（19.5％）

5520calBC-5460calBC（51.3％）
5454calBC-5374calBC（44.1％）

2 2 炭化物 SB01　Pit １ 4,796 ± 26 3639calBC-3631calBC（10.6％）
3579calBC-3535calBC（57.6％）

3645calBC-3624calBC（17.3％）
3602calBC-3524calBC（78.1％）

3 3 炭化物 SB06　４層 4,767 ± 27
3634calBC-3625calBC（7.5％）
3600calBC-3552calBC（45.8％）
3541calBC-3525calBC（14.9％）

3640calBC-3517calBC（93.6％）
3396calBC-3386calBC（1.8％）

4 4 炭化物 SB08　１層 6,210 ± 31 5221calBC-5203calBC（11.2％）
5172calBC-5073calBC（57.0％）

5296calBC-5241calBC（12.2％）
5213calBC-5191calBC（17.4％）
5184calBC-5057calBC（65.8％）

5 5 炭化物 SB12　２層 4,660 ± 28
3508calBC-3484calBC（17.6％）
3476calBC-3427calBC（42.2％）
3381calBC-3370calBC（8.4％）

3519calBC-3366calBC（95.4％）

6 6 炭化物 SK09　埋土 2,473 ± 26
752calBC-686calBC（27.3％）
667calBC-636calBC（13.6％）
623calBC-614calBC（3.3％）
595calBC-538calBC（24.0％）

764calBC-680calBC（30.3％）
674calBC-501calBC（58.9％）
495calBC-486calBC（0.9％）
463calBC-449calBC（1.7％）
443calBC-417calBC（3.5％）

7 7 炭化物 SK09　埋土 2,495 ± 27
750calBC-687calBC（26.0％）
666calBC-642calBC（9.5％）
592calBC-509calBC（28.4％）
437calBC-421calBC（4.3％）

744calBC-684calBC（27.6％）
669calBC-607calBC（17.2％）
601calBC-413calBC（50.7％）

8 8 炭化物 SK33　埋土
（炭サンプル１） 5,053 ± 29 3941calBC-3857calBC（54.9％）

3818calBC-3797calBC（13.3％） 3952calBC-3783calBC（95.4％）

9 9 炭化物 SK33　埋土
（炭サンプル２） 6,168 ± 29

5207calBC-5197calBC（6.0％）
5180calBC-5089calBC（50.6％）
5083calBC-5063calBC（11.7％）

5215calBC-5031calBC（95.4％）

10 10 炭化物 SK51　１層 3,874 ± 24
2456calBC-2419calBC（19.6％）
2407calBC-2376calBC（17.7％）
2351calBC-2297calBC（31.0％）

2465calBC-2286calBC（94.9％）
2247calBC-2243calBC（0.5％）

11 11 炭化物 SK51　３層 4,719 ± 29
3627calBC-3596calBC（21.9％）
3527calBC-3506calBC（13.5％）
3428calBC-3381calBC（32.8％）

3633calBC-3559calBC（33.8％）
3537calBC-3469calBC（20.5％）
3460calBC-3376calBC（41.1％）

12 12 炭化物 SK51　５層下部～
底面付近 4,851 ± 28

3692calBC-3688calBC（2.8％）
3661calBC-3643calBC（63.5％）
3548calBC-3545calBC（2.0％）

3702calBC-3631calBC（83.4％）
3561calBC-3537calBC（12.0％）

13 13 炭化物 SK117　埋土 3,366 ± 25 1689calBC-1625calBC（68.2％）
1741calBC-1608calBC（93.8％）
1570calBC-1561calBC（1.1％）
1546calBC-1541calBC（0.5％）

14 14 炭化物 SK120　埋土 6,179 ± 29 5208calBC-5203calBC（3.0％）
5175calBC-5071calBC（65.2％） 5219calBC-5042calBC（95.4％）

15 15 炭化物 SD05　底面付近 2,947 ± 25 1252calBC-1242calBC（5.1％）
1213calBC-1124calBC（63.1％） 1261calBC-1055calBC（95.4％）

16 16 炭化物 SD05　底面付近 2,952 ± 28 1256calBC-1238calBC（9.8％）
1215calBC-1125calBC（58.4％） 1266calBC-1053calBC（95.4％）

17 17 炭化物 SD05　底面付近 2,934 ± 25
1211calBC-1112calBC（59.6％）
1101calBC-1086calBC（6.4％）
1064calBC-1058calBC（2.2％）

1260calBC-1228calBC（7.9％）
1220calBC-1047calBC（87.5％）

18 18 炭化物 SD05　検出面 3,157 ± 25 1453calBC-1411calBC（68.2％） 1495calBC-1397calBC（95.4％）

19 19 土器付着
炭化物 SB06　埋土 4,728 ± 28

3629calBC-3583calBC（31.9％）
3532calBC-3512calBC（12.1％）
3425calBC-3383calBC（24.2％）

3635calBC-3554calBC（43.3％）
3540calBC-3497calBC（20.5％）
3451calBC-3377calBC（31.5％）

20 22 土器付着
炭化物 Ⅰ-Ｊ-15　検出面 6,088 ± 28 5041calBC-4960calBC（68.2％）

5202calBC-5176calBC（4.4％）
5070calBC-4932calBC（89.8％）
4924calBC-4910calBC（1.2％）

21 № 5 台帳
№炭 1-9 炭化物 SD07　埋土下部 890 ± 20

1052calBC-1081calAD（27.3％）
1152calBC-1190calAD（39.0％）
1199calBC-1202calAD（1.9％）

1045calAD-1095calAD（33.9％）
1119calAD-1214calAD（61.5％）
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３　火山灰分析
（１）分析の内容
　縄文時代前期末葉の貯蔵穴と推測されるＳＫ 51 から採取した埋土を対象に、パリノ・サーヴェイ株式
会社へ委託し、テフラの検出同定分析と重鉱物分析を実施した。また、テフラの同定精度を高めるため、
併せて火山ガラスまたは重鉱物の屈折率測定を実施した。
（２）分析試料と目的
　分析試料はＳＫ 51 埋土から採取した土壌５点で、１～５層の各層から１点ずつ採取した。分析目的は、
埋土のテフラの産状を確認することにより、ＳＫ 51 に係る年代資料を得ることにある。
（３）分析結果
　ＳＫ 51 の埋土から、鹿児島県姶良カルデラを給源とする姶良 Tn 火山灰（ＡＴ）由来の火山ガラスと、
浅間火山を給源とする浅間火山の 15,800 年前の火山灰由来、もしくは浅間板鼻褐色テフラ由来の火山ガ
ラスが検出された。埋土最下部の５層では、ＡＴ由来の火山ガラスはほとんど含まれず、浅間火山のテフ
ラに由来する火山ガラスが多く含まれ、４層から上層ほどＡＴ由来の火山灰ガラスが多く含まれるという
傾向がある。この状況は、ＳＫ 51 の埋没過程における周辺土壌の流れ込みや、土坑壁面からの崩落によ
る結果を反映していることが考えられる。
　また、九州南方の鬼界カルデラを給源とする鬼界アカホヤ火山灰（Ｋ－Ａｈ）は全く検出されていない。
　以上の結果から、今回の分析ではＳＫ 51 に係る年代資料を得ることはできなかった。
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第５節　小結

　小山の神Ｂ遺跡では、１区で縄文時代前期初頭・後葉・末葉の集落跡と弥生時代前期の土坑群を、３・
４区では平安時代の集落跡を検出した。
　縄文時代前期初頭の集落跡は、竪穴建物跡９軒（ＳＢ 02～05、07・08・10・12・13）と土坑 16 基以上（Ｓ

Ｋ 05・11・12・31・47・49・54・82・86・89・108・109・120・122～124 など）で構成される。このほかに、前
期初頭もしくは前期末葉の可能性がある竪穴建物跡１軒（ＳＢ 11）が存在する。竪穴建物跡は概ね 3.5～
13 ｍの距離を置き、１区の北西から南東に向かって緩やかな弧状を描くように位置していた。ＳＢ 12 の
ように、１区東側の調査区外へと続く竪穴建物跡が見られる点から、東側にも数軒の存在が考えられる。
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仮にそうした場合、全体として 10 数軒程度の竪穴建物跡が、緩やかな環状を描くように建てられている。
土坑は竪穴建物跡と同じ場所、あるいはやや外側に位置する。竪穴建物跡に囲まれる内側には、当該期と
推測される土坑は抽出できなかった。内側には時期不明の土坑があり、それを考慮しても外側に多い傾向
がある。集落の時期は、ＳＢ 05 とＳＢ 10 に重複関係が認められる点、出土土器が塚田式と中道式である
点を考慮すれば、少なくとも２段階以上の変遷が想定される。
　当該期の集落跡は、浅間山麓の御代田町下弥堂遺跡（御代田町教育委員会 1994）と塚田遺跡（同 1994）に
類例がある。下弥堂遺跡は竪穴建物跡 14 軒と土坑 13 基、塚田遺跡は竪穴建物跡 12 軒と土坑 24 基で構成
され、ともに「住居にゆるやかに取り囲まれた広場に土坑が配置されていた」とする集落景観が描かれて
いる。集落の時期は遺構の重複関係や出土した土器の時期、石器の接合関係から２段階以上の変遷があっ
たとされている。小山の神Ｂ遺跡とは、集落の立地環境・規模、竪穴建物跡の位置、時期など類似点も多
く、当該期における集落の１つの在り方を示している可能性があろう。その一方で、竪穴建物跡と土坑の
位置関係など、小山の神Ｂ遺跡と塚田遺跡・下弥堂遺跡には違いもあり、今後はより細かな視点で分析を
加えていくことが必要である。
　前期後葉は竪穴建物跡２軒（ＳＢ 01・06）と土坑 11 基以上（ＳＫ 06・26・34・46・91・95・96・98・121・

125・126 など）で構成される。また、竪穴建物跡１軒（ＳＢ 14）が前期後葉、もしくは前期末葉の可能性があ
る。竪穴建物跡と土坑は１区の北西部と南東部に位置し、土坑は竪穴建物跡の比較的近隣に位置する。竪穴
建物跡間の距離は、ＳＢ 01・06 間で 27 ｍと前期初頭よりも長いが、ＳＢ 14 が当該期であればＳＢ 01・14
間では 10 ｍである。集落の広がりは不明だがＳＢ 14 が当該期の場合、１区東側へと広がる可能性もある。
　前期末葉は竪穴建物跡１軒（ＳＢ 09）と土坑 15 基以上（ＳＫ 33・37・50～52・59・76・83・85・92・97・

104・107・113・114 など）で構成される。また、竪穴建物跡１軒（ＳＢ 14）が前期後葉もしくは前期末葉、
１軒（ＳＢ 11）が前期初頭もしくは前期末葉の可能性がある。竪穴建物跡は１区の東半に位置する。ＳＢ
11 が当該期であればＳＢ 09・11 間の距離は 28 ｍ、ＳＢ 14 が当該期であれば、ＳＢ 11・14 間の距離は
17 ｍ以下となる。土坑は１区のほぼ全体に広がるが、その中に断面形が袋状で貯蔵穴と推測される土坑
ＳＫ 51 がⅠＪ 02 グリッドに、ＳＫ 76 がⅠＯ 04 グリッドに位置する。ＳＫ 76 は、出土した土器の時期
から前期末葉と推測したが、ＳＢ 11 を切るので当該期よりも新しい可能性はある。さらに、時期不明だ
が、ＳＫ 76 の西側には断面形が袋状のＳＫ 132 があり、ＳＫ 76 と関連させることができるかもしれない。
集落の広がりは不明だが、ＳＢ 14 が当該期であれば、１区東側へと広がる可能性もある。
　弥生時代前期は土坑５基以上（ＳＫ 48・75・99・129・131 など）で構成され、ⅠＪ 03 グリッドに位置す
るＳＫ 99 以外は１区の南側にまとまる。隣接する３・４区も含めて、当該期の竪穴建物跡は検出されて
いない。ⅠＯ 08・09 グリッドに位置するＳＫ 131 は、断面形は袋状ではないが、袋状土坑のような大形
の土坑である。埋土から石鍬が出土したので当該期としたが、縄文時代前期末葉で触れたＳＫ 76・132 と
近接するので、当該期ではなくその２基と関わりがある土坑の可能性もある。
　平安時代では、９～10 世紀の竪穴建物跡９軒が２～４ｍの標高差をもち、上・中・下の三列に分かれ
て分布していた。中・下列では９世紀代と 10 世紀代の竪穴建物跡があり、北東・南西方向の両側に９世
紀代（ＳＢ 18・21・22）、中央に 10 世紀代（ＳＢ 16・17・19）の竪穴建物跡が位置していた。上列は 10 世
紀代の竪穴建物跡１軒（ＳＢ 15）が存在するが、前述のとおり重複の可能性が高く、10 世紀よりも古い竪
穴建物跡が存在した可能性も考えられる。そのほかの２軒（ＳＢ 20・23）は、時期を決定できない。
引用・参考文献

御代田町教育委員会 1994『下弥堂遺跡』

御代田町教育委員会 1994『塚田遺跡』
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　高尾Ａ遺跡は、八ヶ岳から北東に連なる丘陵の縁辺付近に位置する（第 43 図）。北東方向に伸びる尾根
の南西斜面から鞍部にかけての範囲が遺跡とされ、標高は約 725～765 ｍを測る。過去の調査履歴はなく、
遺跡の詳細は不明であった。現況は畑地と山林だが、山林には桑畑として利用されていた当時の造成の跡
が見られる。遺跡の南東には倉沢川が北東に向かって流れ、約１㎞下流で片貝川に合流し、北北西に約
3.5㎞下流で千曲川に合流する。
　隣接する遺跡の状況は、倉沢川の上流約 500 ｍの左岸に縄文時代の散布地とされる高尾Ｂ遺跡がある。
200 ｍ上流の対岸には、近世の生産遺跡である川越石窯址が位置する。高尾Ａ遺跡の北約 100 ｍの丘陵裾
部には縄文～弥生時代、古代の集落跡とされる瀧の下遺跡が位置する。これらの遺跡は、瀧の下遺跡に工
事立会い事例がある以外に調査履歴はなく、各遺跡の詳細は不明である。また、今回調査地点の南西にあ
たる丘陵尾根稜線には高尾古墳群が存在する。１～４号墳が登録されているが、調査履歴はなく古墳の詳
細は不明である。今回調査した５号墳は未周知であったため、市教委により高尾古墳群５号墳として登録
の手続きが取られた。

２　調査の経過
　高尾Ａ遺跡の発掘調査は 2009・11・13・14 年の４か年に及び、調査面積は 14,160㎡に上る。以下、年
度ごとに調査の概要と経過を述べる。
（１）2009 年度調査の概要
　１区 3,200㎡、２区 3,200㎡、３区 1,670㎡の確認調査を実施した。掘削トレンチは１区で 22 か所（１－

１～22）、２区で 10 か所（２－１～10）、３区で 11 か所（３－１～11）となる（第 44 図）。１区は１－ 11・
16・17 トレンチから縄文土器と時期不明の土坑、溝１条を検出し、その周辺 400㎡は本調査が必要と判断
した。また、遺構は西側に隣接する未確認の調査区へ広がると予想した。１区東側の 2,800㎡では遺構・
遺物はなく、本調査は不要と判断した。２区は、２－４トレンチの暗褐色土から黒曜石の剝片が平面的に
集中する状態で出土した。層位と剝片の特徴から旧石器時代のブロックの存在が想定されたため、トレン
チ周辺の 500㎡は本調査が必要と判断した。２区南西側の 2,700㎡では、縄文時代と平安時代の遺物が少
量出土したが、遺物を包含する暗褐色土が削平され、遺構もなかったため、本調査は不要と判断した。３
区は、中央を縦断する道路と市道 29 － 54 号線からなるＴ字路東側角部付近で、地表に露出する石積を確
認した。石積は時期が近世以前に遡る可能性があり、その周辺 200㎡は本調査が必要と判断した。ほかの
トレンチでは、時期不明の土器が数点出土したが、摩耗が著しく混入と考えられ、遺構もなかったことか
ら、石積を除く 1,470㎡は本調査不要と判断した。
（２）2011 年度調査の概要
　２・３区の本調査と１・２区の確認調査を並行して実施した。確認調査の面積は１区 1,800㎡、２区
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600㎡である。１区では、2009 年度のトレンチ１－ 13～17 付近（第 44 図）で確認した遺構の広がりをと
らえるための遺構検出を行い、縄文時代前期の竪穴建物跡１軒と時期不明の土坑５基を検出した。遺物は
単点測量後に取り上げ、遺構は埋め戻して次年度以降の本調査に備えた。１区の１－ 23～31 トレンチと
２区の２－ 11～13 トレンチ（第 44 図）では、少量の遺物が出土したものの、遺構面は削平され残存しな
いことから周辺の本調査は不要と判断した。一方、本調査は 2009 年度に２区で確認した旧石器時代の遺
物分布地区 650㎡と、３区の石積部分 200㎡、３区東端付近の 400㎡で行った。３区の石積は、石積下部
からビニール袋が出土したので現代以降と判断、写真記録のみで調査を終えた。３区東端は３－ 12・13
トレンチ（第 44 図）を掘削し、少量の摩耗した土器が出土したが、遺構面は削平されていたので層序の
実測と写真記録で調査を終了した。２区の旧石器時代遺物分布地区では、石器を検出した地点周辺 16 ｍ
× 18 ｍの範囲を中央拡張区とし、その周辺に２ｍ×２ｍのテストピット 12 か所を設定し人力で掘削した。
テストピットでは、旧石器時代の遺物包含層下位の基本層序第Ⅴ層まで掘削し層序を記録した。出土遺物
は柱状に残し、出土状況写真と座標の記録を行った。中央拡張区では、遺物と礫を残しながら基本層序第
Ⅴ層上面まで人力で掘削した。出土状況の写真撮影（空中写真撮影を含む）と、出土位置の座標測量を行い
ながら遺物を取り上げた。中央拡張区の外側は重機で基本層序第Ⅴ層下面まで掘削し、旧石器時代の地形
を復元して、中央拡張区と合わせて写真撮影・地形測量を行った。最後に、旧石器時代ブロックとその周
辺の基本層序第Ⅴ層以下を 10㎝程度掘削し、遺物が出土しなくなることを確認のうえ調査は終了した。
（３）2013 度調査の概要
　１区の本調査と、１・２・４区の確認調査を並行して実施した。１区では、2011 年度に竪穴建物跡と
溝跡を検出した１ａ区の遺構調査を行った。竪穴建物跡（ＳＢ 01）は、南東側が削平されていたが、縄文
時代前期前葉の土器と石器、玦状耳飾が出土した。溝跡（ＳＤ 01）は丘陵斜面の傾斜に沿って等高線に直
交する方向で直線的に延び、長さ 15.0 ｍにわたり検出した。埋土から奈良～平安時代の須恵器坏と器種
不明の土師器が出土したが、小破片で流込みの可能性が高く、遺構の重複も認められず、時期を明らかに
することはできなかった。一方、１ｂ区の確認調査では、古墳周溝の可能性がある落込みを検出したので
その周辺を拡張し精査した結果、横穴式石室をもつ古墳（ＳＭ 01）の存在が明らかになった。古墳は南東
側の大部分が破壊され、石室も上部と羨道が大きく損ねられていたが、墳丘の復元直径約 8.0 ｍの円墳で、
墳丘の周囲を列石と周溝が巡っていた。石室内部からは人骨・歯が、周溝からは須恵器高台付坏と坏蓋の
破片が出土した。この古墳は未周知であったため、調査終了後に市教委が高尾古墳群５号墳として登録の
手続きを行った。１区のそのほかの地点と２・４区は確認調査を実施したが、２・４区は遺構・遺物とも
になく本調査は不要と判断した。
　なお、周辺住民をはじめ広く一般市民に調査成果を公開するため、８月３日に現地説明会を開催し遺跡
を公開した。57 名の見学者があった。
（４）2014 年度調査の概要
　２区の市道部分および２ｃ区と、旧石器時代の石器群を検出した地点の南側に隣接する２ｂ区（第 44

図）で確認調査を実施した。２ｃ区ではトレンチ掘削の結果、基盤層までが掘削され、遺構面は残存して
いないことを確認した。２ｂ区では、旧石器時代の石器群が検出される可能性を考え人力で精査したが、
石器群が出土する第Ⅳ層自体が認められず、石器群は２ｂ区には及んでいないことが判明した。なお、基
本層序第Ⅳ層よりも上部では、縄文土器と土師器の小破片および黒曜石が出土した。
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第 43 図　遺跡範囲・位置図
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第 44 図　トレンチ・調査区配置図
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３　基本層序
　基本層序は第Ⅰ～Ⅴ層に大別できる（第 45 図）。第Ⅰ層は調査区全体の表土を一括する。第Ⅱ層は１・
２区に認められる褐色シルト。第Ⅲ層は１・３区と２区の部分的に認められる黒褐色シルト。１区では、
第Ⅲ層を除去し、第Ⅴ層上面で竪穴建物跡を検出した。竪穴建物跡の壁の立ち上がりが第Ⅲ層に続くのか
は不明。第Ⅳ層は２区の谷部周辺のみに認められる暗褐色シルトで、旧石器時代の石器群を包含する。第
Ⅴ層は遺跡の地山となるにぶい黄褐色シルトで、４区では第Ⅰ層直下で第Ⅴ層が露出する。なお、２区の
旧石器時代の石器群を調査した地点では、火山灰分析のための土壌を採取するため、さらに第Ⅰ層をⅠ
a・b に２細分、第Ⅴ層を第Ⅴ～Ⅷ層に４細分した（第２・４節参照）。

第 45 図　土層柱状図

①
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③
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Ⅰ　表土 調査範囲全体の表土（耕作土、造成土、かく乱を含む）を一括
Ⅱ　褐色(10YR4/4) シルト。粘性なし。しまり強。10～30mm礫3%混
Ⅲ　黒褐色(10YR3/1) シルト。粘性なし。しまり強。10～100mm礫5%混。人頭大以上礫微混
Ⅳ　暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性なし。しまり強。10～100mm礫10%混。旧石器包含層
Ⅴ　にぶい黄褐色(10YR4/3) シルト。粘性なし。しまり強。ローム主体。10～50mm礫5%
 下部は縞状に暗褐色(10YR3/3)砂質シルト混
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第 46 図　１区　遺構分布図
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第２節　高尾Ａ遺跡

１　概観
　高尾Ａ遺跡では、旧石器時代のブロック１か所と、縄文時代前期前葉の竪穴建物跡１軒、時期不明の溝
跡１条を検出した。
　旧石器時代のブロックは、標高 731～734 ｍを測る２区東端部付近の中央拡張区において、沢状の窪地
の縁に沿うような状態で検出した。器種組成は台形石器、掻器状石器、貝殻状刃器、削器、厚刃掻器、石
核、剝片、砕片である。
　縄文時代の竪穴建物跡は、標高 748～749 ｍを測る１区ⅢＤ 05 － 11 グリッド付近で検出した。ほかに
遺構は存在せず、竪穴建物跡単独の検出である。埋土から出土した土器により、前期前葉の二ツ木式・中
越式期に所属する。
　時期不明の溝跡は、標高 747～750 ｍの１区ⅢＤ 14 グリッド付近に位置する。等高線に対して直行し、
北西―南東方向へ延びる直線的な溝だが、関連する遺構もなく性格は不明である。
　このほか、平安時代の土師器・須恵器破片が出土しているが、その時期の遺構は存在しない。

２　旧石器時代の遺構と遺物
（１）ブロック（第 48～50 図、ＰＬ 11）

　２区の中央拡張区で、ブロック１か所を検出した。沢状の窪地の縁に沿うように長さ 17 ｍ、幅７ｍ前
後の広さを持つ。器種組成は台形石器が４点、掻器状石器が２点、貝殻状刃器が 40 点、削器が４点、厚
刃掻器が１点、石核が４点、剝片が 237 点で、石材は全て黒曜石である。
（２）石器と出土層位
　石器は基本層序第Ⅰ層から 17 点、第Ⅱ層から４点、第Ⅲａ層から 47 点、Ⅲｂ層から１点、Ⅳ層から
299 点、Ⅵ層から８点が出土し、その中でピークとなるのは第Ⅳ層である。第Ⅳ層は、スコリアや小礫が
洗われたような状態で含まれていることから２次堆積層と推測する。石器についても、原位置を保たない
可能性は高いが、石器表面に磨滅がほとんどない点、限定された範囲に集中する点から、２次移動の範囲
は数メートル程度に収まると考える。なお、第Ⅳ層では堆積年代を探るため、火山灰分析を実施した。約
15,800 年前の立川ローム層ガラス質火山灰（ＵＧ）および、約 25,000 年前の姶良丹沢火山灰（ＡＴ）を検
出したが、両火山灰ともⅣ層を含めて上下の層にまたがって分布することが判明した。そのため、層序的
には本石器群のＡＴとの上下関係は判断できない。
（３）遺物（第 51～56 図、第 17 表）

　台形石器（第 51 図１～４、ＰＬ 12）

　鋭い素材縁辺による刃部と、刃潰し加工による側縁がある石器を台形石器とした。１は貝殻状剝片を素
材とする。打面を右側縁に置き、全体に急角度の剝離を施して側縁を整形している。素材末端側となる左
側縁は折れ面となっており、腹面に平坦な剝離を施し左側縁および覆面を整形している。形態は、若干右
下りに傾斜する平たい刃部があり、刃部側が広く、基部側が狭い整った撥形の台形を呈する。ＡＴ降灰以
前の典型的な台形石器と評価できる。２は薄い貝殻状剝片を素材とする。打面側を左側縁下部に置き、打
面背面および末端背面に急角度の剝離を施して側縁を整形している。刃部は、右側に偏った鈍い尖端を持
つ。この尖端を評価すると、ナイフ形石器と位置付けることもできるが、ここでは尖端左部の斜めの側縁
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を評価して台形石器とした。側縁は凸凹があり、不整形な台形を呈する。３は薄目の貝殻状剝片を素材と
する。打面側は折れ面となり、右側縁に置かれている。素材末端側となる左側縁は、腹面にやや急角度な
剝離が施され、側縁が整形されている。刃部は平たく、左側縁は弧状、右側縁は直線的な形状となってい
る。４は貝殻状剝片を素材とする。折れ面となる打面側を左側縁に置き、左側縁背面上半部にやや急な剝
離を施している。明らかな整形部は左側縁上半部のみとなるため、貝殻状刃器との中間的な器種と考えた
が、整った撥形台形の形状から台形石器とした。
　掻器状石器（第 51 図５・６、ＰＬ 12）

　連続する加工により、比較的急角度の刃部が作り出されている石器を掻器状石器とした。５は縦長の剝
片を素材としている。素材打面を上に置き、打面および末端の背面に急角度の剝離を施している。左側縁
腹面には、使用痕の可能性がある連続する微細な剝離が認められ、これに注目すると台形石器と見ること
もできるが、下側縁は掻器のような滑らかな弧状を呈することから、掻器状石器とした。６は貝殻状剝片
を素材とする。打面を上に置き、末端背面に急角度の剝離を施して、刃部を作り出している。打面は残さ
れ、左側縁背面には連続する微細な剝離があることから、貝殻状刃器としての利用も考えられる。刃部は
やや乱れるが、直線的で左下りに傾く。
　貝殻状刃器（第 51～54 図７～43、ＰＬ 12）

　鋭い素材縁辺と切り立った側縁を持つ石器を貝殻状刃器とした。当遺跡の剝片剝離には、規格性を持つ
縦長剝片生産技術は認められない。遺跡に残された製品の素材および剝片類は、非規則的に剝離された剝
片であり、大部分は縦にも横にも長さが偏らない貝殻状剝片となる。これらの剝片の鋭い縁辺を、刃部と
して利用したことが想定される石器である。切り立った側縁は、打面や折れ面、ヒンジフラクチャーの素
材末端や、端部に施される急角度の剝離となる。多くの貝殻状刃器の刃部には、使用痕の可能性がある微
細な剝離痕が観察できる。非規格的な形態をなすことから、柄への装着は考え難いため、切り立った側縁
に指を当てて使用したのであろう。
　削器（第 55 図 44～47、ＰＬ 12）

　連続した加工により、薄い刃部が作り出されている石器を削器とした。44 は貝殻状剝片を素材とする。
左側縁および上側縁の腹面に、やや粗くやや急角度の剝離を施して刃部を整形している。素材末端側は切
り立った折れ面となっているが、背面に連続する微細剝離痕がある。45 は貝殻状刃器を素材としている。
打面を上に置き、上側縁腹面に連続するやや平坦な剝離を施している。また、左側縁は背面側に反り返っ
た縁辺を打面とする、腹面側への連続する細かい剝離が施されている。これらの剝離の様相が、台形石器
や掻器状石器の剝離とは異なることから削器と位置付けた。46 は、やや縦に長い剝片を素材としている。
左側縁腹面に、やや粗くやや急角度の剝離を連続的に施して刃部を整形している。47 は分厚い横長剝片
を素材としている。素材打面を上に置き、上縁辺にやや平坦な粗くて大きな剝離を施し、刃部を整形して
いる。石核の可能性も考えたが、剝離された剝片が小さく、刃部に微細な剝離があることから、削器とし
て位置付けた。
　厚刃掻器（第 56 図 48、ＰＬ 12）

　打面や折れ面などの切り立った縁辺に加工施し、急角度の刃部が作り出されている石器を厚刃掻器とし
た。48 の素材は、全面が広い面的な剝離に覆われているため、石核の可能性が高い。切り立った上縁辺
を打面として、背面側に連続する平坦な剝離を施し、刃部を作り出している。
　石核（第 56 図 49・50、ＰＬ 12）

　剝片を剝ぐための母体、もしくは剝片を剝いだ後の残塊を石核とした。49・50 は剝片に覆われている
ため、その母体は不明である。打面調整や頭部調整などの石核調整は認められず、90 度の打面転移が繰
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り返され、サイコロのような形態を呈している。

第 17 表　石器観察表

図版
番号

整理
番号 注記内容 出土

層位 器　　種 材　質
法　　量 個体

番号
接合
番号 判 別 群

長さ㎜ 幅㎜ 厚さ㎜ 重量ｇ
51-1 450 DTA 450 Ⅳ 台形石器 黒曜石 23.6 15.7 5.8 1.81 1 冷山（TSTY）

2 876 DTA 876 Ⅳ 台形石器 黒曜石 26.2 14.4 4 0.97 1 冷山（TSTY）
3 898 DTA 898 Ⅳ 台形石器 黒曜石 26.6 13.6 5.1 1.56 7 冷山（TSTY）
4 917 DTA 917 Ⅳ 台形石器 黒曜石 30.1 20.5 6.4 2.74 6 冷山（TSTY）
5 457 DTA 457 Ⅳ 掻器状石器 黒曜石 31.3 20.6 7.9 4.12 7 20 冷山（TSTY）
6 783 DTA 783 Ⅲａ 掻器状石器 黒曜石 20.6 21.1 7.9 2.69 1 冷山（TSTY）
7 253 DTA 253 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 24.7 22.2 5.9 2.59 7 冷山（TSTY）
8 255 DTA 255 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 25.3 21.3 6.5 2 6 冷山（TSTY）
9 256 DTA 256 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 32.4 21.9 6 3.12 1 冷山（TSTY）
10 257 DTA 257 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 25.7 20.1 6.3 2.55 6 冷山（TSTY）
11 259 DTA 259 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 28.4 41.3 9.6 9.38 7 冷山（TSTY）

52-12 268 DTA 268 Ⅰ 貝殻状刃器 黒曜石 30.7 34.2 8.7 9.19 1 冷山（TSTY）
13 275 DTA 275 Ⅲａ 貝殻状刃器 黒曜石 39.5 40.1 8.4 8.1 3 冷山（TSTY）
14 294 DTA 294 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 19.4 17.7 5.4 1.11 6 冷山（TSTY）
15 308 DTA 308 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 29 32.1 10.1 5.26 1 冷山（TSTY）
16 312 DTA 312 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 24.3 27.6 7 3.83 1 19 冷山（TSTY）
17 315 DTA 315 Ⅵ 貝殻状刃器 黒曜石 17.1 25.2 7.4 2.27 7 冷山（TSTY）
18 318 DTA 318 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 16.5 26.7 7.6 3.28 6 冷山（TSTY）
19 324 DTA 324 Ⅵ 貝殻状刃器 黒曜石 24.6 41.3 9 5.64 3 冷山（TSTY）
20 341 DTA 341 Ⅲａ 貝殻状刃器 黒曜石 20.3 29 5.7 2.39 7 冷山（TSTY）
21 353 DTA 353 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 29.3 33.3 11 9.38 7 22 冷山（TSTY）
22 391 DTA 391 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 29 37.6 7.9 6.21 7 20 冷山（TSTY）

53-23 392 DTA 392 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 21.8 19.8 6 2.14 1 冷山（TSTY）
24 403 DTA 403 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 45 51.8 22.1 25.47 3 冷山（TSTY）
25 406 DTA 406 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 29.1 31.9 7.2 5.55 7 冷山（TSTY）
26 408 DTA 408 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 31 31.8 8.1 6.47 7 16 冷山（TSTY）
27 426 DTA 426 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 21.2 32.1 8.3 5.07 1 冷山（TSTY）
28 454 DTA 454 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 27.5 27.1 8 4.52 7 冷山（TSTY）
29 455 DTA 455 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 18.5 17.4 6.9 1.83 1 冷山（TSTY）
30 633 DTA 633 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 30.2 22.9 7.6 3.97 6 冷山（TSTY）
31 643 DTA 643 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 18.2 23.2 7.2 1.95 1 冷山（TSTY）
32 645 DTA 645 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 27.1 22 8.8 3.94 3 冷山（TSTY）

54-33 676 DTA 676 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 25.9 19.2 9.8 3.73 2 冷山（TSTY）
34 681 DTA 681 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 18 21.1 5.1 1.36 1 5 冷山（TSTY）
35 862 DTA 862 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 26.7 35.9 9 6.23 3 9 冷山（TSTY）
36 881 DTA 881 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 14.2 25.5 5 1.17 1 5 冷山（TSTY）
37 886 DTA 886 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 29.7 30.5 8.3 5.16 1 冷山（TSTY）
38 899 DTA 899 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 26.6 34.6 6.2 4.69 7 冷山（TSTY）
39 902 DTA 902 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 21.4 25.3 5.7 2.32 6 冷山（TSTY）
40 903 DTA 903 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 25.3 15.2 6 1.97 7 冷山（TSTY）
41 904 DTA 904 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 25.3 18.9 5.3 1.91 1 17 冷山（TSTY）
42 910 DTA 910 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 20.8 23.9 6.6 2.99 6 冷山（TSTY）
43 931 DTA 931 Ⅳ 貝殻状刃器 黒曜石 17.7 32 7.2 3.44 2 4 冷山（TSTY）

55-44 334 DTA 334 Ⅳ 削器 黒曜石 18.5 26.6 9.9 2.94 2 冷山（TSTY）
45 656 DTA 656 Ⅳ 削器 黒曜石 23.9 28.1 9.4 3.88 3 冷山（TSTY）
46 895 DTA 895 Ⅳ 削器 黒曜石 38.2 29.3 9.3 6.32 7 15 冷山（TSTY）
47 926 DTA 926 Ⅳ 削器 黒曜石 33 60.8 13.8 14.49 7 冷山（TSTY）

56-48 430 DTA 430 Ⅳ 厚刃掻器 黒曜石 35.4 34.5 27.7 21.89 7 冷山（TSTY）
49 321 DTA 321 Ⅳ 石核 黒曜石 38.3 43.8 31.1 37.21 1 5 冷山（TSTY）
50 411 DTA 411 Ⅳ 石核 黒曜石 22 42.9 26.1 16.66 2 2 冷山（TSTY）
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第 47 図　中央拡張区・テストピット配置図および土壌サンプル採取地点
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第 48 図　旧石器時代遺物分布図（１）
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第 49 図　旧石器時代遺物分布図（２）
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第 50 図　旧石器時代遺物分布図（３）
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第 51 図　旧石器時代の石器（１）

1
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第 52 図　旧石器時代の石器（２）
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第 53 図　旧石器時代の石器（３）
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第 54 図　旧石器時代の石器（４）
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第 55 図　旧石器時代の石器（５）
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第 56 図　旧石器時代の石器（６）
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３　縄文～弥生時代の遺構と遺物
（１）遺構
　当該期の遺構は、縄文時代前期前葉の竪穴建物跡１軒である。
　ＳＢ 01（第 57 図、ＰＬ 11）

位置：１ａ区、ⅢＤ 05 － 11 グリッド。検出：基本層序第Ⅴ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：
２層が堆積する。壁際において、断面三角状に堆積する２層全体を１層が埋積する。１・２層は基本的に
暗褐色シルト質土だが、礫や暗赤褐色シルトブロックの有無や量に違いがある。また、１層よりも２層
の方がしまる。形状・規模：平面形は南東部の壁が削平され不明確だが、残存する壁や柱穴配置からみ
て、隅丸方形もしくは隅丸長方形と考える。北西部の壁がテラス状に張り出す。規模は北東・南西方向
で 4.6 ｍ、北西・南東方向は北西部の張出しから柱穴Ｐ３・４までの間で４ｍを測る。床・壁：竪穴の掘
方を平坦に整え床面とする。硬化面や貼床は確認されていない。残存部の壁高は 35～45㎝で、垂直に立
ち上がる。最も残存している北西部の張出し付近は、張出し上端から床面までで 80㎝を測り、北東・南
東方向へ移るに従い削平される。また、張出し付近には地山の巨礫があり、壁はその内側を回る。柱穴：
方形に並ぶＰ１～４を主柱穴と考える。形状は不正円形で直径 30～40㎝、深さ 40～46㎝を測る。Ｐ３は
直径 22㎝、深さ 30㎝とほかの柱穴よりも小形だが、削平の影響を受けている可能性が高い。周溝：なし。
炉：柱穴Ｐ２～３の間で検出された長軸 70㎝、短軸 30㎝の被熱部を地床炉と考える。明確な掘込みはな
い。遺物：埋土１～２層より、縄文時代前期前葉の土器および石器・石製品（石鏃、石鏃未製品、石錐、二

次加工がある剝片、微細な剝離がある剝片、両極石器、凹石、石核、原石、剝片、玦状耳飾）が出土した。土器は
全て小破片で、器形復元が可能なものは存在しない。時期：不明確だが、埋土１～２層で出土した土器の
時期をもって、縄文時代前期前葉と推測する。
（２）遺物
　①　土器（第 58・59 図、第 18・19 表）

　竪穴建物跡ＳＢ 01 から、縄文時代前期前葉の土器が出土した。遺構外では、２・３区の基本層序第Ⅰ
～Ⅲ層で縄文時代前期前葉・後期初頭、弥生時代前～中期前半の土器が出土した。本稿では、竪穴建物跡

第 57 図　ＳＢ 01　遺構図

1 暗褐色(10YR3/3)  
 シルト質土。粘性ややあり。しまりなし   
 20mm～拳大礫2～3%混
2 暗褐色(10YR3/4)  
 シルト質土。粘性・しまりややあり
 暗赤褐色土ブロック微混
3 暗褐色(10YR3/4)  
 シルト質土。粘性ややあり。しまりなし         
 10mm赤色土ブロック1～2%・
 30mm礫2%混
4 暗褐色(10YR3/4)  
 シルト質土。粘性ややあり。しまりなし
 10mm礫1%混
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ＳＢ 01 出土土器から、縄文時代前期前葉の特徴を良好に備える 21 点と、遺構外出土で遺構の時期として
は存在しない縄文時代後期初頭、弥生時代前～中期前半の土器を報告する。
　ＳＢ 01 出土土器（第 58 図１～21、第 18 表、ＰＬ 13）

　１～12 は羽状縄文土器群の二ツ木式およびそれに伴う縄文施文の土器である。１・３・４は口縁部で、
１は平縁を呈し無節原体による横位斜構成の縄文を施文する。２は１と同一個体の胴部である。３は平縁
の口唇部に突起を貼付し、単節の可能性が高い原体で横位斜構成の縄文を施文する。４は波状口縁で、単
節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。不鮮明だが、口唇部には刺突を施すものと推測する。５～
12 は胴部で、５は無節原体による斜位～横位斜構成の縄文、６は多段ループ文、７・８は単節原体によ
る横位斜構成の縄文で、７にはループ文を、８には結節を施す。９～11 は緩い結節回転の縄文を施文す
る。９・10 は同一個体の胴部である。12 は上端に刻みをもつ２条の細隆帯を貼付し、細隆帯間には円形
刺突を施す。細隆帯以下は、緩い結節回転の縄文と単節原体による横位羽状構成の縄文を施文する。
　13～21 は無文土器群の中越式で、内面には指頭圧痕の可能性が高い凹凸が残る。13 は口縁部で、ヘラ
状工具による細く浅い単沈線で斜格子目文を描く。14 は緩やかな波状口縁、15 は頸部付近、16・17 は
胴下部で、同一個体の可能性が高い。14・15 に斜格子目文を描いていない点から、無文の土器と考える。
18～20 は無文の胴部、21 は無文の底部である。中越式は基本的に無繊維だが、14～17・19・21 は胎土に
繊維を含む。
　遺構外出土土器（第 59 図 22～25、第 19 表）

　22～24 は２区、25 は３区から出土した。22・23 は縄文時代後期初頭の土器である。22 は口縁部で、波
状口縁の上端が屈曲し、波頂部から曲線状の隆帯を貼付する。称名寺式の茂沢類型であろう。23 は胴部
で沈線によりＪ字文を描く。称名寺式であろう。24・25 は弥生時代前～中期前半の甕形土器と考える。
24 は口縁部で、斜位方向の条痕を施す。25 は胴部で、斜位方向の櫛描文を描き、内面は横位方向のハケ
調整を施す。

第 18 表　ＳＢ 01 土器観察表

図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文 様 等 色　　調 備　　考外面 内面

58-1 13 006 SB01　南西、
北西２層 縄文前期前葉 深鉢 口縁 無節縄文

（横位斜構成） 10YR 4/3 10YR 7/4 含繊維
２と同一

　-2 13 007
SB01
№７・28、
北西、南西２層

縄文前期前葉 深鉢 胴 無節縄文
（横位斜構成） 10YR 4/3 10YR 6/4 含繊維

１と同一

　-3 13 001 SB01　南西２層 縄文前期前葉 深鉢 口縁 突起、単節縄文
（横位斜構成） 7.5YR 6/6 10YR 7/6 含繊維

　-4 13 019 SB01　南西１層 縄文前期前葉 深鉢 口縁
波状口縁、口唇部刺
突、単節縄文

（横位羽状構成）
10YR 5/4 10YR 5/2 含繊維

　-5 13 004
SB01　
北東１層、
北東、南西

縄文前期前葉 深鉢 胴 無節縄文
（斜位・横位斜構成） 2.5YR 3/1 10YR 6/4 含繊維

　-6 13 002 SB01　南西２層 縄文前期前葉 深鉢 胴 多段ループ文 7.5YR 6/8 7.5YR 6/8 含繊維

　-7 13 003 SB01　北西２層 縄文前期前葉 深鉢 胴 単節縄文（横位斜構
成）、ループ文 5YR 5/8 7.5YR 6/8 含繊維

　-8 13 008 SB01　南西 1・
２層北西２層 縄文前期前葉 深鉢 胴 単節縄文（横位斜構

成）、結節 7.5YR 5/6 10YR 4/6 含繊維

　-9 13 010 SB01　南西１層 縄文前期前葉 深鉢 胴 緩い結節回転の縄文 10YR 5/6 2.5YR 3/1
含繊維
二ツ木式
10 と同一

　-10 13 010 SB01　
北東、南西 縄文前期前葉 深鉢 胴 緩い結節回転の縄文 2.5YR 4/2 2.5YR 3/1

含繊維
二ツ木式
９と同一

　-11 13 014 SB01　
北西２層、北西 縄文前期前葉 深鉢 胴 緩い結節回転の縄文 5YR 5/6 10YR 5/4 含繊維

二ツ木式
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　②　石器・石製品（第 59～61 図、第 20 表）

　遺構から 800 点、遺構外から 364 点、合計 1164 点が出土した。遺構出土の石器・石製品は竪穴建物跡
ＳＢ 01 から出土した縄文時代前期前葉の石器である。遺構外出土の石器は、１～３区の基本層序第Ⅰ～
Ⅲ層において出土し、前期前葉のほか、縄文時代後期初頭と弥生時代前～中期前半の土器が出土している
ので、そうした時期の石器を含む。
　本稿では石器・石製品を器種単位で報告し、実測図の掲載については、各器種の完形品もしくは特徴を
備えるものを選出した。各器種の出土点数と石材は第 19・20 表に示した。器種分類は、『川路大明神原遺
跡』（鶴田ほか 2010）を参考に行った。
　石鏃・石鏃未製品（第 59 図１～24、ＰＬ 13）

　石鏃はＳＢ 01 から 19 点出土したほか、遺構外から 28 点が出土し、18 点を掲載した。１～15 は無茎、
16～18 は有茎の石鏃で、無茎は基部を抉り込む深度と側縁部の形状に違いがある。全体的な無茎と有茎
の数は、無茎が 44 点、有茎が３点を数える。石材は黒曜石が圧倒的に多く、チャートは遺構外出土の無
茎２点に限られる。竪穴建物跡ＳＢ 01 出土のものは、全て無茎で黒曜石を素材とする。有茎の３点は遺
構外からの出土であり、縄文時代後期以降の可能性が高い。
　石鏃未製品は 15 点中６点を掲載した。19～24 は石鏃未製品と考えるもので、製品よりも加工剝離が粗
く厚手で、尖端部や基部の作出しが完全ではない。20～23 は粗い加工剝離を施し、形状を整え始めた段
階の未製品と推測でき、19・24 はさらに尖端部の作出しや基部の抉込みが行われたものである。石材は
全て黒曜石である。
　磨製石鏃（第 59 図 25、ＰＬ 13）

第 19 表　遺構外出土土器観察表

図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文 様 等

色　　調
備　　考

外面 内面
59-22 ― 033 ２区 縄文後期初頭 深鉢 口縁 隆帯 5YR 4/6 5YR 5/8 関沢類型
　-23 ― 034 ２区 縄文後期初頭 深鉢 胴 Ｊ字文（沈線）、単節縄文 7.5YR 5/8 5YR 5/6 称名寺式
　-24 ― 028 ２区 弥生前～中期 甕 口縁 条痕 5YR 4/6 5YR 4/8
　-25 ― 022 ３区 弥生前～中期 甕 胴 条痕 10YR 6/4 7.5YR 5/4

図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文 様 等 色　　調 備　　考外面 内面

58-12 13 015 SB01　
南西１層・２層 縄文前期前葉 深鉢 胴

細隆帯、円形刺突、
緩 い 結 節 回 転 の 縄
文、単節縄文（横位
羽状構成）

10YR 5/6 10YR 4/3 含繊維
二ツ木式

　-13 13 017 SB01　南西２層 縄文前期前葉 深鉢 口縁 単沈線による斜格子
目文、内面指頭圧痕 10YR 4/2 10YR 3/2 中越式

　-14 13 012 SB01　北西１層 縄文前期前葉 深鉢 口縁 波状口縁、無文、内
面指頭圧痕 10YR 2/1 10YR 2/1

含繊維
中越式
15～17 と同一

　-15 13 012 SB01　北西２層 縄文前期前葉 深鉢 頸 無文、内面指頭圧痕 10YR 2/1 10YR 2/1
含繊維
中 越 式、14・
17・18 と同一

　-16 13 012 SB01　北西２層 縄文前期前葉 深鉢 胴 無文、内面指頭圧痕 10YR 2/1 10YR 2/1
含繊維
中 越 式、14・
15・17 と同一

　-17 13 012 SB01　№ 24 縄文前期前葉 深鉢 胴 無文、内面指頭圧痕 10YR 2/1 10YR 2/1
含繊維
中越式
14～16 と同一

　-18 13 005 SB01　北西 縄文前期前葉 深鉢 胴 無文、内面指頭圧痕 10YR 6/6 10YR 5/3 中越式
　-19 13 018 SB01　北東１層 縄文前期前葉 深鉢 胴 無文、内面指頭圧痕 2.5YR 3/2 10YR 5/4 含繊維、中越式
　-20 13 020 SB01　南西１層 縄文前期前葉 深鉢 胴 無文、内面指頭圧痕 10YR 6/6 10YR 4/4 中越式

　-21 13 013
SB01　
№ 26、北東北東
1・２層

縄文前期前葉 深鉢 底部 無文、内面指頭圧痕 10YR 6/6 19YR 7/3 含繊維
中越式
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　掲載した１点が遺構外から出土した。25 は基部付近に穿孔があり、両側縁部には刃部を作出している。
弥生時代前～中期前半の土器が出土しているので、その時期のものであろう。石材は泥岩である。
　有茎尖頭器（第 59 図 26、ＰＬ 13）

　掲載した１点が、遺構外から出土した。26 は平坦剝離により形状を整えるが、先端部と先端部に近い
一側縁部および有茎部に二次的な加工剝離を施すことから二次利用の可能性が高い。石材は黒曜石である。
　石錐（第 59 図 27・28、ＰＬ 13）

　４点中、ＳＢ 01 から出土した２点を掲載した。27・28 はつまみ部がなく、一端に錐部を有する。石材
は黒曜石である。
　スクレイパー（第 60 図 29）

　遺構外から出土した２点中、１点を掲載した。29 は細かな加工剝離で掻器的な刃部を作り出す。石材
は黒曜石である。実測図を掲載していないもう１点は、削器的な刃部を作り出すもので、石材は無斑晶質
安山岩である。
　二次加工がある剝片（第 60 図 30・31）

　ＳＢ 01 から９点、遺構外から３点出土し２点を掲載した。特定の形状を作らず、様々な部位に様々な
形態の二次加工を施すものを二次加工がある剝片とした。30・31 は横長剝片が素材で 31 は片面に自然面
を残す。石材は全て黒曜石である。
　微細な剝離がある剝片（第 60 図 32）

　ＳＢ 01 から５点、遺構外から４点出土し１点を掲載した。鋭利な縁辺に、使用痕の可能性が高い微細
な剝離が連続するものを、微細な剝離がある剝片に分類した。32 は剝片下部に、連続する微細な剝離が
連続する。石材は 32 が無斑晶質安山岩、実測図を掲載していない８点は黒曜石である。
　両極石器（第 60 図 33～36）

　ＳＢ 01 から４点、遺構外から 19 点出土し４点を掲載した。両極打法による剝離が両端部に残るもので、
両極打法を短辺に対して行う 33 と長辺に対して行う 34～36 が存在する。石材は 33～35 が黒曜石、36 が
無斑晶質安山岩で、実測図を掲載していない 19 点は 18 点が黒曜石、１点がチャートである。
　摩耗痕がある剝片（第 60 図 37・38、ＰＬ 13）

　遺構外から掲載した２点が出土した。使用痕の可能性が高い摩耗痕（実測図のトーン部分）が、残る剝
片である。37 は一側面部の表裏面に、側面部から入る剝離の稜を潰す摩耗痕が残る。38 は上端部のほか、
右側面部の一部に平坦面を形成するような摩耗痕と、側面部から入る剝離の稜を潰す摩耗痕が残る。また、
左側面部は自然面だが、その一部にも摩耗痕が残る。石材は 37 が砂岩、38 が泥岩である。
　打製石斧（第 61 図 39～41）

　遺構外から出土した８点中３点を掲載した。39 は側縁部が並行していることから、短冊形の打製石斧
であろう。40・41 は欠損範囲が広く形状は不明である。石材は 39～41 が黒色安山岩で、実測図を掲載し
ていない５点は４点が黒色安山岩、１点が泥岩である。
　石核（第 61 図 34～38）

　ＳＢ 01 から 34 点、遺構外から 18 点が出土し５点を掲載した。自然面を打面とするものと、調整剝離
により打面を作り出すものがある。42～44・46 は自然面を打面とし 42・43 は１面、44 は２面、46 は３
面に剝片の剝離が残る。45 は調整剝離で平坦な打面を作り出し、２面に剝片の剝離が残る。石材は黒曜
石だが、実測図を掲載していない石核１点にチャートが存在する。
　凹石（第 61 図 47）

　遺構外から掲載した１点が出土した。礫素材に、使用痕と推測される凹痕が残るものである。全体の
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1/2 以上を欠損するが、楕円形の偏平礫を素材とし、両平面に凹痕を残すほか、側面部や上端部に著しい
敲打痕がある。また、平面の片面には磨痕が残る。石材は安山岩である。
　原石
　図示していないが、竪穴建物跡ＳＢ 01 の埋土から黒曜石原石２点と、遺構外から黒曜石とチャートの
原石各１点が出土した。竪穴建物跡ＳＢ 01 から出土した２点のうち１点は塊状の原石で、長さ 4.1㎝、幅
3.2㎝、厚さ 1.4㎝、重さ 15.8 ｇを測る。もう１点は板状の原石で、長さ 3.7㎝、幅 2.0㎝、厚さ 1.0㎝、重
さ 10.5 ｇを測る。遺構外出土のうち、黒曜石の原石は板状で長さ 3.4㎝、幅 2.6㎝、厚さ 1.3㎝、重さ 14.2
ｇを測る。チャートの原石は塊状で長さ 4.8㎝、幅 2.9㎝、厚さ 2.8㎝、重さ 40.3 ｇを測る。
　玦状耳飾（第 61 図 48、ＰＬ 13）

第 20 表　石器観察表　（　）は残存値を示す

図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 器種 石材 判別群 法量（㎝、ｇ）

長さ 幅 厚さ 重さ
59-1 13 1131 ２区　Ⅲａ層 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台（SWHD） （14.0） （16.0） 3.0 （0.4）
　-2 13 1145 ２区　Ⅲａ層 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台（SWHD） 15.0 12.0 3.0 0.4
　-3 13 1127 ２区　Ⅰ層 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台（SWHD） （13.0） （12.0） 4.0 （0.5）
　-4 13 1147 ２区　Ⅰ層 石鏃 黒曜石 土屋橋西（WDTN） （17.0） （10.0） 3.0 （0.3）
　-5 13 1066 SB01　南西１層 石鏃 黒曜石 （17.7） （10.2） 3.0 （0.4）
　-6 13 1025 SB01　南西１層 石鏃 黒曜石 18.7 13.4 4.3 0.7
　-7 13 1088 SB01　№ 20 石鏃 黒曜石 18.4 （13.6） 3.3 （0.4）
　-8 13 1031 SB01　北東２層 石鏃 黒曜石 17.5 13.8 3.2 0.6
　-9 13 1132 ２区　Ⅲａ層 石鏃 黒曜石 小深沢（WDKB） （22.0） 17.0 3.0 （0.6）
　-10 13 1030 SB01　北東２層 石鏃 黒曜石 22.5 15.6 2.6 0.6
　-11 13 1020 SB01　南東１層 石鏃 黒曜石 22.4 13.9 3.8 0.6
　-12 13 1138 ２区　Ⅰ層 石鏃 黒曜石 （25.0） 15.0 4.0 （1.1）
　-13 13 1123 ２区　Ⅲａ層 石鏃 チャート （26.0） （16.0） 5.0 （1.6）
　-14 13 1129 ２区　Ⅱ層 石鏃 黒曜石 黒岩橋（HNKI） （20.0） （16.0） 3.0 （0.8）
　-15 13 1130 ２区　Ⅲａ層 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台（SWHD） （19.0） （17.0） 3.0 （1.1）
　-16 ― 1126 ２区　Ⅰ層 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台（SWHD） （12.0） 8.0 2.0 （0.2）
　-17 ― 1139 ２区　Ⅲａ層 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台（SWHD） 21.0 12.0 3.0 0.6
　-18 ― 1122 ２区　Ⅰ層 石鏃 黒曜石 土屋橋西（WDTN） （15.0） 17.0 4.0 （0.6）
　-19 13 1015 SB01　南西 石鏃未製品 黒曜石 18.1 12.9 5.8 1.0
　-20 13 1039 SB01　南西２層 石鏃未製品 黒曜石 21.3 15.1 5.1 1.4
　-21 13 1028 SB01　南西１層 石鏃未製品 黒曜石 23.7 15.0 4.3 1.4
　-22 13 1078 SB01　北西２層 石鏃未製品 黒曜石 22.8 16.2 5.9 2.0
　-23 ― 1038 SB01　南西２層 石鏃未製品 黒曜石 25.4 18.5 6.7 2.8
　-24 13 1099 １ａ区　表土 石鏃未製品 黒曜石 21.1 18.7 5.7 1.3
　-25 13 1148 ２区 磨製石鏃 泥岩 （18.8） （18.2） 2.3 （1.2）
　-26 13 1097 １ａ区　表土 有茎尖頭器 黒曜石 43.2 19.2 5.3 4.5
　-27 13 1022 SB01　南西１層 石錐 黒曜石 18.5 6.8 5.3 0.6
　-28 13 1002 SB01　北東 石錐 黒曜石 18.6 8.4 5.1 0.5
60-29 ― 1093 １区　６トレンチ スクレイパー 黒曜石 22.0 17.0 7.5 2.7
　-30 ― 1041 SB01　南西２層 二次加工剝片 黒曜石 18.4 （27.2） 3.7 （1.8）
　-31 ― 1013 SB01　南東 二次加工剝片 黒曜石 18.8 35.8 6.7 4.1
　-32 ― 1034 SB01　南西２層 微細剝離剝片 無斑晶質安山岩 35.0 37.4 7.8 7.3
　-33 ― 1102 ２区 両極石器 黒曜石 19.5 24.5 7.8 3.4
　-34 ― 1011 SB01　南東 両極石器 黒曜石 26.3 16.1 7.7 3.1
　-35 ― 1065 SB01　南西１層 両極石器 黒曜石 27.0 17.2 7.8 4.3
　-36 ― 1114 １ａ区 両極石器 無斑晶質安山岩 43.8 34.3 13.6 21.6
　-37 13 1108 １ａ区 摩耗痕がある剝片 砂岩 22.0 70.1 6.8 16.5
　-38 13 1107 ２区　Ⅲａ層 摩耗痕がある剝片 砂岩 127.0 56.0 13.0 125.1
61-39 ― 1118 ２区　Ⅲａ層 打製石斧 黒色安山岩 92.0 （41.0） 14.0 （75.7）
　-40 ― 1119 ２区　Ⅰ層 打製石斧 黒色安山岩 （77.0） 52.0 11.0 （73.6）
　-41 ― 1115 ２区　Ⅰ層 打製石斧 黒色安山岩 （57.0） 42.0 11.0 （36.3）
　-42 ― 1046 SB01　南西２層 石核 黒曜石 27.5 53.6 12.0 14.0
　-43 ― 1003 SB01　北東 石核 黒曜石 25.6 38.9 16.5 17.1
　-44 ― 1069 SB01　北西２層 石核 黒曜石 29.4 24.7 23.5 15.4
　-45 ― 1049 SB01　南西２層 石核 黒曜石 26.0 42.8 22.4 20.1
　-46 ― 1063 SB01　南西１層 石核 黒曜石 37.6 52.9 27.3 56.5
　-47 ― 1068 SB01　南西１層 凹石 安山岩 （76.0） 73.8 44.3 （251.9）
　-48 13 1084 SB01　№１ 玦状耳飾 メノウ 29.4 （17.6） 7.4 （5.2）
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　ＳＢ 01 から掲載した１点が出土した。全体の約 1/2 を欠損するが、平面形は隅丸長方形と推測でき、
断面形は長方形を呈する。孔が中央より上部にあり切目が長い。上部に１か所の穿孔がある。石材はメノ
ウである。
　器種組成と石材
　第 21 表は器種と出土点数を示す。竪穴建物跡ＳＢ 01 出土の石器・石製品は合計 800 点で、711 点が剝
片類である。剝片類以外の 89 点は、石鏃・石鏃未製品が 31 点で全体の 35％、石核が 34 点で全体の 38％
を占める。それ以外は、二次加工がある剝片が９点で 10％となるほかは全て５％以下であった。
　遺構外出土石器は合計 364 点で、271 点が剝片類である。剝片類以外の 93 点は、石鏃・石鏃未製品が
31 点で最も多く 33％を占め、以下、両極石器が 19 点で 20％、石核が 18 点で 19％、打製石斧が８点で８
％と続き、そのほかは全て５％以下であった。
　第 22 表は、出土した全ての石器の器種と石材の関係を示す。確認された石材は黒曜石、安山岩、無斑
晶質安山岩、チャート、砂岩、泥岩、黒色安山岩、メノウの８種類である。黒色安山岩は、欠損面が黒色
を呈するものを一括したが、風化が著しいものについては泥岩との区別が困難であった。最も多い石材は
黒曜石で、1164 点中 1112 点を数え、全体の 96％を占める。黒曜石以外の石材は、小形剝片石器では石鏃、
微細な剝離がある剝片、スクレイパー、両極石器にチャートと無斑晶質安山岩が存在するが、その量は数
点に止まる。剝片も同様の傾向を示す。石核、原石は黒曜石が多く、そのほかチャートが各１点存在する。
一方、打製石斧は黒色安山岩に集中し、磨製石鏃は泥岩、摩耗痕がある剝片は砂岩と泥岩、凹石・磨石は
安山岩が使われている。
　第 23 表は、竪穴建物跡ＳＢ 01 出土石器に限定して、器種と石材の関係を示したものである。小形剝片
石器の石材は、無斑晶質安山岩の微細な剝離がある剝片１点を除き、全て黒曜石である。こうした状況か
ら、当該地域における縄文時代前期前葉（二ツ木式・中越式期）の石材利用の１例として、小形剝片石器に
黒曜石を多用する点が指摘できよう。竪穴建物跡ＳＢ 01 の石器には、スクレイパー類が欠落しているが、
削器的なものは、例えば微細な剝離がある剝片に含まれているものと推測する。また、多量の黒曜石剝片
には長さ 0.5㎝以下の微細なものをはじめとして、様々な形態や大きさのものが存在する。今回は剝片の

第 21 表　石器の器種と出土点数
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ＳＢ 01 19 12 0 2 9 5 0 4 0 1 0 0 34 2 711 1 800
遺構外 28 3 1 2 3 4 2 19 8 0 1 2 18 2 271 0 364
合計 47 15 1 4 12 9 2 23 8 1 1 2 52 4 982 1 1164

第 22 表　石器の器種別の石材（全体）
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黒曜石 45 15 4 12 8 1 21 1 51 3 951 1112
安山岩 1 1
無斑晶質安山岩 1 1 1 8 11
チャート 2 1 1 1 19 24
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分析を実施していないが、原石や石核、石鏃およびその未製品、そのほかの小形剝片石器が黒曜石である
点を考慮すれば、多様な剝片類には石鏃をはじめとする小形剝片石器の製作を示す資料が存在し、大きさ
や形態の違いは素材となるものや、加工剝離など製作途上で生じたものなどを含むと推測する。

引用・参考文献

鶴田典昭ほか 2010『川路大明神原遺跡』長野県埋蔵文化財センター
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砂岩 1 1
泥岩 1 1 1 4 7
黒色安山岩 7 7
メノウ 1 1
合計 47 15 1 4 12 9 2 23 8 1 1 2 52 4 982 1 1164

第 23 表　石器の器種別の石材（ＳＢ 01）
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黒曜石 19 12 2 9 4 4 34 2 706 792
安山岩 1 1
無斑晶質安山岩 1 4 5
チャート 0
砂岩 0
泥岩 1 1
黒色安山岩 0
メノウ 1 1
合計 19 12 0 2 9 5 0 4 0 1 0 0 34 2 711 1 800
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第 58 図　ＳＢ 01　出土土器
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第 59 図　遺構外出土土器および縄文時代の石器（１）
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第 61 図　縄文時代の石器（３）・金属製品

0 5cm0 5cm

39
２区　黒色安山岩

40
２区　黒色安山岩

２区　黒色安山岩

49

41

２区　黒曜石
42

SB01　黒曜石
43

SB01　黒曜石
44

SB01　黒曜石
45

SB01　黒曜石
46

SB01　安山岩
47

SB01
メノウ

48
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４　その他の時代および時期不明の遺構と遺物
（１）遺構
　１区で、溝跡１条を検出した。
　ＳＤ 01（第 62 図、ＰＬ 11）

位置：１ａ区、ⅢＤ 14 － 12 グリッド。検出：基本層序第Ⅴ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：
黒褐色粘質土が堆積する。褐色土ブロックの有無などから２層に分かれる部分がある。形状・規模：等高
線に直行し北西―南東方向へ延びる。断面形はＵ字状を呈する。規模は長さ 15 ｍ、最大幅１ｍ、深さは
30㎝を測る。南東方向は調査区へ延びる可能性もある。遺物：奈良～平安時代の須恵器坏と器種不明の土
師器が出土したが、小破片で流れ込みの可能性が高い。時期：時期決定の根拠がなく、不明である。
（２）遺物（第 61 図）

　２区から銭貨３点が出土し、49 の「永楽通宝」１点を掲載した。ほか２点は小破片、もしくは錆が酷
く文字が判読できない。
　そのほか、非掲載だが、遺構外の１～３区より奈良～平安時代の須恵器・土師器・黒色土器の破片、中
世の炻器や内耳土器と推測する破片、幕末以降と推測する陶磁器類の破片などが出土している。

第 62 図　ＳＤ 01　遺構図

1 黒褐色(10YR3/2) 
 粘質土。しまりあり。小礫1%混
2 黒褐色(10YR3/2) 
 粘質土。褐色土ブロック2%・拳大礫混
 小礫微混

A

L=749.20m

B C 748.00

2
1 2

D

A
B

C
D

調査区外

ⅢD14-12

0 2m

0 4m
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第３節　高尾古墳群５号墳

１　概観（第 43 図）

　高尾古墳５号墳は千曲川左岸地域、佐久市前山字高尾に所在する。2013（平成 25）年度に、埋文セン
ターが実施した中部横断道建設に伴う高尾Ａ遺跡の発掘調査で新たに発見された古墳である。近隣には、
周知の高尾古墳群１～４号墳が存在しており、本古墳については、発掘終了後、市教委が高尾古墳群５号
墳として登録した。
　本古墳は、南に開口する横穴式石室を内部主体とする終末期の円墳である。八ヶ岳連峰から北東に伸び
る丘陵末端付近の南東斜面中腹に立地し、標高 748.5 ｍ前後、丘陵裾との比高 20～30 ｍを測る。
　本古墳の南西に高尾古墳群１～４号墳がある。いずれも本古墳と同じ丘陵の尾根頂部に立地する。１・
２号墳は本古墳から南西 130～160 ｍ、３号墳は２号墳から 300 ｍほど、４号墳はさらに 300 ｍほど離れ
ており、全体として群集する状況にはない。北隣の丘陵には鱗渓古墳が、南方 650 ｍの丘陵には尾垂古墳
が存在する。尾垂古墳は本書第６章で報告するが、横穴式石室をもつ７世紀後葉の古墳である。高尾古墳
群１～４号墳、鱗渓古墳は、いずれも内容は明らかでない。集落遺跡については、市道遺跡、辻遺跡、儘
田遺跡などの発掘調査により、東方平地部の千曲川沿いの微高地上に７世紀から８世紀にかけての集落が
展開する状況が明らかになっている（市教委 2008）。一方、本古墳が立地する丘陵地部では、本古墳足下
の高尾Ａ遺跡をはじめとして、丘陵裾部から末端部に古墳時代から古代の散布地が分布するものの、該期
の様相は不明確である。

２　発掘の方法と経過
（１）検出（第 43～45 図）

　本古墳周囲の地形は、耕作地の造成等の切盛りによる段状地形を呈する。各段の上面は緩やかな傾斜面
を成し、段間は崖状となっている。地表面観察では本古墳の存在をうかがい知ることはできなかったが、
遺構確認のために掘削したトレンチ（１－ 41 Ｔ）の東端部で、地山の黄褐色土（基本層序第Ⅴ層）に落ち込
む黒褐色土のレンズ状堆積を確認した。遺構の可能性があると判断し、掘削範囲を面的に広げて精査を行
った。その結果、横穴式石室残存部とその外側に円形にめぐる列石があらわれ、未周知の古墳の存在が明
らかになった。トレンチで検出した落込みは周溝であることが判明した。古墳は、段造成により墳丘上部
および墳丘・周溝南東部は切り取られて消失、石室についても上部および羨道南東部が失われていた。
（２）調査グリッドの設定（第 63 図）

　発掘を開始するにあたり、壁体残存部の形状と方向に合わせた、およそ南北方向の石室長軸（主軸）と、
それに直交する短軸を設定した。さらに石室長軸・短軸を基準として２ｍメッシュの調査グリッドを設定
した。長軸に平行するグリッドラインは計６本設定し、西からＡ～Ｆと呼称した。短軸に平行するライン
も計６本設定し、北から１～６の呼称を与えた。Ｄラインが石室長軸延長、４ラインが短軸延長にあたる。
グリッド杭はラインの交点に打設し、Ｂ－４、Ｃ－３のように呼称した。石室内埋土の発掘過程で、東側
壁最上部の壁体石が東側に動いており、その分、設定したＤラインが本来の石室中軸より東に偏ることが
判明した。グリッド自体の再設定は行わなかったが、石室～周溝の長軸・短軸断面図および石室立面図は、
新たに設定した石室長軸・短軸ラインに沿って作成することとした（第 63・65 図Ａ－Ｂ、Ｃ－Ｄ）。
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（３）発掘の方法と経過（第 63・68 図）

　古墳から下段面へは高低差３ｍ以上の急崖となっていた。面的表土剝ぎと併行して、崖面の表土を剝ぎ
取って墳丘基底面および周溝下底面のおよそを把握した。そのレベル付近まで、掘削した表土を用いて下
段を埋めた後、本格的な調査に取りかかった。
　石室内の調査は、Ｄラインと４ラインにより石室内を４分割し、奥壁に向かって左奥から時計回りに
１・２・３・４区と呼称し、それぞれの区画を石室調査の単位とした。掘下げは、断面観察用ベルトを残
して区画ごとに進め、１区画で埋土の性状に変化が認められた場合には、他区画においても、その面の検
出を試みた。断面観察用ベルトは観察と記録を済ませた時点で崩し、再度ベルトを残して各区を掘り下げ
るという工程を数回繰り返して床面まで掘り下げた。床面上 10㎝から床面までの玄室埋土２層（床礫間隙

土を含む）については篩別・水洗し、微細遺物の抽出を試みた。
　石室内の調査と並行して石室外の調査を進めた。石室外についても、Ｄラインおよび４ラインにより４
分割し、北西から時計回りに１・２・３・４区と呼称して、墳丘・周溝調査の単位とした。ただし、現実
には、墳丘４区は盛土のごく一部が該当するのみで、周溝４区は存在しない。
　周溝の調査は、長軸および短軸ライン沿いのほか、西側２か所、東南側崖面沿い１か所の合計５か所に
設定した断面観察用ベルト際に、サブトレンチを掘削して土層の堆積状況を把握した。ベルトを残し、列
石とその崩落石、遺物を検出・精査しつつ、各区画で周溝埋土を層位ごと段階的に底面まで掘下げた。
　墳丘の調査は、長軸および短軸ラインに沿ってサブトレンチを掘削し、盛土層の築成状況を確認した。
さらに列石、掘方・裏込めを含めた石室との関係を把握して、各区画で盛土の掘削と石室裏込めの取外し
を行った。盛土掘削後に石室掘方のプラン検出を行い、掘方内の掘削を実施した。掘方掘削後、石室壁体
の解体へと進んだ。
　発掘状況を記録するにあたって、側壁などの左・右および奥・前の表現は、開口部から奥壁に向かって
の左右、奥前とした。なお、本古墳の呼称については、登録前は高尾Ａ遺跡ＳＭ 01 の呼称を用いた。

３　墳丘と周溝
（１）墳丘の築成と列石（第 63・64 図、ＰＬ 14・15）

　墳丘に列石を巡らす円墳である。残存状況不良のため、明確な墳丘規模を示すことが難しい。南北残存
長 6.7 ｍだが、西側残存盛土端と石室中軸との距離から推定して、墳丘直径８ｍとしておく。高さは、こ
れも残存盛土端から測った残存高は斜面上方の西側で 25㎝、斜面下方の北東側で 60㎝である。周溝底か
らだと、各々 45㎝、145㎝となる。
　墳丘の築成は、石室掘方を埋めた後に、マウンドを形づくる盛土層を掘方埋土および旧表土の直上から
積み上げている（10～19 層）。盛土は黄褐色・黒色ブロック混交土と、にぶい黄褐色～暗褐色土を用いて
おり、両者を交互に積む傾向がうかがえる。黄褐色・黒色ブロック混交土についても、微細にみると、黒
色ブロックが多い部分と少ない部分が互層状をなす様相を看取できる。各層の上面レベルと石室壁体との
関係をみると、13 層上面と奥壁第１段上面のレベル、12 層・18 層上面と左側壁第１段上面そして復元し
た右側壁第２段上面のレベルがほぼ一致する。石室の構築と墳丘の築成が一連の工程で行われたことを示
していよう。10 層・16 層は列石基底石の外側にも及び、墳裾部を形成する。
　石室裏込め外縁から 1.0～1.3 ｍ外側に列石が設置されている。およそ円形に巡るが、基底石の並びは、
北部と南部で直線的となる箇所がある。用材は 20～40㎝大の亜円礫・亜角礫である。多くは基底石のみ、
ないしは２段が残るだけだが、局部的に３・４段残存し、そこでの立ち上がり角度は 50 度ほどである。
基底石は南部では内外２列に並べており、遺存状況はよくないものの西部から北部でもその状況をうかが
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第 63 図　墳丘平面図
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第 64 図　墳丘断面図

  1  黒褐色(10YR3/2)  シルト。粘性なし。しまりややあり。粒子極細
1mm以下礫2％。150 ～ 300mm亜円礫・円礫混。玄室埋土

  2  黒褐色(10YR3/2)  シルト。粘性なし。しまりやや弱。粒子極細。150
～ 300mm亜円礫・円礫少混。上面で土師器坏出土。玄室埋土

  3  灰黄褐色～にぶい黄褐色(10YR4/2～4/3)  砂質シルト。粘性・しまり弱。
羨道埋土。2層との層界不明瞭

  4  暗褐色(10YR3/4)  シルト。粘性・しまりややあり。30 ～ 50mm礫微
混

  5  黒色(10YR2/1)  シルト。粘性あり。しまり普通。20 ～ 50mm礫微混。
周溝埋土

  6  にぶい黄褐色(10YR4/3)  シルト。粘性・しまりあり。粒子細。他の周
溝埋土より礫少ない。周溝埋土

  7  黒褐色(10YR3/2 ～ 2/2)  シルト。粘性・しまりややあり。7層土ブロ
ック混。30mm以下礫微混。周溝埋土

  8  暗褐色(10YR3/3 ～ 3/4)  シルト。粘性・しまりやや弱。周溝埋土
  9  黒褐色(10YR2/2 ～ 2/3)  シルト。粘性・しまりややあり。30mm以下

礫微混。周溝埋土
10  暗褐色(10YR3/3 ～ 3/4)  砂質シルト。粘性弱。しまりあり。盛土
11  にぶい黄褐色シルトブロック ・黒色シルトブロック ・黒褐色シルトブ

ロック混在。粘性弱。しまりあり。盛土
12  にぶい黄褐色～褐色(10YR4/3 ～ 4/4)  砂質シルト。粘性ややあり。し

まり強。黄褐色～明褐色シルトブロック混。盛土
13  にぶい黄褐色シルトブロック50％・黒色シルトブロック30％・黒褐色

シルトブロック20％混在。粘性あり。しまり強。盛土

14  にぶい黄褐色シルトブロック45％・黒色シルトブロック40％・黒褐色
シルトブロック15％混在。粘性あり。しまり強。盛土

15  褐色(10YR4/6)  シルト。褐色シルトブロック主体。黒色シルトブロッ
ク20%混。粘性あり。しまり強。盛土

16  にぶい黄褐色(10YR4/3)  シルト。粘性あり。しまり強。粒子極小
      10 ～ 20mm礫1％・白色土粒混。盛土
17  褐色(10YR4/6)  シルト。粘性あり。しまり強。粒子極小。10YR2/2

～ 2/3黒褐色シルトブロックが互層状に入る。10 ～ 20mm礫1％混。
       盛土
18  褐色(10YR4/6)  シルト。粘性あり。しまり強。粒子極小。上部は10YR2/2

～ 2/3黒褐色シルトブロックが互層状に入る。10 ～ 20mm礫1％混。
       盛土
19  暗褐色(10YR3/3)  粘性弱。しまりあり。盛土
20  暗褐色(10YR3/3)  シルト。しまりなし。空隙多。側壁裏込礫隙間の土
21  暗褐色(10YR3/3 ～ 3/4)  砂質シルト。粘性弱。しまりあり。玄室敷土
22  暗褐色(10YR3.5/3)  シルト。しまりあり。黄褐色土細ブロック混
      羨道敷土
23  黄褐色・黒褐色・黒色シルトブロック混在。割合は黄褐色30％・黒褐

色30％・黒色30％前後。しまりあり。掘方埋土
24  にぶい黄褐色(10YR5/5)  シルト。やや粘性あり。しまりあり
       掘方埋土
25  暗褐色(10YR3/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり。梱石掘方埋土
26  黒色～黒褐色(10YR2/1 ～ 2/2）  シルト。粘性あり。しまりややあり基

盤との層界不明瞭。旧表土
27  黄褐色(10YR5/6)  シルト。粘性あり。しまり強。粒子極小。基盤
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うことができる。基底石に明確な掘方は認められない。北部の状況からすると、列石外側の盛土端にも別
の列石が存在し、二重列石を成していた可能性がある。その場合、残存する列石すなわち内回り列石が墳
丘内に埋め込まれていた可能性が浮上する。しかし、その点は明確にならなかった。
（２）周溝（第 63・64 図）

　墳丘の南西から北東にかけて周溝が残存する。現状、外縁ラインはゆがんで、端整な円弧を描いていな
い。規模は、残存盛土端から測って、西側で幅 3.0 ｍ、深さ 20㎝、北東側で幅幅 3.0 ｍ、深さ 70㎝である。
西部から南部に向かって溝外側の立上がりが低くなってゆき、現状、標高 749.1 ｍ付近で消失する。本来、
もう少し東に延びていた周溝立上がりが、流出や削平により消失した可能性は高い。周溝埋土は５層に分
層できる（５～９層）。人為的な埋戻しや掘直しの状況は認められない。北部の墳丘斜面側の６層から須恵
器高台坏・坏蓋が出土した。また、５層出土の炭化物の放射性炭素年代を測定したところ、14 Ｃ年代で
960 ± 20yrBP、暦年較正年代（１σ）では 1025～1147cal AD の間に３つの範囲で示される測定結果を得
た。古代末の段階では、周溝が埋没し切っていなかったと考えてよいだろう。

４　石室
（１）残存状況と埋没状況（第 64・65 図、ＰＬ 14）

　本古墳の内部主体は南に開口する横穴式石室である。天井石は失われ、遺存状況が良い左側壁でも壁体
は最大２段が残存するにすぎない。右側壁はとくに破壊が著しく、玄門部から羨道の壁体はすべて失われ
ている。奥壁は第２段以上が抜き取られている。奥壁抜取り痕は墳丘盛土および石室掘方充填土を掘り込
んでおり、その規模を考慮すると、少なくとも最奥の天井石は同時に抜き取られたと推測できる。
　玄室内の埋土は２層に分かれ、１層は裏込めに由来すると思われる 15～30㎝の亜円礫や円礫を多く含
むが、２層には礫が少ない。２層上面はほぼ水平で、そのレベルは奥壁最下段の上端とほぼ同じである。
奥壁外には及ばないため、２層が堆積した時点では奥壁第２段以上および天井石が存在していた可能性は
高い。平安時代の土師器坏が上面で出土したことから、２層の堆積は平安時代以前と考える。１層は奥壁
第１段を覆っており、奥壁の抜取り後に、裏込めの崩落礫とともに石室内に流入したものであろう。
（２）石室構造（第 64～66 図、ＰＬ 14・15）

　石室の残存長は 3.7 ｍを測る。長軸は N6°E を指し、丘陵斜面の走向に対してやや斜交する。
玄室　玄室は胴張りプランをなす。幅は奥壁部 90㎝、中央部 1.3 ｍ、玄門部 80㎝、長さは左側壁 2.2 ｍ、
右側壁 2.3 ｍを測る。床面からの残存高は最大 80㎝である。
　奥壁は壁体石が１段残存するのみである。高さ最大 50㎝、幅 65㎝、厚さ 20㎝の扁平な石材の、広い面
を内側に向けて設置している。上面の石室床面からの高さは約 20㎝である。奥壁石と右側壁最奥石との
間にできる隙間には小形の石材を詰めている。
　左側壁は壁体石が２段残存する。第１段は、長さ 60～80㎝、高さ 50～60㎝前後の石材３石で構成され
る。いずれも広い面を内側に向け、長手を石室長軸に揃えて設置されている。第２段は、長さ 50㎝前後、
高さ 30㎝程度の、第１段より小振りでやや偏平な石材を主体に、広い面を上下に向けて横積みないし小
口積みにしている。第１段最奥の壁体石がやや低いが、第２段にやや大振りの石材を用いており、第２
段の壁体石上面のレベルはほぼ一定である。壁体外側に 30～40㎝の礫を用いた控積みが部分的にみられ、
特に扁平な石材を立てた最奥石部分に顕著である。
　右側壁の壁体石は最大３段分残存するが、２・３段目の壁体石は外側にずれ落ちており、１段目最前石
は外側に倒れた状況であろう。第１段は長さ 70～80㎝、高さ 50㎝程度の石材３石で構成され、左側壁と
同じく広い面を内側に、長手を石室長軸に揃えている。第２段の壁体石は２石、第３段の壁体石は１石が
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第 65 図　石室平面図
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第 66 図　石室立面図・断面図
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残るのみで、ずれ落ちてはいるが、長さ 50㎝前後、高さ 15～20㎝の小振りでやや偏平な石材を、広い面
を上下に向けて平積みにしていた状況を看取できる。上面レベルを復元すると、第２段が左側壁第１段と、
第３段が左側壁第２段とほぼ等しい。なお、右・左側壁とも、壁体石第１段の下に小形で扁平な石材を、
掘方底面との間に詰めている部分がある。
　床は、薄く敷き土（21 層）を施した上に円礫・亜円礫を敷き詰めている。礫の大きさは、20～30㎝のも
のもわずかにあるが、ほとんどは５～10㎝である。なお、玄室中央左に礫敷きが存在しない部分があり、
後世のかく乱を受けた可能性がある。
　羨道床との境には梱石が設置されている。縦 35㎝、横 80㎝、厚さ５㎝の板状石を用い、幅 20㎝程度の
溝状の掘方に埋設している。梱石は、上端が床面から 10～13㎝突出し、左端は立柱石に接する。
羨道　羨道は左側壁のみ残存する。立柱石と前奥２列の壁体石が、玄室前端より 20㎝ほど内側に張出す
分、羨道は幅狭となる。立柱石は幅約 15㎝、高さ約 70㎝を測る。立柱石から前は内面がほぼ揃うため、
立柱石は羨道に含めた。奥側の壁体石は２段残存し、玄室と同様な形状・大きさの石材、用い方により構
成されている。上面レベルも玄室第２段と揃う。前側の壁体石は２段分残存するが、第２段は内側にずれ
込んでいる。第１・第２段とも小振りの石材を平積みにする。前側の壁体石は奥側とは用材方が違い、ま
た墳丘回り列石に連接している。前側壁体石の前端を羨道の前端と仮定するならば、羨道長は 1.5 ｍとな
る。なお、右立柱石の掘方ないし抜痕は確認できなかったが、玄室右側壁最前石と梱石右端の位置関係か
ら、両袖型の石室を想定しておく。
　羨道床は、玄室よりやや厚く敷き土（22 層）を施している。敷き土上には５～10㎝大の円礫・亜円礫が
若干存在しており。本来、玄室同様の礫床が形成されていた可能性は高い。しかし、右側壁が失われたこ
とにより流失したと考える。
　梱石の前面に、25～45㎝の礫が乱雑に２段ほど重なった状況が認められ、発掘段階では閉塞施設の残存
である可能性を考えた。しかし、礫間の隙間は大きく、隙間の土は特に堅固でも特異な土質でもないため、
石室壁体や裏込めの崩落である可能性を否定しきれない。
（３）掘方と裏込め（第 64～67 図、ＰＬ 14・15）

掘方　本古墳は斜面を切り開いて平坦面を造成した掘方内に石室を構築している。掘方は２段に掘り込ま
れている。１段目は平面コ字状を呈し、山側の西辺は長さ約４ｍ、北辺・南辺の長さは約２ｍ・1.5 ｍを
測る。掘方の掘削は旧表土上面から行われている。深さは西辺中央部で最大 33㎝を測り、そこから谷側
に向かって徐々に浅くなり、右側壁下で消失する。壁体を設置する部分には２段目を掘り込んでいる。奥
壁から左側壁にかけては溝状に掘り込まれ、深さは最大で 15㎝を測る。一方、右側壁部分はあまり明瞭
ではなく、個々の壁体石ごとに若干掘り窪めた程度である。１段目西辺の延長方向は N17°E で、石室長
軸に対して斜行する。掘方は斜面の走向に合わせて掘削し、石室は南北を指向して構築したと理解する。
裏込め　壁体石の外側には円礫・亜円礫を用いた裏込めがなされ、裏込めと掘方壁の間に土を充填してい
る。掘方底から高さ 20㎝ほど、奥壁上端付近までは、ほぼ土のみ充填している。それより上位では、壁
体石の外側 40～80㎝の範囲で円礫・亜円礫を用いた裏込めが壁体を囲み、その外側は、掘方充填土ない
し墳丘盛土となる。裏込めの礫は 10～15㎝大前後のものを主体とするが、外縁部には 20～35㎝程度のや
や大振りな礫が用いられている。小礫部分を押さえ、充填土および盛土との混交を防ぐことを企図した用
材法であろう。
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第 67 図　石室掘方平面図
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５　遺物
（１）出土状況（第 63・68 図、ＰＬ 15）

玄室　玄室内から人骨、土器、金属製品が出土した。
　人骨は玄室左奥寄りの１・３区にまとまっている。玄室床面から７㎝前後浮いた位置にあるため、初葬
時のものとは考え難い。人骨については、茂原信生氏・櫻井秀雄氏・本郷一美氏に鑑定を依頼し、結果を
第５節に掲載した。それによれば、焼骨と生骨が混在しており、圧倒的に焼骨が多い。焼骨・生骨ともに
遺存状態が不良のため、被葬者の個体数や性別・年齢について得られた知見は少ないが、焼骨と生骨が
あることから２体以上の個体が存在し、さらに、焼けていない個体は 20 歳前後の若い個体を含むという。
なお、生骨と焼骨に層位的な違いはなかった。
　埋土２層下部の篩別・水洗により須恵器、金銅製品（写真ＰＬ 15 ①）を検出した。全て小細片で、形態
の特徴や帰属時期に言及することは困難である。須恵器片は４区、金銅製品は２区検出となる。
　埋土中からは、土師器坏、須恵器坏片が出土している。６の土師器坏は、玄室中央やや右寄りの床面か
ら 20㎝ほど高い２層上面で、正位の状態で出土した。器体はほぼ完存する。平安時代の石室再利用の１
例とみておきたい。３の須恵器坏は玄室３区の１層から出土した。
石室外　石室外の出土遺物は須恵器で、１の須恵器坏蓋、２の高台坏、４・５の甕がある。坏蓋と高台坏
は北側墳裾付近の周溝内６層から各１個体が近接して出土した。割れて破片となっていたが、個体ごとに
まとまり、周溝底面からの高さもほぼ同じである。同一面上に近接する状況といえる。平安時代までは天
井石が存在したと推定されるため、石室内から掻き出されたものとは考え難い。甕は、石室開口部の南西
２ｍ、周溝底と推測する位置で胴部片が２点出土した。
（２）遺物（第 69 図、ＰＬ 15）

　１は須恵器の坏蓋である。口径 15.5㎝を測る。端部は屈折してやや外に開く。屈折部外面に沈線１条を

第 68 図　遺物出土状況図
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巡らせる。天井頂部外面が剝落していて、つまみ部の形状は不明である。２は高台付坏で、口径 15.0㎝を
測る。坏底部が高台下端より突出する。１・２は胎土の性状や灰白色を呈する色調、焼成状態が酷似し、
口径も合致するため、セットを成していた可能性が高い。出土状況からもそのことがうかがえよう。３の
坏は体部の立ち上がりが急角度で、底面が広く、底面外縁付近に３条の条線が巡る。高台の剝落痕は認め
られないが、上記の特徴から、高台坏として器体を製作したものの、高台を貼付しないまま焼成に至った
ものと考える。４・５は須恵器甕の胴部である。外面は擬格子タタキ、内面は丁寧なナデ調整を施してい
るが、４には円形当て具痕がわずかに残る。
　６の土師器坏は口径 11.9㎝、ロクロ整形、底部切り離しは回転糸切りである。明らかに平安時代に属す
るものである。詳細な時期は決め難いが、10 世紀代であろう。
　写真ＰＬ 15 ①の金銅製品は薄い銅板の両面に金装を施している。形態、器種ともに不明である。

６　年代と火葬骨について
　本古墳は出土遺物が僅少で、特に床面遺物がほぼ皆無であるため、築造年代を特定することが難しい。
そのなかで、年代を考える材料のひとつとなるのが周溝から出土した須恵器高台坏である。この土器は、
初葬時あるいは追葬時において、墳丘上での祭祀行為に用いられたものと推測するが、高台下端より坏底
部が突出する形態は７世紀末～８世紀前葉に特徴的な形態である。この年代は、追葬を含めた古墳として
の機能存続期間に重なることは確かである。
　次に横穴式石室の形態である。冨沢一明氏の論考（冨沢 2000）によれば、当地域の横穴式石室は、６世
紀後半に無袖型石室が導入され、６世紀末以降両袖型石室が加わるが、７世紀中葉を境に立柱石と腰石的
積み方の側壁をもつ両袖型石室にほぼ統一され、以後、このタイプの石室が規模を縮小しながら８世紀に
継続してゆく。加えて、このタイプの石室のなかでも、大型の石室は７世紀中葉を中心とした時期に築造
が集中し、小型の石室は７世紀末から８世紀前半の築造と推定されるものが主体を成す。本古墳の横穴式
石室は、両袖型である確証は得ていないが、腰石積み的側壁をもち、玄室と羨道の境に立柱石を立ててい
る。石室の規模は当地域の古墳のなかでも最小の部類に属する。こうした形態的特徴を有する本古墳の横
穴式石室は 7 世紀末以降に属するものと考える。
　材料は少ないながら、石室形態と周溝出土の須恵器高台坏から、さらに、高台坏が追葬に伴う可能性を
考慮し、本古墳の築造年代として７世紀末から８世紀初頭を想定しておく。そして、８世紀のある時点、
おそらく８世紀前半までは石室への追葬が継続していたのであろう。
　本古墳の石室内からは生の人骨とともに焼けた人骨が出土した。どちらも追葬に伴う可能性が高い。長
野県内で、横穴式石室内から焼骨が出土した事例は、佐久市（旧臼田町）五霊西 12 号古墳・蛇塚古墳（臼

第 69 図　出土遺物
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田町教育委員会 1988、臼田町誌刊行会 2007）、松本市安塚２～４・７号墳・秋葉原１号墳（松本市教育委員会 

1979・1983、直井 1994）、千曲市杉の木古墳（原 1998）などがある。
　五霊西 12 号古墳は８世紀初頭の築造と推測され、築造時の第Ⅰ期床面と、追葬時・平安時代再利用の
第Ⅱ期床面がある。焼骨は第Ⅰ期床面と第Ⅱ期床面の間層に含まれていた。秋葉原１号墳は７世紀末～８
世紀前半と考えられ、生骨が石室底面にほぼ密着して、焼骨が底面より約 10㎝浮いて出土した。土葬か
ら火葬への変化を想定し得る事例である。本古墳では生骨と焼骨に層位的な違いが認められず、五霊西
12 号古墳は、第Ⅰ期・第Ⅱ期床面間層の出土は焼骨のみであるが、火葬骨の埋納を前提に古墳を築くと
は考え難いため、やはり、追葬が継続する過程において土葬から火葬への変化があったと理解しておきた
い。
　火葬は８世紀に入って普及したとされる。遺体を火葬にする新たな習俗は古墳を造営する地域の有力層
に取り入れられたが、その導入期において、火葬骨は旧来の埋葬の場である横穴式石室に納められた。岡
谷市大久保Ｂ遺跡１・２号墳墓（埋文センター 1987）などの「古代の火葬墓」の出現に先行する火葬骨埋
納形態を示す事例といえよう。
　なお、玄室埋土２層上面で出土した土師器坏は、人骨が検出されなかったため、埋葬かどうかは定かで
ないが、平安時代における石室再利用を示す可能性があろう。

引用・参考文献

臼田町教育委員会 1988『五霊西 12 号古墳』

臼田町誌刊行会 2007『臼田町誌』第３巻　考古　古代・中世編

市教委 2008『市道遺跡Ⅲ　辻遺跡　儘田遺跡Ⅱ　西裏遺跡』

冨沢一明 2000「信濃、千曲川流域における横穴式石室の導入と展開―東信地域を中心として―」『専修考古学』第８号

直井雅尚 1994「松本市安塚・秋葉原古墳群の再検討」『中部高地の考古学』Ⅳ

原　明芳・鳥羽英継 1979「麻績村武士塚古墳発掘調査報告」『長野県考古学会誌』33

原　明芳 1998「信濃の古代墳墓」『長野県考古学会誌』86

松本市教育委員会 1979『松本市新村安塚古墳群』

松本市教育委員会 1983『松本市新村秋葉原遺跡』

埋文センター 1987『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書１―岡谷市内―』
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第４節　自然科学分析

　高尾Ａ遺跡、高尾古墳群５号墳では自然科学分析として、放射性炭素年代測定と黒曜石産地推定分析、
火山灰分析を委託で実施しており、以下にその概要を報告する。なお、各分析の詳細については分析報告
書を DVD に収録した。

１　放射性炭素年代測定
（１）分析の内容
　高尾Ａ遺跡の竪穴建物跡と、高尾古墳群５号墳の周溝から採取した炭化物を対象として、株式会社加速
器分析研究所に委託し、放射性炭素年代測定を実施した。
（２）分析試料と目的
　分析試料は竪穴建物跡ＳＢ 01 のＰ１・２から採取した３点、高尾古墳群５号墳の周溝埋土５層（２－

２層）から採取した１点の合計４点で、目的は両遺構の年代を推定するための資料を得ることにある。
（３）分析結果
　測定結果を第 24 表に示した。１σ暦年代範囲の最小値と最大値をみながら、竪穴建物跡ＳＢ 01 と高尾
古墳群５号墳の年代測定値を整理しておく。
　竪穴建物跡ＳＢ 01 では、Ｐ１埋土から採取した炭化物の№１が 4771calBC-4711calBC、Ｐ１埋土
最下部から採取した炭化物の№２が 4777calBC-4708calBC、Ｐ２埋土から採取した炭化物の№３が
4727calBC-4618calBC の範囲で、３点全てが縄文時代前期前葉頃に相当する年代値である。竪穴建物跡Ｓ
Ｂ 01 は、出土土器の様相から縄文時代前期前葉と推測されるため、年代測定結果は整合する。
　高尾古墳群５号墳の周溝埋土５層から採取した炭化物の№４は、1025calAD-1147calAD の範囲となり、
７世紀末の築造と推定される５号墳の年代値としては新しいものであった。しかし、№４を採取した地点
が周溝である点を考慮すれば、この年代値は古墳の築造に関わるものではなく、周溝の埋没過程において
堆積した炭化物を測定した結果とすることができよう。

２　黒曜石産地同定分析
（１）分析の内容
　高尾Ａ遺跡から出土した旧石器時代の石器群について、沼津工業高等専門学校物質工学科の望月明彦氏
に委託し、エネルギー分散蛍光Ｘ線分析法による黒曜石産地推定分析を実施した。

第 24 表　分析試料と測定年代

№ 試 料 名 種　類 採取位置 暦年較正用
（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

1 №１
（1-1） 炭化物 SB01　Pit １埋土 5,865 ± 27 4771calBC-4711calBC（68.2％） 4799calBC-4686calBC（95.4％）

2 №２
（1-2） 炭化物 SB01　Pit １

埋土最下部 5,861 ± 28 4777calBC-4708calBC（68.2％） 4799calBC-4682calBC（94.2％）
4633calBC-4621calBC（1.2％）

3 №３
（1-3） 炭化物 SB01　Pit ２埋土 5,830 ± 27 4727calBC-4670calBC（57.6％）

4637calBC-4618calBC（10.6％） 4780calBC-4610calBC（95.4％）

4 №４
（1-1） 炭化物 ５号墳周溝

埋土５層（2-2 層） 963 ± 21
1025calAD-1046calAD（29.1％）
1094calAD-1120calAD（32.7％）
1141calAD-1147calAD（6.4％）

1020calAD-1055calAD（34.3％）
1076calAD-1154calAD（61.1％）



―　147　―

第４節　自然科学分析

殻状刃器が 40 点、削器が４点、台形石器が４点、石核が３点、剝片が 202 点である。分析不可とされた
貝殻状刃器３点、剝片 10 点の合計 13 点を除き、243 点の黒曜石産地推定分析を実施した結果、243 点全
てが蓼科エリア冷山群の範囲にプロットされた。
　産地同定した縄文時代の石器群は 109 点で、その内訳は石鏃が 24 点、石核が５点、石錐が２点、剝片
が 60 点、両極石器が 16 点、二次加工がある剝片１点、原石が１点である。この中で、分析不可とされた
石鏃１点、剝片１点、合計２点を除き、107 点の黒曜石産地推定分析を実施した。その結果、諏訪エリア
星ヶ台群の範囲にプロットされたものが最も多く 78 点を数え、縄文時代の石器群全体の 72.9％を占める。
星ヶ台群に続くのは、和田エリア（ＷＤ）鷹山群の範囲にプロットされた 10 点で全体の 9.35％、土屋橋
北群の範囲にプロットされた９点で全体の 8.41％となる。以下、和田エリア（ＷＯ・ＷＤ）の各判別群の
範囲にプロットされたものが続くが、全体に占める比率は極めて少ない。注目されるのは、箱根エリア黒
岩橋群の範囲にプロットされたものが１点存在することである。この石器は、２区から出土した無茎の石
鏃で（第 59 図 14）、遺構外出土のため時期不明だが、遺構外から縄文時代前期前葉、後期初頭、弥生時代
前～中期の土器が出土しているのでそうした時期に該当する可能性はある。
　時期不明の１点は、二次加工がある剝片で、諏訪エリア星ヶ台群の範囲にプロットされた点からすれば
縄文時代の可能性もあろう。
　高尾Ａ遺跡では、全ての黒曜石を分析したわけではないが、推定結果を見ると旧石器時代と縄文時代と
では大きな違いが認められる。旧石器時代では、分析した全ての黒曜石が遺跡近隣の蓼科エリア冷山群の
範囲にプロットされたが、縄文時代では諏訪エリア星ヶ台が主体となって全体の 70％を超え、和田エリ
アがそれに続くなど、遺跡と黒曜石産地の関係が一変する。縄文時代の石器群は、遺構外からの出土であ
り時期は不明だが、諏訪エリア星ヶ台群が優位となり和田エリアが続く状況は、八ヶ岳西南麓の前期以降
に類似する。

３　火山灰分析
（１）分析の内容
　高尾Ａ遺跡の２区で採取した土壌をサンプルとして、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、テフラ分
析と重軽鉱物分析を実施した。また、テフラの同定精度を高めるため、火山灰ガラスまたは重鉱物の屈折
率測定を併用した。

（２）分析試料と目的
　分析試料は旧石器時代の石器群 256 点、
縄文時代の石器群 109 点、時期不明１点
で、目的は石器石材として利用された黒
曜石の産地を推定することにある。
（３）分析結果
　石器個別に関わる詳細な分析データは、
本書収録の DVD に分析報告を掲載した。
ここでは、全体の分析結果のみ整理して
おく。第 25 表に、時代別の黒曜石産地
組成を示した。産地同定した旧石器時代
の石器群は 256 点で、その内訳は厚刃掻
器が１点、掻器・掻器状石器が２点、貝

第 25 表　時代別黒曜石産地組成

時代 試料数 エリア 判別群 記号 石器数 比率（％）

旧石器 256
蓼科 冷山 TSTY 243 100.0

分析不可 13 ―

縄文 109

和田（ＷＯ） 高松沢 WOTM 2 1.87

和田（ＷＤ）

鷹山 WDTY 10 9.35
小深沢 WDKB 1 0.93
土屋橋北 WDTK 9 8.41
土屋橋西 WDTN 5 0.05
土屋橋南 WDTM 1 0.93

諏訪 星ヶ台 SWHD 78 72.90
箱根 黒岩橋 HNKI 1 0.93

分析不可 2 ―
不明 1 諏訪 星ヶ台 SWHD 1 100.0

合　　　計 366
（分析報告をもとに作成）
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（２）分析試料と目的
　分析試料は、第 47 図に示した２区４トレンチ西壁のＡ～Ｃ地点で採取した土壌 11 点と、４トレンチ西
壁に直行する方向のＣ２ＮＷシタ壁Ｄ・Ｅ地点およびＣ１ＮＷシタ壁Ｆ・Ｇ地点で４点ずつ採取した土壌
８点の、合計 19 点である。分析の目的は、テフラの産状から旧石器時代の石器群を包含する第Ⅳ層およ
び石器群に係わる年代資料を得ることにある。
（３）分析結果
　分析は２回に分けて実施した。１回目は４トレンチ西壁Ａ～Ｃ地点で採取した土壌 11 点、２回目はＣ
２ＮＷシタ壁Ｄ・Ｅ地点とＣ１ＮＷシタ壁Ｆ・Ｇ地点で採取した土壌の合計８点を分析した。
　１回目の分析では、立川ローム層上部ガラス質火山灰（UG）と共通する中間型および軽石型火山灰ガ
ラスが第Ⅴ～Ⅲａ層にかけて検出された。この火山灰ガラスは、浅間山 15,800 年前の噴火によるカラフ
ル火山灰に相当するとされる。この結果、第Ⅲａ層より上部は古くとも 15,800 年前以降、第Ⅴ層より下
部は新しくとも 15,800 年以前に形成された土層となる。また、第Ⅳ層ではＡＴ由来のバブル型火山灰を
検出したが降灰層準を推定できず、第Ⅳ層の形成年代とＡＴ降灰年代の関係は不明であった。
　２回目の分析では、中間型および軽石型火山灰ガラスは、浅間火山の 15,800 年前の火山灰のみに由来
するものだけではなく、20,000～25,000 年前に噴出した浅間板鼻褐色テフラ（As-BP）などに由来する火
山灰ガラスも混在する可能性が指摘された。
　以上の結果、今回の火山灰分析では旧石器時代の石器群を包含する第Ⅳ層の年代資料を得ることはでき
なかった。同時に、高尾Ａ遺跡の立地が斜面地で、場所により欠落もしくは局所的にしか認められない土
層が存在することなどから、土層形成は不安定な環境下で進行し、石器群も再堆積を経ている可能性が高
い。
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第５節　高尾古墳群５号墳出土の人骨

茂原信生・櫻井秀雄・本郷一美　

はじめに
　高尾古墳群５号墳は長野県佐久市にある古墳で、中部横断自動車道の建設に伴い､ 長野県埋蔵文化財セ
ンターによって 2013（平成 25）年に発掘調査された。その際、横穴式石室の玄室から骨が出土した。出土
した骨はすべてヒトの骨と思われる。焼骨と生骨が混在しているが、圧倒的に焼骨が多い。
（１）焼骨
　出土した焼骨は、いずれも細片で、同定が困難なものが多い。青黒く焼けたものも混在するので高熱で
焼かれたものだけではない。
　頭蓋冠の骨が少ない。左側頭骨錐体片がある。四肢骨片は大きいものはなく､ 大きくても数㎝の細片で
ある。𣓤骨の骨幹部が残っているが、焼けているにしても細い。大腿骨後面の粗線部があるが粗線は細い。
焼骨は、１体分かどうかは不明であるが、量的には多くない。多くても数百グラムであろう。１体分の焼
骨重量（平均約２㎏：茂原ほか 1996）よりはるかに少ない。
（２）生骨
　焼けていないものの四肢骨はほとんど残っていない。焼けていない歯は､ ほとんどが上顎歯で、下顎歯
は１本のみである。
　上顎歯で左右の第１小臼歯から第３大臼歯まで､ 下顎左第１大臼歯と思われる歯がある。上顎歯の咬耗
は軽度であるので 20 歳前後の若い個体であろう。咬耗度には左右差があり、左の咬耗が右より強い。な
ぜか不明だが、別個体か、あるいは咬合する下顎第１大臼歯が何らかの理由で脱落していた場合などが考
えられる。Ｍ３の咬耗はほとんどなく、Ｍ２とＭ３の間に隣接面磨耗がないので、Ｍ３が萌出直後の年齢
であろう。
　隣接面磨耗がうまく合わない歯もあるので１体分とは断定できない。小臼歯は左右の形がかなり異なっ
ているので、別個体の可能性もある。
（３）まとめ
　生骨と焼骨が混在しているので１体ではない。焼けていない個体は、歯だけが残り、20 歳前後の若い
個体である。性別は不明である。

引用・参考文献

茂原信生・松島和己（1996）「中村中平遺跡（長野県飯田市）から出土した縄文時代晩期の焼かれた骨片」『飯田市美術博物館研

究紀要』６　137-151.　飯田市美術館

第 26 表　高尾古墳群５号墳出土の人骨同定リスト

骨番号 種類 出土位置 取上番号ほか 重量ｇ 生骨／焼骨 部位など
骨 1-1 骨 石室３区 1.54 焼骨 不明 １点（２×２㎝ほどのもの）
骨 1-2 骨 石室３区 0.00 不明 不明 ごく細片
骨 1-3 骨 石室３区 4.99 焼骨 大腿骨後面粗線部片

骨 1-4 骨 石室３区 0.42 焼骨・生骨 歯の歯片は生骨か。
他に焼骨細片
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骨番号 種類 出土位置 取上番号ほか 重量ｇ 生骨／焼骨 部位など
骨 1-5 骨 石室１区 1.21 生骨？ 不明 細片のみ
骨 1-6 骨 石室１区 2.93 焼骨 不明
骨 1-7 骨 石室３区 №１ 0.17 不明 不明 ごく細片
骨 1-8 骨 石室１区 №２ 0.00 なし
骨 1-9 骨 石室１区 №３ 0.12 焼骨 不明 ごくごく細片
骨 1-10 骨 石室１区 №４ 0.43 焼骨 不明 細片
骨 1-11 骨 石室１区 №５ 0.00 なし
骨 1-12 骨 石室１区 №６ 0.29 不明 不明 細片

骨 1-13 骨 石室１区 №７ 17.69 焼骨・生骨 骨頭片、𣓤骨？、上
顎歯槽骨片

骨 1-14 骨 石室１区 №８ 10.21 焼骨・生骨 不明 不明
骨 1-15 骨 石室１区 №９ 1.55 焼骨 不明

骨 1-16 骨 石室１区 № 10 32.06 生骨・焼骨 脛骨片 焼けていない。左右は不明。
焼骨細片が混在

骨 1-17 骨 石室１区 № 11 0.08 不明 不明 ごく細片

骨 2-1 骨 石室１区 № 12 19.68 焼骨 焼けた上顎大臼歯の
歯根、四肢骨片

骨 2-2 骨 石室１区 № 13 全体 37.77 焼骨 頭蓋骨片（頭蓋冠）
が数点ある

骨 石室１区 № 13 中 1.12 焼骨 下顎左関節頭
骨 2-3 骨 石室１・３区 № 14 24.75 焼骨 四肢骨片
骨 2-4 骨 石室１・３区 № 14 直上 25.10 生骨・焼骨 不明 焼骨は細片のみ
骨 2-5 骨 石室１・３区 № 14 直下 11.27 焼骨 不明
骨 2-6 骨 石室１・３区 № 15 0.29 焼骨 不明

骨 2-7 骨 石室１区 № 16 49.92 焼骨
下顎骨左切歯部（Ⅰ
１、Ⅰ ２、 Ｃ の 歯
槽）、他に細片

骨 2-8 骨 石室１区 № 16 直上 3.87 焼骨 細片

骨 2-9 骨 石室１区 № 17 71.24 焼骨
鱗状の亀裂がある。
頭蓋骨片と思われる
ものがある

骨 2-10 骨 石室１区 № 17 直下 8.16 焼骨 四肢骨片 不明

骨 2-11 骨 石室１区 № 18 31.87 焼骨 細い𣓤骨片、左側頭
骨錐体片

やや大きめの歯片もあるが
部位は不明である。

骨 2-11 骨 石室１区 № 18 中 19.13 焼骨 橈骨

きゃしゃである。
焼けている（温度は高くな
い。亀裂あり⇒生で焼いて
いる）
左右は不明

骨 2-11 歯 石室１区 № 18 中　Ａ 0.55 生骨 上顎右第２大臼歯 補強材を含む重量
骨 2-11 歯 石室１区 № 18 中　Ｂ 0.55 生骨 上顎左第１大臼歯 補強材を含む重量
骨 2-11 歯 石室１区 № 18 中　Ｃ 0.30 生骨 上顎左第 1 小臼歯 補強材を含む重量
骨 2-11 歯 石室１区 № 18 中　Ｄ 0.32 生骨 上顎左第 2 小臼歯 補強材を含む重量
骨 2-11 歯 石室１区 № 18 中　Ｅ 0.76 生骨 下顎左第１大臼歯？ 補強材・土を含む重量
骨 2-12 歯 石室３区 T1 0.60 生骨 上顎右第１大臼歯 補強材を含む重量
骨 2-13 歯 石室３区 T2 0.17 生骨 上顎右第 2 小臼歯 補強材を含む重量

骨 2-14 歯 石室３区 T3 1.17 生骨 上顎右第１小臼歯 全く咬耗がない補強材を含
む重量

骨 2-15 歯 石室３区 T4 0.11 生骨 破片

骨 2-16 歯 石室１区 T5 0.47 生骨 上顎左第３大臼歯

全く咬耗がない。形が通常
と異なる。現実に萌出して
いたかは不明
補強材を含む重量
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第５節　高尾古墳群５号墳出土の人骨

第 70 図　高尾古墳群５号墳出土人骨の歯

第 27 表　高尾古墳群５号墳出土人骨の歯の大きさ（単位㎜）

左上顎 歯種 M1 M2 M3
近遠心径 ― ― 11.2 10.3 10.9
頰舌径 ― ― 11.5 11.6 9.1

上顎右 歯種 P1 P2 M1 M2
近遠心径 4.3 8.7 ― 10.3 ―
頰舌径 9.5 ― ― 11.5 ―

骨番号 種類 出土位置 取上番号ほか 重量ｇ 生骨／焼骨 部位など

骨 2-17 歯 石室１区 T6 0.67 生骨 上顎左第２大臼歯
※通常、12 歳くらいに生え
る歯である
補強材を含む重量

骨 2-18 骨 石室１区 床礫間土水洗 3.30 焼骨 不明 細片
骨 2-19 骨 石室２区 床礫間土水洗 0.04 不明 不明 細片が 1 点のみ
骨 2-20 骨 石室３区 床礫間土水洗 0.60 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-21 骨 石室 4 区 床礫間土水洗 0.10 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-22 骨 石室 床礫間土水洗 0.10 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-23 骨 石室１区 2 層土（床付近）水洗 0.40 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-24 骨 石室１区 2 層土（床付近）水洗 0.40 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-25 骨 石室１区 2 層土（床付近）水洗 6.70 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-26 骨 石室１区 2 層土（床付近）水洗 1.10 焼骨 不明 細片のみ

骨 2-27 骨 石室１区 2 層土（床付近）水洗 6.10 焼骨 ２cm ほどの𦙾骨骨
幹片を含む 細片のみ

骨 2-28 骨 石室１区 2 層土（床付近）水洗 1.30 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-29 骨 石室１区 2 層土（床付近）水洗 10.90 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-30 骨 石室２区 2 層土（床付近）水洗 0.05 焼骨 不明 細片のみ
骨 2-31 骨 石室３区 2 層土（床付近）水洗 0.40 焼骨 不明 細片のみ

上顎右 上顎左

下顎左

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９

1 上顎右 M2  （骨番号 2-11A）
2 上顎右 M1  （骨番号 2-12）
3 上顎右 P2   （骨番号 2-13）
4 上顎左 P1   （骨番号 2-11C）
5 上顎左 P2   （骨番号 2-11D）
6 上顎左 M1  （骨番号 2-11B）
7 上顎左 M2  （骨番号 2-17）
8 上顎左 M3  （骨番号 2-16）
9 下顎左 M1? （骨番号 2-11E）

5cm



―　152　―

第５章　高尾Ａ遺跡　高尾古墳群５号墳

第６節　小結

　高尾Ａ遺跡では、２区で旧石器時代の石器群を検出し、１区では縄文時代前期前葉の竪穴建物跡１軒を
調査した。また、未周知の古墳が１基発見され、高尾古墳群５号墳として登録された。
　旧石器時代の石器群は、台形石器、掻器状石器、貝殻状刃器の組成は上水内郡信濃町にある野尻湖第Ⅰ
期の台形石器群に対比できる（谷 2007）。野尻湖遺跡群と比較すると、台形石器はやや小型だが、石器製
作技術の共通性は高い。小型の台形石器は、群馬県鏑川流域等の北関東地域の台形石器と似ている（群馬

県埋蔵文化財調査事業団 1994）。高尾Ａ遺跡は、黒曜石原産地から北関東方面へ向かう経路上にある。佐久
平南部を一望できる高尾Ａ遺跡は、北関東と黒曜石原産地間の経由地として適した場所だったと推測する。
　縄文時代では、前期前葉の竪穴建物跡ＳＢ 01 から関東・北関東地域を主体に分布する二ツ木式と、長
野県南信地域を主体に分布する中越式が出土した。中越式は小破片のため不明確だが、口縁部に単沈線で
斜格子目文を描くものが存在する点、頸部に括れが認められる点から、中越Ⅱ式（渋谷 1991）に該当する
可能性が高い。他時期の土器を混入せず、二ツ木式と中越Ⅱ式の時間的な併行関係が把握できる資料とい
えよう。また、中越式の胎土は基本的に無繊維だが、高尾Ａ遺跡の中越式には繊維を含むものが存在する。
繊維を含む中越式は、長野市お供平遺跡（信州新町教委 1989）、長和町明神原遺跡（長門町教委 2001）、富
士見町坂平遺跡（富士見町教委 2004）など、中越式の主体となる分布地域から離れた遺跡で出土しており、
本例もそうした例に含まれる。佐久地域周辺は、二ツ木式と中越式の主体となる分布地域からすれば縁辺
部だが、両型式の分布が重複する地域でもある。今回、竪穴建物跡ＳＢ 01 で出土した土器は、そうした
地域における縄文時代前期前葉の様相を示す良好な資料と評価できる。石器では、竪穴建物跡ＳＢ 01 出
土の小形剝片石器のほぼ全てが、黒曜石である点が注目される。これらは黒曜石産地推定分析を実施して
おらず、黒曜石産地との関係は不明だが、将来的に実施されれば同時期の茅野市駒形遺跡（埋文センター 

2007）など、八ヶ岳西南麓との比較が可能になろう。
　高尾古墳群５号墳は出土須恵器や横穴式石室の形態から７世紀末～８世紀初頭の築造と推定され、８世
紀前半までは追葬が続いていたと推測する。玄室内で出土した人骨は生骨と焼骨があり、追葬が継続する
過程で土葬から火葬へと変化したことが窺える。火葬導入期において、火葬骨がどのように埋葬されたか
を示す事例のひとつといえる。高尾古墳群１・２号墳は丘陵頂部の稜線上に位置しており、墳丘が低平で
大形石材の露出もみられないため、横穴式石室をもつとは考えにくい。斜面に築かれた「山寄せ」古墳で
ある５号墳とは時期・性格が異なる可能性がある。近隣の丘陵斜面に横穴式石室墳が他に存在するのかど
うかは、今後の発見に待つほかないが、５号墳の調査成果は、古墳の発掘例が少ない千曲川左岸地域にあ
って、古代的社会関係の形成過程における地域動向を考える資料となろう。
引用・参考文献

群馬県埋蔵文化財調査事業団 1994『白倉下原・天引向原遺跡Ⅰ』旧石器時代編

渋谷昌彦 1991「中越式土器の研究」『縄文時代』２　縄文時代文化研究会

信州新町教育委員会 1989『お供平遺跡』

谷和隆 2007「野尻湖遺跡群における先土器時代石器群の変遷」『長野県立歴史館研究紀要』13

長門町教育委員会 2001『明神原遺跡』

長野県埋蔵文化財センター 2007『駒形遺跡』

富士見町教育委員会 2004『坂平―八ヶ岳南麓における前期初頭から前葉の集落址』
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　尾垂遺跡は、八ヶ岳北麓から北東に延びる丘陵上に立地する（第 71 図）。中部横断道用地は、遺跡北端
付近を北西から南東に横断し、地形は丘陵頂部付近の傾斜地とその南側（下方）の段丘面状平坦地とに分
かれ、その間は高さ約５ｍの急崖となる。2000（平成 12）年、段丘面状平坦地を主体に中部横断道用地と
一部重なる範囲で、市教委により宅地造成に伴う試掘調査が行われた。その結果、調査範囲の北東部か
ら、弥生時代後期の竪穴建物跡４軒以上と溝跡３条が検出された。また、中央部では地表下 30㎝付近で
焼土・炭化物を多量に含む土層が広範囲に認められ、中世から江戸期のカワラケと陶器が出土し、焼土層
の東側では礎石とも考えられる石が点在していた。この地には、かつて龍覚寺と称する寺院が存在し、焼
失後、他所に移転したとする言い伝えが残り、伝承と検出遺構との関連性が指摘された（市教委 2002）。
　遺跡近隣の状況は、本遺跡から北西に約 600 ｍ離れて高尾Ａ遺跡が存在する。高尾Ａ遺跡では、2009・
11 年度に旧石器時代の石器群、2013 年度に縄文時代前期前葉の竪穴建物跡や横穴式石室を内部主体とす
る古墳（高尾５号墳）を埋文センターが調査した。また、南東約 250 ｍの貞祥寺川を挟んだ南側の丘陵に
位置する洞源遺跡では、2013・14 年度の調査で製鉄炉跡・土坑などを検出したほか、縄文時代と平安時
代の遺物が出土した。また、東側約 300 ｍに 1521（大永元）年開創の洞源山貞祥寺が存在する。

２　調査の概要と経過
（１）2013 年度調査の概要
　2013（平成 25）年度は、丘陵頂部付近の傾斜地で確認調査を行い、必要に応じて面的調査に移行する計
画で進めた。対象地内には土取りや墓地造成により大きく削平された箇所があり、基本的にこの削平地を
除いた部分に 12 本のトレンチ（１～12 Ｔ）を掘削した（第 72 図）。その結果、表土直下が黄褐色土の地山
となり、遺構・遺物は検出されなかったことから面的調査は不要と判断して当該地の調査を終えた。
（２）2014 年度調査の概要
　2014 年度は、前年度調査区の南側にある段丘面状平坦地で確認調査を実施した。丘陵裾部南側の平坦
面に６本のトレンチ（13～18 Ｔ）を掘削した結果（第 72 図）、平坦面の南側と丘陵南斜面直下で竪穴建物
跡３軒、土坑数基を確認した。また、市道を隔てた東側の一段低い地区では、焼土跡を伴う硬化面や礎石
と推測される平石を検出したほか、中世の遺物が出土した。これにより、本調査は次年度に実施すること
となり養生のうえ埋め戻した。
（３）2015 年度調査の概要
　前年度に確認調査を実施した南側下方平坦地において、本調査を実施した（第 72 図）。その結果、古墳
１基、平安時代の竪穴住居跡 18 軒、土坑 153 基、溝跡３条、中世以降の礎石建物跡１棟などを検出した。
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第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第 71 図　遺跡範囲・位置図

現在遺跡範囲現在遺跡範囲

発掘開始時遺跡範囲発掘開始時遺跡範囲

2013(平成25)年調査

2015(平成27)年調査

2014(平成26)年調査
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第 72 図　トレンチ・調査区配置図
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第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第 73 図　土層柱状図
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Ⅰ 表土
 調査範囲全体の表土（耕作土、造成土、かく乱を含む）を一括 
Ⅱ にぶい黄褐色(10YR4/3) 
 シルト。粘性ややあり。しまり弱
Ⅲ 黒褐色(10YR2/3)～黒色(10YR2/1) 
 シルト。粘性・しまりあり。1～5mm白色土粒・黄色土粒・橙色土粒微～少混。礫混
 17Ｔではにぶい黄褐色(10YR5/4)シルトが互層状に入る
Ⅳ 黄褐色(10YR5/6)～にぶい黄褐色(10YR4/3) 
 シルト。粘性・しまりあり。尾根頂部では最上部軟質化・最下部岩盤（褐灰色7.5～10YR4/1）。地山
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　調査区北部の傾斜地で検出した古墳は未周知で、後世の造成で破壊されているが、墳丘裾に巡らされた
石列（列石）と周溝の一部が残存する直径約 11 ｍの円墳で、石室の構造や規模から７世紀後半頃に築か
れたものと考える。佐久市内では、千曲川右岸山裾に多くの後期古墳が確認されているが、左岸では少な
く貴重な成果となった。また、古墳の南側平坦地では、時期不明だが２間×３間程度の礎石建物跡を１棟
確認し、古墳や礎石建物跡より一段上の小高い平坦地では平安時代後半の集落跡を検出した。

３　基本層序
　基本層序は第Ⅰ～Ⅳ層に大別した（第 73 図）。第Ⅰ層は調査区全体の表土を一括する。第Ⅱ層は１区北
側のみに存在する。第Ⅲ層は１～２区の谷部を埋積し、細分されるが対比は不明確である。③地点では本
層から灰釉陶器と土師器の破片が出土し、⑤地点では本層上面で中世以降の礎石建物跡ほかを検出した。
第Ⅳ層は遺跡全体の基盤を成し、１・２区北側の１～９・11・12 トレンチでは、第Ⅰ層直下で露出する。
１・２区の南側は谷部の埋積土が薄く第Ⅳ層に到達し、その上面で平安時代の遺構を検出した。

引用・参考文献

佐久市教育委員会 2002『市内遺跡発掘調査報告書』
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１　概観
　尾垂遺跡では、１・２区において竪穴建物跡 16 軒、掘立柱建物跡１棟、溝跡３条、焼土跡 17 か所、土
坑 177 基を検出した（第 78～80 図）。竪穴建物跡２軒、掘立柱建物跡、溝跡１条、焼土跡６か所、土坑 10
基が、尾垂古墳が立地する北側の２区に散在し、これ以外の遺構は南側の２区に密集して分布する。遺構
分布範囲の標高は、１区では 723～728 ｍ、２区では 721～730 ｍの間にあり、２区の比高が大きい。遺構
の時期は、竪穴建物跡は出土した土器から平安時代と考えられ、そのほかの多くの遺構は不明である。し
かし、土坑と被熱部は竪穴建物跡と同じ範囲に分布し、溝跡と土坑には平安時代の遺物が出土したものが
存在することなどを考慮すると、竪穴建物跡と同じ平安時代に該当するものが多いと推測する。また、出
土した遺物から中世以降と推測する礎石建物跡１棟と、近世と推測する土坑１基が存在する。
　そのほか、遺構外では縄文時代、弥生時代、中世の遺物が出土しており、時期不明の遺構にはこうした
時期のものが含まれている可能性がある。

２　縄文～弥生時代の遺物
（１）縄文土器（第 74 図１～22、第 28 表、ＰＬ 18）

　１～９は早期の土器である。１は押型文土器で、磨滅のため観察しにくいが、縦位の山形文に刺突文が
沿うらしい。細久保式であろう。２～８は早期末葉の条痕文系土器で、胎土に繊維を含む。いずれも磨滅
が著しい。２・３は同一個体で器厚が薄く、外反気味の口縁部と推定でき、横位の絡条体圧痕文を施す。
４・５は内面に縦位条痕文があり、外面は不明である。６は器厚がやや薄く、内外面に横位条痕文を施す。
７の外面は横位の撚糸文であろう。８は底部付近で、外面に単節原体を斜位方向に施文し縦条の縄文とな
る。９は無繊維で、器厚が薄く、口縁部に従位の貝殻条痕文を施文する。東海系の木島Ⅰ・Ⅱ式である。
　10 は前期後葉の土器で、底部に半截竹管状工具による平行沈線を斜位に施文する。諸磯ｃ式である。
　11～17 は後期の土器である。11 は口縁部に押圧痕を施す隆帯が巡る。称名寺式後半に伴う土器である。
12 は胴部に太く深い数条の沈線を、斜位あるいは蛇行状に描く。13・14 は複数条の沈線を、縦位に描く。
12・13 は沈線意匠外に単節縄文を充填する。これらは堀之内１式である。15 は縦・横の沈線区画に、単
節縄文を充填する。堀之内２式であろう。16 は渦巻文を描く。17 は SK109 から出土したもので、堀之内
２式の朝顔形深鉢である。口縁部に３条の刻み隆線が巡り、波頂下に円形刺突文を加える。隆線下には、
やや弧線化した沈線で三角文を描き、きわめて細い単節縄文を充填する。
　18～22 は晩期末葉～弥生前期の土器である。18 は浅鉢の肩部から胴部である。上下２個一対の瘤状小
隆起を起点にして、沈線で変形工字文を描く。氷Ⅰ式直後段階である。19～22 は条痕文の甕で、19 は縦
位、20～22 は斜位の条痕を施す。
（２）弥生土器（第 74 図 23・24、第 28 表、ＰＬ 18）

　23・24 は櫛描波状文を施す甕の口縁部・胴部破片である。弥生後期に帰属する。
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第 74 図　縄文土器・弥生土器
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第 28 表　縄文土器・弥生土器観察表
図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 時　　期 器種 部位 文 様 等 色　　調 備　　考外　面 内　面

74-1 18 0191 １区北谷部 縄文早期前半 深鉢 胴 山形文、刺突 5YR4/6 5YR6/6 細久保式
　-2 18 0192 表土 縄文早期末葉 深鉢 口縁 絡条体圧痕文 10YR4/6 10YR6/4 含繊維、３と同一個体
　-3 18 0192 表土 縄文早期末葉 深鉢 口縁 絡条体圧痕文 10YR4/6 10YR6/4 含繊維、２と同一個体
　-4 18 0193 ⅡP14　№２ 縄文早期末葉 深鉢 胴 外面不明、内面条痕 5YR4/6 5YR1.7/1 含繊維
　-5 18 0194 Ｔ 縄文早期末葉 深鉢 胴 外面不明、内面条痕 7.5YR5/6 7.5YR2/1 含繊維
　-6 18 0195 18 Ｔ　上 縄文早期末葉 深鉢 胴 内外面条痕 7.5YR6/8 10YR5/3 含繊維
　-7 18 0196 ⅡR06・07 縄文早期末葉 深鉢 胴 撚糸文 7.5YR5/8 10YR4/3 含繊維
　-8 18 0197 １区　SB10 縄文早期末葉 深鉢 底 単節縄文 10YR7/4 10YR7/6 含繊維

　-9 18 0199 ⅡV12、13、
17、18 縄文早期末葉 深鉢 胴 外面貝殻条痕 7.5YR5/6 7.5YR4/4 東海系、

木島Ⅰ・Ⅱ式
　-10 18 0200 ⅡV07、08 縄文前期後葉 深鉢 底 平行沈線 10YR7/6 10YR7/6 諸磯ｃ式
　-11 18 0203 SM01 縄文後期初頭 深鉢 口縁 押圧痕を施す隆帯 7.5YR6/8 10YR6/6 称名寺式後半
　-12 18 0201 ⅡQ03 縄文後期前葉 深鉢 胴 沈線、単節縄文 7.5YR6/8 7.5YR4/3 堀之内１式
　-13 18 0202 18T　上 縄文後期前葉 深鉢 胴 沈線、単節縄文 10YR6/6 10YR6/6 堀之内１式
　-14 18 0206 18T　上 縄文後期前葉 深鉢 胴 沈線 10YR4/4 10YR5/6 堀之内１式
　-15 18 0204 ⅡL18 縄文後期前葉 深鉢 胴 沈線区画、単節縄文 7.5YR6/8 10YR6/6 堀之内２式か？
　-16 18 0205 Ｚ 縄文後期前葉 深鉢 胴 沈線による渦巻き文 10YR7/6 10YR7/6

　-17 18 0078 SK109 縄文後期前葉 深鉢 口縁
刻 み 隆 線、 円 形 刺
突、三角文、単節縄
文

10YR4/3 10YR3/1 朝顔形

　-18 18 0207 ⅡV07、08 縄文晩期末葉～
弥生前期 浅鉢 胴 瘤状小隆起、沈線に

よる変形工字文 7.5YR5/6 10YR6/6 氷Ⅰ式直後段階

　-19 18 0208 SB16 縄文晩期末葉～
弥生前期 甕 胴 条痕 10YR6/4 10YR4/2

　-20 18 0209 SB16 縄文晩期末葉～
弥生前期 甕 胴 条痕 10YR6/4 10YR5/1

　-21 18 0210 ⅡQ08 縄文晩期末葉～
弥生前期 甕 胴 条痕 10YR6/6 10YR6/6

　-22 18 0211 SK25 縄文晩期末葉～
弥生前期 甕 胴 条痕 10YR7/6 10YR7/6

　-23 18 0212 ⅡP14、15 弥生後期 甕 口縁 櫛描波状文 7.5YR6/6 10YR7/6
　-24 18 0213 SB09 弥生後期 甕 胴 櫛描波状文 10YR6/4 10YR5/4
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（３）石器（第 75～77 図、第 29 表）

　尾垂遺跡では合計 534 点の石器が出土した。全て遺構外からの出土で、時期は不明確だが、遺構外から
縄文時代早期前半・末葉、前期後葉、後期初頭～前葉、縄文時代晩期末葉～弥生時代前期の土器が出土し
ているので、そうした時期の石器と推測する。
　出土した石器の器種は石鏃・石鏃未製品、石錐、石匙、スクレイパー、微細な剝離がある剝片、二次加
工がある剝片、打製石斧、石鍬、両極石器、研磨円礫、石核、原石、剝片である。
　本稿では両極石器、研磨円礫、剝片を除く各器種から、完形品もしくは特徴を良好に備えているものを
抽出し、器種単位で説明する。
　石鏃・石鏃未製品（第 75 図１～17）

　１～12 は石鏃製品で、11 が円基鏃、12 が凹基有茎鏃となるほかは全て凹基無茎鏃である。４・７・
９・12 は一部に素材面が残り、そのほかは全面に二次加工が及ぶ。凹基無茎鏃のうち、１～４は長さ・
幅が近い正三角形状、そのほかはより長身である。比較的抉りが浅いものが多いが、８はいわゆる鍬形鏃
である。石材は７・９・10 がチャート、４が無斑晶質安山岩、そのほかは黒曜石である。
　13～17 は石鏃未製品と考えられ、左右の対称性に欠け、13・14 は先端の加工、15・16 は基部の加工が
不十分である。14・17 は基部加工に失敗したものであろう。石材は 17 のチャート以外は黒曜石である。
　石錐（第 75 図 18～20）

　18 は方形の横長剝片の尖頭部分２か所を錐部とする。19 は周縁全体を両面加工して楕円形に仕上げ、
薄い下端を錐部とする。20 は厚みがある縦長剝片が素材で、両側縁に両面加工を施し打面側に錐部を作る。
石材はいずれも黒曜石である。
　石匙（第 75 図 21・22）

　21 は縦長剝片を素材とする。大きなつまみ部が斜位に付く、横型の石匙である。上下の側縁に粗い加
工を施し、直線状の刃部を作る。石材は無斑晶質安山岩である。22 は縦長剝片の両側縁を剝離し、刃部
を作る。つまみ部の幅がわずかに狭い、縦型石匙である。石材は黒曜石である。
　スクレイパー（第 75・76 図 23～28）

　掻器的な刃部を作るものと、削器的な刃部を作るものが存在する。23 は掻器的な刃部を作る。裏全面
に自然面を残す剝片を素材とし、下端に片面加工による急角度の刃部を作る。石材は黒曜石である。24～
28 は削器的な刃部を作る。24・25 は縦長剝片を素材とする。24 は裏面の右側縁と下端を細かく剝離し刃
部としており、左側縁にはノッチ状の刃部もある。25 は正面の左側縁と裏面の右側縁に、片面調整によ
り刃部を作る。26～28 は横長剝片を素材とする。26 は全面に自然面を残すが、薄い正面左側縁に刃部を
作る。27・28 は直線状の下端に、27 は裏面のみの加工、28 は両面加工で刃部を作る。石材は全て黒曜石
である。
　微細な剝離がある剝片（第 76 図 29・30）

　使用痕と推測される細かな剝片が、連続して観察されるものである。29 は縦長剝片の側縁に大まかな
剝離、下端に細かい剝離が集中する。30 は薄い縦長剝片の両側縁に、まばらな剝離痕がある。石材は 29
がチャート、30 が黒曜石である。
　二次加工がある剝片（第 76 図 31～33）

　31 には折取り面がある。下縁の両面に剝離を施す。32 は上端の打点付近に剝離が集中し、尖頭状とな
る。33 は正面の左側縁に大まかな剝離を施す。裏面は両極剝離であろう。石材は全て黒曜石である。
　打製石斧（第 76 図 34～37）

　いずれも刃部側の幅が広く、撥形の形態である。34 は上端に自然面を残し、刃部を欠損する。平坦な
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素材面を残し、側縁のみ細かく刃潰しする。35 は両側縁から大きく剝離し、刃部は斜刃となる。36 は欠
損した刃部側を再生した基部破片と推定する。37 は礫素材と推定できる、厚みのある大形品である。基
部を欠損し、側縁を入念に刃潰する。石材は、34 の頁岩以外は全て泥岩である。
　石鍬（第 76 図 38）

　板状礫を素材とし、大まかな剝離によって基部側の幅を減じ、刃部側の側縁には自然面を残す。刃部を
一部欠損する。石材は安山岩である。
　石核（第 77 図 39～43）

　39 は上面と下面を打面とし、横長剝片を剝離する。40・41 は剝離が少ないが、小型で細長い横長剝片
を素材にしたもののようである。42 は角張った転石の１面を周縁から剝離する。43 は上端から正面・裏
面を剝離し、断面形は楔形となる。石材は、39 のチャート以外は黒曜石である。
　原石（第 77 図 44・45）

　44 は小形の転石状、45 は剝片状でわずかに剝離痕がある。石材は黒曜石である。
第 29 表　石器観察表
図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 器　　種 石　　材 法　量（㎝、ｇ） 備　　考長さ 幅 厚さ 重さ

1 1127 ⅡV06　検出面 石鏃 黒曜石 17.1 17.6 3.7 0.75 無茎
2 1007 SB03　南東部 石鏃 黒曜石 （15.1） 14.7 2.2 （0.37） 無茎
3 1024 SB13 石鏃 黒曜石 （15.3） 12.0 3.3 （0.41） 無茎
4 1063 ⅡP09　表土 石鏃 無斑晶質安山岩 16.8 13.2 3.4 0.61 無茎
5 1110 ⅡV13　検出面 石鏃 黒曜石 （18.4） （11.5） 4.7 （0.65） 無茎
6 1134 ２区　Ｚ 石鏃 黒曜石 18.0 13.3 3.3 0.60 無茎
7 1034 SD01 石鏃 チャート 21.3 （14.1） 2.7 （0.69） 無茎
8 1073 Ｔ 石鏃 黒曜石 22.7 （12.0） 3.2 （0.59） 無茎
9 1041 SK70 石鏃 チャート （23.9） 17.0 3.4 （1.29） 無茎
10 1057 表土 石鏃 チャート 26.2 14.3 4.3 0.87 無茎
11 1032 SD01 石鏃 黒曜石 26.9 16.3 5.9 2.02 円基
12 1124 １区　表土 石鏃 黒曜石 （14.1） （11.1） 2.3 （0.22） 有茎
13 1076 Ｔ 石鏃未製品 黒曜石 15.8 （16.5） 2.6 （0.57）
14 1089 ⅡQ22　検出面 石鏃未製品 黒曜石 （21.3） （17.0） 4.5 （1.32）
15 1062 表土 石鏃未製品 黒曜石 （19.2） （15.7） 5.7 （1.36）
16 1095 ⅡV01　検出面 石鏃未製品 黒曜石 （18.6） （11.4） 4.9 （1.11）
17 1081 ST01 石鏃未製品 チャート （20.5） （18.3） 2.5 （0.99）
18 1109 ⅡV13　検出面 石錐 黒曜石 14.5 19.3 7.3 1.43
19 1112 ⅡV08・13・18 検出面 石錐 黒曜石 （23.0） 9.1 6.9 （1.30）
20 1129 ⅡV11・12（佐久市トレンチ） 石錐 黒曜石 29.5 16.6 8.6 3.59
21 1105 ⅡV07・08　検出面 石匙 無斑晶質安山岩 64.5 89.6 13.4 68.58
22 1077 Ｔ 石匙 黒曜石 （11.1） （34.3） 5.3 （2.16）
23 1035 SK07 スクレイパー 黒曜石 23.1 18.6 6.4 2.37 掻器
24 1004 SB02 スクレイパー 黒曜石 35.6 22.9 9.5 6.36 削器
25 1023 ⅡV08 スクレイパー 黒曜石 35.8 17.1 6.2 3.62 削器
26 1085 ⅡQ02 スクレイパー 黒曜石 37.6 16.7 10.4 5.81 削器
27 1043 SM01　墳丘上 スクレイパー 黒曜石 21.7 24.3 9.4 3.85 削器
28 1096 ⅡV02　 スクレイパー 黒曜石 （23.2） 20.5 6.7 （2.94） 削器
29 1008 SB04 微細剝離剝片 チャート 43.1 24.0 11.3 11.19
30 1070 Ｔ 微細剝離剝片 黒曜石 27.5 16.4 5.8 1.68
31 1010 SB07 二次加工剝片 黒曜石 33.6 24.7 9.9 5.34
32 1092 ⅡR01・02　検出面 二次加工剝片 黒曜石 29.6 25.6 11.7 5.34
33 1093 ⅡR02　検出面 二次加工剝片 黒曜石 24.1 27.3 9.0 6.12
34 1052 SM01　墳丘上 打製石斧 頁岩 （87.1） （53.1） 13.3 （69.03）
35 1131 15T 打製石斧 泥岩 105.1 （48.7） 18.2 （99.83）
36 1021 SB12 打製石斧 泥岩 83.8 64.7 26.3 137.50
37 1132 15T 打製石斧 泥岩 （126.3） （73.9） 30.0 （295.84）
38 1044 SM01　周溝 石鍬 安山岩 （174.7） 93.0 23.9 （574.67）
39 1002 SB01 石核 チャート 24.8 56.3 16.3 23.15
40 1113 ⅡV18 石核 黒曜石 15.2 35.8 23.4 13.49
41 1050 SM01　墳丘東トレンチ 石核 黒曜石 20.0 40.8 20.4 9.62
42 1128 ⅡV07・12　検出面 石核 黒曜石 46.2 46.6 20.3 36.33
43 1084 ⅡL24　検出面 石核 黒曜石 39.7 55.3 36.6 90.03 稜に潰れ有
44 1116 Ｚ 原石 黒曜石 22.3 39.3 26.5 24.23 稜に潰れ有
45 1130 15T 原石 黒曜石 61.2 47.5 17.1 45.68
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第 75 図　石器（１）
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第 76 図　石器（２）
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第 77 図　石器（３）
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３　平安時代以降および時期不明の遺構と遺物
（１）遺構
　竪穴建物跡
　ＳＢ 01・03（第 81 図）

位置：１区、ⅡＶ 11・12・16・17 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。検出時点では１軒
の竪穴建物跡を想定してＳＢ 01 としたが、埋土の状況を把握するため設けたサブトレンチで、東側に一
段深い落込みを確認した。そこで２軒の重複を想定して、深く落ち込む方をＳＢ 03 とした。重複関係：
ＳＢ 01 がＳＢ 03 を貼る。両者の新旧関係について、当初はＳＢ 03 が新しいと考えた。しかし、発掘過
程で逆であることが判明した。土坑との関係はＳＫ 165 を切り、ＳＫ 26・31・164・166～176 に切られる。
埋土：ＳＢ 01 の埋土は黒褐色土の単層（１層）、ＳＢ 03 の埋土も黒褐色土の単層（５層）である。ＳＢ 03
埋土の方がわずかに黒味が強くしまりがないものの、その差はわずかである。形状・規模：ＳＢ 01・03
とも平面形は方形である。ＳＢ 01 は北および東へ拡張しており、拡張前の規模は南北方向で５ｍを測る。
拡張後は南北方向で 6.6 ｍ、カマド位置からみて東西方向もほぼ同様であると推測する。ＳＢ 03 の規模
は南北方向 5.3 ｍを測る。東西方向は不明である。床・壁：ＳＢ 01・03 とも掘方を平坦に整え床面とす
る。ＳＢ 01 はごく一部分であるが、にぶい黄褐色土の貼床（２層）が認められる。床面は、最も高い北
東隅から南東へかなり傾斜し、南東部ではＳＢ 03 の床面を削り込み、その壁が消失している。ＳＢ 01 の
壁は残存部で最大 12㎝を測り、斜めに立ち上がる。ＳＢ 03 残存部には貼床は認められない。壁は残存部
で最大 11㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴：床面で多くの掘込みを検出し、暫定的にピット番号を付
した。しかし、整理段階で検討を加え、長径 40㎝程度以下の円形の 11 基（Ｐ２～12）と、壁沿いの３基

（Ｐ１・13・14）をＳＢ 01・03 のピットとし、ほかをＳＫに振り替えた。新ピット番号はＳＢ 01・03 通し
の連番を付した。Ｐ１～５、Ｐ 12～14 はＳＢ 01 に帰属するものと考える。ほかは帰属の判別が困難だが、
Ｐ６・10 はＳＢ 03 の主柱穴の可能性が高い。周溝：ＳＢ 01 の南壁から西壁際に幅 13～20㎝、深さ３～
10㎝の周溝を検出した。周溝は西壁沿いを北に延びた後、内側にほぼ 90 度屈曲して延び、かく乱により
消失する。かく乱の東隣にある被熱部Ｆ１はカマド痕跡と考えており、周溝はこの辺りで収束していた可
能性が高い。周溝は竪穴壁に沿い、周溝北辺部の北と南では床面のレベル差がない。また、埋土の切合い
もないため、周溝に囲まれた部分は、拡張前のＳＢ 01 床面と判断した。カマド：東端部にある被熱部Ｆ
３はＳＢ 01 拡張後のカマド跡と考える。ＳＢ 01 西壁から 6.3 ｍ、推定東壁のほぼ中央に位置する。中央
が若干窪むが、袖・煙道は残存せず、袖石・支脚石の抜取り痕もない。また、周溝北辺部南側のＳＢ 01
床面に形成されたＦ１・Ｆ２の新旧は不明であるが、拡張前のＳＢ 01 のカマド痕跡と推測する。ＳＢ 03
のカマドは確認できなかった。なお、Ｆ３の南東隣に不整形な凹部があり、中に焼土が散乱し５～７㎝程
度の亜角礫が集中していた。礫は袖石とは考え難いため、カマド痕跡とは断定できない。その他の施設：
ＳＢ 03 西辺北寄りに棚状部が付設されている。平面台形状を呈し最大幅 150㎝、奥行 80㎝、高さ５～８
㎝を測る。遺物：埋土１層（ＳＢ 01）・５層（ＳＢ 03）から土師器坏・埦・皿、黒色土器埦、灰釉陶器埦、
羽釜が出土した。出土は散在的だが、１層の南東部ではやや集中する。図示した土器は１層南東部（ＳＢ

01）から出土したものである。５層（ＳＢ 03）出土土器は、細片のため図示していないが、様相はほぼ同
様である。このほか、ＳＢ 01 中央北寄りの床面で鉄鎌１点、ＳＢ 03 北西部の床面で鉄鏃１点が出土した。
時期：出土した土器の様相から、ＳＢ 01 は 10 世紀後半、ＳＢ 03 もほぼ同時期と推測する。
　ＳＢ 02（第 82 図）

位置：１区、ⅡＵ 10 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。南北に直線的な暗褐色土の落込
みを確認し、西壁と推定した。壁線の北側では緩やかに屈曲する北西隅と北壁の一部を検出し、ピットと
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焼土散布部分を確認した。東壁・南壁は平面では見えず、サブトレンチで壁と床の検出を試みたが、確認
できなかった。重複関係：本跡は検出できた掘込みが浅いため、プラン内の小規模な掘込みが本跡のピッ
トか、別の土坑か、検出の時点で判別できなかった。埋土：単層で、白色・黄色土粒を多量に含む暗褐色
粘質土が堆積する。形状・規模：削平が著しいため形状は不明確だが、西壁と北西隅および周溝から、隅
丸方形、あるいは南壁が多角形となる六角形と推定する。規模はピットの配列から、東西・南北方向と
もに６ｍ内外と推測する。床・壁：掘方・貼床は見られず、地山を床面とする。西壁から東方向に、約
１ｍの範囲で安定した平坦面が残る。壁はほとんど残存しない。柱穴：周溝がある西壁とその延長線上
にあるＰ 14・15・16、東壁側のＰ 25・26・27、北壁側のＰ９・11・13、南壁側のＰ２・５・７・８は長
径・深さとも 40㎝以上あり、ほぼ等間隔の整然とした配列から壁柱穴と考える。柱痕を認めたピットは、
Ｐ３・６・７・18・25 で、Ｐ３は判然としない。平安時代に壁柱穴で構築する竪穴建物跡は例が少なく、
ほかの竪穴建物跡とは性格が異なる施設であった可能性がある。周溝：西壁北半部と推定する部分で、長
さ約 3.2 ｍの周溝を検出した。カマド：北壁中央付近の床面上で、焼土粒子を多量に含む土壌を検出した
が、土壌の下部や周辺に被熱痕はなく、構築材の粘土や火床、灰もなかった。その他の施設：床面で検出
したＰ 20・21 は掘込みが浅く、掘方の一部と考える。Ｐ 24 は床面精査時に検出したが、規模・形状から
本跡に伴うものとは考えにくく、切合い関係にある土坑であろう。埋土はほかの土坑より軟質で、炭化物
が多く混入し多量の大礫を含む。遺物：出土量は少なく全て小破片である。土師器・黒色土器の坏・埦が
多く、甕・小型甕も少量含まれる。須恵器・灰釉陶器はごく少量である。時期：出土した土器の時期から、
９世紀後半と推測する。
　ＳＢ 04（第 83 図）

位置：１区、ⅡＶ６・11 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 09 を切る。
ＳＢ 04 とＳＢ 09 を通るサブトレンチで、ＳＢ 09 の埋土中にＳＢ 04 の床面を確認した。また、ＳＫ 67
～70 と重複するが新旧関係は不明である。埋土：単層で、礫を含む黒褐色土が堆積する。形状・規模：
残存部からみて、形状は方形と推測する。規模は残存部で東西方向 4.9 ｍ、南北方向 4.6 ｍを測る。床・
壁：掘り抜いた地山を床面とするが、礫が露出し凹凸がある。壁高は西壁で最大 17㎝を測り外傾する。
周溝・カマド：なし。中央西寄りに通る南北トレンチ部分か、削平された東側にあった可能性がある。そ
の他の施設：なし。遺物：床面、埋土から土師器坏、灰釉陶器碗が少量出土した。時期：出土した土器の
時期をもって、10 世紀後半と推測する。
　ＳＢ 05（第 84 図、ＰＬ 16）

位置：１区、ⅡＫ 20・25、ⅡＬ 16・21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：Ｓ
Ｋ 02・03 に切られる。ＳＢ 06 を切る。ＳＢ 06 埋土上部に、ＳＢ 05 の貼床を確認した。埋土：単層で、
暗褐色土が堆積する。形状・規模：残存部からみて、形状は方形もしくは長方形と推定する。規模は東
西方向 3.5 ｍ、南北方向の残存部で 1.6 ｍを測る。床・壁：ＳＢ 06 埋土上部の途中まで貼床を確認したが、
途中で不明確となった。壁は大半を失うが、東壁の残存部で 50㎝を測り、少し傾斜して立ち上がる。周
溝・カマド：なし。付属施設：性格不明だが、東側床面で被熱部を検出した。遺物：床面付近から土師器
杯と砥石などが出土した。時期：出土した土器の時期をもって、11 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 06（第 84 図、ＰＬ 16）

位置：１区、ⅡＫ 20・25、ⅡＬ 16・21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：Ｓ
Ｂ 05、ＳＫ 01 に切られる。ＳＢ 06 埋土上部でＳＢ 05 の貼床を確認した。埋土：２層が堆積する。や
やしまりが弱い暗褐色土（４層）が最下層で、上部に褐色土ブロックが混入した暗褐色土（３層）が堆積
する。２層はＳＢ 05 の貼床である。形状・規模：南側が削平されているが、形状は方形もしくは長方形
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と推測する。規模は東西方向 4.0 ｍ、南北方向は残存部で 2.7 ｍを測る。床・壁：ＳＢ 05 床面より 20㎝
前後深い位置に床面がある。貼床はない。壁は北壁の残存部で最大 30㎝を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。
柱穴：なし。周溝：北壁東半から東壁際で周溝を確認した。周溝はＰ１からつながる溝と北壁で連結する。
カマド：北壁西寄りに２か所あり、煙道がわずかに残る。煙道付近に礫が立つ西側のカマドが新しい。西
側のカマドを中心に焼けた礫や割れた礫が散乱する。東側の古いカマドは強く被熱し、焼土が厚い。その
他の施設：性格不明だが、壁際に楕円形を呈する３基の土坑がある。Ｐ１は深さ 40㎝で、周溝ほか２条
の溝とつながる。Ｐ２は深さ 20㎝で、棚状の高まり付近に位置する。Ｐ３は深さ 18㎝で、北壁中央に位
置する。西側のカマド左側から北西壁コーナー付近にかけて、棚状に高まる。東半部床面に周溝以外の溝
が２条あり、Ｐ１と連結する。遺物：西側のカマド周辺から棚状の高まりにかけて、黒色土器坏、土師器
坏・埦・甕・羽釜などが出土した。Ｐ２からは略完形の土師器埦、割れた円礫が入った黒色土器坏の破片
が各１個体出土した。時期：出土した土器の時期をもって、10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 07（第 83 図）

位置：１区、ⅡＶ 13 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：壁際に
断面三角形状の２層暗褐色土が堆積した後、その上部を１層の黒褐色土が埋積する。形状・規模：平面形
は隅丸方形であるが、北東・南東コーナー部分と東壁を欠く。規模は南北方向 3.6 ｍ、東西方向は残存部
で 2.9 ｍを測る。床・壁：貼床はなく、地山を床面とする。床面は礫が露出した状態である。柱穴：位置
からみて、柱Ｐ１～３を柱穴と考える。北東部にはなかった。周溝・カマド・その他の施設：南壁中央付
近で検出したＰ４・５を、出入口に関わる施設と推測する。遺物：南壁付近で、床面より若干浮いた状態
で、完形・半完形の黒色土器・土師器の坏が集中して出土した。またＰ２・３の間で鉄滓が出土した。時
期：出土した土器の時期をもって、10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 08（第 83 図）

位置：１区、ⅡＶ 13・18 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。西壁と北西壁コーナー付近
のみ残存していた。重複関係：ＳＫ 14・17・18 などと重複していた可能性があるが、削平のため詳細は
不明である。埋土：単層で、暗褐色土が堆積する。形状・規模：形状は不明だが、残存部からみて方形も
しくは長方形と推測する。規模はいずれも残存部で南北方向 3.2 ｍ、東西方向 2.0 ｍを測る。床・壁：地
山を床面とし、径２～19㎝程度の礫が多量に露出し凹凸がある。貼床はない。壁は北西壁コーナー付近の
最深部で 12㎝を測り、ほぼ垂直に立ち上がる。柱穴・周溝・カマド・その他の施設：なし。遺物：埋土
から甕の破片が少量出土した。時期：平安時代だが、土器が小破片で詳細は不明である。
　ＳＢ 09（第 85 図、ＰＬ 16）

位置：１区、ⅡＶ 06・07・11・12 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 04
に切られる。ＳＢ 09 埋土中に、ＳＢ 04 の床面を確認した。埋土：単層で、礫混じりの黒褐色土が堆積す
る。形状・規模：残存部からみて、形状は方形と推測するが多角形を呈する可能性もあり、全体的にゆが
む。規模は残存部で東西方向 3.3 ｍ、南北方向 4.0 ｍを測る。床・壁：地山を床面とするが、礫が露出し凹
凸がある。壁は最大で 13㎝を測り外傾する。柱穴：位置からみて、Ｐ２・４を主柱穴と推測する。周溝：
カマド右側から東壁際北半にかけて幅 10～32㎝、深さ 10㎝の周溝が巡る。カマド：北壁中央部にある。
火床は幅 34㎝、長さ 42㎝の楕円形で、北壁から長さ 40㎝の煙道下部が延びる。火床の東西には袖構築土
の黄褐色粘質土４層と、袖心材の抜取り痕がある。カマドからは伏せた土師器埦と、カマドを構築する礫
が多数出土した。その他の施設：土坑２基を検出した。カマド付近のＰ１は、カマド芯材の抜取り痕と考
える。南側にある円形のＰ３は、性格不明である。遺物：カマド右側を中心に黒色土器坏、土師器坏・
埦・甕などが出土した。また、カマド内部では土師器埦が伏せられ、Ｐ２では正位の状態で黒色土器壺が
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出土し、口縁部を土師器坏底部で塞いでいた。時期：出土した土器の時期をもって、10 世紀前半と考える。
　ＳＢ 10（第 85 図、ＰＬ 16）

位置：１区、ⅡＶ 02・07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 12、ＳＫ
163 に切られる。埋土：基本的には単層だが、南壁付近では壁際に断面三角形状の２層褐色土が堆積し、
その上部を１層暗褐色土が埋積する。形状・規模：形状は隅丸方形で、規模は東西方向 5.4 ｍ、南北方向
5.3 ｍを測る。床・壁：中央付近は、粘性やしまりがある暗褐色土で掘方を埋戻し、やや硬度のある床面
を構築する。柱穴：位置からみてＰ１・２を主柱穴と考える。周溝：なし。カマド：東壁中央よりやや南
側に位置する。煙道の立上り、右側の袖石と左側の袖石の抜取り痕、火床の痕跡である焼土が残存する。
その他の施設：性格不明の土坑６基（Ｐ３～８）を検出した。また、南壁の西半部には、地山を削り残し
て作る長さ 265㎝、幅 55～64㎝、高さ７～16㎝のテラス状施設がある。遺物：黒色土器、土師器、灰釉陶
器などが出土した。時期：出土した土器の時期をもって、10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 12（第 86 図、ＰＬ 17）

位置：１区、ⅡＶ 07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 10 を切る。埋
土：２層が堆積する。壁際から床面直上にかけて２層暗褐色土が堆積し、その上部を１層黒褐色土が埋積
する。形状・規模：形状は隅丸方形で、規模は東西方向 2.4 ｍ、南北方向 2.8 ｍを測る。床・壁：貼床は
なく地山面を床とする。床の状態は礫が少ない平坦面である。壁は残存部で高さ 48㎝を測り、直立気味
に立ち上がる。柱穴・周溝・カマド：なし。その他の施設：性格不明だが、中央付近で楕円形を呈する土
坑Ｐ１を検出した。遺物：黒色土器坏・埦、土師器坏・甕、灰釉陶器、鉄鏃などが出土した。時期：出土
した土器の時期をもって、10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 13（第 86 図）

位置：１区、ⅡＶ 01・02 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＤ 01 に切られ
る。埋土：単層で、暗褐色土が堆積する。形状・規模：形状は、南壁から西壁にかけての残存部から不整
方形あるいは不整長方形と推測する。規模は東西方向の残存部で1.7ｍ、南北方向の残存部で2.9ｍを測る。
床・壁：地山を平坦に整え床面とする。壁は残存部で 30㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴・周溝・カ
マド・その他の施設：なし。遺物：土師器、黒色土器、須恵器、灰釉陶器の破片ほか、羽口と鉄滓が出土
した。時期：不明確だが、出土した土器の時期をもって、10～11 世紀と推定する。
　ＳＢ 14（第 86 図）

位置：１区、ⅡＵ 05、ⅡＶ 01・06 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。検出面がほぼ床面
で不明な点も多いが、西・南壁際の一部に残る周溝の存在を根拠に竪穴建物跡と考えた。重複関係：残存
状態が悪く不明。周辺に土坑が多いため、ＳＢ 14 に所属する土坑としたもの（Ｐ１～８）の中に、そうで
はないものを含む可能性がある。埋土：部分的に１層暗褐色土が残存した。形状・規模：形状は、南西壁
コーナー付近からみて方形あるいは長方形と推測する。床・壁：床面の状態は残存部が少なく不明である。
壁も残存しない。柱穴：土坑８基（Ｐ１～８）の中に存在する可能性はあるが、配置が不規則など不明確
である。周溝：西・南壁際に巡る。途中で途切れる。カマド：なし。その他の施設：上述の土坑８基のほ
か、性格不明の被熱部２か所を、ＳＢ 14 の範囲内と推測する位置で検出した。遺物：少量の土師器破片
などが出土した。時期：不明確だが、出土した土器の時期をもって、10～11 世紀と推測する。
　ＳＢ 15（第 87 図）

位置：１区、ⅡＶ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＦ 03・04 に切ら
れる。ＳＦ 03・04 はＳＢ 15 の埋土中で検出しており、ＳＢ 15 の埋没過程にある被熱部と推測する。ま
た、ＳＢ 14 のＰ２・８がＳＢ 15 の壁を切る。しかし、Ｐ２・８はＳＢ 14 に所属するものなのか不明確
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であることから、ＳＢ 14 との重複関係も不明である。埋土：２層が堆積する。褐色土粒を含む２層暗褐
色土が壁際から床面にかけて厚く堆積し、その上部全体を１層暗褐色土が埋積する。１・２層ともに炭化
物粒・焼土粒・礫を含む。形状・規模：形状は長方形を呈する。規模は東西方向 2.8 ｍ、南北方向 2.2 ｍ
を測る。居住用としては小規模すぎるので、別の機能をもつ施設の可能性がある。床・壁：地山まで掘下
げて床面とする。貼床の痕跡はない。壁は 50㎝を測り、斜めに立ち上がる。柱穴：なし。周溝：南壁際
から南西壁付近にかけて、途中で途切れる周溝を検出した。カマド・その他の施設：北壁にかかる土坑Ｐ
１・２を検出したが、性格は不明である。遺物：黒色土器坏と土師器坏の破片が出土した。時期：出土し
た土器の時期をもって、10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 16（第 87 図）

位置：１区、ⅡＷ１グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単層で、
黒色土が堆積する。形状・規模：形状は長方形で、規模は東西方向 2.5 ｍ、南北方向 3.5 ｍを測る。床・
壁：掘り抜いた地山を床面とする。壁は残存部の最大で 10㎝を測り外傾する。周溝・カマド：なし。そ
の他の施設：土坑５基（Ｐ１～５）を北西・北東・南東コーナー付近で検出したが、性格は不明である。
遺物：黒色土器、土師器、灰釉陶器のなどの小破片と鉄鎌の小破片が出土した。時期：出土した土器が小
破片で不明確だが、10 世紀代と推測する。
　ＳＢ 17（第 87 図）

位置：２区、ⅡＱ 25、ⅡＶ 05 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＫ 148 と
重複するが、新旧関係は不明である。埋土：壁際に断面三角形の２層黒褐色土が堆積し、その上部を１層
黒褐色土が埋積する。形状・規模：形状は隅丸長方形で、南西壁コーナー部分が突出する。規模は南北方
向 2.5 ｍ、東西方向 1.9 ｍを測る。床・壁：地山面を整え床面とする。壁は 13～16㎝で、斜めに立ち上が
る。柱穴・周溝・カマド・その他の施設：なし。カマドや付属施設が確認できなかったので、別の機能を
もつ施設の可能性がある。遺物：黒色土器、土師器、須恵器、灰釉陶器の小破片が少量出土した。時期：
不明確だが出土した土器の時期をもって、10 世紀代と推測する。
　礎石建物跡
　ＳＴ 01（第 93 図、ＰＬ 17）

位置：２区、Ⅱ Q07・08 グリッド。検出：本跡は 2000 年に市教委が実施した試掘調査において確認され
たもので（市教委 2002）、今回の調査により、東西・南北方向に直線的かつ等間隔に平石が並ぶ状況を確
認し、礎石建物跡であることが明確になった。礎石上面は表土直下で検出した。重複関係：ＳＫ 158 は
礎石掘方を切る。埋没：礎石掘方（４層）および礎石側面は焼土粒・炭化物を含有する２層が埋めており、
２層の上位に、やや性状が異なる１層土が一部残存していた。構築：基本層序第Ⅲ層上面から切り込む掘
方内に礎石を据えている。構築面となる第Ⅲ層上面は平坦に整っており、構築に先立ち整地が行われた
ことを推測し得る。１・２層は本建物の廃絶後の形成層と判断する。形状・規模：７か所の礎石残存（Ｓ

１・３・４・７・８・９・11）、４か所の礎石抜痕（３層）ないし掘方残存（４層）（Ｐ１・３・４・５）から、
東西３間×南北２間、東西方向 5.4 ｍ、南北方向 3.6 ｍの総柱建物が復元できる。ただし、東側のＳ５・
６・10 は柱筋にほぼ揃うため、さらに東に延びるか、付属部をもつ可能性がある。礎石の大きさは、最
大長 40～60㎝、厚さ 18～22㎝である。遺物：礎石掘方から平安時代の土師器・黒色土器小細片が、建物
プラン内の２層中および上面で瓦塔、青磁碗、青白磁梅瓶、常滑甕が出土した。建物プランからやや離れ
るが、２層上面で永楽通寶が出土している。時期：礎石掘方出土の遺物から、平安時代以降であることは
確かといえる。これ以上の限定は困難だが、周辺から出土した遺物の時期をもって、15 世紀前半以降と
推測する。
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　溝跡
　ＳＤ 01（第 88 図）

位置：１区、ⅡＱ 22、ⅡＶ 02 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 13 を
切る。埋土：検出部分の比高約 1.5 ｍを測り、地点により埋土の性状が異なる。上部（Ａ－Ｂ）では暗褐
色土の単層、中部（Ｃ－Ｄ）では粒径が異なる黒褐色土、下部（Ｅ－Ｆ）では黒色土と黒褐色土が堆積す
る。形状・規模：標高約 724.4 ｍ～726.0 ｍの等高線に直交し、南西から北東へ流下する。延長 15.1 ｍ、
幅 2.0～2.6 ｍ、深さは 0.2～0.3 ｍを測る。遺物：平安時代の黒色土器、土師器、須恵器、灰釉陶器の破片
と、鉄滓類、羽口、炉壁が出土した。時期：切合いと出土遺物から、10～11 世紀以降と推測する。自然
流路の可能性もある。
　ＳＤ 02（第 88 図）

位置：２区、ⅡＱ 24・25 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単
層で、暗褐色土が堆積する。形状・規模：平面形はＬ字形を呈する。等高線と直交する東西方向の延長
4.6 ｍ、南北方向の延長 1.6 ｍ、深さ 20㎝を測る。遺物：なし。時期：時期決定の根拠がなく不明である。
　ＳＤ 03（第 88 図）

位置：２区、ⅡＭ 21、ⅡＲ 01 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＦ 09～11
に切られる。ＳＤ 03 埋土上部に、被熱部ＳＦ 09～11 がある。埋土：３層が堆積する。１層黒褐色土と３
層黒色土の間に、２層の薄い炭化物層が入る。形状・規模：等高線に平行し、ほぼ南北方向に延びる。南
はかく乱で消失、北は調査区外に及ぶ。確認できた長さは 5.8 ｍで、幅 48～72㎝、深さ 30㎝を測る。断
面形はＵ字状を呈する。遺物：平安時代の土師器埦・高台付皿、須恵器多嘴壺、灰釉陶器皿、鉄滓が出土
した。時期：埋土から出土した土器の時期をもって、11 世紀前半と推測する。
　土坑
　土坑は１区で 113 基、２区で 69 基、合計 182 基検出した。１・２区とも、平安時代の竪穴建物跡が群
在する南半部に密集して分布する。時期の特定が困難な土坑も多いが、上記の分布状況や、中世の遺物を
出土した土坑が近世以降のＳＫ 153 のみであることを考慮すると、土坑の大部分は平安時代集落の存続期
間に掘られたものと考える。
　本項では、形態・構造や遺物出土状況に特徴的な様相がある土坑について、簡潔に記述する。個々の属
性は、添付 DVD 収録の「尾垂遺跡土坑一覧表」に掲載した。
　ＳＫ 01（第 90 図）

位置：１区、ⅡＫ 25 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 06 を切る。埋
土：３層黒褐色土の上部に焼土混じりの１・２層暗褐色土が堆積する。形状・規模：長径 76㎝、短径 66
㎝のやや楕円気味の円形で、底部は鍋底状である。深さは 25㎝を測る。遺物：埋土中位から小型の土師
器坏が割れた状態で出土した。時期：出土した土器の時期をもって、11 世紀前半と推測する。
　ＳＫ 03（第 90 図、ＰＬ 17）

位置：１区、ⅡＫ 20・Ｌ 16 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 05 を切
る。埋土：壁際の３層暗褐色土と中央の２層暗褐色土を、１層褐色土が埋積する。形状・規模：長軸 180
㎝、短軸 60㎝で、等高線と平行する東西方向に長い長方形を呈する。底面は平坦で深さ 30㎝を測る。西
端部に地山の礫が露出する。壁はほぼ直立する。遺物：土坑底面中央部で鉄製品、灰釉陶器埦、土師器埦
が出土した。鉄製品は北壁際に鎌、刀子、棒状鉄製品等がひとまとまりに銹着した状態、灰釉陶器埦は逆
位の状態、土師器埦は正位で潰れた状態である。人骨の遺存や木棺の痕跡はなかったが、上記の副葬品を
伴う墓と判断する。時期：出土した土器の時期をもって、11 世紀前半と推測する。
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　ＳＫ 14（第 90 図、ＰＬ 17）

位置：１区、ⅡＶ 18 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。埋土：単層で、
にぶい黄褐色土が堆積する。形状・規模：長軸 209㎝、短軸 84㎝で、等高線と平行する南北方向に長い隅
丸長方形を呈する。底面はほぼ平坦で深さ最大 16㎝を測る。壁は底部付近がわずかに残存する。遺物：
内部に、頭位を北にとり、下肢を伸ばした状態の人骨１体が納まっており、本土坑が墓であることは確実
である。木棺の痕跡はなかった。茂原信生氏・櫻井秀雄氏・本郷一美氏に人骨の鑑定を依頼し、結果を第
４節に掲載した。鑑定によると、被葬者は身長およそ 150㎝で、成人だが性別不明である。なお、第 90
図中の骨番号は 222・223 頁の第 30 表に一致する。人骨の右下肢骨付近から、刀子１点が出土した。時
期：不明確だが、平安時代集落の外縁部に位置することから、集落存続期間に重なる一時期と推測する。
　ＳＫ 15（第 90 図、ＰＬ 17）

位置：１区、ⅡＶ 06 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 09 に切られる。
埋土：単層で、黒色土が堆積する。形状・規模：残存部の平面形は不整な方形で、北西―南東 40㎝、北
東―南西 31㎝、深さ 12㎝を測る。断面形はＵ字状を呈する。遺物：ほぼ同形同大の土師器小型甕５個体
が、正位の状態で並んでいた。時期：出土した土器の時期と、10 世紀前半と推測するＳＢ 09 に切られる
ことをもって、10 世紀前半と推測する。
　ＳＫ 23・30（第 90 図）

位置：１区、ⅡＶ V07・08 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：ＳＢ 07 とＳＢ
12 の間にあり、ＳＫ 23 がＳＫ 30 を切る。形状・規模：ＳＫ 23 は長軸 222㎝、短軸 174㎝、最大深さ 50㎝、
ＳＫ 30 は長軸 193㎝、短軸 129㎝、最大深さ 50㎝を測る。両者ともテラス状の浅い部分があり、同一層が
連続するため重複ではないと判断する。埋土：どちらも埋土は暗褐色土で、含有物の差により３分層した。
ＳＫ 30 の４層を除き、地山の黄褐色土ブロックを多量に含み、人為的に埋戻した可能性がある。遺物：
ＳＫ 23 から略完形の黒色土器埦が出土した。時期：出土した土器の時期をもって、９世紀後半と推測する。
　ＳＫ 99（第 91 図、ＰＬ 17）

位置：２区、ⅡＱ 25 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。黒褐色土の落込み内側に円礫が
巡る。重複関係：なし。形状・規模：長径 143㎝、短径 112㎝の楕円形で、深さ 22㎝を測る。掘込みの縁
に沿って長径 15～30㎝の円礫と割れた円礫を並べる。本遺跡でこのような形態の土坑は、本例のみであ
る。埋土：単層で、黒褐色土が堆積する。遺物：土師器破片がごく少量出土した。時期：不明確だが、土
師器片が出土していることから、平安時代以降と推測する。
　ＳＫ 127（第 91 図）

位置：２区、ⅡＱ 25・Ｒ 21。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：なし。形状・規模：長
径 209㎝、短径 115㎝の不整形で、深さ 17㎝を測る。埋土：単層で、黒褐色土が堆積する。遺物：土師器、
黒色土器、灰釉陶器が出土した。時期：出土した土器の時期をもって、10 世紀代と推測する。
　ＳＫ 152（第 91 図）

位置：２区、ⅡＲ 16・21 グリッド。検出：基本層序第Ⅳ層上面で検出した。重複関係：２基以上の土坑の
切合いを想定して平面精査を行ったが、差異を確認できなかった。サブトレンチを掘削して観察した結果、
南側の楕円形部分が北側部分を切ることが分かった。南側の楕円形部分をＳＫ 152 ａ、北側の不整円形部
分をＳＫ 152 ｂとする。ＳＫ 152 ａがＳＫ 152 ｂを切る。ほかの遺構との切合いはない。埋土：ＳＫ 152 ａ
は２分層、ＳＫ 152 ｂは４分層した。２基とも黒褐色土主体で、類似した性状である。形状・規模：ＳＫ
152 ａは東西方向の長さ 222㎝、南北方向の長さ 160㎝、最大深さ 50㎝を測る。断面逆台形を呈し、底面は
およそ平坦で、南～東壁の立上がりは急角度だが西壁は緩やかである。ＳＫ 152 ｂは東西方向の長さ 150



―　171　―

第２節　尾垂遺跡

㎝、南北方向の残存長 130㎝、最大深さ約 35㎝を測る。なお、北端の直径 20㎝ほどの窪みは別遺構の可
能性もあるが、区分できなかった。遺物：出土した遺物は比較的多く須恵器、黒色土器、土師器、灰釉陶
器がある。時期：出土した土器の時期をもって、９世紀後半と推測する。一方、埋土２層から採取した炭
化材の放射性炭素年代測定では、８世紀末～９世紀中頃を示す年代値となり、出土土器の年代より若干古
い。試料である炭化材が建物の構築材である可能性があり、測定値はその伐採年代を示すものと理解する。
　ＳＫ 153（第 92 図、ＰＬ 17）

位置：２区、ⅡＱ 07 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出した。ＳＴ 01 の検出時に、焼土と炭化
物を含む暗褐色土の楕円～隅丸長方形の広がりとして検出した。重複関係：なし。埋土：上層（１層）・
下層（２～９層）・最下層（10～12 層）の３層に大別できる。下層の上部は焼土塊が多く、下部は炭化物と
直径 20㎝ほどの礫が多い。礫は焼けていない。人為的埋没と考えるが、最下層は自然堆積の可能性もあ
る。形状・規模：長軸 208㎝、短軸 158㎝の台形に近い隅丸長方形を呈し、深さは約 44㎝を測る。基本層
序第Ⅲ層を掘り抜き、第Ⅳ層を掘り込んで底面とする。断面は逆台形を呈し、底面はおよそ平坦で、壁は
急角度で立ち上がる。西側がテラス状に若干高く、その部分に東西方向の短い溝状の窪みがある。遺物：
上層から青白磁梅瓶、下層から大型かわらけ、炉壁が出土した。また、底面南辺に鉄製品の鉈、刀子、鉇、
釘がまとまって銹着していた。時期：出土したかわらけの時期をもって、17 世紀後半以降と考える。一方、
下層上部（４層）で採取した炭化材の放射性炭素年代測定では、14 世紀初頭～15 世紀初頭を示す年代値
となり、かわらけが示す年代とは整合しない。試料である炭化材が建物の構築材である可能性があり、測
定値はその伐採年代を示すものと理解する。
　ＳＦ 18（第 91 図）

位置：２区、ⅡＱ 07 グリッド。検出：基本層序第Ⅲ層上面で検出した。西側は市道法面下に延びるが、
保安上の理由から、遺構全体の調査は行わなかった。重複関係：なし。形状・規模：確認部分は直径 130
㎝の円形を呈し、深さ 28㎝を測る。平坦な底面から丸みを帯びて壁が立上がる。埋土：４層に分層した
が、成層する状況というより、焼土粒・礫・炭化物・暗褐色土が混在する状況である。遺物：なし。時
期：４層から採取した炭化物の放射性炭素年代測定では、14 世紀前半～15 世紀前半を示す年代値を得た。
しかし、本土坑はＳＫ 153 にごく近い位置にあり、礫・炭化物・多量の焼土を含む埋土の性状も類似する
ため、ＳＫ 153 と同様に 17 世紀後半以降と推測する。
　被熱部（第 89 図）

　単独の被熱部は、１区で５基、２区で 10 基、合計 15 基検出した。個々の属性は添付 DVD 収録の「尾
垂遺跡被熱部一覧表」に掲載し、本項では概括的な記述にとどめる。
　被熱部は、掘込みを伴うものとないものがある。前者は焼土坑と称すべき形態だが、被熱部に含めた。
掘込みを伴う被熱部はＳＦ 04・06・08 で、底面から壁下部にかけて被熱赤変する。平面形は円形ないし
不整円形で、断面形は浅いＵ字状を呈する。掘込みがない被熱部はＳＦ 03・05・07・09～17 で、ＳＦ
13・14 は円形、ＳＦ 09～12 は楕円形、ＳＦ 03・05・07・15・17 は不整形を呈する。被熱部は概してよ
く焼け、赤変部の厚さは３～10㎝程ある。ＳＦ 05・06 では隣接して礫が出土したが、被熱部との構造的
な関連性は明らかにし得なかった。
　分布状況は、１基単独で存在する場合と２～５基が群在する場合がある。単独分布はＳＦ 01（ⅡＰ 03）、
ＳＦ 02（ⅡＬ 21）、ＳＦ 08（ⅡＲ 21）である。群在分布は２基群在がＳＦ 03・04（ⅡＶ 01）、３基群在がＳＦ
05～07（ⅡＶ 07・08）、４基群在がＳＦ 14～17（ⅡＱ 02・03）、５基群在がＳＦ 09～13（ⅡＲ 01・02）である。
　時期の特定は困難だが、ＳＦ 03・04 はＳＢ 15 の埋没途中に形成されている点から 10 世紀前半以降、
ＳＦ 09～11 はＳＤ 03 埋土上部に形成されている点から 11 世紀前半以降と推測する。
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第 78 図　遺構全体図

SF01

730.00
730.00

729.00
729.00

728.00
728.00

727.00
727.00

72
7.0

0

72
7.0

0

72
2.

00
72

2.
00

72
3.

00
72

3.
00

72
4.

00
72

4.
00

721.00
721.00

72
4.

00
72

4.
00

725.00
725.00

726.00
726.00

727.00
727.00

72
7.

00
72

7.
00

728.00
728.00

72
5.

00
72

5.
00

72
6.

00
72

6.
00

72
4.

00
72

4.
00

72
6.

00
72

6.
00

X=23640X=23640

X=23680X=23680

X=23600X=23600X=23600X=23600

X=23640X=23640

X=23680X=23680

Y=
-4

56
0

Y=
-4

56
0

Y=
-4

56
0

Y=
-4

56
0

Y=
-4

52
0

Y=
-4

52
0

Y=
-4

52
0

Y=
-4

52
0

1区1区

2区2区

0 (1:600) 20m

尾垂古墳

ⅡR01ⅡR01ⅡQ01ⅡQ01ⅡP04ⅡP04

ⅡW01ⅡW01ⅡV01ⅡV01ⅡU04ⅡU04

ⅡW21ⅡW21ⅡV21ⅡV21ⅡU24ⅡU24



―　173　―

第２節　尾垂遺跡

第 79 図　遺構分布図（１）
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第 80 図　遺構分布図（２）
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第 81 図　ＳＢ 01・03　遺構図

  1 黒褐色(10YR3/2.5) シルト。粘性普通。しまりややあり
  10mm以下橙褐色～黄褐色土粒15%混
  炭化物粒・焼土粒少混。SB01埋土
  2  にぶい黄褐色(2.5Y6/4)
  シルト。 粘性ややあり。しまりややあり
  黄褐色土ブロック混
  3 黒褐色(10YR3/2) シルト。粘性ややあり。しまりあり。10mm以下
  炭化物粒5%・5mm以下焼土粒3%混
  4 暗褐色(7.5YR3/3) シルト。粘性ややあり。しまり普通。5mm以下
  焼土粒10%・3mm以下地山土粒5%混
  5 黒褐色(10YR3/2.5) シルト。粘性普通。しまり普通
  10mm以下地山土粒10%・炭化物粒・焼土粒混 
  SB03埋土

  6 黒褐色(10YR2.5/2) シルト。粘性ややあり。しまりあり
  10～20mm地山土粒多混部・少混部が互層状に混
  中央部50～100mm互層の乱れあり。柱痕か
  7 黒褐色(10YR2.5/2) シルト。粘性ややあり。しまり普通
  10mm以下黄褐色地山粒10%混。炭化物粒少混
  8 黒褐色(10YR2.5/2) シルト。粘性ややあり。しまりややあり
  地山土粒3%混
  9 黒褐色(10YR2.5/2) シルト。粘性ややあり。しまり弱
10 黒褐色(10YR3/1) シルト。粘性・しまり弱
11 黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性ややあり。 しまりあり
  10～15mm礫2%・地山土粒1%混
12 黒褐色(10YR2/2.5) シルト。粘性ややあり。しまり普通
13 黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性ややあり。しまりあり
  地山土粒1%混
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第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第 82 図　ＳＢ 02　遺構図

  1 暗褐色(10YR3/3) 粘性ややあり。しまりあり。1～5mm白色土粒・
  黄色土粒多混。30～50mm礫少混
  2 黒褐色(10YR2/3) 粘性弱。しまりあり。1～5mm黄褐色土粒混
  30～100mm礫少混
  3 褐色(10YR4/4) 粘性なし。しまりあり
  1～3mm黄色土粒・白色土粒少混
  4 褐色(10YR4/4) 粘性・しまりなし。3～5mm黄色土粒・
  白色土粒微混
  5 暗褐色(10YR3/4) 粘性なし。しまりあり
  1～2mm白色土粒・黄色土粒少混
  6 暗褐色(10YR3/3) 粘性あり。しまり弱
  3～5mm白色土粒・黄色土粒微混
  7 暗褐色(10YR3/3) 粘性あり。しまり弱。5mm礫少混
  8 暗褐色(10YR3/4) 粘性あり。しまり弱。3～10mm白色土粒・
  黄色土粒多混。30mm礫少混
  9 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。3～10mm白色土粒・
  黄色土粒混。30mm礫微混
10 暗褐色(10YR3/3) 粘性弱。しまりあり
  2～5mm白色土粒・黄色土粒少混
11 暗褐色(10YR3/3) 粘性・しまり弱。2～5mm白色土粒・黄色土粒混
12 暗褐色(10YR3/3) 粘性弱。しまりあり。1～2mm白色土粒・
  黄色土粒・2～5mm礫少混
13 褐色(10YR4/4) 粘性弱。しまりあり。1～2mm白色土粒・
  黄色土粒・2～5mm礫微混
14 暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまり弱
  1～2mm白色土粒・黄色土粒・2～5mm礫少混
15 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりややあり
  1～3mm白色土粒・黄色土粒混

16 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりややあり
  1～3mm白色土粒・黄色土粒微混
17 暗褐色(10YR3/4) 粘性あり。しまり弱。粒子細。1mm黄色土粒微混
18 褐色(10YR4/4) 粘性弱。しまりあり。1～5mm黄色土粒多混
19 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり
  1～5mm白色土粒・黄色土粒少混
20 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり
  1～5mm白色土粒・黄色土粒微混
21 暗褐色(10YR3/4) 粘性あり。しまりなし。20層に類似
22 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。3mm黄褐色土粒少混
23 暗褐色(10YR3/4) 粘性・しまりややあり
  1～2mm白色土粒・20～50mm礫混
24 暗褐色(10YR3/4) 粘性・しまりややあり。1～2mm白色土粒混
25 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。1～2mm白色土粒混  
  30mm～こぶし大礫少混
26 暗褐色(10YR3/4) 粘性やや弱。しまりややあり 
  2～5mm黄褐色土粒多混。5～20mm炭化物混
27 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり
  1～3mm黄色土粒・白色土粒多混
28 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり
  1～3mm黄色土粒・白色土粒少混
29 黒褐色(10YR3/2) 粘性ややあり。しまり弱
  1～3mm黄色土粒・白色土粒微混
30 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。1～3mm白色土粒混
  5～20mm礫少混
31 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり
  1～3mm黄色土粒・白色土粒混。小礫少混
32 暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまり弱
  1～3mm黄色土粒・白色土粒混。小礫少混
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第２節　尾垂遺跡

第 83 図　ＳＢ 04・07・08　遺構図
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トレンチ

かく乱

かく乱骨

1 黒褐色(7.5YR3/1) 
 粘性なし。しまり強。200mm以下礫10%混。白色石粒少混

1  黒褐色(10YR2/3) 粘性弱。しまりややあり。2 ～ 5mm・30 ～ 50mm礫混
 1mm以下黄色土粒多混
2  暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりややあり。2 ～ 3mm・50 ～ 100mm礫混
 1 ～ 3mm黄色土粒多混
3  黒褐色(10YR2/3) 粘性ややあり。しまり弱。白色土細粒・黄色土細粒混
4  褐色(10YR4/4) 粘性ややあり。しまり弱
5  黒褐色(10YR2/3) 粘性・しまり弱。20 ～ 30mm礫少混
6  暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまりあり。小礫2%・地山土粒混。掘方埋土
7  暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまりあり。焼土・炭化物粒1%混。P5埋土
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1 暗褐色(10YR3/4)  粘性ややあり。しまり強
 0.5～3mm白色土粒・黄色土粒・
 30 ～ 80mm円礫混
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第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第 84 図　ＳＢ 05・06　遺構図

SB06カマド SB06カマド礫出土状況

SB05 SB05・SB06

  1 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。細砂・褐色土10%混。SB05埋土
  2 褐色(10YR4/6) 粘性ややあり。しまり強。暗褐色土10%混。SB05貼床
  3 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。褐色土ブロック7%・細砂混。SB06埋土
  4 暗褐色(10YR3/3) しまりやや弱。細砂・褐色土ブロック混。SB06埋土
  5 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。1～2mm褐色土粒3%混
  6 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。褐色土混
  7 褐色(10YR4/6) 粘性ややあり。しまりあり。焼土ブロック3%混
  層状に暗褐色土混
  8 褐色(10YR4/6) 粘性ややあり。しまりあり
  細砂・褐色土・焼土ブロック混
  9 暗褐色(10YR3/3) しまりやや弱。細砂混。焼土粒多混。8層に類似
10 暗褐色(10YR3/3) 粘性ややあり。しまりやや弱。褐色土粒ブロック2%・
  焼土ブロック5%混
11 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。褐色土ブロック20～30%混
12 暗褐色(10YR3/3) 粘性ややあり。しまりあり。褐色土混
13 暗褐色(10YR3/3) しまりやや弱。褐色土ブロック3%・焼土ブロック・
  炭化物粒5%混
14 暗褐色(10YR3/3) しまりやや弱。焼土・炭化物粒20～30%混
15 暗褐色(10YR3/3) しまりやや弱。褐色土・焼土粒・小礫混
16 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。焼土・炭化物5%混

17 褐色(10YR4/6) しまりあり。暗褐色土混
  カマド構築材崩落土
18  カマド構築材
19 暗褐色(10YR3/3) しまりあり
  褐色土ブロック5%・焼土ブロック1%混
  旧カマド廃絶後の埋土か
20 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。褐色土混
21 暗褐色(10YR3/3) しまりやや弱。褐色土混
22 褐色(10YR4/6) 粘性ややあり。しまりあり
23 暗褐色(10YR3/3) しまりやや弱。褐色土混。２層と類似
24 暗褐色(10YR3/3) しまりなし。褐色土混
25 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。2mm褐色土粒・炭化物3%混
26 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。褐色土混
27 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。10mm褐色土粒1%混
28 暗褐色(10YR3/3) しまりあり
  20～30mm褐色土ブロック10%混
29 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。褐色土20%混
30 暗褐色(10YR3/3) しまりあり。褐色土5%・小礫1%混
31 暗褐色(10YR3/3) しまりあり
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第２節　尾垂遺跡

第 85 図　ＳＢ 09・10　遺構図

カマド図

P2

カマド図

1   黒褐色(10YR3/1)
     粘性弱。しまり強
     100mm以下礫10%混
2   黒褐色(10YR3/1)
     粘性弱。しまり普通
     白色砂粒10%混
     １層と同一か
3   黒色(10YR2/1)
     粘性・しまり普通
     炭化物少混
4   黄褐色(10YR5/6)
     粘性・しまり強。黒土
     少混。カマド構築材か
5   黒褐色(10YR2/3)
     粘性ややあり。しまり
     やや弱。炭化物少混
6   黒褐色(10YR3/1)
     粘性・しまり普通
     黄褐色土粒少混
7   灰黄褐色(10YR4/2)
     粘性弱。しまり普通
     石粒少混

1  暗褐色(10YR3/4) 粘性やや弱。しまりややあり。2～3mm黄色土粒・
　　　　　　　　　 白色土粒・橙色土粒多混。20 ～ 50mm礫やや多混
　　　　　　　　　 100 ～ 400mm礫少混
2  褐色(10YR4/4) 粘性弱。しまりあり。2 ～ 10mm黄色土粒・白色

土粒・橙色土粒多混。20 ～ 50mm礫やや多混
3  暗褐色(10YR3/3) 粘性・しまりあり。2 ～ 5mm黄色土粒・白色土粒

多混。小礫少混。掘方埋土
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第 86 図　ＳＢ 12・13・14　遺構図

1  黒褐色(10YR2/3) 粘性・しまりややあり。2～5mm黄色土粒・白色土粒混
 20 ～ 100mm礫少混
2  暗褐色(10YR3/3 ～ 3/4)  粘性あり。しまりややあり
 1 ～ 5mm黄色土粒・白色土粒混。20 ～ 100mm礫少混

1  暗褐色(10YR3/4)  粘性弱。しまりあり。1 ～ 5mm
 黄色土粒・橙色土粒多混
 30 ～ 50mm礫少混

  1  暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性ややあり。しまりあり
  1 ～ 2mm炭化物粒3%混
  2  黒褐色(10YR3/2) シルト。粘性ややあり。しまりあり
  地山土粒1%混
  3  暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性ややあり。しまりあり。小礫3%混
  4  黒褐色(10YR3/2)  シルト。粘性ややあり。しまりあり
  小礫1%・地山土粒1%混
  5  黒褐色(10YR3/2)  シルト。粘性ややあり。しまりあり。地山土粒1%混
  6  黒褐色(10YR3/2)  シルト。粘性ややあり。しまりあり。小礫3%混

  7  暗褐色(10YR3/3) 砂質シルト。粘性ややあり。しまりあり。礫1%混
  8  暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性ややあり。しまりやや弱。礫3%混
  9  黒褐色(10YR3/2) シルト。粘性ややあり。しまりやや弱
  地山土粒1%混
10  暗褐色(10YR3/3) シルト。粘性ややあり。しまりあり。地山土粒10%混
11  黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性ややあり。しまりあり
  炭化物粒1%・小礫1%・地山土粒1%混
  下部に褐色シルトブロック混
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第２節　尾垂遺跡

第 87 図　ＳＢ 15・16・17　遺構図

1  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり。10mm以下焼土・炭化物粒3%・
100mm以下礫2%混

2  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり。5mm以下褐色土粒15%・10mm
以下焼土・炭化物粒3%・200mm以下礫5%混

3  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり。2mm以下炭化物粒1%・2mm以
下褐色土粒・小礫1%混。2層に類似

4  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり。5mm以下褐色土粒3%・3mm以
下炭化物粒1%混

1 黒色(10YR2/1)　　　　  粘性・しまり普通。褐色土粒少混
2 にぶい黄褐色(10YR5/4)  粘性・しまり普通。白色石粒少混

1  黒褐色(10YR2/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり。 10mm以下地山ブロック7%・
人頭大以下礫5%混

2  黒褐色(10YR2/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり。5mm以下地山土粒15%混
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第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第 88 図　ＳＤ 01・02・03　遺構図

1 黒褐色(7.5YR3/1)  
 粘質土。粘性普通。しまり強。50～100mm礫少混
2 黒褐色(7.5YR3/2)  
 砂質土。粘性・しまり弱。10 ～ 50mm礫50%混
3 暗褐色(10YR3/3)   
 粘性ややあり。しまり弱。１～ 10mm黄色土粒・

橙色土粒多混。炭化物粒やや多混。鉄澤・羽口
片混

4 黒色(10YR2/1)       
 粘性・しまり普通。10mm以下礫少混
5 黒褐色(10YR3/2)   
 粘性・しまり普通。5 ～ 10mm礫30%混

1  暗褐色(10YR3/4)  
    シルト。粘性ややあり。しまりあり
    5mm以下地山土ブロック2%・礫3%混

1 黒褐色(10YR3/1)
 粘性・しまり普通
　黄褐色土粒少混
2 炭化物層
3 黒色(10YR2/1)
 粘性・しまり普通
　黄褐色土粒微混

SD01

SD02

SD03

C 727.00 D

2

E 726.80 F

54

A 727.40 B

3

S

SB13

1

L=724.00m

1A B

A

L=722.80m

B

1
2

3

A

B

C

D

E

F

A
B

A

B

トレンチ

トレンチ

調査区外

かく乱

調査区外

SB13

SF09

SF10

SF11

ⅡV03-01

ⅡV02-05

ⅡQ24-08

ⅡR01-03

0 2m



―　183　―

第２節　尾垂遺跡

第 89 図　ＳＦ 03～17　遺構図

SF03 SF04
上面 下面

SF06

SF05

SF07 SF08 SF09 SF10

SF11 SF12 SF13 SF14 SF15

SF16 SF17

  1  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり
                                             2mm以下焼土・炭化物粒1%混
  2  黒色(10YR2/1) シルト。粘性ややあり。しまりあり
 焼土・暗褐色シルト混。炭化物層
  3  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり
                                             2mm以下焼土・炭化物粒5%混
  4  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり
                                             1mm以下焼土粒2%混
  5  明赤褐色(5YR5/6) 焼土主体。粘性ややあり。しまりあり
  6  黒色(10YR2/1) 粘性ややあり。しまりあり。炭化物層
  7  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり
 50mm焼土・炭化物粒5%混
  8  黒色(10YR2/1) 粘土。粘性ややあり。しまり強。焼きしまる

1  暗褐色(10YR3/4)
    シルト。粘性ややあり

しまりあり
2  暗褐色(10YR3/4)
    シルト。粘性ややあり

しまりあり。小礫1%混
3  暗褐色(10YR3/4)
    シルト。粘性ややあり

しまりあり。
    小礫・焼土粒1%混
4  暗赤褐色(5YR3/6)
    焼土混。粘性ややあり
    しまりあり

1 にぶい赤褐色(5YR4/4)
 焼土混。粘性ややあり
　しまりあり。焼きしまる
2 にぶい赤褐色(5YR4/4)
 焼土混。粘性ややあり
　しまりあり
3 暗赤褐色(5YR3/6)
 焼土。粘性ややあり。しまりあり

C
72

7.
30

D

438567

S

1
A 727.30 B

A 727.00 B

A

L=727.00m

B

A

L=727.40m

B

A 727.00 B

13

S

1 32 4
A

L=723.60m

B

22
2

A 722.60 B

L=722.60m

A B

A 722.60 B
A 722.60 B

A

L=722.60m

B

BA B

C
D

A

A B

A B

BA

A B

C
D

BA

A B
A B

A B

A B
A B

Ⅱ
V01-11よ

り

東
へ

1m

ⅡV01-11より
東へ1ｍ南へ1m

Ⅱ
V0

8-
14

よ
り

東
へ

1m
Ⅱ

V0
8-

05
よ

り

東
へ

1m
南

へ
1m

Ⅱ
V08-10

ⅡR21-09より東へ1m

Ⅱ
R01-05よ

り

東
へ

1m

Ⅱ
R0

1-
02

よ
り

東
へ

0.
5m

南
へ

1m

Ⅱ
R01-10

Ⅱ
R01-09よ

り
東

へ
1m

南
へ

1m

Ⅱ
R01-06よ

り
南

へ
1m

ⅡQ02-08より
東へ1m

ⅡQ03-01より
南へ1.5m
東へ1.5m

ⅡQ03-03より
南へ1.5m

ⅡQ03-04より
東へ1.5m

0 1m



―　184　―

第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第 90 図　ＳＫ 01・03・14・15・23・30　遺構図

SK01 SK03 SK14

SK15SK23・30

遺物出土状況

1 暗褐色(10YR3/4) 
 粘性ややあり。しまりあり
 1 ～ 2mm焼土1%混
2 暗褐色(10YR3/4) 
 １層土と同質
 焼土3 ～ 5%混
3 黒褐色(10YR2/3) 
 粘性ややあり。しまりあり
 2mm暗褐色土粒2%混
 1mm焼土微混
4 黒褐色(10YR2/3) 
 粘性ややあり。しまりあり
 粒子粗

1  褐色(10YR4/6)
　粘性・しまりあり
　暗褐色土15%混
2  暗褐色(10YR3/3)  
　粘性ややあり
　しまりなし
　褐色土2%混
3  暗褐色(10YR3/3)  
　粘性ややあり
　しまりあり
　褐色土5%混

1  にぶい黄褐色(10YR4/3)  
　1 ～ 5mm白色土粒・黄色土粒多混
　100mm円礫少混

1 黒褐色(10YR3/1)
 粘性・しまり普通
 黄褐色土粒少混

1  暗褐色(10YR3/4) 粘性・しまりややあり
 1 ～ 3mm黄色土粒・橙色土粒多混
 1 ～ 5mm礫少混
2  暗褐色(10YR3/4) 粘性あり。しまりややあり
 1 ～ 3mm黄色土粒・橙色土粒多混
 1 ～ 5mm礫少混。10mm黄褐色土粒多混
3  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり
 黄褐色土粒20%・炭化物粒1%混
4  暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまり弱
 1 ～ 3mm白色土粒・黄色土粒少混
5  暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり
 黄褐色土粒10%・20mm以下礫3%混
6  褐色(10YR4/4) 粘性・しまりややあり
 2～5mm黄褐色土粒多混。30～60mm礫混
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第２節　尾垂遺跡

第 91 図　ＳＫ 99・127・152、ＳＦ 18　遺構図

SK99

SK127

SK152

SF18

1   黒褐色(10YR2/3)  
     シルト。粘性ややあり。しまりあり
　 2mm以下炭化物・焼土粒1%混
　 内縁辺に300mm礫が並ぶ

1  黒褐色(10YR2/3)
    シルト。粘性ややあり。しまりあり
    5mm以下地山土ブロック2%・礫2%・焼土・
    炭化物粒1%混

1  黒褐色(10YR2/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり 
　地山土粒7%・炭化物3%・200mm以下礫3%混
2  黒褐色(10YR2/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり
　地山土粒3%・炭化物3%・礫2%混
3  黒褐色(10YR2/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり
　3mm以下地山土ブロック1%・礫1%混
4  黒褐色(10YR2/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり
　5mm以下地山土ブロック3%・礫1%混
5  暗褐色(10YR3/4)  シルト。粘性ややあり。しまりあり。地山土粒1%・礫1%混
6  黒褐色(10YR2/3)  シルト。粘性ややあり。しまりあり。地山土粒1%混

1  暗褐色(7.5YR3/4)
　シルト。粘性ややあり。しまりあり
　粒子細。焼土10%混
2  暗褐色(7.5YR3/4)
　シルト。粘性ややあり。しまりあり
　粒子細。3mm以下焼土粒5%混
3  赤褐色(5YR4/8)
　焼土主体。粘性ややあり。しまりあり
　粒子細
4  暗褐色(7.5YR3/4)
　シルト。粘性ややあり。しまりあり
　粒子細。層状に炭化物混
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第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

第 92 図　ＳＫ 153　遺構図

礫集中範囲（中～下層）

焼土塊集中範囲（上～中層）

  1 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性・しまりあり。粒子細。2 ～ 3mm焼土・炭
化物2 ～ 5%混

  2 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性・しまりあり。粒子細。2 ～ 10mm焼土・炭
化物10%混

  3 暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。粒子粗。3 ～ 5mm焼土ブロック
10%・5mm炭化物粒3%混

  4 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性・しまりあり。粒子細。1mm焼土１%・炭
化材混

  5 暗褐色(10YR3/4) ３層と類似。焼土ブロック20%混
  6 暗褐色(10YR3/4) ５層と類似。焼土ブロック30 ～ 40%混
  7 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性・しまりあり。粒子細。褐色土ブロック5%混
  8 暗褐色(10YR3/4) ７層と類似。褐色土ブロック10%混
  9 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性・しまりあり。粒子やや粗。炭化物粒3%・

焼土1%混
10 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性・しまりあり。粒子やや粗。3mm以下褐色

シルトブロック1 ～ 2%混
11 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性。しまりあり。粒子細。10mm以下褐色シル

トブロック7%混
12 暗褐色(10YR3/4) シルト。粘性強。しまりあり。粒子細。10mm以下褐色シ

ルトブロック10 ～ 20%混
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第２節　尾垂遺跡

第 93 図　ＳＴ 01　遺構図

1  暗褐色(10YR3/4)  
    シルト。粘性ややあり。しまりあり
    1 ～ 3mm焼土3%・1 ～ 2mm炭化物1%混
2  暗褐色(10YR3/3)  
    シルト。粘性ややあり。しまりあり
    10mm以下焼土15%・5mm以下炭化物7%混
3  黒褐色(10YR2/3)  
    シルト。粘性ややあり。しまりあり
    10mm以下焼土20%・5mm以下炭化物10%混
4  黒褐色(10YR2/3)  
    シルト。粘性ややあり。しまり弱
    1 ～ 2mm焼土1%混
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第６章　尾垂遺跡　尾垂古墳

（２）平安時代の土器、土製品
　土器
　ＳＢ 01（第 94 図１～７、ＰＬ 18）

　供膳形態が土師器と灰釉陶器、煮炊形態が羽釜となる。１の土師器皿は、底面が回転糸切り後、手持ち
ヘラ削りされる。底部、体部とも厚手の２の土師器坏は底面が静止糸切りで、底部内面中央と口縁内外面
に厚く煤が付着する。口縁部が大きく外反する４の土師器坏は、内外面に薄く煤が付着する。５の灰釉陶
器小埦は、口縁部のみに灰釉が薄く施釉される。６・７の土師器羽釜は、６が体部ヘラ削り、７が体部ハ
ケ調整である。時期は 10 世紀後半と推測する。
　ＳＢ 02（第 94 図８～13、ＰＬ 18）

　供膳形態の主体は黒色土器である。８・９の黒色土器坏は、口縁部内面にミガキが施され、８は６方向
の放射状暗文、９は８方向の放射状暗文の先端が蕨手状に丸くなる。11 の土師器高台付埦は、底面に焼
成時の亀裂が見られるが貫通はしていない。13 の須恵器突帯付四耳壺は、突帯が巡る肩部の小片である。
時期は９世紀後半と推測する。
　ＳＢ 04（第 94 図 14～19）

　14・15 の土師器坏は小型化している。17・18 の灰釉陶器碗は灰釉漬け掛けで、18 は回転ナデ後体部外
面下半と高台外面下端を回転ヘラ削りする。煮炊形態は、19 の土師器羽釜の小片が出土している。時期
は 10 世紀後半と推測する。
　ＳＢ 05（第 94 図 20～22、ＰＬ 18）

　出土遺物は少ない。小型化した 20～22 の土師器坏は、回転ナデ後 20 は下半をヘラ削り、21 は下半を
指頭押さえする。時期は 11 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 06（第 94 図 23～36、ＰＬ 18）

　供膳形態は黒色土器中心だが、土師器も混じり、煮炊形態は土師器甕と羽釜が共存する。23 の黒色土
器坏は、放射状の暗文の先端が蕨手状に丸くなる。27 の土師器坏は、黒色処理は見られないが、放射状
のミガキが残っており、黒色土器の内面が磨滅したものと推測する。30 の緑釉陶器耳皿は小片だが、本
遺跡では希少な緑釉陶器の一つである。31～33・36 の土師器甕は、体部外面をヘラ削りするもので、31
は口縁端部も平らにヘラ削りする。時期は 10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 07（第 95 図 37～46、ＰＬ 19）

　供膳形態は、黒色土器と土師器が共存する。42 の黒色土器坏は、底部に直径１㎜の焼成前の貫通孔があ
る。成形時に刺さった枝などが燃え尽きたものと考える。41 の黒色土器高台付埦は、口縁の一部と底部
内面に煤痕があることから灯明埦に、また、44 の土師器坏は底部内面に擦痕と朱墨跡があることから硯に、
それぞれ転用されたものである。底面の下半を手持ちヘラ削りする 45 の土師器坏は、体部外面の一部に
巻上げ痕があり、体部の１か所がゆがむなど製作時の稚拙さが目立つ。時期は 10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 09（第 95 図 47～62、ＰＬ 19）

　供膳形態は黒色土器を主体とする。土師器とした 50・51 の坏、53・55 の高台付埦も、黒色土器の内面
が磨滅したものと考える。50 の土師器坏は、内面が放射状にミガキが施され、底部内面が黒色土器のよ
うに黒色化している。煮炊形態は土師器甕で、外面を回転ナデ調整し、外面の下部をヘラ削り調整するも
のである。62 の黒色土器長頸壺は、外面を底面回転糸切り後、手持ちヘラ削り、体部回転ナデ後、体部
下半と頸部接合部付近を縦方向にヘラ削りする。時期は 10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 10（第 95 図 63～75、ＰＬ 19）

　供膳形態は 63・65 の黒色土器と 64・66 の土師器であるが、67 の灰釉陶器皿、68 の段皿、69・70 の埦
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など、灰釉陶器の比率が高く、貯蔵形態でも 74・75 の灰釉陶器長頸瓶が出土している。内面に陰刻花文
を模した十字と花弁状の暗文が施されている 63 の黒色土器高台付埦や、ベタ高台の緑釉陶器酒坏を模し
たような 66 の土師器埦もあり、瓷器志向が強い。34 の灰釉陶器埦は流し掛けで、底部内面に釉が掛かる。
74・75 の長頸壺は釉調や胎土が類似し、同一個体の可能性もある。時期は 10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 12（第 95 図 76～81、ＰＬ 19）

　76・77 の黒色土器が残るものの、78・79 の土師器が主体である。底面は回転糸切りだが、76 の黒色
土器坏は上げ底の外周を、79 の土師器坏は糸切りの段差の凸部を手持ちヘラ削りして、平底に近づける。
81 の球胴状の土師器甕は口縁部のナデが少なく、巻上げ痕が残る。時期は 10 世紀前半と推測する。
　ＳＢ 15（第 96 図 82～84、ＰＬ 19）

　82 の黒色土器坏と 83・84 の土師期坏があり、82 の黒色土器坏は内面に十字の暗文が見られる。84 の
土師器杯は扁平すぎ、小破片の推定復元のため口径が大きめになっている可能性が高い。時期は 10 世紀
前半と推測する。
　ＳＢ 17（第 96 図 85）

　遺物が少なく、図示できたのは 85 の漬け掛けの灰釉陶器埦のみである。時期は 10 世紀と推測する。
　ＳＫ 01・03・08・15・23～26・58・62・72・127・141・152・153・171・174～176（ 第 96 図 86～

122、第 97 図 123～125、ＰＬ 19・20）

　ＳＫ出土土器は、特徴的なものを抽出して述べる。そのほかの土器は、本書所収の DVD に観察表を掲
載した。ＳＫ 03 出土の 88 は灰釉陶器埦の深埦で、灰釉は漬け掛けで非常に薄く無釉の部分も多い。口縁
部内面に意図的な沈線が巡る。ＳＫ 08 出土の 89 は土師器羽釜で、鍔が剝落する。体部はヘラで削る。Ｓ
Ｋ 15 出土の 90～94 は土師器小型甕で、底面回転糸切り、胴部回転ナデ、胴部外面下半をヘラ削りするが、
ヘラ削りの部分はいびつである。ＳＫ 23 出土の 95 は黒色土器高台付埦で、５～６条並ぶ幅広の十字と間
の花弁状の暗文がある。ＳＫ 26 出土の 100 は土師器羽釜の底部で、粘土板を２枚重ねる。ＳＫ 58 出土の
101 は土師器高台付埦で、器厚が厚く残存率 50％程度ながら 215 ｇと重い。ＳＫ 127 出土の 104 の灰釉陶
器埦は、灰釉を口縁部のみ薄く施す。体部内面は、工具によると考える沈線が約１㎝間隔で２～３周らせ
ん状に巡る。ＳＫ 152 出土の土器は 106～111 で、供膳形態は 106～108 の黒色土器と 109・110 の灰釉陶
器である。106 は放射線状暗文を８本施すが、割付けが稚拙で均等にならない。107 は全面に黒色処理を
施す黒色土器Ｂ類である。109・110 の灰釉陶器埦は、灰釉が体部上半のみ薄く漬け掛けされる。111 の灰
釉陶器瓶は、胴部の灰釉が楕円形を右側から左側に向かってずらしたように掛かり、横位での漬け掛けと
考える。10 世紀前半と推測する。ＳＫ 153 から出土した 112～115 の土師器皿は、口径と底径が少しずつ
違う重ね皿で、113 と 114 は重なるが、112 と 113、114 と 115 を重ねるとやや隙間がある。いずれも左
回転糸切りで、時期は江戸時代遺跡の調査例から 17 世紀後半以降の近世と推測する。ＳＫ 171 から出土
した 116・118 の黒色土器埦と高台付埦は、内外面を黒色処理するＢ類だが、116 が内外同様の黒さであ
るのに対して、118 はミガキを施す外面の炭素の吸着が極薄い。ＳＫ 175 から出土した 122 の土師器鉢は、
底面が磨滅するが、上げ底で回転糸切りされたものと考える。体部は回転ナデ後、外面の一部をヘラ削り、
内面の一部をヘラナデする。体部外面は一面煤が付着し、煮炊きに使われたと考える。ＳＫ 176 から出土
した 123 の土師器埦は、厚手で内面に煤が付着し灯明埦と考える。
　ＳＤ 03（第 97 図 127～131、ＰＬ 21）

　ＳＤ 03 出土の 128 は土師器高坏で、坏形の身部に段をもつ脚部を接合する見慣れない器形である。131
は須恵器多嘴壺で、全形は不明だが同一個体の頸部と胴部が複数ある。130 はその底部と考える。共伴す
る 129 の灰釉陶器皿から、11 世紀前半と推測する。
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　遺構外（第 97 図 132～162、ＰＬ 21）

　遺構外出土土器は、特徴的なものを抽出して述べる。そのほかは、本書所収の DVD に観察表を掲載し
た。遺構外だが、ⅡＬ 25 グリッドではほかのグリッドよりも土器がまとまって出土した。132～135 は黒
色土器、136・137 は小型化した土師器杯、143 は灰釉陶器埦の深埦形である。煮炊形態は、145 の土師器
羽釜となる。132 の黒色土器坏と 133 の高台付埦は、花弁状の暗文を施す。時期は 10 世紀後半と推測する。
　154 の灰釉陶器輪花皿や 159 の小壺、160・161 の土師器注口付瓶、164・165 の須恵器甕など、遺構出
土のものにはない器種も出土している。154 の灰釉陶器輪花皿と 159 の皿は、擦痕や墨痕が見られる点か
ら、転用硯である。160・161 の土師器注口付瓶は、注口部の小破片で全体の形状は不明である。
　土製品（第 98 図１～４、ＰＬ 21）

　１はＳＴ 01 出土の瓦塔である。７×３㎝ほどの小破片で、先端がわずかに残るが、後端部と両側面は
欠損する。葺降ろしの丸瓦２列３段分で、平瓦は表現されていない。丸瓦の段は、実際の丸瓦の重なりを
表現したもので、上方の瓦が下方の瓦に重なる。丸瓦１枚分は、重なり部分除いて長さ 23㎜、直径 10㎜
の半円筒形である。裏面は、丸瓦に平行な 20 ×８㎜の断面長方形の凸部が丸瓦の先端より９㎜手前まで
延び、垂木を表現する。表面の瓦部分はやや凹凸があるが、裏面の垂木および屋根裏部分は平滑に削る。
胎土は細砂粒をやや多く含み、色調は淡い灰褐色であるが、表面瓦の大部分は黒斑で灰黒色を呈する。２
は小破片のため不明確だが、三足土器の脚部と推測する。３・４の土製円板は、須恵器甕の胴部を打ち欠
いたものである。２点とも表面は平行叩きで自然釉が掛かり、裏面はナデ消す。断面に磨かれた痕跡はな
いが、巻上げやナデに沿ってみられる直線的な断面がなく、不自然な多角形状の平面形を呈することから、
意図的に打ち欠いたものと判断した。
（３）中世土器・陶磁器・瓦（第 98 図、ＰＬ 22）

　中世の焼物類は、破片数にして 121 点が出土した。そのうち、25 点を図示・写真掲載し（１～25）、28
点を写真掲載した（①～㉘）。輸入品は白磁・青磁・青白磁が、国産品は古瀬戸製品・常滑製品・瓦質土
器、かわらけ、内耳土器・瓦がある。添付 DVD に観察表を収録し、出土位置は第 98 図にも示した。
　１区
　１・２・①・②は白磁碗である。１・①は口縁が玉縁をなす。２の高台は幅広で、削り出しは浅く、底
部の器肉は厚い。体部外面下半と底部は施釉されていない。大宰府Ⅳ類（横田・森田 1978）に該当する。
３～５は龍泉窯系の青磁である。３は蓮弁文碗で、高台内の底面は露胎である。４は鉢で、釉全体に貫入
がみられる。５は盤である。口縁部が屈折して水平に延び、体部および口縁端部に花弁状の装飾が施され
る。見込み周囲には沈線１条が巡り、内部に草花文を刻出する。底部外面に輪状の露胎部があり、それを
除く全面を施釉している。６・７・８は古瀬戸製品である。鉄釉の６・７は祖母懐茶壺と推測する。８
は合子で、釉漬け掛け、体部上半に沈線３条が巡る。藤澤良祐氏の古瀬戸編年（藤澤 2008）に対比すると、
６・７は後Ⅲ期、８は中Ⅰ～Ⅱ期に属するものと考える。９は瓦質土器で、香炉と推測する。10 は擂鉢、
11・12 はロクロ整形のかわらけである。③は内耳土器の胴部片である。
　２区
　13・④・⑤は白磁碗である。13 は口縁が玉縁をなす。14・⑦～⑪は青磁碗である。14・⑧は龍泉窯系
の蓮弁文碗、15 は内面口縁直下に横走する沈線２条の下に沈線文が刻まれる。⑦は体部外面に片彫り風
の沈線が入り、同安窯系の可能性があろう。⑥は盤あるいは大形の皿と推測する。16～18・⑫～⑮は青
白磁梅瓶である。16・17・⑫～⑭は胴部で、沈線文を施す。18・⑮は底部で、18 は外面から高台中位ま
で施釉している。⑮の外面は施釉されていない。19～22・⑯～㉒は古瀬戸製品である。⑯は壺ないし瓶、
19・⑰・⑲は平碗、⑱は折縁深皿あるいは卸目付大皿、20 は尊式花瓶、21 は卸皿、22・⑳～㉒は天目茶
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碗である。21 の外面は露胎であるが、灰釉が一筋垂下している。22・⑳～㉒は体部下部を回転ヘラケズ
リする。22 の高台は削り出し輪高台で、高台内の削り込みは浅く、高台幅は広いが高台脇は狭い。高台
周辺は露胎である。㉓は、体部は直線的で、口縁部はくびれ端部は尖る。高台脇はやや広く削り込まれる。
高台周辺は露胎である。藤澤編年に対比すると、19・21 は中期、20 は後期、22 は後Ⅰ～Ⅱ期、㉓は後Ⅳ
期（古）に相当するものと判断する。23・㉓・㉔は常滑製品の甕である。23 は口縁の縁帯が長く垂下して
幅広になっているが、頸部に接するまでには至っていない点からすると、中野晴久氏の編年の８型式に該
当する（中野 2012）。24 は瓦質土器で、平面方形の火鉢と推測する。口縁部に三角柱を連ねたスノコ状の
文様を作出する。㉕は内耳土器の胴部片である。㉖～㉘はロクロ整形のかわらけである。25 は酸化炎焼
成の瓦で、凸面に細かい斜格子叩きがある。凹面の布目はナデ消している。
　年代については、２の白磁は 11 世紀後半と古いが、龍泉窯系青磁、青白磁は 13 世紀、古瀬戸製品は
13 世紀末～15 世紀中頃、常滑製品の甕 23 は 14 世紀後半と考える。年代の特定が困難なものもあるが、
出土した中世土器・陶磁器類は、およそ 13 世紀～15 世紀に保有・使用されていたものと推測する。
（４）金属製品（第 99・100 図、ＰＬ 23・24）

　一括埋納が確実なＳＫ 03 およびＳＫ 153 出土の鉄製品は遺構ごと、その他の遺構および遺構外出土の
金属製品は器種ごとに記述する。添付 DVD に観察表を収録し、出土位置は第 99・100 図にも示した。
　ＳＫ 03出土鉄製品
　１は刀子で、棟関は直角、刃関は緩い撫角をなす。２は短く幅広の身部をもつ刃物である。身部は薄く、
現状、棟部も鋭い側縁をなしている。刃関は直角に切れ込む。茎は棟側の側縁に反りをもつ。工具の一種
と考える。３・４は鎌で、着柄部と刃部の区別がない。３は基部から刃部に向けて直線的に立ち上がり、
徐々に増幅するがその差は小さい。刃部の湾曲は棟側に比べて刃側が小さい。折り返し部は端部上端から
棟側にかけて折り返すものと考えてよいだろう。４もほぼ同様な形状であるが、基部下端が完存し、下
端隅は角丸を呈する。３・４とも吉田川西遺跡での鎌形態分類のⅤ類（埋文センター 1989）に対応しよう。
５は棒状の鉄製品で、直角関をもつ。頸部断面形はやや偏平な方形を呈する。鉄鏃あるいは鉇か。６は片
方の端部に環状部が付き、もう片方の端部を鋭く尖らせた棒状の鉄製品である。現状、尖鋭な端部は銹化
膨張により二股に裂けている。環状部寄りに、四面に段が付く関を有する。鋭い端部を木質の対象に打ち
込み、環状部に綱を通して使用したことが推測される。
　ＳＫ 153 出土鉄製品
　７は鉈である。刀身最大幅が切先寄りにあり、切先はふくらを有する。茎は柄の木質が残るため直接観
察できないが、棟側にやや反る形状であろう。柄の関寄りに鉄製の目釘を１本通している。８・９は刀子
である。８は、切先に向けて徐々に細くなる長い身部をもち、銅製の柄を装着している。柄の関寄りに鉄
製の目釘を１本通している。９は短い身部に木製の柄が付く。刃部は全体的に湾曲する。10 は、身部の
先端部が三角形状を留め、薄くなって反りをもつことから、小形の鉇と推定する。木製の柄を装着してい
る。11 は釘で、胴部上端を叩いて作出した頭部がわずかに残る。胴部周囲には木質が遺存する。
　その他の遺構および遺構外出土の金属製品
　12～28 は鉄製品である。12～14 は鉄鏃で、いずれも関は四面に段をもつ形状である。12 は短頸の腸抉
長三角形鏃、13 は短頸の長三角形鏃、14 は雁股鏃である。14 の二股部の抉りは浅く、頸部はごく短い。
15～19 は刀子である。15 は茎、16・17 は身部の破片で、15 は一部木質が付着する。18 は棟側が無関で、
刃関は撫角である。茎は直線的に細まって尻に向かう。19 は刃関がなく、棟関は直角に切れ込む。20 は
短刀で、刀身片面に樋を有する。棟関は直角、刃関は撫角である。21 は紡錘車で、輪部は上下両面とも
外側に膨らみ凸レンズ状をなす。22 は釘で、上端をやや幅広に叩き延ばし、折り曲げて頭部を形成する。
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23・24 は鎌で、刃部と着柄部の区分が生じている。23 は基部幅が狭く、刃部の増幅も急である。折り
返し部は基部端全体を折り返す。24 は基部から刃部に向けてほぼ直線的に立ち上がり徐々に増幅するが、
その差は小さい。折り返し部は端部上端から棟側にかけて折り返す。下端は水平である。23 は吉田川西
遺跡Ⅶ類、24 は同Ⅵ類に該当しよう。25 は、一方の端部を鉤状に折り曲げ、反対側の端部に平面楕円形
の環状部を作出している。連結具の一種であろう。26 は、湾曲する端部の鋭い先端を機能部とする工具
の可能性を推測する。27・28 は磬で、鳥が翼を広げたような形状を呈する。片面の外周が断面方形に盛
り上って幅３～４㎜の縁部を形成する。両面とも装飾や撞座はない。鈕は上辺部中央に１か所あり、吊手
孔径は５㎜前後である。２点は類似した形態・大きさだが、下辺部の形状がやや異なる。27 は中央両側
の内湾部から緩やかな外湾となり、変換点に角を形成しない。28 は左右非対称で、中央両側の内湾部か
ら角をなして屈折し、直線的に左右端部に至る。29 は初鋳 1411 年の永楽通寶、30 は用途不明の筒状銅製
品である。
（５）製鉄関連遺物（第 101・102 図）

　羽口、羽口、鉄塊系遺物、鉄滓、銅滓、炉壁が出土した。全て割れた状態で出土し、小破片なので図化
に耐え得る 23 点を抽出して報告する。各遺物の詳細は、本書所収の DVD に観察表を掲載した。
　１～３は羽口で円筒状を呈する。１は先端部付近の破片で吸気部を欠損する。２は右側が吸気部、３は
左側が吸気部で、先端部までの一部が残る。残存部の長さは１が 11.3㎝、２が 12.2㎝、３が 8.4㎝で、３
は吸気部から先端部までがかなり短い。
　４～６は炉壁でスサ状の痕跡が残る。５・６は小破片のため不明だが、４は壁の形状が直線的である。
　７～11 は鉄塊系遺物である。鉄滓を金属探知機（KDS 社製 DS-100）で測定し、金属反応を示したもの
を鉄塊系遺物とした。全体的に塊状を呈し、断面形は下面が蒲鉾型に湾曲するものが多い。７・９・10
は銹により土砂が固結し、11 は内部の鉄の銹化膨張に伴う割れがある。
　12～22 は鉄滓で、上面は多孔質もしくは流動・発泡したような部分がある。断面形は 12・14～17・
20・21 が蒲鉾型に湾曲し、13・22 が不整形、18・19 が板状を呈する。18 は下面に噛み込む砂が顕著であ
る。
　23 は銅滓で、部分的に青銅色を呈する。断面形は上面が比較的平坦であり、下面は丸味を帯びる。
上・下面に炭化物が残るが、量は上面が多い。
（６）石器・石製品（第 103 図）

　１～５は砥石で、多面に使用痕が残る。１は上端に穿孔する。６は磨き石の可能性があり、表裏面が光
沢を帯びる。７は１穴の凹石で、表面中央に深い凹痕が残る。８は印鑑である。上端の文字は不明だが、
下端は「 」の文字が読める。
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第 98 図　土製品、中世土器・陶磁器
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第 99 図　金属製品（１）
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第 101 図　製鉄関連遺物（１）
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第 102 図　製鉄関連遺物（２）
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第３節　尾垂古墳

１　概観
　本古墳は千曲川左岸地域、佐久市前山字尾垂に所在する。2015（平成 27）年度に、埋文センターが実施
した中部横断道建設に伴う尾垂遺跡の発掘調査で、新たに発見された古墳である。発掘終了後、市教委が
尾垂古墳として登録した。
　尾垂古墳は、南南東に開口する横穴式石室を内部主体とする終末期の円墳である。八ヶ岳連峰から北東
に伸びる丘陵末端付近の南東斜面裾部に立地し、標高は 726 ｍ前後を測る。
　中部横断道建設に先立つ調査では、佐久市前山地区から大沢地区にかけて、本古墳のほか２基の古墳を
新たに発見し、埋文センターが発掘調査を実施した。１基は本古墳の北方 700 ｍの丘陵にある高尾古墳群
５号墳、もう１基は南方約１㎞を東流する居川左岸の丘陵上に位置する兜山古墳で、どちらも横穴式石室
をもつ終末期の古墳である。高尾５号墳は本書第５章で報告し、兜山古墳は別冊で報告する。本古墳周辺
の７世紀から８世紀にかけての集落遺跡については、市道遺跡、辻遺跡、儘田遺跡などの発掘調査により、
東方平地部の千曲川沿いの微高地上に該期の集落が展開する状況が明らかになっている（市教委 2008）。
一方、本古墳が立地する丘陵地では、本古墳足下の尾垂遺跡をはじめ、丘陵裾部から末端部に古墳時代か
ら古代の散布地が分布するが、該期の様相は不明確である。

２　発掘の方法と経過
（１）検出（第 71・72 図）

　発掘前の地形は耕作地の造成等による段状地形を呈し、段の上部（北側）は緩やかな傾斜面となってい
た。地表面の観察では本古墳の存在をうかがい知ることはできなかったが、遺構確認のために掘削したト
レンチ（23 Ｔ）において、拳大～人頭大の礫の集中と大形石を検出した。未周知の古墳が存在する可能性
を考え、掘削範囲を面的に広げて精査した。その結果、横穴式石室残存部とその外側に円形に巡る列石お
よび周溝を検出し、古墳であることが明らかになった。墳丘上部および南端部は消失しており、石室につ
いても玄室奥側の下部が残るのみであった。
（２）発掘の方法と経過（第 104・107 図）

　発掘を開始するにあたり、石室壁体残存部の形状と方向に合わせた石室長軸（主軸）と、それに直交す
る短軸を設定した。短軸は断面図の作成を考慮して側壁最奥石の中央を通る位置に設定した。さらに石室
長軸・短軸を基準として４ｍメッシュの調査グリッドを設定した。長軸に平行するグリッドラインは、合
計５本設定し、西からＡ～Ｅと呼称した。短軸に平行するラインは合計４本設定し、北から１～４の呼称
を与えた。Ｃラインが石室長軸延長、３ラインが短軸延長にあたる。グリッド杭はラインの交点に打設し、
Ｂ－３、Ｄ－４のように呼称した。
　石室内の調査は、当初、Ｃラインと３ラインにより石室内を４分割、奥壁に向かって右奥から時計回り
に１・２・３・４区と呼称し、それぞれの区画を石室調査の単位とした。後に、３ラインより前方に設定
したセクションライン（Ｅ－Ｆ）により、３・４区を２分して５・６区を加えた。掘下げは、断面観察用
ベルトを残して区画ごとに進め、断面観察用ベルトは観察と記録を済ませた時点で崩し、再度ベルトを残
して各区を掘り下げるという工程を数回繰り返して床面まで精査した。石室内埋土最下のＤ層（床礫間隙

土を含む）については篩別・水洗し、微細遺物の抽出を試みた。
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　石室内の調査と並行して石室外の調査を進めた。周溝の調査は、Ｃラインおよび３ライン沿いに設定し
た断面観察用ベルト際に、サブトレンチを掘削して土層の堆積状況を把握した。ベルトを残し、列石およ
びその崩落石、遺物を検出・精査しつつ、周溝埋土を層位ごと段階的に底面まで掘り下げた。墳丘の調査
は、長軸および短軸ラインに沿って截割りトレンチを掘削して、盛土層の築成状況を確認した。さらに列
石、掘方や裏込めを含めた石室との関係を把握して、盛土の掘下げと石室裏込めの取外しを進めた。盛土
掘下げ後、石室壁体の解体調査および掘方底面の調査を行った。
　発掘状況を記録するにあたって、側壁などの左・右および奥・前の表現は、開口部から奥壁に向かって
の左右、奥前とした。なお、本古墳の呼称については、登録前は尾垂遺跡ＳＭ 01 の呼称を用いた。

３　墳丘と周溝
（１）墳丘の築成（第 104～106 図、ＰＬ 25・26）

　墳丘に二重の列石を巡らす円墳である。西側外回り列石外縁と東側盛土端との距離 10.7 ｍを墳丘直径
とする。高さは不明であるが、墳丘残存部最高所と外回り列石前端の比高約２ｍを測る。墳丘の築成は、
石室掘方底に 10～15㎝の厚さで敷土を施して（20 層）石室構築の基底面を形成した後に、石室掘方充填
土と一体となった盛土層を積み上げている。盛土層は、基本的に東西方向がほぼ水平になるように積み重
ねてゆく（16・13・11・10・６・４層）が、外周部の５・19 層は土堤状に盛り上げている。この土堤状盛土
は墳端を形成し、盛土施工範囲を確定する意味をもつものであろう。奥壁外側の 18 層、14・12 層、８・
７層は、土質がやや異なるものの、工程段階としては、それぞれ 16 層、13 層、６層に対応し、石室の構
築と墳丘の築成が一連の工程で行われたことを示すと考える。南東～東部では、盛土（16・19 層）が外回
り列石の外側に延びて墳裾部を形成している。
（２）列石と周溝（第 104～106 図、ＰＬ 25・26）

　墳丘を取り巻いて二重の列石が巡る。南側の石室開口部には残存せず、外回り列石の東側は部分的に残
るのみである。用材は 20～40㎝大の亜円礫・亜角礫である。内回り列石は東西直径 8.4 ｍ、東部では最大
４段が残存し、そこでの立ち上がり角度は 60 度ほどである。周溝内に用材と同大の礫が落ち込んでおり、
現状残っていない北部にも列石が存在したとみてよい。残存部の形勢からすると、周溝内縁に沿う形で巡
っていたのであろう。外回り列石は東西直径 9.8 ｍ、ほぼ基底石のみの残存で、北側は、現状、周溝末端
部で途切れている。残存部の円弧をそのまま延長すると周溝内に入り込んでしまう。本来的にこうした形
態か、あるいは内回り列石に連結するように収束する形態を推測しておきたい。内回りも外回りも基底石
は、西部では地山（基盤）土上に、東部では 16 層上に設置されている。内外の列石間には内回り列石の
崩落石材と推測される礫が認められるが、２列石間に本来的に盛土がなかったのか、存在したのか、すな
わち、内回り列石が墳丘内に埋め込まれる形になっていたのかは、明らかにし得なかった。
　墳丘の北西から北東にかけて周溝が巡る。最大幅 3.0 ｍ、内縁からの深さ 20㎝、外縁からの深さ 60㎝
を測る。周溝外側の立ち上がりは、最も高い北部から南に向かって低くなり、標高 726.5 ｍ付近で消失す
る。山側にのみ弧状に巡る周溝形態を想定しておきたい。

４　石室
（１）残存状況と埋没状況（第 106～108 図、ＰＬ 25）

　本古墳の内部主体は南南東に開口する横穴式石室である。前述したように、石室上部および玄室前部か
ら開口部が失われ、玄室奥壁と左右側壁第１段の一部が残存するにすぎない。
　石室およびその崩壊部分を土石層が覆っている。Ｂ・Ｃ層には裏込めに由来すると思われる礫が多く混
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第 104 図　平面図（第１面）
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第 105 図　平面図（第２面）

調
査

区
外

調
査

区
外

72
5.

00
72

5.
00

72
5.

50
72

5.
50

72
6.

00
72

6.
00

72
6.

50
72

6.
50

72
7.

00
72

7.
00

72
7.

50
72

7.
50

72
6.

00
72

6.
00

72
5.

50
72

5.
50

72
5.

00
72

5.
00

72
4.

50
72

4.
50

72
4.

50
72

4.
50

72
4.

50
72

4.
50

72
7.

00
72

7.
00

72
7.

00
72

7.
00

72
7.

00
72

7.
00

726.50726.50

2 3 4

A
B

C
D

E

2 3 4

CC
DD

AABB

0
2m

FF
E



―　207　―

第３節　尾垂古墳

第 106 図　墳丘断面図

  A  暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 1mm白色土粒微混。部分的に20 ～ 50mm礫混
  B  暗褐色(10YR3/4) 粘性・しまりややあり。1 ～ 5mm黄色土粒・100 ～ 300mm礫多混。0.5 ～ 1mm白色土粒微混
  C  暗褐色(10YR3/4) 粘性・しまりややあり。1 ～ 5mm黄色土粒・50 ～ 100mm礫多混。0.5 ～ 1mm白色土粒微混
  D  暗褐色(10YR3/4) 粘性あり。しまり弱。0.5 ～ 1mm黄色土粒・白色土粒・0.5 ～ 20mm礫少混
  1  暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 5mm白色土粒・黄色土粒5%混。古墳覆土
  2  暗褐色(10YR3/4) 粘性・しまりややあり。0.5 ～ 1mm白色土粒・黄色土粒3%混。周溝埋土
  3  褐色(10YR4/6) 粘性弱。しまりあり。1 ～ 5mm白色土粒・黄色土粒10%混。周溝埋土
  4  褐色(10YR4/4) 粘性・しまりややあり。黄褐色土・暗褐色土混在。1 ～ 10mm白色土粒20%混
  5  灰黄褐色(10YR4/2) 粘性強。しまりややあり。1 ～ 10mm黄色土粒・橙色土粒30%混
  6  暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。0.5 ～ 10mm白色土粒・黄色土粒25%混。部分的に10 ～ 20mm暗褐色土小ブロック30%混
  7  暗褐色(10YR3/3) 粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 2mm白色土粒・黄色土粒3%混。６層に類似
  8  黒褐色(10YR3/2) 粘性ややあり。しまりあり。12層土主体。斑に６層土ブロック混。1 ～ 10mm白色土粒・黄色土粒・橙色土粒15%混
  9  暗褐色(10YR3/4) 粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 1mm白色土粒・黄色土粒・橙色土粒3 ～ 7%混
10  黒褐色(10YR3/1) 粘性ややあり。しまりやや弱。0.5mm白色土粒混
11  暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。0.5 ～ 1mm白色土粒・黄色土粒混
12  黒褐色(10YR3/1) 粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 8mm白色粗粒・黄色土粒微混
13  黒褐色(10YR3/2) 粘性弱。しまりあり。0.5 ～ 10mm白色土粒・黄色土粒7%混
14  黒褐色(10YR2/3) 粘性弱。しまりあり。0.5 ～ 1mm白色土粒・黄色土粒3%混。13層に類似
15  褐色(10YR4/4) 粘性ややあり。しまりあり。0.5 ～ 5mm白色土粒・黄色土粒25%混
16  黒褐色(10YR3/2) 粘性弱。しまりあり。0.5 ～ 10mm白色土粒・黄色土粒混。20 ～ 30mm礫3%混
17  暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり。0.5 ～ 5mm白色土粒・黄色土粒10%混
18  暗褐色(10YR3/3) 粘性弱。しまりあり。0.5 ～ 1mm白色土粒・黄色土粒3%混。17層に類似
19  褐色(10YR4/4) 粘性なし。しまり強。1 ～ 10mm黄色土粒・橙色土粒・白色土粒・10 ～ 30mm軽石30%混
20  褐色(10YR4/4) 粘性ややあり。しまり強。0.5 ～ 2mm白色土粒・1 ～ 3mm黄色土粒・1 ～ 2mm青灰色土粒%混。20 ～ 50mm礫微混
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入し、特にＢ層には人頭大の大形礫も多い。Ｂ層は右側壁の倒壊部分では外側に流れ出している。最下の
Ｄ層は人骨や副葬品を直接覆い、礫の混入が少なく層厚も薄い。Ｄ層は天井石が存在していた期間の形成
であり、Ｃ層以上は天井部破壊後の堆積とみてよいだろう。
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第 107 図　石室平面図
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第 108 図　石室立面図
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（２）石室構造（第 104・106～108 図、ＰＬ 25・26）

　玄室の残存長は 2.4 ｍ、奥壁部分での幅 1.6 ｍを測る。床面からの高さは最大 90㎝である。長軸は
N15°E を指し、丘陵斜面の走向に対してほぼ直交する。
　奥壁は幅 1.3 ｍ、高さ 1.0 ｍ、最大厚 60㎝の石材を立て、その左側に小振りな石材を二段に積んでいる。
左側壁は最奥石とその手前の２石が残る。最奥石は長さ 1.3 ｍ、高さ 85㎝、最大厚 50㎝、その手前の石
は長さ 1.1 ｍ、高さ 50㎝、最大厚 60㎝の石材を用いている。右側壁は長さ 1.2 ｍ、高さ 90㎝、最大厚 40
㎝の扁平な石材を用いた最奥石のみが残る。奥壁・側壁とも、壁体石は石材の広い面を内側に向けて設置
している。前面の崩壊土中に側壁最奥石とほぼ同大の石が３石検出された。いずれも側壁壁体を構成する
石材と考えられる。玄室前部から羨道部は残存しないが、内回り列石まで側壁が延びていたとすれば、石
室長は約４ｍ、外回り列石まで延びていたとすれば約 4.8 ｍとなる。
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第 109 図　石室掘方平面図
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　床は、20～50㎝の角礫・亜角礫を敷き並べた直上に、小円礫・亜円礫を敷き詰めた二重構造をもつもの
である。上部床の礫の大きさは、20～30㎝のものもあるが、大部分は５～10㎝である。
（３）掘方と裏込め（第 106・108・109 図、ＰＬ 26）

　石室は、斜面を断面Ｌ字状に切り開いて平坦面を造成した掘方内に構築されている。掘方は南と東が開
放する形状で、規模は、北辺長 5.6 ｍ、西辺長 5.1 ｍ、短い東辺長 90㎝、深さは北辺中央部で最大 1.2 ｍ
を測る。掘方底には 10～15㎝の厚さで敷き土が施され（20 層）、石室構築の基底面となる。石室は、掘方
の中央ではなく北西寄りに、長軸を北辺に直交、西辺に平行させて構築している。
　奥壁および左側壁の外側には、掘方壁との間に土石が充填される。下部には人頭大を主体とした礫と土
を混交させ（16～18 層）、中部はほぼ土のみ（９・12～14 層）、上部は壁体石の外側 50～60㎝の範囲で、10
～15㎝を主体とした亜円礫・亜角礫を用いた裏込めが壁体を囲み、その外側に土を充填している（６～８

層）。右側壁の外側は約 60㎝の範囲で裏込めが壁体を囲み、その外側は墳丘盛土となる。奥壁・左側壁ほ
どではないが、下部に大振りの礫を配する傾向がうかがえる。

５　遺物
（１）出土状況（第 110 図、ＰＬ 26）

玄室　玄室内からは人骨、金属製品、土器、ガラス小玉が出土した。
　人骨については、茂原信生氏・櫻井秀雄氏・本郷一美氏に鑑定を依頼し、結果を第４節に掲載した。鑑
定によると、人骨は、玄室床面の右奥寄り１・２区にまとまっていて、長軸が揃う四肢骨の集積があり、
その奥と前に頭蓋骨が位置する。少なくとも３体の、頑丈さが異なる個体を確認できた。この状況は、追
葬時あるいは廃絶時の片付け行為を示唆すると考える。
　床面出土の金属製品は、直刀・刀装具、鉄鏃の武器類のほか、刀子や銅製金具等がある。直刀は３・６
区の左側壁に沿って１振が出土した。鉄鏃は１区奥壁際と４区左側壁際に二つのまとまりがある。細根両
刃式は前者に、細根片刃式Ｂは後者に集中する。４区の鉄鏃集中のなかには鉄鏃とは異なる棒状鉄製品お
よび刀子が含まれる。少数ながら、１・２区の人骨集中の周囲から刀装具・銅製金具が出土した。
　石室埋土Ｄ層土の篩別・水洗により、須恵器壺片、鉄鏃片、刀装具片、耳環、ガラス小玉を検出した。
ガラス小玉はすべて床礫の間隙に落ち込んでいた。
　石室埋土Ａ～Ｃ層中位からは須恵器壺・甕・大甕片（第 112 図 18 の一部）が出土した。大甕片が多く、
Ｂ層出土片を主体にＡ・Ｃ層中位出土の破片が接合した。墳丘上で用いられた大甕が、天井石の破壊以後
に流れ込んだと考える。
石室外　墳丘と周溝のほか、墳丘南部から東部の崩落土・造成土から土器が出土した。古墳所属土器が周
辺に流出、拡散した可能性があるため、周辺遺構・グリッド等出土土器との接合を確認し、古墳に伴う可
能性のある土器を抽出した。抽出した土器は、土師器坏、須恵器坏・坏蓋・高台坏・高坏・壺・甕・大
甕・横瓶・脚付土器がある。土器のほか、墳丘前面の外回り列石の南側で刀子が出土している。
（２）遺物
土器（第 111・112 図、ＰＬ 27）

　１は、墳丘南側の造成土内から出土した、浅い半球状体部の土師器坏で、体下部から底部ヘラケズリ後
ナデを施す。
　２～18 は須恵器である。２～４は内面に返りの付く坏蓋である。２・３は返り端部が口縁端部よりわ
ずかに突出する。５・６は坏である。５は体部が丸みを帯び、口端部内面にかすかな沈線状の段が巡る。
６の底部は切り離し後回転ヘラケズリ調整を施す。２～６は周溝および墳丘部分から出土した。８は高台
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第 110 図　玄室内遺物出土状況図
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坏で、底部回転ヘラケズリ調整を施す。墳丘出土の破片と東方に約 20 ｍ離れたＳＤ 03 出土の破片が接合
した７も、体部の形状から高台坏と判断する。９は坏部埦形の高坏である。10 は口縁部が直立し、端部
に沈線を巡らす。高坏坏部であろう。８～10 は周溝および墳丘部分から出土した。11 は埋土Ｄ層土の篩
別・水洗で検出した細い頸部で、長頸の壺や瓶、𤭯などの器種が想定される。12 は石室埋土から出土し
た。壺あるいは𤭯の胴部と考える。肩部と胴部の境に凹線状に細く強い横ナデを施している。13 は周溝
から出土した広口の壺で、口縁端面に沈線状の凹部が巡る。14 はⅡＲ 01・02 検出面の出土だが、脚付土
器の脚台部という特異な器種のため、古墳に伴う可能性があると考えた。15 は墳丘および周囲から出土
した横瓶で、胴部の端部寄りに微突線２条を巡らせる。不明瞭ながら端部側にもう１条あるかもしれない。
外面を擬格子タタキ、内面はナデ調整を残す。16・17 は甕で、16 は外面擬格子タタキ、内面は同心円タ
タキ目を残す。石室埋土と石室外の破片が接合した。18 は大甕である。石室の埋土、石室外、Ⅱ Q03～
09 グリッド出土の破片を組み合わせて器形を復元した。強く外反する口縁部を沈線で上下２段に区画し、
それぞれ櫛歯状工具による刺突文を施す。下段の刺突文は縦位であるが、上段は縦位の後に斜位にも施文
しており、Ｘ字ないしＮ字文を連ねたように見える。下段刺突文帯の下は強い断続ヨコナデを施している。
外面擬格子タタキ、内面には同心円タタキ目が残るが、底部を除きほとんどナデ消している。
金属製品（第 113・114 図、ＰＬ 28・29）

鉄鏃（１～23）　鉄鏃は平根有頸式、細根式がある。23 点を図示した。図示したもののほか、細根式の鏃
身部で形態が不明瞭なもの２点、細根式で鏃身部を欠くが茎関が残る破片３点がある。以下、鏃身部の形
態によって分類し記述する。部位名称と分類の大枠は平林大樹氏の方法（平林 2013）を規範とした。
平根有頸式（１～３）

　腸抉五角形式Ａ（１）：腸抉が短い。推定腸抉長 0.3㎝
　腸抉五角形式Ｂ（２）：腸抉が長い。残存腸抉長 1.8㎝
　五角形式（３）　　　：腸抉がない
細根式（４～23）

　両刃式（４～７） ：寸詰りの柳葉形で、刃部は先端部のみに付き、ふくらをもつ。関は緩い撫角
　片刃式Ａ（８～10） ：背と平行する直線的な刃部をもつ。関は直角
　片刃式Ｂ（11～15） ：やや外彎する刃部をもつ。関は緩い撫角あるいは明瞭な変化点がない
　片刃式Ｃ（16） ：切出し形の短い刃部をもつ
　茎関の形状は、平根有頸式の１・３は直角関である。細根式は、茎関が残存する 18 点のうち 14 点が
棘関であるが、他の４点（11・12・22・23）は四方向に鍔状に突出し、切先方向から見た形状が隅丸方形
を呈する。側面の突出に比べて前後面の突出は弱い。スカート状に広がる台形関とは異なる形状といえ
る。輪状関の一種であろうか。細根式の頸部長は、両刃式の４～６と片刃式Ｂの 11～13 は 11～９㎝であ
るが、片刃式Ａの 10 は 7.4㎝とやや短い。また、細根式の頸部幅は、0.34～0.40㎜で、0.36～0.38㎜に集中
する。なお、腸抉五角形式Ｂの２の腸抉は二重抉りの可能性もある。
直刀（24）　全長 56.6㎝。刀身は平棟平造りで、推定刀身長 48㎝、関付近の身幅 2.4㎝・棟幅 0.7㎝、切先
はふくらをもつ。関は両関であるが、形状は明らかでない。茎は関から細まって丸い茎尻に至る。茎厚は
0.4㎝である。茎尻付近に目釘穴が１穴穿たれ、鉄製の目釘が残る。金銅の装具は、吊手孔付足金物一対、
鞘口金具、喰出鐔、柄縁金具が残る。いずれも文様は認められない。装具の平面形は縦長で、倒卵形とい
うより、隅丸三角形に近い形状を呈する。鐔の断面形は、柄側が丸みを帯びて鞘側が直角に落ちる台形状
を呈する。足金物は吊手孔部分と責金具部分が一体造りで、両部分の幅が等しく、間の刳り込みも顕著で
はない。吊手孔は責金具の真上に位置する。Ｘ線透過撮影によると、鞘口金具の内側に鎺が存在するよう
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第 111 図　土器（１）
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第 112 図　土器（２）
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である。装具部分には鞘および柄材の木質が残存している。
刀装具（25～27）　25～27 は平面形が倒卵形を呈し、鉄製の刀装具と判断する。25 は喰出鐔あるいは柄縁
金具と思われる。24 の鐔より径が大きいため、より長大な大刀に伴うものといえる。26・27 は薄い鉄板
を曲げて成形しており、責金具状の形態を呈する。幅広の 26 は鎺の可能性もあろう。
刀子・その他の鉄製品（28～32）　28～30 は刀子でいずれも両関である。28・29 の関はほぼ直角と思われ
る。30 は棟関形状が欠損のため不明だが、刃関は撫角に切れ込む。29 は鉄製の鞘口金具が残る。31・32
は棒状の鉄製品である。31 は鉄鏃の頸部にしては長すぎ、32 は実測図の右端から 6.5㎝辺りから左に向か
って徐々に薄くなってゆくため、これも鉄鏃頸部とは考え難い。28 は外回り列石の南側から出土した。
耳環・金具（28～32）　33・34 は銅芯金張りの小型の耳環である。同形同大のため一対だった可能性があ
る。35・36 は小型銅製金具である。薄い銅板を筒状に巻き、片方の端部を折り曲げて鍔状部を形成して
いる。これも同形同大のためセットであろう。
ガラス小玉（第 115 図、ＰＬ 29）

　ガラス小玉は 44 点を検出し、小片の１点を除く 43 点を図示した。大きさは、短径では 3.2㎜の 30・
40 が最小、4.7㎜の 42 が最大で、ほかは 3.4～4.3㎜の範囲にある。厚さは、3.9㎜の 32 と 4.3㎜の 42 を除
き、1.6～3.0㎜の範囲に収まる。色彩は、日本工業規格の慣用色を用い、若竹色（１点）、紺色（７点）、群
青色（34 点）、青緑（２点）に分類した。若竹色の３は最も薄い個体である。青緑の 32・42 は他とかけ離
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第 113 図　金属製品（１）
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第 114 図　金属製品（２）
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第 115 図　ガラス小玉
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れた厚さで、42 は短径も最大である。色彩は鮮やかで、大きさ・色ともに際立っている。紺色および群
青色の一群のなかには、側面の一部が突起するもの（１・12・14・24・25・29・33）があり、図示困難だが、
かすかな突出をもつもの（４・８・11・17・19・21）もある。この形態は、心棒に溶ガラスを巻き付けた後、
工具が離れる際に生じたものであろう。また、内部に、孔方向と平行に並ぶ気泡が観察できるものはない。
こうした特徴から、巻付け技法による製作を推測する。
　なお、添付 DVD に尾垂古墳出土遺物の観察表を収録した。

６　尾垂古墳の年代
　出土遺物の様相から本古墳の年代を考えてみる。
　玄室床面から出土した直刀は、鞘口金具、喰出鐔、柄縁金具、吊手孔付足金物を伴う。これら装具の平
面形は縦長となり、倒卵形が崩れ始めて、端整ではあるが縦長の隅丸三角形に近くなっている。こうした
特徴を、菊池芳朗氏が示した刀装具の形態変遷（菊池 1993）に対比すると、７世紀中葉～後葉の年代を示
すと考える。
　同じく玄室床面出土の鉄鏃は、平根有頸式と細根式に大別できる。前項で平根有頸式を３分類し、細根
式を４分類した。これは、信濃における後期・終末期の古墳副葬鏃の変遷を明らかにした平林大樹氏の論
考（平林 2013）の分類を規範としたものである。本古墳の腸抉五角形式Ａ、同Ｂ、五角形式は、それぞれ
平林分類の腸抉五角Ⅰ式、腸抉五角Ⅱ式、五角Ⅱ式に該当する。また、細根式で棘関のものについて、両
刃式、片刃式Ａ、片刃式Ｂ、片刃式Ｃは、それぞれ両刃Ⅳ式、片刃Ⅳ式、片刃Ⅱ式、片刃Ⅲ式に対応しよ
う。平林氏は該期の古墳副葬鏃をⅠ～Ⅲ期に編年している。腸抉五角Ⅱ式と五角Ⅱ式はⅢ期に、腸抉五角
Ⅰ式はⅠ期～Ⅱ期に属する。両刃Ⅳ式と片刃Ⅲ式はⅡ～Ⅲ期に、片刃Ⅱ式と片刃Ⅳ式はそれぞれⅡ期、Ⅲ
期に属する。本古墳出土の鉄鏃を平林編年に位置付けると、Ⅱ～Ⅲ期に相当する。平林氏はおよそⅠ期を
ＴＫ 43～ＴＫ 209 型式期、Ⅱ期を飛鳥Ⅱ～Ⅲ期、Ⅲ期を飛鳥Ⅳ～平城Ⅰ期に比定している。したがって、
本古墳出土の鉄鏃は、総体として、７世紀中葉から８世紀初頭の年代を示すと考える。
　土器については、全体形が推測でき、変化を追いやすい土師器坏と須恵器坏蓋を取り上げる。土師器坏
１は、体部が浅い半球状を呈し、体部下部から底部にヘラケズリを施す。西山克己氏による佐久地域の
６・７世紀土器編年（花岡・西山 1995）の佐久平６期ないし７期に相当し、７世紀後葉頃～８世紀初頭に
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位置付けられる。内面に返りを有する須恵器坏蓋は、図示した２～４のほかにも小破片が数点あるが、２
～４を含めて返りのつまみ出しは長くなく、また、輪状つまみを推定し得るものはみられない。佐久市石
附窯址群（市教委 1991）の１Ｚ７号窯期の様相に近いと思われ、７世紀後葉～末と推測する。
　以上を総合して、本古墳の築造年代を７世紀後葉と考えておく。そして、８世紀前半までは追葬が行わ
れていたことを推測する。また、本古墳の横穴式石室は、残存状況不良ながら、形態的特徴として、側壁
および奥壁に偏平な大形石材を立てていること、奥壁が多段構成ではないと推測されること、小形である
こと、といった点を指摘することができる。こうした特徴は、上記の年代観と整合する。
　最後に、須恵器大甕 18 について触れておきたい。18 は口縁部文様として、櫛描波状文や沈線文ではな
く、櫛歯状工具による刺突文を施している。こうした文様手法は佐久地域ではあまり類例をみないが、石
附窯址群の７世紀後半と推定される第１号不明遺構から、櫛歯刺突文を施した大甕が出土している。第１
号不明遺構は性格不明ではあるものの、構築途中で放棄された須恵器窯の可能性が指摘されている（市教

委 1991）。そのほか、佐久市真光寺第１号古墳（望月町教育委員会 1983）、佐久市五里田遺跡第１号周湟（市

教委 1999）、さらに長野市松原１号墳（埋文センター 2000）などの類例がある。真光寺１号墳と松原１号墳
は７世紀後半の年代が考えられる古墳である。群馬県では旧榛名町奥原古墳群 30 号墳（群馬県教育委員会

ほか 1983）など２古墳、山梨県では笛吹市武井古墳群１号墳（笛吹市教育委員会 2016）など 11 古墳の出土
例がある。ここで、こうした文様手法をもつ須恵器甕の時間的・地域的消長を検討する余裕はないが、ざ
っと調べただけでも、上記の類例が見つかり、７世紀の佐久地域および隣接地域において、一定の広がり
をもって分布することは確かであろう。
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第４節　尾垂遺跡・尾垂古墳出土の人骨

茂原信生・櫻井秀雄・本郷一美　

　はじめに
　尾垂遺跡・尾垂古墳は長野県佐久市にある遺跡で、中部横断自動車道の建設に伴い､ 長野県埋蔵文化財
センターによって 2015（平成 27）年に発掘調査された。本報告はその際に出土した人骨に関するものである。
　出土した人骨は、量的にはさほど多くなく､ それぞれの保存状態も良くないので形態学的な調査は難し
い面がある。本報告は､ 出土した人骨についての考察をそれぞれについて行い、記載することとする。
（１）尾垂古墳出土の人骨
　横穴式石室の玄室床面から人骨が出土した。いずれも生骨である。その多くは細片化して保存状態は悪
く、取り上げることができなかったものも多い。出土状況から、個々の骨が人体本来の位置関係を保って
いないことが明らかなため､ 記載は取上げ単位別に行うこととし、保存の特に良いものについて簡潔に記
載する。その他の骨については、第 30 表に簡単に記載している。
　骨番号１
　上左Ｍ１かＭ２である。咬耗は軽度である。大腿骨の後面の粗線の一部が出ている。左右は不明である。
　骨番号 22
　大腿骨が２本と腓骨らしい骨もある。右の大腿骨の近位部は扁平であり、粗線はやや発達している。遠
位の関節も残っている。これに対して、左大腿骨は太く頑丈で、骨幹のかなりの部分が残っている。遠位
部骨幹はつぶれている。近位部は扁平ではない。両者は別個体の可能性が高い。ほかに、太い右𦙾骨骨幹
や、右肩甲骨肩峰基部がある。
　骨番号 29
　頭蓋骨である。頭蓋骨のかなりの部分が残るが、もろく細片化しており、取り上げることができない部
分も多く、形態を観察できる場所はごく限られている。そのなかでは、外後頭隆起はよく発達している。
骨の厚さは普通である。
　骨番号 28
　後頭骨の外後頭隆起部がある。やや発達している。No.54 と同一部位がある。
　ほかに、床面直上の土を洗った中から歯片が２点出土している。いずれも大臼歯歯片である。上顎右大
臼歯の近心舌側部と同じ上顎右の大臼歯遠心頰側部らしい歯片である。どちらも咬耗は少ない。ただし形
態がかなり異なるので同一個体ではなかろう。
　尾垂古墳出土人骨のまとめ
　左大腿骨骨幹では重複している部分が３本あり、少なくとも３体が埋葬されていたことが確認できる。
頭蓋骨では後頭骨の外後頭隆起部が２個体分確認でき、両者の厚さや発達の状態の違いはかなり大きい。
大腿骨には太い大腿骨や細い大腿骨もあり、頑丈さが異なる複数個体が埋葬されていたことがわかる。性
別は不明である。
（２）ＳＫ 14 出土の人骨
　土坑墓ＳＫ 14 から人骨が出土した。１体分であろう。保存状態は悪いがほぼ全身にわたって出土して
いる。取り上げることができないものが多かった。伸展葬で下肢は伸ばしている。
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　頭蓋骨では、右側の保存はよい。最大長の推定値は 180㎜ほどである。ただし、つぶれているのでやや
大きめの数値になっているかと思われる。顔が横を向いている関係で、左右方向に土圧を受けており頭蓋
はややつぶれている。外後頭隆起は非常によく発達し、その部分の骨は厚い。外耳道骨腫はない。乳様突
起は破損しているが基部は大きく、厚いので本体も大きかったであろう。男性的な頭蓋骨である。
　左右の上腕骨が認められるが保存が悪い。右の上腕骨はあまり太くなく、骨質はあまり厚くない。尺骨
の遠位骨幹と思われるものがあるが細い。外後頭隆起の発達と比べると違和感がある。左大腿骨の粗線は
さほど発達しているようには思えない。あまり太くない。どちらかと言えば細い大腿骨である。外側部の
殿筋隆起はややふくらんでいる。
　ＳＫ 14出土人骨のまとめ
　頭蓋骨の作りはしっかりしているが顔面は残っていない。頭蓋骨の後頭骨は非常に厚く、外後頭隆起は
よく発達している。それに対し、上腕骨や大腿骨、あるいは尺骨はさほど太くなく、むしろ細い。歯は残
っていない。性別は不明である。成人であろうが詳細は不明である。埋葬位置から身長はおよそ 150㎝程
度である。埋葬姿勢は伸展であるが、中手骨片が頭蓋のやや下にあるので、腕は曲げて手を顎の下辺りに
置いていた可能性が高い。
（３）それ以外から出土した人骨
　ⅡＶ 07・12 グリッドからは、焼骨で大きさ４㎝ほどのヒトの大腿骨が出土している。骨質は厚いが詳
細は不明である。
　ⅡＶ 08 グリッドからは、焼骨が数点出土しているが、ヒトかどうかも不明のものである。その中には、
小さなヒトの頭蓋骨片があり、癒合していない縫合が見られる。
　ⅡＶ 11 グリッドからは、焼けていない歯片が出土している。下顎大臼歯の近心半と思われる（上顎大臼

歯の可能性もある）。やや咬耗している。
　ＳＦ 06 周辺からは、生骨で部位不明の四肢骨片が６点ほど出土している。ＳＫ 08 からは、焼骨の細片
が出ているが、ヒトかどうかは不明である。
（４）まとめ
　尾垂古墳の人骨は、大腿骨から考えて、少なくとも成人３体以上が埋葬されていたと思われる。性別は
不明である。土坑墓ＳＫ 14 からは１体分の人骨が出土している。伸展葬で埋葬されていた。成人である
が性別は不明である。
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第 30 表　尾垂遺跡・尾垂古墳出土の人骨同定リスト

骨番号 出土遺構・地点 取上番号 生骨／焼骨 部位など

1 尾垂古墳玄室１区 生骨 四肢骨片。大腿骨後面粗線が明瞭である。上左 M1 か M2
で小さい歯。

2 尾垂古墳玄室１区 生骨 不明細片
3 尾垂古墳玄室１区 生骨 不明細片
4 尾垂古墳玄室１区 3 生骨 不明細片

5 尾垂古墳玄室１区 4 生骨 頭蓋の側頭骨を含む後頭部。発達した後頭骨の外後頭隆
起部がある。

6 尾垂古墳玄室１区 22 生骨 不明四肢骨片
7 尾垂古墳玄室１区 24 生骨 左大腿骨骨幹。殿筋隆起はやや発達。細い大腿骨である。
8 尾垂古墳玄室１区 25 生骨 不明細片

9 尾垂古墳玄室１区 27 生骨 左大腿骨がある。後面の粗線がよく発達している。骨は
厚い。

10 尾垂古墳玄室１区 28 生骨 太い左大腿骨がある。同じ個体の可能性があるが粗線が
よく発達した大腿骨もある。他にも四肢骨片が多数ある。

11 欠番
12 尾垂古墳玄室１区 29 生骨 不明

13 尾垂古墳玄室１区 30 生骨 𦙾骨の骨幹を含めて複数の四肢骨骨幹がある。形態は不
明である。𦙾骨はさほど太くない。

14 尾垂古墳玄室１区 31 生骨 不明。頭蓋骨ではない。
15 尾垂古墳玄室１区 32 生骨 四肢骨片であるが不明。大腿骨ほどは太くない。
16 尾垂古墳玄室１区 33 生骨 四肢骨片が数本分。部位は不明。

17 尾垂古墳玄室１区 34 生骨 大腿骨後面粗線部あり。多くは細片化。粗線はあまり発
達していない。

18 尾垂古墳玄室１区 35 生骨 細片であり。不明。頭蓋骨ではない。
19 尾垂古墳玄室１区 37 生骨 四肢骨片
20 尾垂古墳玄室１区 38 生骨 四肢骨片
21 尾垂古墳玄室１区 39 生骨 四肢骨片だが部位不明。やや太いものと細いものがある。

22 尾垂古墳玄室１区 40 生骨
大きな塊として取り上げられている。大腿骨骨幹が 2 本
ある。かなりの長さなので骨幹が２つに割れていること
はない。右𦙾骨骨幹。左大腿骨骨幹。右肩甲骨肩峰基部
などがある。

23 尾垂古墳玄室１区 41 生骨
四肢骨である。右上腕骨骨幹（18㎝ほど）がある。三角筋
粗面はあまり発達しておらず骨幹は直線的。右大腿骨上部が
ある。骨質は厚いが細い。殿筋隆起はやや発達する。

24 尾垂古墳玄室２区 43 生骨 歯種不明の歯片
25 尾垂古墳玄室２区 48 生骨 歯種不明の歯片

26 尾垂古墳玄室２区 51 生骨 上顎左大臼歯片である。遠心舌側咬頭の発達状態から考え
て。M1と思われるが小さい歯である。咬耗は軽度である。

27 尾垂古墳玄室２区 52 生骨 不明四肢骨片

28 尾垂古墳玄室２区 53 生骨
頭蓋骨片である。後頭骨の外後頭隆起部がある。やや発
達している。他は細片で頭蓋冠の一部としか分からない。
骨はさほど厚くない。

29 尾垂古墳玄室２区 54 生骨
頭蓋骨である。後頭骨の外後頭隆起部が残る。外後頭隆
起はよく発達している。頭蓋冠の骨と思われるものが多
数あるが詳細な部位は不明である。左側頭骨を含む頭蓋
底部が残っていたが取り上げは出来なかった。

30 尾垂古墳玄室２区 55 生骨 四肢骨片
31 尾垂古墳玄室１区 56 生骨 骨と思われる形骸があるだけである。
32 尾垂古墳玄室２区 64 生骨 歯冠片。小臼歯か？

33 尾垂古墳玄室１区 65 生骨 上顎左犬歯頰側エナメル質。エナメル質減形成がある。
やや咬耗している。
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骨番号 出土遺構・地点 取上番号 生骨／焼骨 部位など
34 尾垂古墳玄室２区 生骨 頭蓋冠片が数点である。詳細は不明。

― 尾垂古墳玄室埋土篩
別・水洗 生骨 歯の歯片２点。上顎右の大臼歯片を含む。

35 SK14 1 生骨 頭蓋骨
36 SK14 2 生骨 不明
37 SK14 2 生骨 不明
38 SK14 2 生骨 不明
39 SK14 3 生骨 不明
40 SK14 3 生骨 不明
41 SK14 4 生骨 不明
42 SK14 4 生骨 不明
43 SK14 5 生骨 不明
44 SK14 6 生骨 左上腕骨骨幹
45 SK14 7 生骨 右上腕骨骨幹

46 SK14 8 生骨 左𣓤骨？の位置にある。２本並んでいるので尺骨とのペ
アであろう。まだ部位の特定は出来ない。

47 SK14 9 生骨 尺骨の遠位骨幹と思われる。細い。
48 SK14 10 生骨 右大腿骨骨幹。上部は扁平である。
49 SK14 11 生骨 不明

50 SK14 12 生骨 左大腿骨骨幹。あまり太くない。殿筋隆起の発達はよく
ない。上部は扁平である。

51 SK14 13 生骨 不明。位置としては右下腿の部分にある。腓骨よりは太
いので𦙾骨かもしれない。

52 SK14 14 生骨 不明。位置としては左下腿の部分にある。
53 SK14 15 生骨 不明。位置としては左の下腿の位置にある。
54 SK14 16 生骨 不明
55 欠番
56 SK14 2 生骨 歯種不明の歯片（小臼歯か？）
57 SK08 焼骨 焼骨の細片。ヒトかどうかは不明。（1.8 ｇ）
58 SF06 周辺 焼骨 部位不明の四肢骨片が 6 点ほど。　焼骨（8.3 ｇ）

59 ⅡV11　検出面 3 焼けていない 下顎大臼歯片。近心半と思われるが。やや咬耗している。
（0.2 ｇ）

60 ⅡＶ 08　東壁きわサ
ブトレ 焼骨 部位不明の四肢骨片。鱗状の亀裂がある。ヒトであろう。

（6.2 ｇ）

61

ⅡＶ 08
直径１ｍ程の範囲に
５ 片 が 散 布。 № 60
もこの周辺

1 焼骨
部位不明の四肢骨片（５㎝ほど）。小さな頭蓋骨片で。癒
合していない縫合が見られる。部位は不明。ヒトであろ
う。（3.9 ｇ）

62 2 焼骨 亀裂の入った四肢骨片。部位不明。ヒトかどうかも不明。
（3.5 ｇ）

63 3 焼骨 四肢骨片。所属不明。１～２㎝の破片が４点ほど。ヒト
かどうかも不明（1.2 ｇ）

64 4 焼骨 所属不明の四肢骨片。ヒトかどうかも判断は出来ない。
焼骨（2.1 ｇ）

65 5 焼骨 不明。鱗状の亀裂がある。（1.4 ｇ）

66 ⅡＶ 07・12 検出面、
佐久市試掘トレンチ 5 焼骨 ヒトの大腿骨片？４㎝ほど。骨質は厚い（６ｇ）
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第 116 図　尾垂遺跡・尾垂古墳出土人骨
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２

３

４ ５

６

７

８

９

6  尾垂古墳玄室　右大腿骨内側面（骨番号10）
7  尾垂古墳玄室　左大腿骨後面     （骨番号10）
8  尾垂古墳玄室　左大腿骨内側面（骨番号10）
9  尾垂古墳玄室　右　骨外側面     （骨番号10）

1  SK14　左大腿骨後面　　　　　（骨番号50）
2  尾垂古墳玄室　右上腕骨外側面（骨番号23）
3  尾垂古墳玄室　右大腿骨内側面（骨番号23）
4  尾垂古墳玄室　左大腿骨内側面（骨番号７）
5  尾垂古墳玄室　左大腿骨後面     （骨番号９）

5cm
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第５節　自然科学分析

　尾垂遺跡では自然科学分析として、放射性炭素年代測定を委託で実施しており、以下にその概要を報告
する。分析の詳細については DVD に収録した。
（１）分析の内容
　遺構から出土した炭化物（クルミ）と炭化材について、株式会社加速器分析研究所に委託し、放射性炭
素年代測定（AMS 測定）を実施した。
（２）分析試料と目的
　分析試料は竪穴建物跡（ＳＢ 06・15）と土坑（ＳＫ 152・153、ＳＦ 08）から出土した、炭化物と炭化材の
合計５点である（第 31 表）。分析の目的は、平安時代以降の遺構から出土した炭化物の年代と土器の年代
を比較するとともに、遺物による時期推定が困難な遺構について、年代の手掛かりを得ることにある。
（３）分析結果
　分析結果は、第 31 表に示したとおりである。これをもとに、試料１～５の分析結果を整理してみる。
　試料№１は、出土した土器の時期から 10 世紀前半と推測するＳＢ 06 のカマド火床から採取した試料で
あり、年代値は土器の時期と整合する。
　試料№２は、出土した土器の時期から 10 世紀前半と推測するＳＢ 15 の埋土下層から採取した試料であ
り、年代値は土器の時期と整合する。
　試料№３は、出土した土器の時期から９世紀後半と推測するＳＫ 152 埋土２層から採取した試料であり、
年代値は土器の時期と整合する。
　資料№４は、出土したかわらけの時期から 17 世紀後半以降と推測するＳＫ 153 埋土４層から採取した
試料である。年代値は 14 世紀前半から 15 世紀前半であり、かわらけの時期とは整合しない。
　資料№５は、時期不明のＳＦ 18 埋土４層から採取した試料であり、14～15 世紀の年代値を得た。
第 31 表　放射性炭素年代測定結果

№ 試料名 種類 採取位置 暦年較正用
（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

1 1 炭化物
（クルミ） SB06　カマド火床 1,171 ± 24

777calAD-792calAD（12.6％）
803calAD-844calAD（28.1％）
858calAD-892calAD（27.5％）

771calAD-900calAD（86.2％）
921calAD-950calAD（9.2％）

2 2 炭化物 SB15　埋土下層 1,096 ± 23 900calAD-922calAD（26.4％）
949calAD-985calAD（41.8％） 891calAD-995calAD（95.4％）

3 3 炭化物 SK152　埋土２層 1,184 ± 24
778calAD-793calAD（12.3％）
802calAD-845calAD（33.1％）
855calAD-884calAD（22.8％）

770calAD-895calAD（93.0％）
928calAD-941calAD（2.4％）

4 4 炭化物 SK153　埋土４層 562 ± 23 1325calAD-1345calAD（33.2％）
1394calAD-1413calAD（35.0％）

1315calAD-1356calAD（49.6％）
1388calAD-1421calAD（45.8％）

5 5 炭化物 SF18　埋土４層 524 ± 24 1406calAD-1431calAD（68.2％） 1327calAD-1343calAD（7.0％）
1395calAD-1493calAD（88.4％）
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第６節　小結

　尾垂古墳は、出土遺物の様相から７世紀後葉に築造され、８世紀前半までは追葬が行われていたと推測
した。本古墳からは、馬具こそないものの、金銅装の直刀をはじめ、鉄鏃、刀子、耳環、ガラス小玉など
比較的豊富な副葬品や須恵器大甕が出土した。小型の横穴式石室は、残存状況不良ながら、下段に大形の
板状石を用いた奥壁、腰石積み的な石材用方がうかがえる側壁など、佐久地域のこの時期の石室に通有
の要素を認め得る。佐久盆地の千曲川左岸地域は、坪の内古墳・榛名平１号墳（市教委 2001）などの発掘
例があるものの、総じて古墳の内容や時期は明確でなかった。中部横断道建設に先立つ今回の発掘調査で
は、本古墳のほか高尾古墳群５号墳・兜山古墳の発掘例を加えることができた。上記５基のうち、坪の内
古墳は６世紀末～７世紀初頭、ほかの４基は７世紀後半以降の築造である。佐久盆地の７～８世紀の古墳
は、群集する傾向が顕著で、千曲川右岸地域に圧倒的に多いことが指摘されている（羽毛田 1995）。しか
し、左岸地域の上記５基は、単独かあるいは現状隣接古墳が確認できない。群集せず、単独ないし単独に
近い在り方をとることが、単純に左岸地域の古墳築造数の少なさ故なのか、別の要因があるのか、その追
究は左岸地域の古墳文化の特質や社会動向を探るうえでの課題のひとつとなろう。
　古代の集落は早くても９世紀末、おそらく 10 世紀代に始まる。これは、佐久郡衙周辺に所在したと推
測する集落がこの時期衰退するのとは逆の動きである。また、耕作には適さない丘陵上の傾斜地に立地
することも特徴的であるが、同様の開始年代、立地の遺跡は、本書収録の小山の神Ｂ遺跡や洞源遺跡な
ど、丘陵地を通過する中部横断道の佐久南 IC 以南の調査でいくつか見つかっている。このうち、洞源遺
跡では製鉄炉が検出され、製鉄を行ったことは確実だが、尾垂遺跡でも少数であるが炉壁や鉄滓が出土し、
近隣で製鉄を行っていた可能性がある。また、瓦塔や一定量の灰釉陶器が出土することも特徴的で、炭焼
きや木工、狩猟を行ったとされる山棲み集落のイメージ（能登ほか 1985）とは異なる。このような集落は、
佐久郡衙周辺遺跡の衰退を考えれば、課役を免れようとした逃亡公民のものであろうが、それが耕作に不
適な丘陵地に成立するためには、製鉄など農耕以外の産業に力を入れた有力者の存在が不可欠である。こ
うした有力者なればこそ、灰釉陶器などの入手も可能で、不輸不入権を得るために集落を寺域とする村落
内寺院を建てた可能性は十分ある。さらに、中央の権門勢家に寄進したとすれば、『吾妻鏡』ほかに見ら
れる「佐久伴野荘」に繋がった可能性はあるが、これについては推測の域を出ず、今後の課題である。
　中世では一定量の陶磁器・土器類が出土した。その中には青磁盤、青白磁梅瓶、古瀬戸合子といった一
般集落における日常的な使用を想定し難いものがあり、この地で通常の集落とは性格が異なる営みが行わ
れていたことを推測させる。それに関連して注目すべき遺物が磬である。磬は梵音具の一種で、読経の節
目に撥で叩いて音を鳴らす。年代特定は困難ながら、この地で仏事が執り行われたことを示すものであり、
仏教関連施設が存在したことを示唆する。礎石建物跡ＳＴ 01 が寺院の仏堂跡である確証は得られなかっ
たが、伝承にいう龍覚寺がこの地に実在した可能性はさらに高まったと考える。そして、今回発掘範囲の
西方一帯には注意が必要であろう。青磁盤は１区の西壁付近で出土しており、地形的に高い西方から流れ
てきたことも充分考え得る。寺院関連施設の遺構が西方に広がっている可能性を指摘しておきたい。
引用・参考文献

市教委 2001『榛名平遺跡』第Ⅱ分冊　弥生・古墳編

羽毛田卓也 1995「第４章　第２節　古墳の築造」『佐久市志』歴史編（１）原始古代　佐久市

能登　健ほか 1985「山棲み集落の出現とその背景」『信濃』第 37 巻第４号
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

１　遺跡の概観
　洞源遺跡は、千曲川左岸地域の八ヶ岳北麓から北東に延びる丘陵の南斜面に立地し、標高は 705～730
ｍを測る（第 117 図）。佐久市遺跡分布図には、縄文時代と古代の遺物散布地と記載されているが、遺跡の
詳細は不明であった。2009（平成 21）年、市教委が中部横断道用地から北東へ約 200 ｍの地点で試掘調査
を実施したが、表土から土師器などが出土したのみで遺構は検出されなかった。
　近隣遺跡の状況は、月明沢の谷を挟んだ南側の尾根上に中世山城の荒城跡が位置し、さらに南側には縄
文時代晩期末葉～弥生前期の土坑、奈良・平安時代の竪穴建物跡、中世の寺院跡・墓地などを調査した地
家遺跡が存在する。また、北側には貞祥寺川を挟んだ丘陵上に尾垂遺跡があり、平安時代の竪穴建物跡の
ほか、中世以降の礎石建物跡と磬を確認し、伝承にいう龍覚寺跡との関連を指摘した。

２　調査の概要と経過
　洞源遺跡の発掘調査は 2013・2015 年に実施し、調査面積は 5,400㎡にのぼる。以下、年度ごとに調査の
概要と経過を述べる。
（１）2013 年度調査の概要
　調査対象地のうち、南側部分 3,100㎡の範囲に対して重機による確認調査を行った。対象地は南向きの
斜面で、現況は畑地が放棄された雑木林となり、切土・盛土による段造成がほぼ全面になされていた。掘
削したトレンチは１Ｔ～11 Ｔまでの 11 か所（第 118 図）で、７Ｔ中央部では焼土跡１基、８Ｔ中央部で
は被熱部と炭化物を伴う焼土跡１基を検出し、５Ｔ中央部では平安時代の羽釜の大形破片が出土した。こ
のほかのトレンチでは、遺構・遺物ともになかった。確認した遺構は部分的な調査にとどめ、遺構面を養
生した後に埋戻した。
（２）2015 年度調査の概要
　確認調査と本調査を並行して行った。確認調査は調査対象地の北側部分 2,300㎡の範囲で、重機により
12 Ｔ～21 Ｔまでの 10 本のトレンチ（１～２区、第 118 図）を掘削した。その結果、南向きの斜面やその裾
部で土坑を検出し、それにより、昨年度焼土跡を検出した７Ｔ・８Ｔ周辺部と合わせた約 1,500㎡（２区）

については、本調査を実施することになった。
　本調査では、昨年度検出した焼土跡１基が製鉄炉であることが判明するとともに、最終的には平安時代
の製鉄炉跡３基、被熱部・焼土跡３基、土坑１基、竪穴状遺構３軒を調査するに至った。平安時代の製鉄
炉は、佐久地域では初めての調査事例となった。

３　基本層序
　基本層序は第Ⅰ～Ⅳ層に大別できる（第 119 図）。第Ⅰ層は腐植土、盛土を含む調査区全体の表土を一括
する。第Ⅱ層は旧表土で、第Ⅳａ層が土壌化したものと考えられる。第Ⅲ層は谷部を埋積する黒褐色土層



―　228　―

第７章　洞源遺跡

第 117 図　遺跡範囲・位置図
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第 118 図　トレンチ・調査区配置図
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第７章　洞源遺跡

第 119 図　土層柱状図
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Ⅰ 表土 調査範囲全体の表土（耕作土、造成土、かく乱を含む）を一括
Ⅱ 黒褐色(10YR2.5/2) シルト。粘性ややあり。しまりあり。礫混。土壌化したⅣ-1層土。旧表土
Ⅲa 黒褐色(10YR2/3) シルト。粘性弱。しまりあり。地山由来小礫・粗砂混。谷部埋積層
Ⅲb 黒褐色(10YR2/2) シルト。粘性弱。しまりあり。20～50mm礫・地山由来小礫・粗砂混。Ⅲ-1層に類似。谷部埋積層
Ⅲc 黒褐色(10YR1.5/2) シルト。粘性弱。しまりあり。50～2000mm礫多混。地山由来小礫・粗砂混。Ⅲ-2層に類似。谷部埋積層
Ⅳa 褐色(10YR4/4) シルト。粘性ややあり。しまりあり。20～100mm礫・明黄褐色岩盤片混。基盤。
Ⅳb 明黄褐色 シルト。薄い層状に黒色土混。砂が硬化した岩盤
 (10YR6.5/6～2.5Y6.5/6)
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で、ａ～ｃに細分される。第Ⅳａ層は遺跡全体の基盤を成す褐色土で、③のみ第Ⅲ層下部で第Ⅳｂ層明黄
褐色の砂が硬化した岩盤に到達する。遺構検出面は、第Ⅳａ層である。
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第１節　遺跡の概観と調査の概要

第 120 図　遺構分布図
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第７章　洞源遺跡

第２節　遺構と遺物

１　概観
　２区において平安時代の遺構を検出した（第 120 図）。２区は、北西端部から南東方向へと下る小河川に
面した緩やかな斜面で、丘陵の裾部に近く、標高は約 708～720 ｍを測る。遺構の分布状況は、２区北側
に隣接する１区についてはトレンチ調査（12 Ｔ～21 Ｔ）で遺構は存在しないことを確認し、２区南側も小
河川に面しているので遺構は調査区の中に取り込まれる可能性が高い。それに対して東西方向は、調査区
が丘陵を縦断しているため、遺構の広がりは把握できない。
　検出した遺構は製鉄炉跡が３基、被熱部・焼土跡が３基、土坑が１基、竪穴状遺構が３軒で、そのほか
に製鉄関連遺物（羽口、鉄塊系遺物、鉄滓、炉壁）が出土した遺物集中地点がある。時期は不明確なものも
存在するが、概ね平安時代後期と推測する。遺物は遺構の時期と同じ平安時代後期の黒色土器、土師器、
灰釉陶器、製鉄関連遺物が出土したほか、遺構としては存在しない縄文時代早期～中期の土器と石器、近
世の焙烙・陶磁器類が出土した。

２　遺構
（１）製鉄炉跡
　ＳＦ 02（第 121 図、ＰＬ 30）

位置：２区、ⅠＷ 13 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。重複関係：なし。構造・規模
等：炉の本体と排滓溝を検出した。炉の本体は円形を呈し、直径 80～85㎝、深さ 18㎝を測る。掘方の壁
には炉壁の可能性が高い、被熱痕跡が著しく表面が赤色化した４層硬化粘土層が残存していた。炉底は
明確な被熱痕跡がなく、焼土粒と炭化材片を多量に含む１・２ｂ層が堆積していた。排滓溝は長さ 82㎝、
幅 50㎝を測る。検出面からの深さは 10㎝程度で、削平の影響を著しく受け、底面がわずかに残るのみで
あった。炉の本体と排滓溝から採取した炭化材片各１点に対して樹種同定を実施した結果、薪炭材として
優良なコナラ属コナラ亜属クヌギ節と同定された（第３節参照）。遺物：炉の本体から 10 世紀以降の土師
器細片（坏、羽釜）と炉壁が、排滓溝から羽口が出土した。時期：炉の本体で採取した炭化材３点の放射
性炭素年代測定では、暦年較正で概ね 11 世紀前葉～12 世紀中葉までの年代値を得ている（第３節参照）。
　ＳＦ 06（第 121 図、ＰＬ 30）

位置：２区、ⅠＷ 11 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。重複関係：なし。構造・規模
等：炉の本体と排滓溝を検出した。炉の本体は円形を呈し、直径 85～90㎝、深さ 32㎝を測る。壁から底
面までの掘方には明確な被熱痕跡がなく、炉底にかけて炭化粒や炭化粒と灰の混合する２・４層が堆積
していた。その上部には、しまりが強く硬化が著しい焼土粒と砂質層の１・４′層が認められた。崩落し
た炉壁と考える。排滓溝は長さ 1.2 ｍ、幅 62㎝、深さ 17㎝を測り、底面には２・５層の炭化粒と灰が堆
積していた。炉の本体から採取した炭化材１点の樹種同定では、ヤナギ属と同定された（第３節参照）。遺
物：炉の本体から灰釉陶器細片（埦）と羽口が、排滓溝から鉄塊系遺物が出土した。また、ＳＦ 06 の周
辺でも鉄滓が出土した。時期：炉の本体で採取した炭化材３点の放射性炭素年代測定では、暦年較正で概
ね 10 世紀初頭～後葉までの年代値を得ている（第３節参照）。
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第２節　遺構と遺物

　ＳＦ 07（第 122 図、ＰＬ 30）

位置：２区、ⅠＷ 15 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。重複関係：なし。構造・規模
等：炉の本体と排滓溝、排滓土坑を検出した。炉の本体は円形で、直径 52～58㎝、深さ 17㎝を測る。掘
方の上部には被熱痕跡が認められ、炉底には炭化物粒が広がっていた。排滓土坑は楕円形で、長軸 80㎝、

第 121 図　ＳＦ 02・06　遺構図
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 炭化物細粒少混。炭化材散在
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 細粒子。粗粒子少混
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短軸 50㎝、深さ 20㎝を測る。底面には炭化物粒が広がり、東壁の一部から南東壁にかけては被熱痕跡が
認められ、被熱痕跡の前面には炉壁の可能性が高い硬化ブロックが堆積していた。炉の本体と排滓土坑は
長さ 35㎝、最大幅 45㎝、深さ 12㎝の短い排滓溝で連結する。炉から排滓土坑までの底面には、炭化物粒
を多量に含む同じ３層黒色土が連続して堆積していた。なお、本製鉄炉では炭化材の樹種同定は実施して
いない。遺物：排滓溝から排滓土坑にかけて、鉄滓と炉壁が出土した。時期：排滓土坑の埋土３層で採取
した炭化材１点の放射性炭素年代測定では、暦年較正で 10 世紀末葉～11 世紀前葉までの年代値を得てい
る（第３節参照）。
（２）被熱部・焼土跡
　ＳＦ 01（第 122 図）

位置：２区、ⅠＷ 07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。重複関係：なし。構造・規模
等：不正円形を呈し長軸 40㎝、短軸 34㎝を測る。周辺に、当該遺構に伴うような遺構が存在しない点か
ら、被熱部単独の遺構である可能性が高い。遺物：検出時に土師器（坏）が出土した。時期：不明確だが、
検出時に出土した土師器の時期をもって 10 世紀前半と推測する。
　ＳＦ 03（第 122 図）

位置：２区、ⅠＶ 05 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。重複関係：なし。構造・規模
等：不整円形で長軸 60㎝、短軸 57㎝、深さ６㎝程度を測る。底面の南側には一部に２層焼土が堆積し、
その上部には炭化物を多量に含む１層暗褐色土が堆積していた。ただし、当該遺構は削平の影響を受けて
いるうえ、埋土１層と基本層序（検出面）の違いが明確ではなかったことから、平面形や規模には不明確
な点が残る。削平の影響を受け、２層焼土が南側にしかなかった。遺物：１層から、黒色土器・土師器

（坏・小形甕）が出土した。時期：不明確だが、埋土から出土した土師器の時期をもって、９世紀代と推測
する。
　ＳＦ 05（第 122 図）

位置：２区、ⅠＷ 02 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。重複関係：なし。構造・規模
等：80㎝× 70㎝の範囲内２か所に硬化した不整形の被熱部が広がり、被熱部の間には炭化物が散布する。
遺物：当該遺構との関係は不明だが、炭化物とともに 10 世紀以降の土師器破片（羽釜）と羽口の破片が
出土した。時期：不明確だが、出土した遺物の時期をもって、10 世紀以降と推測する。
（３）土坑
　ＳＫ 03（第 122 図、ＰＬ 31）

位置：２区、ⅠＷ 08 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。埋土は検出面と類似しわかり
にくかったが、しまりがなく軟弱であった。重複関係：なし。埋土：単層で、暗褐色土が堆積する。構
造・規模等：平面形は楕円形、断面形は逆台形状を呈し、長軸 84㎝、短軸 58㎝、深さ 15㎝を測る。遺
物：底面直上付近から、土師器・黒色土器（坏・高台付埦）が出土した。時期：不明確だが、底面直上付
近から出土した土師器・黒色土器（埦・高台付埦）の時期をもって、９世紀末～10 世紀初頭と推測する。
（４）竪穴状遺構
　ＳＫ 02（第 123 図、ＰＬ 31）

位置：２区、ⅠＷ 06・07 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。埋土と検出面の差があま
りなく、わかりにくかった。南側は削平の影響を受け、残存していなかった。重複関係：なし。埋土：単
層で、黒褐色土が堆積する。形状・規模：残存部の状況から、隅丸方形もしくは隅丸長方形と推測する。
規模は北西・南東方向で 2.6 ｍ以上、南西・北東方向で 3.1 ｍを測る。床・壁：竪穴の掘方を整え床面と
するが、若干の凹凸が残る。硬化面や貼床は確認できなかった。北西壁コーナー付近はほかよりもやや高
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第 122 図　ＳＦ 01・03・05・07、ＳＫ 03、ＳＸ 02　遺構図

1 暗褐色(10YR3/3)  
 粘性弱。しまりあり
 黄色・白色粒(1～3mm)少混
2 明赤褐色(5YR5/6) 
 粘性なし
 しまりあり。硬化

1  明赤褐色(5YR5/8) 
    しまり強。硬化。きめの細かい焼土層

1 にぶい黄褐色(10YR4/3) 
 粘性あり。しまり弱。２層＋焼土粒（細粒）
2 黒褐色(10YR3/2)
 しまりなし。1～3mm粗粒子多混
 硬化ブロックを部分的に混
3 黒色(10YR2/1)
 しまり弱。炭化物粒子（細粒）多混
3' 黒色(10YR2/1)
 しまり弱。炭化物粒子（細粒）少混

1 暗褐色(10YR3/4) 
 粘性あり。しまり弱
 5～20mm小礫少混

1 暗褐色(10YR3/3)  
 粘性弱。しまりややあり
 炭化物粒40%混
 炭化材散在
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い。
　壁は残存部の最大が 40㎝で、斜めに立ち上がる。柱穴・周溝：北西壁からコーナーに沿う部分的な周
溝を２か所で検出した。周溝の幅は 10～18㎝、深さは 10㎝程度である。柱穴は北西壁に沿う、周溝の途
切れ部でＰ１～３の３基を検出した。平面形は円形を呈し、直径はＰ１が 22㎝、Ｐ２が 38㎝、Ｐ３が 26
㎝、深さはＰ１・３が 10㎝程度、Ｐ２が 18㎝で、中央に位置するＰ２が両側にあるＰ１・３よりも規模
がやや大きい。炉・カマド、その他の施設：なし。遺物：埋土から土師器破片（坏・甕・羽釜など）が出
土した。時期：不明確だが、埋土から出土した土器の時期をもって、10 世紀以降と推測する。
　ＳＸ 01（第 123 図、ＰＬ 31）

位置：２区、ⅠＷ 14 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。埋土と検出面の差がなくわか
りにくかった。北壁付近以外は削平の影響を受け、残存していなかった。埋土：単層で、暗褐色土が堆積
する。形状・規模：形状は不明だが、北壁が直線的に延びる点から隅丸方形もしくは隅丸長方形の可能性
はある。規模は北壁付近（東西方向）で 3.8 ｍ以上を測る。南北方向は不明だが、被熱部と遺物・礫の分
布状況を考慮すると 3.1 ｍ以上、さらに南側にある２個体の礫を含めると 5.1 ｍ以上となる。床・壁：床
は貼床や硬化面が認められず、地山との違いも不明確でわかりにくかったが、被熱面を検出したレベルと
遺物が出土したレベルを考慮し床面を推定した。壁は斜めに立ち上がる。柱穴・周溝：なし。炉・カマド、
その他の施設：北壁コーナー付近から北東壁にかけて長軸 108㎝、短軸 94㎝を測る被熱部と支脚石、炭化
材を検出した。これらはカマド残痕の可能性が高く、当該遺構はカマドを有する竪穴建物跡と推測する。
炭化材は樹種同定分析を実施したところ、カエデ属およびコナラ属コナラ亜属コナラ節と同定された。遺
物：カマドの可能性が高い被熱部周辺で、礫とともに黒色土器（椀・坏）、土師器（坏・甕・小形甕）が出
土した。また、製鉄関連遺物の羽口と鉄滓が出土したが、製鉄関連遺物は当該遺構の北側でやや集中して
出土し、その一部が流れ込んだ可能性もある。時期：不明確だが、埋土から出土した土器の時期をもって、
９世紀後半と推測する。
　ＳＸ 02（第 122 図、ＰＬ 31）

位置：２区、ⅠＷ 02 グリッド。検出：基本層序第Ⅳａ層上面で検出した。埋土と検出面が類似し、わか
りにくかった。北壁付近以外は削平の影響を受けて残存しておらず、北壁および北壁に沿って帯状に広が
る焼土・炭化物の分布範囲以外は不明確である。埋土：単層で、焼土と炭化物粒を多量に含む暗褐色土が
堆積する。炭化材が散在する。形状・規模：形状は不明だが、北壁が直線的で、両側にある推定プランの
丸味がコーナーになれば隅丸方形・長方形の可能性もある。規模は北壁付近（東西方向）で 5.1 ｍ、南北
方向は不明だが、削平部分までの範囲で約 1.5 ｍを測る。床・壁：床面は貼床や硬化面は認められず、わ
かりにくかった。東側へ傾斜し、床面のレベル差が東西方向で最大 30㎝を測る。北壁に沿って、焼土と
炭化物・材が帯状に広がっていた。炭化材は樹種同定を実施したが、試料が樹皮とされ、同定には至ら
なかった。壁は残存部の最大が 10㎝程度で、斜めに立ち上がる。柱穴・周溝・炉・カマド・その他の施
設：なし。遺物：埋土から土師器破片が出土した。また、抜根時に北西コーナー付近と推測される位置を
中心に、９世紀後半の黒色土器（坏）と土師器（坏・甕・羽釜）が出土した。遺物は、位置的には当該遺構
に取り込まれる可能性もあるが、調査では当該遺構との関係は検証されていない。当該遺構は、放射性炭
素年代測定では 11 世紀前葉から 12 世紀中葉とする結果が出ており、遺物の時期とは全く整合しない点か
ら、抜根時の遺物は当該遺構に帰属しないものと考える。時期：放射性炭素年代測定の暦年較正では、概
ね 11 世紀前葉から 12 世紀中葉の年代を得ている。
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第 123 図　ＳＫ 02、ＳＸ 01　遺構図

1 黒褐色(10YR2/3) 
 粘性・しまり普通。30～10cm礫混
 白・黄色粒子1%混
2a 黒褐色(10YR2/3) 
 粘性・しまり普通。白色・黄色礫3%混 
2b 暗褐色(10YR3/4) 
 粘性・しまり普通
 1～20mm白色・黄色土3%ブロック状に混

1  暗褐色(10YR3/4) 粘性あり。しまり弱。1～5㎜白・黄褐粒多混
2  明赤褐色(5YR5/6) 粘性・しまり弱。1層に焼土粒子50%混
3  暗褐色(10YR3/4) 粘性弱。しまりあり
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（５）遺物集中（第 124 図）

　ⅠＷ 11 グリッド、ⅠＷ 14 グリッド、ⅠＷ 13・17・18 グリッドの３か所で、製鉄関連遺物（鉄滓・鉄塊

系遺物・炉壁・羽口）が比較的まとまりをもって出土していることが整理作業で判明した。
　ⅠＷ 11 グリッドでは、約 1.5 × 2.5 ｍの範囲から鉄滓と鉄塊系遺物が出土した。これらの遺物が出土し
た範囲の斜面上部には、製鉄炉跡のＳＦ 06 が位置することから、この範囲はＳＦ 06 の廃滓場であったと
推測する。
　ⅠＷ 13・14 グリッドでは、ＳＸ 01 の北壁に接した範囲で鉄滓と鉄塊系遺物が出土した。また、ＳＸ
01 埋土で出土した羽口や鉄滓は、当該範囲から流れ込んだ可能性もある。当該範囲の斜面上部には製鉄
炉跡が存在せず、ＳＸ 01 にも製鉄に直接関わるような痕跡が認められないことから、当該範囲の遺物と
遺構の関係は不明である。
　ⅠＷ 13・17・18 グリッド付近では、約 6.0 × 5.5 ｍの範囲から鉄滓と鉄塊系遺物が出土した。遺物集中
３か所の中では、最も遺物の出土量が多い。この範囲の斜面上部となるⅠＷ 13 グリッドには、製鉄炉跡
のＳＦ 02 が位置することから、この範囲はＳＦ 02 の廃滓場であったと推測する。

第 124 図　製鉄関連遺物出土位置図
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３　遺物
（１）平安時代の遺物
　ＳＫ 03（第 125 図１・２、ＰＬ 32）

　１は土師器の坏で、底部は回転糸切り、体部は回転ナデを施す。口径 10.2㎝、器高 4.1㎝、底径 4.3㎝を
測る。２は黒色土器の高台付埦で、底部は回転糸切りを施す。口径 12.5㎝、器高 5.5㎝、底径 6.7㎝を測る。
時期は９世紀末～10 世紀初頭と推測する。
　ＳＦ 01（第 125 図３、ＰＬ 32）

　３は土師器の坏で、底部は回転糸切り、体部は回転ナデを施す。口径は推定 10.6㎝、器高 3.3㎝、底径
は推定 5.0㎝を測る。時期は 10 世紀前半と推測する。
　ＳＦ 03（第 125 図４・５、ＰＬ 32）

　４は黒色土器の坏で、底部は回転糸切り、体部は回転ナデ後内面にミガキを施す。口径は推定 12.4㎝、
器高 4.5㎝、底径は推定 5.0㎝を測る。５は土師器の小型甕で、底部は回転糸切り、体部はカキメを施す。
口径 10㎝、器高 9.0㎝、底径 4.6㎝を測る。時期は９世紀代と推測する。
　ＳＸ 01（第 125 図７～15、ＰＬ 32）

　７・８は黒色土器の坏で、底部は回転糸切り、体部は回転ナデ後内面にミガキを施す。７は口径 13.0㎝、
器高 3.9㎝、底径 5.2㎝、８は口径が推定 12.9㎝、器高 4.0㎝、底径が推定 4.6㎝を測る。９・10・12 は黒色
土器の高台付埦で、底部は回転糸切り、体部は回転ナデ後内面にミガキを施す。９は底部のみが残存して
おり、底径 7.0㎝を測る。10 は器形が大きく内湾し、内面の口唇部直下に稜をもつ。また、底部は回転糸
切りの後、ケズリが入る。口径 12.3㎝、器高は残存部で 6.2㎝を測り、底部は欠損する。12 は口径 17.4㎝、
器高 6.9㎝、底径 6.8㎝を測る。11 は土師器の坏で、底部は回転糸切りの後ケズリが入り、体部は回転ナ
デを施す。口径 12.6㎝、器高 3.9㎝、底径 5.0㎝を測る。13・14 は土師器の小型甕、15 は土師器の甕であ
る。13 は外面にケズリを、内面に強い指ナデを施す。全体的に不整なつくりである。口径は推定 11.4㎝、
器高 10.9㎝、底径 7.8㎝を測る。14 は口唇部から体部上半にかけて回転ナデを、体部下半は回転ナデの後、
ケズリを施す。内面は、口唇部から底部までが回転ナデである。口径 11.6㎝、器高 13.5㎝、底径 7.2㎝（全

て推定）を測る。15 は口唇部から体部上半に回転ナデを、体部下半にケズリを施す。内面は回転ナデだが、
磨滅が著しい。口径 22.8㎝、器高 26.9㎝を測る。以上の土器について、時期は９世紀後半と推測する。
　遺構外（第 125 図６・16～26、ＰＬ 32）

　16～19 は黒色土器である。16・17 は坏、18・19 は高台付埦で、底部は回転糸切り、体部は回転ナデ後
内面にミガキを施す。16 は口径 12.8㎝、器高 4.0㎝、底径 5.2㎝を測る。17 は口径が推定 13.8㎝、器高 4.0
㎝、底径 6.1㎝で、内面の体部下半から底部にはアバタ状の凹みが多く残る。18 は口径 13.3㎝、器高 5.6
㎝、底径 6.8㎝、19 は口径 14.2㎝、器高 6.4㎝、底径は推定 7.0㎝を測る。20 は土師器の高台付埦で、底部
は回転糸切り、体部は回転ナデを施す。口径は推定 10.3㎝、器高は残存部で 3.7㎝を測り、底部は欠損す
る。21 は土師器の甕で、全体にナデを施す。口径は推定 17.8㎝、器高は残存部で 4.5㎝を測る。６・22～
25 は羽釜である。６は羽釜の体部で、外面は縦方向のケズリ、内面は斜め方向のハケを施す。22 は鍔状
の突帯より上部にナデ、下部にケズリを施す。口径は推定 24.0㎝、器高は残存部で 11.5㎝を測る。23～25
は、鍔状の突帯付近の破片である。26 は土師器の甕、もしくは羽釜の底部で、外面にケズリを施す。器
高は残存部で 9.5㎝、底径は推定 9.0㎝を測る。
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（２）製鉄関連遺物
　羽口 17 点（0.61㎏）、鉄塊系遺物 12 点（0.79㎏）、鉄滓 155 点（1.6㎏）、炉壁 211 点（0.52㎏）が出土した。
全て割れた状態で出土し、小破片なので、図化に耐え得る 20 点を抽出して報告する（第 126 図）。なお、
炉壁については掲載していない。各遺物の出土地点など非掲載遺物についての詳細は、観察表（第 32～34

表）に掲載した。
　１～７は羽口で円筒状を呈する。１～５は先端部付近、６・７は吸気部付近の破片であろう。小破片の
ため不明確だが、６・７以外は内径が概ね 2.6～3.1㎝と推定する。
　８～11 は鉄塊系遺物である。鉄滓を金属探知機（KDS 社製 DS-100）で測定し、金属反応を示したもの
を鉄塊系遺物とした。全体的に塊状だが、断面形は一定ではない。８は表面および破断面に、様々な大き
さの気泡が多く観察される。９～11 の表面は銹により土砂が固結し、さらに９は内部の鉄の銹化膨張に
伴う割れが残る。
　12～20 は鉄滓で、炉底滓や排出滓、排出溝滓などを含むと考えるが、厳密な分類はできなかった。
12・13 は断面形が不整形で、上・下面には流動したような部分と細かな気泡が残る。下面は若干の砂を
噛み込み、13 には木質と思われる痕跡が残る。14～17・20 は断面形が蒲鉾型に湾曲し、上面は多孔質も
しくは流動・発泡したような部分があり、下面は砂を噛み込む。14 は上面の流動・発泡したような部分
が顕著で、14・20 は下面に噛み込む砂の量が多い。15 は上面および破断面に、19 は下面に木質と思われ
る痕跡が残る。18 は断面形が板状、19 は蒲鉾型に湾曲し、表面は銹により若干の土砂が固結する。

引用・参考文献

福島県教育委員会 2015『常磐自動車道遺跡調査報告 71　沢入Ｂ遺跡　鈴山遺跡　大清水遺跡』

福島県教育委員会 2015『常磐自動車道遺跡調査報告 72　南狼沢Ａ遺跡（２・３次調査）』

第 32 表　羽口観察表
図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 種類 残存部位 法量（cm、ｇ） 備　　　考長さ 幅 厚さ 重さ

1 506 ＳＦ 02　№４ 羽口 先端部付近 （11.9） （6.7） 1.7 192.6 内径（2.8）、滓化、スサ混
2 502 ＳＦ 06　93 羽口 先端部付近 （3.8） （5.4） （2.1） 27.9 内径（2.6）、滓化、スサ混
3 503 ＳＦ 06　96 羽口 先端部付近 （6.9） （7.4） （2.9） 124.7 内径（2.9）、滓化、スサ混
4 501 ＳＦ 06　74 羽口 先端部付近 （5.8） （5.0） （2.6） 57.7 内径（3.1）、スサ混、還元
5 504 ＳＫ 02　覆土 羽口 先端部付近 （5.9） （3.7） （2.2） 34.0 内径（3.0）、滓化
6 505 ＳＫ 02　覆土 羽口 吸気部 （3.6） （4.2） （1.8） 21.0 スサ混
7 507 ＳＸ 01　№５ 羽口 吸気部 （7.9） （7.0） （1.9） 83.4 スサ混

第 33 表　鉄塊系遺物観察表
図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号

出土
位置 種　　類 重さｇ 磁着 金属

反応 備　　　考15㎜ 22.8㎜
8 508 ＳＦ 06　97 鉄塊系遺物 101.9 ○ ○ ○３ 気泡多い
9 515 ⅠＷ 14　182 鉄塊系遺物 131.6 ○ ○ ○９ 土砂固結、鉄の銹化膨張に伴う割れ有
10 510 ⅠＷ 18　129 鉄塊系遺物 180.5 ○ ○ ○７ 土砂固結
11 512 ⅠＷ 18　150 鉄塊系遺物 161.7 ○ ○ ○４ 土砂固結

第 34 表　鉄滓観察表
図版
番号

ＰＬ
番号

管理
番号 出土位置 種　　類 重さｇ 磁着 金属

反応 備　　　考15㎜ 22.8㎜
12 518 ＳＦ 07　排滓溝 鉄滓 99.2 ○ ○ ×
13 519 ＳＦ 07　排滓溝 鉄滓 72.1 ○ ○ ×
14 517 ＳＸ 01　192 鉄滓 187.6 ○ ○ ×
15 514 ⅠＷ 14　181 鉄滓 320.1 ○ ○ × ＳＸ 01 周辺
16 509 ⅠＷ 11　106 鉄滓 360.7 ○ ○ × ＳＦ 06 周辺
17 516 ⅠＷ 15　189 鉄滓 313.3 ○ ○ ×
18 511 ⅠＷ 18　134 鉄滓 84.5 ○ ○ ×
19 513 ⅠＷ 18　160 鉄滓 56.2 ○ ○ ×
20 520 ⅠＷ 18 鉄滓 73.4 ○ ○ ×
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第 126 図　製鉄関連遺物
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第２節　遺構と遺物

（３）その他の時代の遺物（第 125 図 27・28、第 127 図、ＰＬ 32）

　第 127 図１～11 は縄文土器である。１～４は早期の押型文土器で、器厚は薄く、山形文を縦位に密接
施文しており細久保式と考える。５～９は早期末～前期初頭で、胎土に繊維を含む。内面に条痕文はない。
５は薄手で、密接した細い撚糸文を浅く施す。６は厚手で、縦位密接の撚糸文を深く施す。７は単節縄文
を縦位羽状に施文する、８は単節縄文を横位羽状に施文し菱形を構成する。９は磨滅のため不明確だが、
縄文の痕跡が残る。10 は前期後葉で、内湾する波状口縁の端部を刻み、浮線で釣針状の意匠を描くらし
い。縄文地文と推定する。諸磯ｂ式中段階の土器である。11 は中期初頭で、横位の隆帯区画に半截竹管
状工具で斜位の集合沈線文を施す。第 125 図 27・28 は７世紀後半と推測する坏と壺である。27 は浅い半
球形状を呈する坏で、底部にヘラケズリを施す。口径は推定で 12.8㎝、器高は残存部で 3.2㎝を測る。28
の壺は全体的に磨滅が著しいが、外面は頸部にハケとミガキ、体部にミガキが、内面にはナデが残る。口
径 16.6㎝、器高は残存部で 26.3㎝を測り、底部は欠損する。第 127 図 12 は近世の焙烙で、内面耳の１か
所が欠損する。口径 33.6㎝、器高 7.2㎝、底径 28.0㎝を測る。
　石器の１は石鏃未製品で、やや厚みのある剝片を素材とする。表裏ともほぼ全周を剝離し、ほとんど第
１次剝離面を残さない。製作の早い段階で廃棄されたものと推測する。２は石錐で、表裏の大部分に自然
面を残す。下半部の側縁を急角度に剝離し錐部を作る。３は削器で、やや厚みのある剝片を素材とする。
裏面のほぼ全面が第１次剝離面である。表面の周縁に連続的な剝離を行い、下縁を刃部とする。４は石槍
で、両側縁から剝離を行い、左右対称形の形態を作る。基部側を欠損する。５は敲石で、棒状円礫の長軸
方向側面に微弱な敲打痕がある。下端には明瞭な敲打痕が残る。

第 127 図　その他の時代の遺物

0 10cm

0 5cm

0 5cm

0 5cm

1

12

2

3

4
5

1 2 3 4
5 6

7
8 9

10

11

縄文土器・焙烙

石器

T14　黒曜石

T13　安山岩
W1　黒曜石

W14　No.186
　黒曜石

SX01　No.4　黒曜石



―　244　―

第７章　洞源遺跡

第３節　自然科学分析

　洞源遺跡では自然科学分析として、樹種同定分析と放射性炭素年代測定を委託で実施しており、以下に
その概要を報告する。なお、各分析の詳細については分析報告書を DVD に収録したのでそちらを参照さ
れたい。

１　樹種同定分析
（１）分析の内容
　製鉄炉跡と竪穴状遺構から採取した炭化材を対象として、パリノ・サーベイ株式会社に委託し、樹種同
定分析を実施した。
（２）分析試料と目的
　分析試料は製鉄炉跡ＳＦ 02 から採取した２点、製鉄炉跡ＳＦ 06 から採取した１点、竪穴状遺構ＳＸ
01 から採取した２点、竪穴状遺構ＳＸ 02 から採取した１点の合計６点で、目的は製鉄等の木材利用に関
わる資料を得ることにある。
（３）分析結果
　試料の同定結果を第 35 表に示した。ＳＦ 02 の２点は重硬で強度が高く、薪炭材としては優良なコナラ
属コナラ亜属クヌギ節と同定された点から、製鉄炉で燃料として利用された薪炭材であったことがわかる。
ＳＸ 01 の炭化材は１点がカエデ属、１点がコナラ属コナラ亜属コナラ節であった。カエデ属は、比較的
重硬かつ緻密な木材で、燃料としてはクヌギ節やコナラ節に近く、また、コナラ節はクヌギ節と同様に優
良な薪炭材とされている。ＳＸ 01 はカマドを有する竪穴建物跡と考えられ、これらの樹種はカマドで利
用された薪炭材であった可能性がある。ＳＦ 06 の１点はヤナギ属と同定された。ヤナギ属は軽軟で、燃
料として火付きは良いが火持ちは悪いとされる樹種で、ＳＦ 02 やＳＸ 01 で同定された樹種とは違う性格
の樹種であった。なお、ＳＸ 02 の１点は樹皮であり、同定には至らなかった。

２　放射性炭素年代測定
（１）分析の内容
　製鉄炉跡と竪穴状遺構、および遺構外から採取した炭化材を対象として、株式会社加速器分析研究所に
委託し、放射性炭素年代測定（AMS 測定）を実施した。
（２）分析試料と目的
　分析試料は炭化材片で、製鉄炉跡ＳＦ 02 から採取した４点、ＳＦ 06 から採取した３点、ＳＦ 07 から
採取した１点、竪穴状遺構ＳＸ 01 から採取した１点、ＳＸ 02 から採取した３点の合計 12 点である。分
析の目的は、時期決定が困難な遺構のより明確な年代推定を行うための資料を得ることにある。

第 35 表　樹種同定結果

№ 台帳№ 取り上げ№ 採取遺構 層位 形　　　状
１ サ―１ 炭サンプル１ ＳＦ 02 １層 分割材（柾目板）状 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
２ サ―３ 炭サンプル３ ＳＦ 02 １層 ― コナラ属コナラ亜属クヌギ節
３ サ―８ 炭サンプル４ ＳＦ 06 ２層 分割材（ミカン割）状 ヤナギ属

４ サ―11 炭サンプル 11 ＳＸ 01 １層 ― カエデ属
― コナラ属コナラ亜属コナラ節

５ サ―12 炭サンプル 12 ＳＸ 02 １層 ― 樹皮
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（３）分析結果
　測定結果を第 36 表に示した。１σ暦年代範囲の最小値と最大値をみながら、製鉄炉跡と竪穴状遺構の
年代測定値を整理しておく。
　製鉄炉跡のＳＦ 02 では、№１が 1080calAD-1147calAD、№４が 1039calAD-1151calAD、№５が
1020calAD-1147calAD、№６が 981calAD-1016calAD となり、№６は若干古いが№１・４・５は概ね近
く、11 世紀前葉から 12 世紀中葉の年代を得ている。ＳＦ 06 では、№７が 894calAD-968calAD、№８
が 901calAD-990calAD、№９が 894calAD-969calAD となり、№７・９はほぼ同じで№８はやや新しい
が、３点は 10 世紀代初頭から後葉までの年代幅では一致する。ＳＦ 07 の№ 12 は 996calAD-1029calAD
で、10 世紀末葉から 11 世紀前葉であった。この結果からすれば製鉄炉は、10 世紀初頭から後葉のＳＦ
06、10 世紀末葉から 11 世紀前葉のＳＦ 07、11 世紀前葉から 12 世紀中葉のＳＦ 02 といった、複数時期
の操業があったと推測することもできよう。
　竪穴状遺構のＳＸ 01 では、№２が 1210calAD-1256calAD で、13 世紀前葉から中葉とする年代を得た。
しかし、ＳＸ 01 では９世紀後半の土師器が比較的まとまりをもって出土し、遺物の時期と測定年代は整
合しない。また、ＳＸ 02 では、№３が 1040calAD-1152calAD、№ 10 が 1020calAD-1147calAD、№ 11
が 1021calAD-1147calAD となり、概ね 11 世紀前葉から 12 世紀中葉とする年代を得た。この結果は製鉄
炉のＳＦ 02 の年代幅と重なる。
　年代測定から、製鉄炉跡ＳＦ 02・06・07 は同時期ではなく、複数時期の操業が推測され、さらに製鉄
炉跡ＳＦ 02 と竪穴状遺構ＳＸ 02 は同時期に存在した可能性が高いことが判明した。
第 36 表　分析試料と測定年代

№ 試料名 種類 採取位置 暦年較正用
（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

1 1 木炭 SF02　１層 979 ± 24
1080calAD-1045calAD（45.4％）
1095calAD-1120calAD（23.8％）
1142calAD-1147calAD（3.9％）

998calAD-1003calAD（0.7％）
1012calAD-1054calAD（47.5％）
1078calAD-1154calAD（47.5％）

2 2 木炭 SX01　埋土 821 ± 23 1210calAD-1256calAD（68.2％） 1170calAD-1262calAD（95.4％）

3 3 木炭 SX02 935 ± 23 1040calAD-1052calAD（10.1％）
1081calAD-1152calAD（58.1％） 1032calAD-1156calAD（95.4％）

4 12 炭化物 SF02　１層 938 ± 23
1039calAD-1051calAD（10.6％）

1030calAD-1156calAD（95.4％）1082calAD-1128calAD（41.8％）
1133calAD-1151calAD（16.1％）

5 13 炭化物 SF02　１層 975 ± 23
1020calAD-1045calAD（37.7％）

1015calAD-1055calAD（44.4％）
1076calAD-1154calAD（51.0％）1095calAD-1120calAD（26.2％）

1142calAD-1147calAD（4.3％）

6 14 炭化物 SF02　１層 1,057 ± 23 981calAD-1016calAD（68.2&） 901calAD-921calAD（7.4％）
953calAD-1024calAD（88.0％）

7 15 炭化物 SF06　２層最下部焼土
直上 1,121 ± 22

894calAD-906calAD（14.0％）
915calAD-931calAD（18.1％）
938calAD-968calAD（36.0％）

885calAD-985calAD（95.4％）

8 16 炭化物 SF06　２層最下部 1,088 ± 22 901calAD-921calAD（23.0％）
951calAD-990calAD（45.2％）

894calAD-930calAD（32.2％）
937calAD-1013calAD（63.2％）

9 17 炭化物 SF06　２層 1,119 ± 23
894calAD-930calAD（35.4％）

885calAD-986calAD（95.4％）
939calAD-969calAD（32.8％）

10 18 炭化物 SX02　１層 975 ± 23
1020calAD-1045calAD（37.7％）

1015calAD-1055calAD（44.4％）
1076calAD-1154calAD（51.0％）1095calAD-1120calAD（26.2％）

1142calAD-1147calAD（4.3％）

11 19 炭化物 SX02　１層 975 ± 22
1021calAD-1045calAD（38.3％）

1016calAD-1053calAD（45.5％）
1080calAD-1153calAD（49.9％）1095calAD-1120calAD（25.7％）

1142calAD-1147calAD（4.2％）

12 20 炭化物 SF07　３層 1,010 ± 21 996calAD-1029calAD（68.2％）
986calAD-1040calAD（94.6％）
1110calAD-1115calAD（0.8％）
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第４節　小結

　洞源遺跡の製鉄炉跡は、佐久地域では初めての調査事例となった。遺構は削平の影響を大きく受け、残
存状態が悪く、遺物も量的に決して多いとは言えないが、製鉄炉跡と竪穴状遺構を主体に概観することで
小結としたい。
　検出した遺構は製鉄炉跡が３基（ＳＦ 02・06・07）、被熱部・焼土跡が３基（ＳＦ 01・03・05）、土坑が１
基（ＳＫ 03）、竪穴状遺構が３軒（ＳＫ 02、ＳＸ 01・02）である。しかし、鉄生産には欠かせない木炭供給
のための窯が見つからず、そうした遺構が今回の調査区外に存在する可能性は高い。事前に実施したトレ
ンチ調査では、調査区の北側には遺構が存在しないことが判明しており、南側は小河川に面することから、
遺構が広がるとすれば今回の調査区の東側もしくは西側となろう。
　製鉄炉の３基は標高 710～713 ｍの場所に、約 15 ｍの間隔で位置する。炉の本体は円形を呈し、本体下
部には排滓溝、もしくは排滓溝と排滓土坑を有する。炉底には明確な被熱痕跡がなく、焼土粒・炭化粒お
よび炭化材片などが堆積していた。ＳＦ 02 で採取した炭化材片の樹種同定では、燃料の薪炭材として優
良なコナラ属コナラ亜属クヌギ節との結果を得た。また、ＳＦ 02・06 の南側斜面のⅠＷ 11 グリッド、Ⅰ
Ｗ 13・17・18 グリッドでは、鉄滓や鉄塊系遺物などが比較的まとまりをもって出土した範囲があり、そ
こがＳＦ 02・06 の廃滓場であった可能性が高い。
　製鉄炉の時期は、放射性炭素年代測定による暦年較正でＳＦ 02 が 11 世紀前葉～12 世紀中頃、ＳＦ 06
が 10 世紀初頭～後葉、ＳＦ 07 が 10 世紀末葉～11 世紀前葉の範囲とされた。この結果から、３基の製鉄
炉は同時操業ではなく、３時期にわたっての操業があったと推測する。
　竪穴状遺構の３軒は残存状態が悪く一部の検出に止まり、性格は不明である。ＳＸ 01 は北東壁コー
ナー付近にカマドをもつ竪穴建物跡だが、ＳＫ 02 とＳＸ 02 はカマドをもたず、さらにＳＸ 02 は北壁に
沿って炭化物と焼土が床面に広がるなど、通常の建物とは性格を異にする。遺構の時期は、出土遺物から
ＳＸ 01 が９世紀後半、ＳＫ 02 が 10 世紀以降、放射性炭素年代測定による暦年較正でＳＸ 02 が 11 世紀
前葉～12 世紀中葉とされた。ＳＫ 02 とＳＸ 02 は製鉄炉跡の時期と重なり、さらにＳＫ 02 とＳＦ 06、Ｓ
Ｘ 02 とＳＦ 02 の時期がそれぞれ対応することから、製鉄関連の施設と推測することができる。
　それに対して、ＳＸ 01 は製鉄炉跡の時期よりも古い。同時期と考えられる遺構がＳＫ 03 とＳＦ 03 で、
この３つは製鉄炉の操業以前に営まれた集落の可能性がある。中部横断道建設に伴い調査した佐久市寺久
保遺跡では、平安時代後期の竪穴建物跡１軒の検出に止まり、山間部の小規模集落（山棲み集落）と評価
したが（埋文センター 2019）、洞源遺跡のＳＸ 01 も同様に山間部の小規模集落とすることができるかもし
れない。しかし、冒頭で触れたように、洞源遺跡の遺構は調査区外に広がる可能性があり、今回調査した
製鉄炉のＳＦ 02・06・07 よりも古く、ＳＸ 01 と同時期の製鉄炉が調査区外に存在する可能性は否定でき
ない。製鉄炉が存在すれば、ＳＸ 01 もほかの竪穴状遺構と同様に、製鉄関連の施設とすることができる。

引用・参考文献

埋文センター 2019『滝ノ沢遺跡　寺久保遺跡　庚申塚　台ヶ坂遺跡　上滝・中滝・下滝遺跡　和田遺跡　和田１号塚　滝遺跡　家

浦遺跡　田島塚　水堀塚』
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第１節　荒城跡

　荒城跡は、佐久市大字前山の山頂にある中世城館である（第 128 図）。今回の中部横断道に係る調査対象
地は、主郭があった山頂から北東側に下った急斜面で、小規模の郭が斜面上に存在する可能性が指摘され
ていた。
　2015（平成 27）年、人工的な地形改変の有無を確認するため地表観察を行ったが、郭の可能性をもつ平
坦面は確認できなかったので、傾斜が最も緩やかな地点を選択し、２ｍ四方のテストピットの発掘を行っ
た（第 129 図）。その結果、地表から 25～55㎝で地山の岩盤に達し、人工的な平坦面や遺構はなく、遺物
も出土しなかった。以上により、今回の調査対象地については、本調査は不要と判断した。

第 128 図　荒城跡と月明沢岩陰遺跡群の位置
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第２節　月明沢岩陰遺跡群

　月明沢岩陰遺跡群は蓼科山塊から延びる尾根の先端付近に位置する（第 128 図）。尾根の南北両側は小規
模な河川が東流して遺跡東側で合流し、片貝川沖積平坦面の洞源湖に注ぐ。月明沢岩陰は尾根の先端付近
の標高 718 ｍ前後で東側に開放し、眼下の河床からの比高は 20 ｍ程度を測る。尾根先端部に露出する岩
盤の弱い部分が浸食され、岩庇状の岩陰を形成したものと考えられる。今回調査した岩陰以外にも、周辺
の谷筋にはいくつかの岩庇が確認されている。
　従来の調査歴は、1965（昭和 40）年に地元有志が 10 数体分の人骨、土器、石器、鹿角などを発見し、
信州大学の鈴木誠教授に鑑定を依頼している。1971 年には西沢寿晃氏、小松虔氏により現地踏査と整理
作業が行われ、弥生時代前期の土器８点とヒトの上顎第３大臼歯を穿孔した装飾品、人骨が『長野県考古
学会誌』に報告された（西沢・小松 1978）。その後、月明沢岩陰は遺跡の詳細な位置が不明確となり、佐久
市遺跡地図にも未登録の状態が続いた。
　2009 年、中部横断道建設に伴う市教委、県教委、埋文センターによる現地踏査で、月明沢岩陰の位置
を再確認した。
　2010 年、遺跡の状況確認を目的とし、約 400㎡の範囲において岩陰部やその周辺に 15 か所のテストピ
ット（ＴＰ１～15）を掘削した（第 129 図）。70 年代に調査された月明沢岩陰は、この内のＴＰ２の位置に
該当する（ＰＬ 31）。ＴＰ２では幅 80㎝、長さ２ｍの範囲を掘削した結果、岩陰奥壁より 1.8 ｍまではな
だらかな傾斜の岩陰・テラス部となり、そこから東側は急激な傾斜で河床に向かい落込む構造が明らかに
なった。岩陰内部は約 20㎝の崩落土が堆積しており、遺物などは全く出土しなかった。その後、ＴＰ２
を含む月明沢岩陰全体を掘り出したが、遺物は皆無で崩落土のみが堆積していた。この状況から、1971
年の調査は岩陰内部全体に及んだと判断した。岩陰部は幅（南北）５ｍ程度で、両端はそのまま基盤の露
出岩盤につらなり、岩陰内部は南側から北側および東側（開放部側）へ緩やかに傾斜している。また、周
辺部に設定したそのほかのテストピット（ＴＰ１・３～15）でも遺物包含層は確認できず、岩陰や周辺を
利用した状況は確認できなかった。
　月明沢岩陰周辺では、ほかにも岩陰状を呈する部分を確認したが、基盤層が浸食されて岩庇前面のテラ
ス部がなく、遺物も出土せず、岩陰遺跡といえるものではなかった。以上から、中部横断道用地内では、
岩陰遺跡は残存していないと判断して調査を終えた。

引用・参考文献

西沢寿晃・小松虔 1978「長野県佐久市月明沢遺跡発掘資料について」『長野県考古学会誌』31　長野県考古学会
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第２節　月明沢岩陰遺跡群

第 129 図　テストピット配置図
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第９章　総括

　本報告では佐久市内、千曲川左岸の佐久平に面した小宮山・前山地区の範囲にある発掘調査の記録をま
とめている。報告した遺跡は旧石器から中近世にわたり、石器ブロック、集落、古墳、生産跡など今まで
周知されていなかった内容を含め、多様な成果を得た。ここでは時代順にまとめておきたい。
旧石器時代
　高尾Ａ遺跡で台形石器を含む石器群が発見された。火山灰との関係は明確に確認できなかったが、出土
石器から旧石器時代でも古い段階と判断した。周辺地域では調査事例の少ない成果で、貴重な例と考える。
縄文時代
　小山の神Ｂ遺跡で縄文時代前期初頭・後葉・末葉の集落跡を調査した。前期初頭の集落は緩やかな環状
を描くように建てられ、少なくとも２段階以上の変遷を想定、浅間山麓の遺跡と立地環境等を比較して、
当該期における集落の１つの在り方を示していると指摘した。一方、高尾Ａ遺跡では前期前葉の竪穴建物
跡を報告した。いずれもなだらかな斜面地にある点が共通し、地域における前期の集落の立地を考える良
好な資料と考える。小山の神Ｂ遺跡では多数の種実圧痕を持つ土器を報告し、最新の研究の一助となった。
弥生時代
　小山の神Ｂ遺跡で石鍬が出土した土坑をこの時期としたほかは、遺構を確認していない。尾垂遺跡では
今回調査した範囲より、千曲川寄りの尾根の先端付近で市教委によって集落跡が調査されていることから、
人々は、佐久平に面した台地に居住していたと推測している。また、月明沢岩陰遺跡群については、今回
の用地内では岩陰遺跡は残存していないと判断した。
古墳時代
　高尾古墳群５号墳、尾垂古墳ともに新発見の古墳である。築造年代は両者ともに７世紀から８世紀にか
けてと推測した。小型の横穴式石室を内部主体とすること、追葬がなされていることが共通している。古
墳を築造した目的やその背景について踏み込むことはできなかったが、山裾に築かれた「山寄せ」古墳と
して、古墳の発見例の少ない千曲川左岸地域の地域動向を考える新資料として評価した。
古代
　小山の神Ｂ遺跡、尾垂遺跡で９～10 世紀の集落跡を調査した。洞源遺跡の製鉄炉跡は佐久地域では初
めての事例である。報告した３基の製鉄炉跡は年代測定の結果から 10～12 世紀に築かれたと推測した。
おそらく砂鉄と推測される原材料、燃料の薪炭材などの供給方法や造られた鉄素材はその後どうなるのか
など解明すべき課題は多い。ただし、古代における生産遺跡として希少な成果と考える。
中世以降
　尾垂遺跡では当地に「龍覚寺」という寺があったと伝承されている。今回の調査では、青磁等の中世陶
磁器や仏具の「馨」が出土し、時期不明の礎石建物跡を考慮すると「寺」の存在も推測されるが確証まで
には至らなかった。また、荒城跡では小規模な郭の存在を想定したものの、確認できなかった。
　以上、今回の調査によって、地域の歴史解明に新たな資料を提示できたが、その分、残された課題も多
く、今後の地域の歴史解明にこの調査成果が生かされることを期待したい。
　最後に、発掘調査に御協力いただいた関係者の皆さま、発掘作業から報告書作成までに貴重な御教示を
いただいた多くの皆さま、この場を借りて感謝申し上げます。
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所在遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小山の神Ｂ遺跡 集落跡 縄文前期
古代

縄文前期竪穴建物
跡 14、 土 坑 102、
古代竪穴建物跡９、
古代以降の溝跡４

縄文土器前期初頭・後葉・末葉の
土器と石器、種実圧痕土器、古代
土器、鉄製品

80 点以上（推計）のサ
サゲ属アズキ亜属種子と
１点のシソ属果実を１個
体に含む諸磯 c 式土器
が出土

高尾Ａ遺跡 集落跡 旧石器
縄文前期

旧石器集中１、縄文
前期竪穴建物跡１

台形石器、掻器状石器、貝殻状刃
器、縄文前期前葉土器・石器

型式学的特徴から、AT
降灰以前に所属する石
器群を検出

高尾古墳群５号墳 古墳 古墳 小型の横穴式石室を
内部主体とする円墳 須恵器高台付坏・坏蓋

千曲川左岸地域に築造
された７世紀末葉～８
世紀初頭の古墳。玄室
に火葬骨を埋納

尾垂遺跡 集落跡 古代
中世以降

古代竪穴建物跡 16、
中世以降の礎石建
物跡１

古代土器、中世土器・陶磁器、鉄
製品、製鉄関連遺物（羽口、鉄塊
系遺物ほか）、磬

仏教関連遺物が出土

尾垂古墳 古墳 古墳 小型の横穴式石室を
内部主体とする円墳

直刀、鉄鏃、刀子、耳環、ガラス
小玉、須恵器大甕

千曲川左岸地域に築造
された７世紀後葉の古墳

洞源遺跡 生産遺跡 古代
製 鉄 炉 跡３、 被 熱
部・焼土跡３、竪穴
状遺構３

古代土器、製鉄関連遺物（羽口、
鉄塊系遺物、鉄滓、炉壁）

佐久地方では初見となる
古代の製鉄炉を検出

荒城跡 城館跡 中世 なし なし

月明沢岩陰遺跡群 岩陰 弥生 なし なし 1965 年の調査地点を再
確認
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